
令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

6.地域力を発揮するまち

活動指標の算式

2.健全な行政運営の推進

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 682

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

AI導入により、契約書審査の質の向上に努め、契約事務が
円滑かつ適正に進めることができるよう環境を整える。

また、契約業務に係る時間の削減により、限られた人員、
限られた時間を有効に活用出来るように努める。

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円）

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 682

R7予算額 682

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市契約規則・宇陀市物品購入等に係る競争入札の参加資格等に関する要綱 他

総合計画 基本計画　６－２－１ わかりやすく丁寧な行政サービスを提供します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）契約書作成支援ツール業務利用料
　　年間　682千円（税込） 1月あたり56,760円
　　　【内訳】
　　　　　18,920円（税込）×3ライセンス×12月

分担金
負担金  

目 1 一般管理費

使用料
手数料

項 1 総務管理費

区分名

事業の目的

DX推進としてAIによる契約書作成支援ツールを導入するこ
とにより、契約書作成時におけるリスクの見落とし、必要条
項の抜け漏れ防止等の確認を行い、契約書審査の質、業務効
率化の両立を実現する。

款 2 総務費

所管課 総務課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁一般管理費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 契約書作成支援ツール導入事業

Ａ
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活動指標の算式 動画・静止画・データ放送・Youtube

決算額又は決算見込額 （千円） 840 840

1.市民と行政の協働のまち
づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 17,083 17,826

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 96
単
位

回 92
単
位

回
6.地域力を発揮するまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 放映回数

R6
840

当初予算額

R6
840

800 800

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

（目標）
・本市の住み良さや豊かさ、観光情報等を積極的にPRするこ
とにより交流人口の増加が期待できる。
・当市の魅力を市内外の方に認識していただく事により、定
住先を探している方に選択する際の参考としていただく。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 840

R7予算額 840

目 2 文書広報費

使用料
手数料

基本計画　６－１－２ 市民協働のまちづくりを推進します

財源の内訳　（単位：千円）・奈良テレビ放送番組「ゆうドキッ！」内コーナー「いきい
きまちだより」（毎週金曜日放送）で放送する。
・県内各市は奈良テレビで制作するが、当市では自主放送に
より動画制作し、奈良テレビ番組で放映する。
・動画　　　　　約2回（120秒／回）／月
・静止画　　　　約2回（30秒／回）／月
・データ放送　　　2回／月更新
・Youtube　 　 1～2回／月更新

・委託料（放送用加工料及び電波料）　840千円

分担金
負担金

項 1 総務管理費

区分名

所管課 秘書広報情報課 (市長公室) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 文書広報費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀市ＰＲ番組放送委託事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

本市の自然の豊かさ、くらしの情報、魅力や観光情報の番
組を自主放送で制作し、その素材を活用してテレビ放送や
SNS等による発信を行うことにより、宇陀市の魅力をPRし、
市の知名度アップ、観光振興等につなげる。

款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,640 1,640

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 電気自動車購入事業（カーボンニュートラル推進事業）

事業の目的

宇陀市地球温暖化対策実行計画を策定し市内の温室効果ガ
スの削減に取り組んでおり、本計画では市施設の温室効果ガ
ス排出量の削減目標を定めている。

公用車を計画的に電気自動車に入れ替えることにより、計
画を進める。

款 2 総務費

所管課 総務課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁財産管理費

項 1 総務管理費

区分名

目 3 財産管理費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 第２次宇陀市総合計画中期基本計画、宇陀市地球温暖化対策実行計画

総合計画 基本計画　５－１－１ 豊かで美しい自然環境を保全・活用します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債 12,500

その他

一般財源 1,819

R7予算額 14,319

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 10,836 13,759

活動指標名

R6
12,959

当初予算額

R6
12,959

800 800

増減額 1,360

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

昨年度に引続き、電気自動車3台を導入する。また、可搬型
パワーコンディショナーを活用することによって、災害時に
電気自動車から避難所等で電力の供給を行う。

　令和5年度　普通自動車2台を導入
　　　　　　　　各車両に可搬パワーコンディショナー常備
　　　　　　　無停電装置の代用として
　　　　　　　　定置型パワーコンディショナーを設置
　　　　　　　　　→大宇陀地域事務所・室生地域事務所
　令和6年度　軽自動車3台を導入
　　　　　　　　各車両に可搬パワーコンディショナー常備
　令和7年度　軽自動車3台を導入予定
　　　　　　　　各車両に可搬パワーコンディショナー常備

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 10,036 12,959

1.豊かな自然環境の保全・
活用

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

5.自然豊かなまち

脱炭素化推進事業債　　　　12,500

従事職員数【人工】 0.10 0.10

Ａ

（単位：千円）
電気自動車購入（３台） 13,960
電気自動車法定費用（３台） 62
電気自動車登録手数料（３台） 213
電気自動車自賠責保険（３台） 84

14,319合　　　　計
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名

市役所庁舎LED照明導入事業（カーボンニュートラル推進事業）

事業の目的

宇陀市地球温暖化対策実行計画を策定し市内の温室効果ガ
スの削減に取り組んでおり、本計画では市施設の温室効果ガ
ス排出量の削減目標を定めている。

また、令和9年末には蛍光灯などの照明の製造が中止さ
れ、継続的な施設運営にもLED照明への切り替えは重要であ
るため、庁舎内の照明をLED照明へ更新する。

款 2 総務費

所管課 総務課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁財産管理費

項 1 総務管理費

区分名

目 3 財産管理費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 第２次宇陀市総合計画中期基本計画、宇陀市地球温暖化対策実行計画

総合計画 基本計画　５－１－１ 豊かで美しい自然環境を保全・活用します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債 2,200

その他

一般財源 300

R7予算額 2,500

増減額 0

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市役所本庁舎におけるLED照明への更新を計画的に進め
る。

総事業費：人件費含む （千円） 1,653

R6
2,500

当初予算額

R6
2,500

決算額又は決算見込額 （千円） 853 脱炭素化推進事業債　　　　 2,200

従事職員数【人工】 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

5.自然豊かなまち

活動指標の算式

1.豊かな自然環境の保全・
活用

単位当たりコスト　　　　（円）

Ａ

金額
2,500

科　　目
工事請負費

（単位：千円）
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活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 34,571 10,680

2.健全な行政運営の推進

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

6.地域力を発揮するまち

従事職員数【人工】 2.00 2.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名

R6
5,180

当初予算額

R6
10,680

16,000 16,000

増減額 8,310

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

宇陀市の公共施設マネジメントを推進し、市有施設の整理
活用を図る。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 13,490

R7予算額 13,490

目 3 財産管理費

使用料
手数料

公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針、宇陀市公共施設等総合管理計画

基本計画　６－２－３ 持続可能な財政運営を確立します

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

項 1 総務管理費

区分名

所管課 行政経営課 (市長公室) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 3
公共施設マネジメン
ト推進費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 公共施設マネジメント推進事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀市公共施設等総合管理計画及び個別施設計画に基づ
き、全庁的な推進体制のもと、公共施設マネジメントを推進
し、公共施設の集約・複合化、未利用資産の売却・貸付によ
り持続可能な財政運営を確立する。

款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 50,571 26,680

Ａ

金額
30
50
20

13,350
10
30

13,490

（単位：千円）

旅費（各種研修会等）

合　計

需用費（事務消耗品）
役務費（郵送料）
委託料（ＦＭ推進支援、不動産鑑定、境界確定・測量等委託）

使用料（高速道路通行料）
負担金（研修会参加）

内　容
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 4,811 4,811

3.広域行政の推進

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

6.地域力を発揮するまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 5,611 5,611

活動指標名

R6
4,811

当初予算額

R6
4,811

800 800

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

圏域内外の住民交流の活性化、相互発見等の機会の拡大に
努めている。また、基本方針に基づき、ソフト事業施策を体
系的に展開する。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 4,811

R7予算額 4,811

国　費

県　費

根拠条例等 地方自治法等

総合計画 基本計画　６－３－１ 広域行政を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）【負担金】
桜井宇陀広域連合負担金　　4,811千円

分担金
負担金

目 4 企画費

使用料
手数料

項 1 総務管理費

区分名

事業の目的

桜井市、宇陀市、曽爾村、御杖村で構成する桜井宇陀広域
連合により、広域行政を推進する。また、広域連携を必要と
する事業の実施に係る連携調整を行う。 款 2 総務費

所管課 企画課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁企画費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 桜井宇陀広域連合事業の推進

Ａ
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活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

2.暮らしやすいまち

活動指標の算式

2.移住・定住の促進強化

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 4,847

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

大阪・関西万博に来場される国外・国内からの観光客へ宇
陀市の魅力を広くアピールすることで、宇陀市へ誘客を図り
経済の活性化を目指す。

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） まち・ひと・しごと創生寄附金
　　　　　　　　　　　　　2,200

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他 2,200

一般財源 2,647

R7予算額 4,847

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　２－２－２ 移住・定住者への総合的な支援の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）奈良県にて設置される実行委員会に加入し、2025大阪・関
西万博への参加に向けて、県と市町村が実行委員会を設置し
市町村連携事業に取組む。

旅費　　　　　　　　　　　　289千円
消耗品費　　　　　　　　　　200千円
通信運搬費　　　　　　　　　 15千円
手数料　　　　　　　　　　　133千円
保険料　　　　　　　　　　　 60千円
実行委員会　負担金　　　　1,950千円
シアタールーム運営負担金　2,200千円

分担金
負担金

目 4 企画費

使用料
手数料

項 1 総務管理費

区分名

事業の目的

2025年に開催される大阪・関西万博会場において、関西パ
ビリオン等への出展や催事への参加を通じ、国外・国内から
来場される観光客へ宇陀市の魅力をアピールすることで、宇
陀市への誘客を図る。

款 2 総務費

所管課 企画課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁企画費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 2025大阪・関西万博推進事業

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

民間バス事業者が運行するバス路線のうち、赤字路線につ
いて運行経費の補助を行う。

款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 54,549 55,314

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 奈良交通路線バス運行対策費負担金

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁企画費

項 1 総務管理費

区分名

目 4 企画費

使用料
手数料

宇陀市生活路線バス運行対策費補助金交付要綱

基本計画　２－３－２ ニーズに応じた地域公共交通を推進します

財源の内訳　（単位：千円）大宇陀線　　　　　　　　16,542千円
桜井菟田野線　　　　　 　1,894千円
古市場線　　　　　　　　11,946千円
榛原東吉野線（引上分）　　 964千円
都祁榛原線　　　　　　   　472千円
榛原ネオポリス線　　　　22,056千円
　　　合　計　　　　　　53,874千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 53,874

R7予算額 53,874

活動指標名 利用者数

R6
54,514

当初予算額

R6
54,514

800 800

増減額 ▲ 640

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

民間バス路線を維持することにより、市民の移動手段を確
保できる。
【令和5年度利用者数】
　大宇陀線　　　　　　　147,543人
　桜井菟田野線　　　　　 14,201人
　古市場線　　　　　　 　45,000人
　榛原東吉野線　　　　 　31,764人
　都祁榛原線　　　　　 　53,272人
　榛原ネオポリス線　　  110,680人

民間バス路線を維持することにより、市民の移動手段の確
保や利便性の向上のみならず、交流人口の増加、商業や観光
振興に寄与する。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 53,749 54,514

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 136 138

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 402,460
単
位

人 400,000
単
位

人
2.暮らしやすいまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 6,696 6,694

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 1,104 1,137

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 8,238
単
位

人 8,000
単
位

人
2.暮らしやすいまち

従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 利用者数

R6
6,694

当初予算額

R6
6,694

2,400 2,400

増減額 549

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

平成29年10月から、奈良交通㈱が運行していた奥宇陀線を
市村連携コミュニティバスに移行し現在に至る。

宇陀市と宇陀郡を結ぶ重要な公共交通として、将来にわた
り持続可能な運行を図る。

令和5年度利用実績：8,238人

現計予算額

市　債

その他

一般財源 7,243

R7予算額 7,243

目 4 企画費

使用料
手数料

基本計画　２－３－２ ニーズに応じた地域公共交通を推進します

財源の内訳　（単位：千円）市村連携コミュニティバス運行に係る協議会負担金
　　　運行経費見込額　　31,341千円
　　　運賃収入見込額　▲ 7,528千円
　　　県補助金見込額  ▲ 8,168千円
差引　市村負担見込額　　15,645千円

　　　宇陀市負担割合 　　　　46.1%
　　　宇陀市負担額 　　　7,213千円
　　　事務費負担額　　 　　 30千円
　　　　　合　計　　　　 7,243千円

分担金
負担金

項 1 総務管理費

区分名

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁企画費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀地域公共交通活性化協議会負担金（奥宇陀わくわくバス）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀市・曽爾村・御杖村の持続可能な地域公共交通ネット
ワークの再構築（特に路線バス奥宇陀線の維持・確保）を図
るため、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律及び道
路運送法に基づき、3市村が主体となり、奈良県、公共交通
事業者、地域住民等と連携して協議会を組織し、市村連携コ
ミュニティバスの運行や、地域住民のマイカーを活用した公
共ライドシェアの実証運行を行い、宇陀地域における地域公
共交通を確保・維持する。

款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 9,096 9,094

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

三重交通バスが廃止され、室生龍口、西谷地域と名張を結
ぶ市民の移動手段の確保と利便性の向上を図ることを目的と
する。 款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,300 1,300

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ほっとバス錦運営協議会補助事業

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁企画費

項 1 総務管理費

区分名

目 4 企画費

使用料
手数料

宇陀市廃止路線代替バス運行対策事業補助金交付要綱

基本計画　２－３－２ ニーズに応じた地域公共交通を推進します

財源の内訳　（単位：千円）三重交通バス安部田線の廃止に伴う交通手段確保のため、
名張～室生龍口間を運行しているほっとバス錦運営協議会に
補助を行い、地域の公共交通を維持する。 分担金

負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 500

R7予算額 500

活動指標名 利用者数

R6
500

当初予算額

R6
500

800 800

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和5年度実績　
　利用者数　3,583人
　1日平均　  14.8人
　運行日数　  242日

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 500 500

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 363 361

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 3,583
単
位

人 3,600
単
位

人
2.暮らしやすいまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

菟田野地域内の公共交通空白地域及び奈良交通路線バスが
廃止された大宇陀地域の一部において、交通手段の確保を図
ることを目的とする。 款 2 総務費

国　費 677

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 2,777 3,556

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 菟田野地域交通運行事業（らくらくタクシー）

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁企画費

項 1 総務管理費

区分名

目 4 企画費

使用料
手数料

基本計画　２－３－２ ニーズに応じた地域公共交通を推進します

財源の内訳　（単位：千円）利便性の向上を図るため、タクシーの利用について、利用
者負担額を超える運賃に対して、タクシー事業者に補助を行
う。
利用者負担額：1回あたり400円（大人・子ども共通）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,427

R7予算額 3,104

活動指標名 利用者数

R6
1,956

当初予算額

R6
1,956

1,600 1,600

増減額 1,148

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

利用者の大半が高齢者であり、買い物や通院の手段として
地域の人々にはなくてはならない地域公共交通である。

また、奈良交通の廃止路線の代替として運行することで、
菟田野地域の市民の移動手段が確保できる。
【令和5年度実績】
　年間利用者数　767人

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,177 1,956

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 3,621 3,556

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 767
単
位

人 1,000
単
位

人
2.暮らしやすいまち

地域公共交通確保維持改善事業費補
助金　　　　　　　　　　　　 677

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 第２次総合計画後期基本計画策定事業

事業の目的

「第2次宇陀市総合計画」の中期基本計画（4年）が令和7
年度で満了するにあたり、人口減少や少子高齢化の進行など
の社会情勢の変化に対応し、市民一人ひとりが安心して安全
に暮らせる持続可能なまちづくりを推進するとともに地域の
活性化を図るため、令和8年度以降の4年間を対象とした「第
2次宇陀市総合計画後期基本計画」を策定する。

款 2 総務費

所管課 企画課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 2 総合計画費

項 1 総務管理費

区分名

目 4 企画費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市総合計画条例

総合計画 基本計画　６－２－２ 新たな時代に対応できる行政運営を確立します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　第2次宇陀市総合計画後期基本計画を策定する。
・市の現状把握及び構造の分析
・現行計画の評価・検証
・市民意向の把握（ｱﾝｹｰﾄ3,000部。市民団体ﾋｱﾘﾝｸﾞ）
・市民参加の機会の設置（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ形式3回）
・総合計画書及び概要版の印刷製本　等
　審議会委員報酬　  　343千円
　会議開催費　　　  　136千円
　後期基本計画策定業務委託料　  12,760千円
　中期基本計画(2024年度)検証業務委託料　1,991千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 15,230

R7予算額 15,230

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

R6

当初予算額

R6

増減額 15,230

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

宇陀市が抱える少子高齢化・人口減少をはじめとした様々
な課題の解決を目指すために、新たな施策に取り組む。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円）

2.健全な行政運営の推進

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

6.地域力を発揮するまち

従事職員数【人工】

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

公共交通廃止路線の代替手段として有償バスを運行し、市
民の移動手段の確保と利便性の向上を図ることを目的とす
る。 款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 6,917 7,987

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 榛原大野線運行事業

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 3 代替バス運行事業費

項 1 総務管理費

区分名

目 4 企画費

使用料
手数料 691

宇陀市代替バス事業に関する条例

基本計画　２－３－２ ニーズに応じた地域公共交通を推進します

財源の内訳　（単位：千円）奈良交通が撤退したバス路線の代替として、宇陀市役所と
室生地域事務所間で市営有償バスを運行する。
　　
○運行便数：10便／日
○使用料　・一区間利用の場合　　　大人180円
　　　　　　　　　　　　　　　　　小人 90円
　　　　　・二区間以上の場合　　　大人360円　
　　　　　　　　　　　　　　　　　小人180円
　　　　　・定期券（1ヶ月） 　　大人7,200円
　　　　　　　　　　　　　　　　小人3,600円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 5,908

R7予算額 6,599

活動指標名 利用者数

R6
6,387

当初予算額

R6
6,387

1,600 1,600

増減額 212

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

公共交通廃止路線の代替手段として代替バスを運行するこ
とで、市民の移動手段が確保できる。
【令和5年度実績】
　年間利用者数　1,917人

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 5,317 6,387

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 3,608 3,994

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,917
単
位

人 2,000
単
位

人
2.暮らしやすいまち

シャトルバス使用料　　　　　 691

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

-74-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 72,300 115,364

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 79,232 89,680

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 963
単
位

人 1,331
単
位

人
2.暮らしやすいまち

地域公共交通確保維持改善事業費補
助金　　　 　　　　　　　133,298

従事職員数【人工】 0.50 0.50

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 利用者数

R6
149,364

当初予算額

R6
149,364

4,000 4,000

増減額 ▲ 16,066

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

■通院、買い物等の日常生活での移動手段の確保
宇陀市の課題である人口減少、高齢化を解決するため、全

世代が住み続けられるための移動手段の検討を進める。

現計予算額

市　債

その他

一般財源

R7予算額 133,298

目 4 企画費

使用料
手数料

基本計画　２－３－２ ニーズに応じた地域公共交通を推進します

財源の内訳　（単位：千円）榛原天満台地域等における自動運転及びグリーンスローモ
ビリティの実証運行を実施。
＊本事業は、令和4年度に内閣府の未来技術社会実装事業及
び国土交通省の自動運転サービス導入支援事業に選定。

分担金
負担金

項 1 総務管理費

区分名

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 6
地域公共交通実証実
験運行事業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 自動運転バス・手動カート車両による移動支援実証運行事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

全世代が住み続けられる持続可能なまちの実現に向け、榛
原天満台地域等において自動運転及び手動カート車両による
実証運行を行う。 款 2 総務費

国　費 133,298

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 76,300 119,364

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 電気自動車等普及促進事業（カーボンニュートラル推進事業）

事業の目的

本市は令和6年3月に宇陀市地球温暖化対策実行計画を策定
し、市内の温室効果ガスの削減に取り組んでいる。市内の温
室効果ガス削減に向け取り組むための事業を行い、宇陀市の
脱炭素化を目指す。

款 2 総務費

所管課 企画課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 7
カーボンニュートラ
ル推進事業費

項 1 総務管理費

区分名

目 4 企画費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市地球温暖化対策実行計画

総合計画 基本計画　５－１－１ 豊かで美しい自然環境を保全・活用します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）○宇陀市脱炭素啓発事業
謝金　　　　　280千円
旅費　　　　　 42千円
消耗品費　　　 30千円
　
○宇陀市電気自動車等普及促進事業
・通信運搬費　　　　　     3千円
・ウッピー商品券　 　　　750千円(50千円×15世帯)

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,105

R7予算額 1,105

増減額 103

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市民への啓発や電気自動車の普及促進と啓発事業を行うこ
とで、市内のカーボンニュートラル推進の機運を高めること
を目標とする。

総事業費：人件費含む （千円） 1,802

R6
1,002

当初予算額

R6
1,002

決算額又は決算見込額 （千円） 1,002

従事職員数【人工】 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800

活動指標名 二酸化炭素排出削減量

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

1,000
単
位

kg
5.自然豊かなまち

活動指標の算式 -

1.豊かな自然環境の保全・
活用

単位当たりコスト　　　　（円） 1,802

Ａ
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 4,275 4,362

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 3,629 3,507

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,619
単
位

人 1,700
単
位

人
2.暮らしやすいまち

ボランティア有償バス使用料　 720

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 利用者数

R6
4,362

当初予算額

R6
4,362

1,600 1,600

増減額 93

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

定時定路線型で運行するバスにデマンド方式を組み合わ
せ、利用者の自宅から目的地までドアtoドアでの移動を可能
にすることで、通院・買い物の頻度の向上を目指す。

また副次効果として、お出かけの負担軽減によるお出かけ
回数が増えることで、健康寿命の向上や住民同士のつながり
が増え、活性化も期待できる。
　
【令和5年度実績】
　年間利用者数　1,619人

現計予算額

市　債

その他

一般財源 3,735

R7予算額 4,455

目 4 企画費

使用料
手数料 720

宇陀市代替バス事業に関する条例

基本計画　２－３－２ ニーズに応じた地域公共交通を推進します

財源の内訳　（単位：千円）運行地域：大宇陀南部地域＋スーパーもりかわ、 村病院等
運行便数：7便／日
使用料：1人１乗車につき、大人300円　小人150円
定期券：1カ月 大人6,000円　小人3,000円　
運行業務：大宇陀南部地域における有償ボランティア
予約受付業務：まちづくり協議会

分担金
負担金

項 1 総務管理費

区分名

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 23
大宇陀南部線運行事
業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 大宇陀南部地域ボランティア有償運送運行事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

大宇陀南部地域において、地域のボランティアが主体と
なって運行する市町村有償運送事業を実施し、市民の移動手
段の確保と利便性の向上を図ることを目的とする。 款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 5,875 5,962
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 10,761 14,902

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 4,978 6,601

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 2,483
単
位

人 2,500
単
位

人
2.暮らしやすいまち

デマンド型乗合タクシー使用料
　　　　　　　　　 　　　　2,344

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 利用者数

R6
14,902

当初予算額

R6
14,902

1,600 1,600

増減額 1,397

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

奈良交通の撤退したバス路線の代替として、デマンド型乗
合タクシーを運行することにより、市民の移動手段の確保や
利便性の向上のみならず、交流人口の増加、商業や観光振興
に寄与する。

また、当日予約を可能とすることで、利用促進を図ってい
る。

【令和5年度実績】
　運行日数　　　　242日
　年間利用者数　2,483人

現計予算額

市　債

その他

一般財源 13,955

R7予算額 16,299

目 4 企画費

使用料
手数料 2,344

宇陀市デマンド型乗合タクシーの運行に関する条例

基本計画　２－３－２ ニーズに応じた地域公共交通を推進します

財源の内訳　（単位：千円）路線バスや診療所バスが廃止された室生地域において、デ
マンド型乗合タクシーを運行する。
○運行便数：6便／日
○使用料
 ・同一エリア 310円
 ・複数エリア 520円

分担金
負担金

項 1 総務管理費

区分名

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 82
デマンド型乗合タク
シー運行事業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 デマンド型乗合タクシー運行事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

室生地域の公共交通廃止路線の代替手段として、デマンド
型乗合タクシーを運行し、市民の移動手段の確保と利便性の
向上を図ることを目的とする。 款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 12,361 16,502

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

「宇陀市地域公共交通計画」に基づき、基本理念で掲げた
「市民総参加（宇陀力）による健康・観光・交通まちづく
り」を実現していくためには、地域公共交通のさらなる利用
促進を図ることが重要であることから、今後、「宇陀市地域
公共交通計画」に位置づけた事業を着実に実施する。

款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,089 1,155

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀市地域公共交通計画推進事業

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
本庁企画費（地域公
共交通事業）

項 1 総務管理費

区分名

目 4 企画費

使用料
手数料

宇陀市地域公共交通活性化再生協議会規約

基本計画　２－３－２ ニーズに応じた地域公共交通を推進します

財源の内訳　（単位：千円）宇陀市公共交通活性化再生協議会に対する市負担金
（事業費）6,419千円
【事業内容】
■宇陀市地域公共交通計画の策定
■宇陀市地域公共交通計画の推進
①都市拠点や交流拠点におけるアクセス性・拠点性の強化
②拠点と各集落を結ぶ地域公共交通ネットワークの維持
③地域特性に対応したサービスの見直し
④地域住民や利用者の意識の醸成
⑤それぞれが主体性を持った移動サービスの支援体制の構築
⑥バスの乗り方教室の開催

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 6,419

R7予算額 6,419

活動指標名 利用者数

R6
355

当初予算額

R6
355

800 800

増減額 6,064

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

基本方針に基づき、地域住民、交通事業者、行政が一体と
なった持続可能な地域公共交通を目指す。
【基本方針】
・「健幸都市 ウェルネスシティ宇陀市」の実現を目指すま
ちづくりを支える移動サービスの構築
・住む場所や年齢等に関係なく、誰もが安心して移動できる
面的な移動サービスの構築
・地域の特徴に応じた適材適所で多様な移動サービスの構築
・地域住民・交通事業者・行政が一体となった移動サービス
の育成

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 289 355

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 3 3

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 421,067
単
位

人 418,800
単
位

人
2.暮らしやすいまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）
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活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 2,996 12,500

2.移住・定住の促進強化

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

2.暮らしやすいまち

ふるさと応援基金繰入金　　　
7,000

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名

R6
7,500

当初予算額

R6
12,500

1,600 1,600

増減額 ▲ 450

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

宇陀市の魅力を発信することで、知名度向上につなげると
ともに、宇陀市を訪れたい、住みたいという人を増やす。

現計予算額

市　債

その他 7,000

一般財源 50

R7予算額 7,050

目 4 企画費

使用料
手数料

基本計画　２－２－２ 移住・定住者への総合的な支援の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）・宇陀市出身の漫画家・森下裕美先生の代表作「少年アシ
ベ」イベント　　　　　　　　　　　　　　　　3,000千円
・宇陀市を舞台に撮影した映画「トランジット・イン・フラ
ミンゴ」の上映会　　　　　　　　　　　　　　2,000千円
・NARAtive撮影地ネットワーク協議会負担金　　1,000千円
・宇陀市に移住した写真家から見た宇陀市の魅力の撮影と情
報発信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,000千円
・事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　50千円

分担金
負担金

項 1 総務管理費

区分名

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 104
本庁企画費（シティプ
ロモーション事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 シティプロモーション推進事業（情報発信プロジェクト）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀市の持っている魅力（歴史・文化・風土等）を市内外
に発信し、地域に対する愛着を醸成するとともに、宇陀市を
訪れたい、住みたい、関係したいという人を増やすことを目
的とする。

款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 4,596 14,100
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活動指標の算式 歳出額/市民数

決算額又は決算見込額 （千円） 20,366 88,020

2.健全な行政運営の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 1,457 4,234

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 27,697
単
位

人 27,403
単
位

人
6.地域力を発揮するまち

従事職員数【人工】 2.50 3.50

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円）

市民一人当たり費用

R6
28,020

当初予算額

R6
88,020

①～③のツールを利活用しデジタル化推進は効果を得てい
るところである。この施策の活用シーンをさらに拡大して、
職員の業務効率化を図る。

④生成AIを用いて、住民への案内や企画書作成の手間を削
減し、政策立案や相談業務などに注力する余力を創出する。

⑤電子ファイル探索や共有するツールで情報共有のシーム
レス化を図り、データ保管の運営をクラウドへシフトする。

20,000 28,000

増減額 ▲ 16,046

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 11,974

R7予算額 11,974

目 5 電子計算費

使用料
手数料

基本計画　６－２－２ 新たな時代に対応できる行政運営を確立します

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

①紙の契約書の業務課題を解決するクラウド型電子契約ツー
ル利用
②LGWAN及びIT系で利用できる電子住宅地図サービス利用
③ビジネスチャットツールの利用
④生成AIを使った業務改善ツールの運用
⑤情報共有プラットフォームの拡張運用

項 1 総務管理費

区分名

所管課 秘書広報情報課 (市長公室) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4 ＤＸ推進事業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ＤＸ推進事業費

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

今後の人口減少時代において、市民や事業者、宇陀に関係
する全てのステークホルダーによって「選ばれつづける宇陀
市」になるために、デジタル技術を活用して住民が利便性を
実感するとともに、職員の業務効率化を実現し、各分野にお
ける政策立案と推進に注力できる環境を構築する。この目的
を達成するため、以下の3つのカテゴリで事業を推進する。
1.宇陀市のＤＸを継続的に推進していくための体制づくり
2.住民・事業者と市との接点における利便性の向上
3.職員の業務内容の変革、効率化支援

款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

40,366 116,020

活動指標名

Ａ

科　目 金額
使用料及び賃借料 11,974

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 集会施設等コミュニティ施設整備事業

事業の目的

住民相互の助け合いのコミュニティづくりの拠点となる公
民館や集会施設等の適正な管理等に対する支援などを行う。

款 2 総務費

所管課 総務課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業

項 1 総務管理費

区分名

目 7 自治振興費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 指定管理者による宇陀市集会所コミュニティ施設整備事業に係る委託料交付要綱　他

総合計画 基本計画　６－４－１ 市民のまちづくり活動を支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）自治会等のコミュニティ活動の拠点となる施設の新築、改
修に対し事業費の一部を補助する。補助額は新築・改築は、
1/2以内の額（単一自治会の場合、上限10,000千円）、増
築・改修は事業費300千円以上で事業費の1/2以内の額（上限
2,000千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,942

R7予算額 1,942

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 4,445 4,573

活動指標名 交付件数

R6
2,573

当初予算額

R6
2,573

2,000 2,000

増減額 ▲ 631

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

地域における住民の自主的な活動の拠点としての集会所等
の改修等に対して支援を行うことで、市民の福祉の増進とふ
れあい豊かな地域社会の育成を図る。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 2,445 2,573

4.地域力の再生・強化

単位当たりコスト　　　　（円） 1,481,667 762,167

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 3
単
位

件 6
単
位

件
6.地域力を発揮するまち

ふるさと応援基金繰入金　1,942

従事職員数【人工】 0.25 0.25

Ａ

金額

1,942

科　目

集会所等整備委託料

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀市連合自治会支援事業

事業の目的

宇陀市連合自治会の健全な育成と円滑な運営を支援し、地
域に基づく自主的な住民意識の確立及び自治意識の向上を図
ることを目的とする。 款 2 総務費

所管課 総務課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業

項 1 総務管理費

区分名

目 7 自治振興費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市連合自治会補助金交付要綱

総合計画 基本計画　６－４－１ 市民のまちづくり活動を支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 16,039

R7予算額 16,039

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 32,266 32,630

活動指標名 自治会数

R6
16,630

当初予算額

R6
16,630

16,000 16,000

増減額 ▲ 591

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

自治会の円滑な運営を支援し、地域コミュニティ活動の活
性化を図る。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 16,266 16,630

4.地域力の再生・強化

単位当たりコスト　　　　（円） 155,125 156,875

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 208
単
位

団体 208
単
位

団体
6.地域力を発揮するまち

従事職員数【人工】 2.00 2.00

Ａ

金額

4,136

1,585

5,191

2,544

170

165

2,248

16,039合　計

自治会補助金

　大宇陀連合自治会

　菟田野連合自治会

　榛原連合自治会

　室生連合自治会

　市連合自治会

支援経費（需用費・役務費・委託料）

（単位：千円）

科　目

　県自治連合会負担金
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 自治会掲示板設置事業補助金

事業の目的

自治会のコミュニティ活動の円滑な推進を図るため、自治
会が行う掲示板設置事業に対して、予算の範囲内において補
助金を交付する。 款 2 総務費

所管課 総務課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業

項 1 総務管理費

区分名

目 7 自治振興費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市自治会掲示板設置事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　６－４－１ 市民のまちづくり活動を支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）自治会が設置管理する掲示板について事業費の一部を補助
する。
　　新設・建替：8基　　修繕：3基

　　1基あたり
　　●新設・建替の場合
　　　事業費の　1/2　　上限50千円
　　●既設掲示板の修繕
　　　事業費の　1/2　　上限20千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 460

R7予算額 460

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 839 1,130

活動指標名 実施数

R6
490

当初予算額

R6
490

640 640

増減額 ▲ 30

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

自治会活動において、行政等から回覧文書などの広報活動
については自治会長を通じて自治会員に回覧していただいて
いる。

しかし全員に回覧される場合は時間的なものもあるので、
多数の方がご覧になれる掲示板は有効な広報手段であると考
えるので補助金を交付する。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 199 490

4.地域力の再生・強化

単位当たりコスト　　　　（円） 139,833 80,714

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 6
単
位

基 14
単
位

基
6.地域力を発揮するまち

ふるさと応援基金繰入金　　　460

従事職員数【人工】 0.08 0.08

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

公共の場所における自転車等の駐車秩序を確立することに
より、良好な生活環境と交通の円滑化を図るとともに交通安
全活動組織、行政、警察と連携を図り、交通事故・違反のな
い安全なまちづくりを推進する。

款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 3,300 3,491

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 交通安全対策事業

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 交通安全対策費

項 1 総務管理費

区分名

目 8 交通安全対策費

使用料
手数料 6

宇陀市自転車等の放置防止に関する条例、交通安全対策費補助金交付要綱

基本計画　２－１－２ 交通安全対策や防犯、消費者保護を推進します

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 414

一般財源 1,292

R7予算額 1,712

活動指標名 活動日数

R6
1,491

当初予算額

R6
1,491

2,000 2,000

増減額 221

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

○交通安全活動組織、行政、警察と連携を図り、交通事故・
違反のない安全なまちづくりを推進する。
○放置自転車等禁止区域表示版等を榛原駅前周辺に42箇所設
置している。平成20年12月の更新から15年が経過しており、
経年劣化により不鮮明な看板（25箇所）を更新する。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,300 1,491

1.みんなが住み良いまちづ
くりの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 47,143 49,871

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 70
単
位

日 70
単
位

日
2.暮らしやすいまち

放置自転車等保管手数料　　　　 2
放置自転車等移動手数料　　　　 4
ふるさと応援基金繰入金　　　 414従事職員数【人工】 0.25 0.25

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

金額
73

419

391
180
65

584

1,712

役務費
負担金、補助及び交付金
　宇陀市交通安全協会分会補助金
　宇陀市交通対策協議会補助金

（単位：千円） 

需用費
内　容

　宇陀市交通安全母の会補助金

　桜井宇陀東吉野交通対策協議会

合　計

-85-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

車両等の運転に不安のある高齢者に対して運転免許証の自
主返納を促進し、高齢者の運転による交通事故の防止を図る
ことを目的とする。 款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

現計予算額

市　債

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 高齢者運転免許自主返納等支援事業

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 交通安全対策費

項 1 総務管理費

区分名

総事業費：人件費含む （千円） 1,480 1,580

目 8 交通安全対策費

使用料
手数料

宇陀市高齢者運転免許証自主返納等支援事業実施要綱

基本計画　２－１－２ 交通安全対策や防犯、消費者保護を推進します

財源の内訳　（単位：千円）運転免許証自主返納者等に対し、申請者に1万円分のウッ
ピー券を交付することにより支援を行う。
　※ウッピー券は公共交通に使用可能。（取扱店に限る。） 分担金

負担金

活動指標名 交付件数

R6
2,421

当初予算額

R6
2,421

80 80

増減額 ▲ 839

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

交通安全活動組織、行政、警察と連携を図り、交通事故・
違反のない安全なまちづくりを推進する。

その他 1,560

一般財源 22

R7予算額 1,582

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,400 1,500

1.みんなが住み良いまちづ
くりの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 10,571 10,533

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 140
単
位

件 150
単
位

件
2.暮らしやすいまち

ふるさと応援基金繰入金　　 1,560

従事職員数【人工】 0.01 0.01

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額
役務費 22
負担金、補助金及び交付金 1,560

合　計 1,582

（単位：千円）

件数

140

150

　 R6・ 4月 14
　 R6・ 5月 14
　 R6・ 6月 9
　 R6・ 7月 17
　 R6・ 8月 13
　 R6・ 9月 10
　 R6・10月 7
　 R6・11月 10
　 R6・12月 12
　 R7・ 1月 6
 R7・2月～3月 38 （見込み）

内
訳

 R5（実績）

年度

 R6（見込み）

高齢者運転免許証
自主返納促進事業補助件数
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 防犯カメラ設置事業

事業の目的

防犯活動組織、行政、警察が連携を図り、犯罪のない安全
で安心して暮らせる地域社会を目指す。

款 2 総務費

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業

項 1 総務管理費

区分名

目 10 生活安全対策費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市安全で住みよいまちづくりに関する条例、宇陀市防犯カメラ設置事業補助金交付要綱等

総合計画 基本計画　２－１－２ 交通安全対策や防犯、消費者保護を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）自治会等が行う防犯カメラ設置事業に対して、予算の範囲
内において補助金を交付する。

　
※2自治会×20万円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 400

一般財源

R7予算額 400

増減額 ▲ 600

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市民の防犯意識を高め、安全で安心して暮らせる地域社会
を目指す。

総事業費：人件費含む （千円） 485 780

R6
1,000

当初予算額

R6
1,000

決算額又は決算見込額 （千円） 405 700 ふるさと応援基金繰入金　　 400

従事職員数【人工】 0.01 0.01

人件費 （人工×8,000千円） 80 80

活動指標名 交付件数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 3
単
位

件 5
単
位

件
2.暮らしやすいまち

活動指標の算式 ―

1.みんなが住み良いまちづ
くりの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 161,667 156,000

Ａ

防犯カメラ設置事業補助件数

年度 件数
H29実績 1
H30実績 1

R1実績 4
R2実績 4

R3実績 7
R4実績 3
R5実績 3

R6見込 5
計 27

（単位：千円）
金額

負担金、補助及び交付金 400
内　容
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

市民の防犯意識を高め、犯罪の防止と通行の安全を図るた
め、自治会等が行う防犯灯設置事業に対して、予算の範囲内
において補助金を交付する。 款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 724 987

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 防犯灯整備事業

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業

項 1 総務管理費

区分名

目 10 生活安全対策費

使用料
手数料

宇陀市防犯灯設置事業補助金交付要綱

基本計画　２－１－２ 交通安全対策や防犯、消費者保護を推進します

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 641

一般財源

R7予算額 641

活動指標名 実施数

R6
907

当初予算額

R6
907

80 80

増減額 ▲ 266

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 644 907

1.みんなが住み良いまちづ
くりの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 9,165 9,970

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 79
単
位

基 99
単
位

基
2.暮らしやすいまち

ふるさと応援基金繰入金　　　 641

従事職員数【人工】 0.01 0.01

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

既設柱照明器具更新 LED　10千円　　蛍光灯   6千円

照明器具取替え　　 LED　 7千円　　蛍光灯　 3千円

●補助内容

防犯灯新設　　　 　LED　14千円　　蛍光灯　10千円

金額

238

6

180

217

641

既設柱新設（LED）　10千円×18基

器具取替え（LED）　 7千円×31基

合　計

（単位：千円）

内　容

新設（LED）　　　　14千円×17基

既設柱新設　　　  　6千円× 1基

（単位：基）

R1 R2 R3 R4 R5 R6見込

29 11 7 8 4 13
50 28 29 9 21 41

502 138 76 85 54 45
581 177 112 102 79 99

内容

合　計

防犯灯新設
既設柱照明器具更新
照明器具取替
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

安全で住みよいまちづくりに向けて、悪質電話による特殊
詐欺を防止し、市民の防犯意識を高め、安全で安心して暮ら
せる地域社会を目指す。 款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 634 880

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 特殊詐欺等防止対策機器購入補助事業

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁生活安全対策費

項 1 総務管理費

区分名

目 10 生活安全対策費

使用料
手数料

宇陀市特殊詐欺等防止対策機器購入費補助金交付要綱

基本計画　２－１－２ 交通安全対策や防犯、消費者保護を推進します

財源の内訳　（単位：千円）[補助金]
特殊詐欺等防止対策機器購入補助金
10千円×60件=600千円
　補助対象経費の1/2補助
　（上限10千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 600

一般財源

R7予算額 600

活動指標名 実施数

R6
800

当初予算額

R6
800

80 80

増減額 ▲ 200

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

振り込め詐欺等の防止を図る。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 554 800

1.みんなが住み良いまちづ
くりの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 10,393 11,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 61
単
位

件 80
単
位

件
2.暮らしやすいまち

ふるさと応援基金繰入金　　　 600

従事職員数【人工】 0.01 0.01

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

年度 件数

R2実績 73

R3実績 67

R4実績 68

R5実績 61

R6見込 80

計 349

特殊詐欺等防止対策機器補助件数
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 自主放送事業（うだチャン）

事業の目的

市の広報紙やホームページ以外に宇陀市からの情報伝達の
媒体手段の一つとして、市民にテレビにより市からの緊急Ｌ
字システムによる速報のほか、お知らせや市内の地域情報を
提供する。また、市民が情報発信のできるまちづくりに取り
組み、まちの活性化と市民の連帯感を醸成する。

款 2 総務費

所管課 秘書広報情報課 (市長公室) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 自主放送費

項 1 総務管理費

区分名

目 14 自主放送費

使用料
手数料 9,466

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　６－１－１ 情報発信の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 1,078

一般財源 21,856

R7予算額 32,400

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 55,076 56,179

活動指標名 市民一人当たり費用

R6
32,179

当初予算額

R6
32,179

24,000 24,000

増減額 221

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

宇陀市ホットニュース、宇陀市政なう、まちの話題、特別
番組、緊急放送、Ｌ字緊急放送、議会中継、静止画等にジャ
ンルを分け放送を行う。

宇陀市ホットニュース、宇陀市政なう、まちの話題、特別
番組については、月3回更新で放送し、少しでも新しい情報
を提供していく。議会中継及び録画再放送により、市政への
関心を高め参加意識の醸成につなげると共に、緊急放送シス
テムの整備により、市民の安全安心生活の一翼を担う。基本
的にはあらゆる人の生活リズムに合うように、どの曜日で
も、どの時間帯でも見ることが出来るようにし、一人でも多
くの市民が見られるように考慮する。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 歳出額/市民数

決算額又は決算見込額 （千円） 31,076 32,179

1.市民と行政の協働のまち
づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 1,989 2,095

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 27,697
単
位

人 26,814
単
位

人
6.地域力を発揮するまち

電柱使用料　　　　　　　　8,527
光ファイバー貸付料　　　　  939
総務管理費雑入　　　　　  1,078従事職員数【人工】 3.00 3.00

Ａ

科　目 内　容 金額
報酬 委員報酬 45
需用費 消耗品等、地域イントラ回線移設修繕費 475
役務費 広告取扱手数料等 631

自主放送番組制作委託料、
携帯電話伝送路保守点検委託料等
自主放送用送出サーバ使用料、
電柱使用料等

公課費 自動車重量税 7
32,400

（単位：千円）

委託料 16,943

使用料及び賃借料 14,299

合　計
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〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

2.暮らしやすいまち

2.移住・定住の促進強化

500

R7予算額 1,000

R6

R6
1,000

特定財源の状況(単位：千円)事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込）

使用料
手数料

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

宇陀市への移住、二地域居住及び定住を促進し、活力ある
まちづくりに繋げる。
　令和3年度　コロナ禍により事業中止
　令和4年度　菟田野まちづくり協議会（農業体験、
　　　　　　 林業体験）
　令和5年度　宇陀キラ倶楽部（アート移住促進事業）
　　　　　　 ゆたかな宇陀（移住促進体験交流事業）

総事業費：人件費含む （千円） 1,800 1,800

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

分担金
負担金

地域受入協議会支援事業

基本計画　２－２－２ 移住・定住者への総合的な支援の充実を図ります

根拠条例等 宇陀市地域受入協議会支援事業費補助金交付要綱

総合計画

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）対象経費：地域受入協議会が行う宇陀市への移住、二地域居
住及び定住の促進に向けた事業（施設整備を除く）に要する
経費
・補助金　500千円×2団体

7 一般会計

政策推進課

事業の目的

奈良県南部・東部地域において、移住定住の推進や、関係
人口の創出に向けたイベント等を行う団体（地域受入協議
会）を支援し、移住定住の促進を図る。
※地域受入協議会：宇陀市の住民及び職員等で構成され、南
部・東部地域への移住、二地域居住及び定住を支援する団体
をいう。

款 2 総務費

目 17 まちづくり支援費

項 1 総務管理費

事業
区分

継続
事業
名

所管課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 № 区分名

1,000
当初予算額

事業 1 まちづくり支援費

国　費

県　費 500

市　債

その他

一般財源

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

地域受入協議会支援事業費補助金
　　　　　　　　　　　　 　500

800

活動指標名

800

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 1,000 1,000

0.10 0.10

Ａ
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1,600

活動指標名 交付件数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

10
単
位

件
2.暮らしやすいまち

活動指標の算式 ―

2.移住・定住の促進強化

単位当たりコスト　　　　（円） 310,000

増減額 500

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

実績（家財道具等処分事業費補助金）
　令和7年1月末時点　5件

総事業費：人件費含む （千円） 3,100

R6
1,500

当初予算額

R6
1,500

決算額又は決算見込額 （千円） 1,500

従事職員数【人工】 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,000

R7予算額 2,000

国　費

県　費

根拠条例等 空き家家財道具等処分事業費補助金交付要綱

総合計画 基本計画　２－２－２ 移住・定住者への総合的な支援の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）空き家情報バンクへの登録等を行う空き家の所有者に対し
て、処分に要する費用の一部を助成。
補助額　処分費用の2分の1（上限100千円） 分担金

負担金

目 17 まちづくり支援費

使用料
手数料

項 1 総務管理費

区分名

事業の目的

市内の空き家に残る家財道具等の処分に対する支援を行う
ことで、空き家の流通化を図り、移住定住を推進する。

款 2 総務費

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
まちづくり支援費
（定住促進事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 空き家活用推進事業（家財道具等処分）

Ａ
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 2,220 3,795

2.移住・定住の促進強化

単位当たりコスト　　　　（円） 1,244,000 1,559,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 5
単
位

件 5
単
位

件
2.暮らしやすいまち

従事職員数【人工】 0.50 0.50

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 成約数

R6
3,795

当初予算額

R6
3,795

4,000 4,000

増減額 115

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

空き家を求めている方は増加している状況にあるが、空き
家そのものの登録が追い付いていない。

登録物件を増やすため、固定資産税納税通知書に空き家情
報バンク制度のチラシを同封するなど周知を図り、出来る限
り早い段階の利活用を図る。

（令和7年1月末現在）
　空き家情報バンク利用者登録数　 412件
　空き家情報バンク所有物件登録数　61件

現計予算額

市　債

その他

一般財源 3,910

R7予算額 3,910

目 17 まちづくり支援費

使用料
手数料

宇陀市空き家情報バンク設置要綱

基本計画　２－２－２ 移住・定住者への総合的な支援の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）所有者から申込みのあった物件情報を、NPO法人空き家コ
ンシェルジュが確認し、空き家情報バンクに登録し、移住促
進を図る。 分担金

負担金

項 1 総務管理費

区分名

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
まちづくり支援費
（定住促進事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 空き家情報バンク事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

市内にある空き家等の有効活用を通して、市外からの定住
促進を図るため、市内の空き家の情報発信を行う。

また、今後、空き家になる恐れのある住宅について、地域
との協力を図り、早い段階での活用を図る。

款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 6,220 7,795

Ａ

（単位：千円）

科　目 内　容 金額

役務費 郵送料及び折込手数料 190

委託料 空き家情報バンク管理運営委託料 3,720

3,910合　計
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

豊かな自然に囲まれた宇陀での暮らしで「生活・働く」ス
タイルを体験していただくため、空き家を活用した移住体験
施設を運営し、移住・定住の増加を図る。 款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 5,148 5,528

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀の魅力体験施設（じゆうだハウス）運営事業

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
まちづくり支援費
（定住促進事業）

項 1 総務管理費

区分名

目 17 まちづくり支援費

使用料
手数料 1,875

宇陀市宇陀の魅力体験施設条例

基本計画　２－２－２ 移住・定住者への総合的な支援の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）対象者：宇陀市への移住を希望、又は検討する者（要空き家
情報バンクへの利用者登録）及び企業（宇陀市外の方）
利用期間：3日以上7日以内（延長可）
利用料：1泊2,500円/人（小学生以下全額減免）
経費内訳：旅費（PR用旅費）　　　　　　　　　　 55千円
　　　　　需用費（消耗品・光熱水費・印刷費）　306千円
　　　　　役務費（郵送料・浄化槽点検等）　　　197千円
　　　　　委託料（施設管理）　　　　　　　　　364千円
　　　　　使用料及び賃借料（寝具使用料）　　　634千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 ▲ 319

R7予算額 1,556

活動指標名 利用者数

R6
1,528

当初予算額

R6
1,528

4,000 4,000

増減額 28

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

①宇陀市の気候風土はもとより移住するにあたり事前に確認
したい情報（就学関係、地域公共交通関係、移住者からの情
報収集、地域住民からの情報収集）に対する対応をきめ細や
かに行う。
②ホームページで、施設概要や室生口大野駅からのアクセス
が良い立地条件等を幅広くPRする。
③空き家情報バンク利用登録者に対して、定期的に利用案内
を郵送する。
④快適な施設を維持するため施設管理（草刈作業、現地での
チェックイン・チェックアウト手続き）の委託を行う。

　

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,148 1,528

2.移住・定住の促進強化

単位当たりコスト　　　　（円） 72,507 55,280

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 71
単
位

人 100
単
位

人
2.暮らしやすいまち

移住体験施設使用料　　　　 1,875

従事職員数【人工】 0.50 0.50

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

市内に住宅を取得した要件を満たす方に奨励金（ウッピー
商品券）を交付し、人口減少への対策と定住化及び活力ある
まちづくりを推進する。

また、奨励金の上乗せにより、子育て世代への支援を行っ
ている。

款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 7,661 10,460

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 定住促進奨励事業・子育て世代支援事業

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
まちづくり支援費
（定住促進事業）

項 1 総務管理費

区分名

目 17 まちづくり支援費

使用料
手数料

宇陀市経済対策としての定住促進奨励金交付要綱

基本計画　２－２－２ 移住・定住者への総合的な支援の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）○定住促進奨励金
　転入・転居　　　100千円×40件＝4,000千円
　子育て加算分　　200千円×15件＝3,000千円
　※18歳以下の子どもが1人の場合 　　50千円
　 　　　　　　　　　 2人の場合　　100千円
　 　 　　　　　　　　3人以上の場合200千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 7,060

R7予算額 7,060

活動指標名 申請件数

R6
8,060

当初予算額

R6
8,060

2,400 2,400

増減額 ▲ 1,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

定住促進及び自治会への加入による活力あるまちづくりの
推進と市内経済の活性化を図る。
令和元年度実績　転入14件(37人) 転居25件(97人)
令和 2年度実績　転入21件(44人) 転居24件(81人)
令和 3年度実績　転入29件(83人) 転居22件(84人)
令和 4年度実績　転入21件(55人) 転居15件(43人)
令和 5年度実績　転入31件(72人) 転居 8件(28人)

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 5,261 8,060

2.移住・定住の促進強化

単位当たりコスト　　　　（円） 196,436 209,200

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 39
単
位

件 50
単
位

件
2.暮らしやすいまち

従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

（単位：千円）

科　目 内　容 金額

役務費 郵送料、手数料 60

負担金、補助及び交付金 奨励金、子育て加算金 7,000

7,060合　計
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 852 4,526

2.移住・定住の促進強化

単位当たりコスト　　　　（円） 550,667 532,600

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 3
単
位

件 10
単
位

件
2.暮らしやすいまち

結婚新生活支援事業補助金　2,400

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 新規婚姻数（制度利用者）

R6
4,526

当初予算額

R6
4,526

800 800

増減額 ▲ 919

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

実績
令和3年度　　　7件
令和4年度　　　9件
令和5年度　　　3件

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,207

R7予算額 3,607

目 17 まちづくり支援費

使用料
手数料

宇陀市結婚新生活支援事業補助金交付要綱

基本計画　２－２－２ 移住・定住者への総合的な支援の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）夫婦ともに婚姻日における年齢が39歳以下かつ世帯所得
500万円未満の婚姻した世帯に対し、補助金を交付する（29
歳以下同士60万円、それ以外の39歳以下に30万円交付）。
・300千円×4世帯＋600千円×4世帯＝3,600千円

分担金
負担金

項 1 総務管理費

区分名

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
まちづくり支援費
（定住促進事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 結婚新生活支援事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

少子化対策（経済的不安の軽減）を目的に、結婚に伴う新
生活のスタートアップに係るコスト（新居の家賃、引越費
用、住宅リフォーム等）を支援する。 款 2 総務費

国　費

県　費 2,400

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,652 5,326

Ａ

（単位：千円）

科　目 内　容 金額

需用費 チラシ印刷 7

負担金、補助及び交付金 結婚新生活支援事業補助金 3,600

3,607合　計
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

移住支援事業は、東京圏への過度な一極集中の是正及び地
域の中小企業等における人手不足の解消を目的として、移住
者に対し支援金を支給する。 款 2 総務費

国　費

県　費 2,250

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,800 2,600

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 移住支援金交付事業

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
まちづくり支援費
（定住促進事業）

項 1 総務管理費

区分名

目 17 まちづくり支援費

使用料
手数料

宇陀市移住支援金交付要綱

基本計画　２－２－２ 移住・定住者への総合的な支援の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）○移住支援金
　世帯移住1,000千円×2件＋子育て加算1,000千円×1件

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 750

R7予算額 3,000

活動指標名 制度利用による移住件数

R6
3,000

当初予算額

R6
3,000

800 800

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

奈良県と連携し、県内企業等の人材不足の解消及び地域課
題の解決並びに県内への移住・定住の促進を図る。

R4年度　2件160万円（世帯テレワーク、単身就業）
R5年度　1件100万円（世帯テレワーク）

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,000 1,800

2.移住・定住の促進強化

単位当たりコスト　　　　（円） 1,800,000 1,300,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1
単
位

件 2
単
位

件
2.暮らしやすいまち

奈良県移住・就業・起業支援事業補
助金　　　　　　　　　　　 2,250

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 26,609 30,846

1.市民と行政の協働のまち
づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 1,754,955 1,947,545

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 22
単
位

団体 22
単
位

団体
6.地域力を発揮するまち

従事職員数【人工】 1.50 1.50

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 まちづくり協議会数

R6
33,146

当初予算額

R6
33,146

12,000 12,000

増減額 ▲ 2,815

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市民主体のまちづくり組織を形成することにより自らが考
えることに繋がり、地域の実情に応じた活動しやすい組織づ
くりを醸成する。

いきいき地域づくり補助金（基本分）の活用により、地域
課題に応じ事業が実施できる。

いきいき地域づくり補助金（活動支援分）については、独
自に取り組む事業に対して追加分の補助金を支給する。
※対象事業：市外住民との交流事業、高齢者生きがいづくり
事業、世代間多世代交流事業、子ども支援事業等。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 30,331

R7予算額 30,331

目 17 まちづくり支援費

使用料
手数料

まちづくり基本理念条例、宇陀市いきいき地域づくり補助金交付要綱

基本計画　６－１－２ 市民協働のまちづくりを推進します

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

項 1 総務管理費

区分名

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 102
まちづくり支援費（まち
づくり協議会支援事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 まちづくり協議会支援事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

地域住民が身近な課題解決に向け、それぞれの地域の個性
を活かして自立的にまちづくりを推進するため「まちづくり
協議会」の活動を支援する。 款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 38,609 42,846

Ａ

 （単位：千円）

科　目 内　容 金　額

報酬 アドバイザー人件費 3,811

職員手当 アドバイザー人件費 1,516

旅費 アドバイザー費用弁償 136

需用費 消耗品等 35

役務費 郵送料 11

使用料及び賃借料 自動車借上料、借地料 1,272

負担金、補助及び交付金 基本分、活動支援分 23,550

30,331合　　　計
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

市内で活動する団体が行う新たな取り組みに対して補助金
を交付することにより、市民による主体的かつ地域の個性を
活かしたまちづくりを推進し、市の発展に寄与することを目
的とする。

款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 5,119 6,087

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 まちづくり活動応援補助金交付事業

所管課 政策推進課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 103
まちづくり支援費（まち
づくり活動応援事業）

項 1 総務管理費

区分名

目 17 まちづくり支援費

使用料
手数料

まちづくり活動応援補助金交付要綱

基本計画　６－４－１ 市民のまちづくり活動を支援します

財源の内訳　（単位：千円）○まちづくり活動応援補助金
　新規　　　　　500千円×4団体＝2,000千円
　継続　　　　　　　　　　　　　2,600千円
　市制20周年枠　500千円×3団体＝1,500千円
＊市制20周年枠は、令和8年6月までの事業を行う団体を対
象。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 6,189

R7予算額 6,189

活動指標名 補助団体数

R6
4,487

当初予算額

R6
4,487

1,600 1,600

増減額 1,702

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市民活動の特性を活かし、市民ニーズに対応した事業を実
施することにより、行政の補完、補助的な役割をもった事業
へつなげる。また、自立した活動ができる団体を育成する。
・令和元年度実績　新規 2団体　継続6団体
・令和 2年度実績　コロナ禍により事業休止
・令和 3年度実績　新規 3団体　継続6団体
・令和 4年度実績　新規 3団体　継続7団体
・令和 5年度実績　新規 3団体　継続6団体

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 3,519 4,487

4.地域力の再生・強化

単位当たりコスト　　　　（円） 568,778 507,250

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 9
単
位

団体 12
単
位

団体
6.地域力を発揮するまち

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

（単位：千円）

科　目 内　容 金額

報償費 審査員謝礼 68

需用費 消耗品等 13

役務費 郵送料 8

新規4団体、継続7団体 4,600

20周年枠 1,500

6,189合　計

負担金、補助及び交付金
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活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 6,190

4.商工業の再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

3.活力あるまち

従事職員数【人工】 2.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名

R6
6,190

当初予算額

R6
6,190

16,000

増減額 ▲ 1,630

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

地域資源を活用して、新事業創出に取り組む「当事者」を
増やし、 まちに新たな経済活動サービスを創出するコン
ソーシアムの組成を促し、民間の取り組みによる地域課題の
解決を図る。
・プラットフォーム会員、74事業者（R7年1月）
・R5　コンソーシアム支援補助金　2団体
・R6　コンソーシアム支援補助金　4団体

また、職員の人材育成として、都市経営プロフェッショナ
ルスクールに職員（1名）を派遣し、実践的な公民連携の推
進を図っていく。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 4,560

R7予算額 4,560

目 18 公民連携推進費

使用料
手数料

基本計画　３－４－３ 企業誘致を進めるとともに新たな産業の展開を支援します

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

項 1 総務管理費

区分名

所管課 行政経営課 (市長公室) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 公民連携推進事業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 公民連携まちづくり推進事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

地域課題解決のためのアイデアを出し合い、実際に実行に
移すためのネットワークとして、「公民連携まちづくりプ
ラットフォーム」を設置する。このプラットフォームでは、
企業、大学、地域団体、行政など、様々な主体が連携し、意
見交換や情報共有を行うことで、より良い解決策を生み出す
ことを目指す。

具体的には、公民連携（企業と行政）、あるいは民民連携
（複数の企業）が連携したコンソーシアムを組成し、新たな
事業を創出する。

款 2 総務費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 22,190

Ａ

科目 金額
報酬（フォーラム出演等謝礼） 300
旅費（企業等訪問） 546
旅費（都市経営PS） 164
旅費（講師等費用弁償） 90
役務費(郵送料） 30
委託料（イベント開催費） 500
使用料（イベント会場使用料） 50
コンソーシアム支援補助金（4団体） 2,000
都市経営プロフェッショナルスクール参加費 880

合　　　計 4,560

（単位：千円）
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16,000

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

4.生涯輝くまち

活動指標の算式

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 ▲ 8,454

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

①現地研修・短期留学
教育を柱とした交流を推進するMOUを締結したエストニア

サーレマー市へ子どもたちの短期留学及び教員・関係者の現
地研修会を行い、宇陀オリジナルアントレプレナーシッププ
ログラム構築及び学び環境整備に関する知見やネットワーク
の蓄積を図る。

②学びの環境づくり
宇陀に居ても学べる環境づくりを行うため、アントレプレ

ナーシップ育成を組み込んだプログラムの検討を行う。更
に、エストニアから教育関係者を招き、市内で子どもや教育
関係者を対象とした研修会等を行う。

総事業費：人件費含む （千円） 55,946

R6
39,946

当初予算額

R6
39,946

決算額又は決算見込額 （千円） 39,946 参加者負担金　　　　　　　　800
第２世代交付金　　　　　 10,000
ふるさと応援基金繰入金　 18,192
総務管理費雑入　　　　　　2,500

従事職員数【人工】 2.00

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他 20,692

一般財源

R7予算額 31,492

国　費 10,000

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　４－２－１ 児童生徒の「よりよく生きる力」を育てます

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金 800

目 18 公民連携推進費

使用料
手数料

項 1 総務管理費

区分名

事業の目的

エストニアとの交流で得た知見やネットワークを基に、宇
陀に居れば、宇陀に来れば、アントレプレナーシップ（チャ
レンジ精神、創造性、リーダーシップ、コミュニケーション
力等）を育むことができる宇陀市独自の環境づくりを目指
す。

款 2 総務費

所管課 行政経営課 (市長公室) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 2
エストニア推進事業
費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 エストニアとの交流による人材育成事業

Ａ

科目 金額
報償費 100
旅費（現地研修・短期留学分） 228
旅費（学び環境づくり業務、関係省庁等調整分） 570
需用費（消耗品等） 25
役務費（郵送料） 50
委託料（学びの環境づくり支援業務） 19,572
委託料（現地研修・短期留学渡航業務）学生8名+教育関係者等 10,947

合　　　計 31,492

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

令和6年1月に締結したMOUに基づき、エストニア企業誘致
及び自律走行配送ロボの運用等に関する実証実験に向けた調
査・調整を行う。実施においては県事業との連携により推進
する。

款 2 総務費

国　費

県　費 7,500

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円）

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 エストニア企業誘致に係る調査事業

所管課 行政経営課 (市長公室) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 3
エストニア企業誘致
事業費

項 1 総務管理費

区分名

目 18 公民連携推進費

使用料
手数料

基本計画　３－４－３ 企業誘致を進めるとともに新たな産業の展開を支援します

財源の内訳　（単位：千円）〇国内企業、関係省庁等調整に伴う旅費　 　570千円

〇エストニア企業誘致に係る調査等業務委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15,059千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 8,129

R7予算額 15,629

活動指標名

R6

当初予算額

R6
8,500

増減額 15,629

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

自律走行配送ロボ開発企業及び関連企業の誘致に向け、日
本国内・宇陀市内における受け入れ環境の整備として、国・
県等の関係機関及び民間企業との連携構築を進める。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円）

4.商工業の再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

3.活力あるまち

奈良県次世代技術活用調査支援
補助金　　　　　　　　　　7,500

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 合併２０周年記念事業

事業の目的

市政20周年を迎えるにあたり、宇陀市のこれまでのあゆみ
を振り返るとともに、未来への発展を誓う機会とするため、
多くの市民が参加できる記念事業を実施する。 款 2 総務費

所管課 企画課 (政策推進部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 5
シンボル事業（その
他事業）

項 1 総務管理費

区分名

目 19 ２０周年記念事業費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　６－１－２ 市民協働のまちづくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）20周年記念事業
①記念式典　　　　4,500千円
②PR事業　　　　　1,500千円
③市民公募事業　　5,000千円
・「宇陀市移住、定住プロモーションコンテンツ」の制作
・記念切手販売　・ランタン飛ばし　・DJによる盆踊りイベント
④職員提案型事業　2,500千円
・フードフェスティバル　・音楽イベント　・風景、道20選選定
⑤その他　　　　　9,000千円
・宇陀川沿い桜ライトアップ ・伊勢本街道プロジェクト ・記念
動画作成 ・宇陀市未来会議 ・市内中高生と大阪桐蔭高校吹奏楽
コラボコンサート

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 4,000

一般財源 18,500

R7予算額 22,500

増減額 22,500

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

宇陀市の20年を振り返り、誰一人取り残さない未来への発
展を誓う機会とするとともに、市民とともに祝い、喜びを分
かち合える事業を実施し、宇陀市の良さや歴史・文化等の魅
力を市内外に発信することで、賑わいの創出による交流人口
の増加、地域の活性化に繋げる。

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円）

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

6.地域力を発揮するまち

活動指標の算式

1.市民と行政の協働のまち
づくり

単位当たりコスト　　　　（円）

ＡＡ
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28,000 28,000

活動指標名 市税徴収率

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 97
単
位

％ 96
単
位

％
6.地域力を発揮するまち

活動指標の算式 市税収入済額/市税調定額

2.健全な行政運営の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 301,907 329,542

増減額 ▲ 161

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

【市税徴収率（実績）】
H21年度88.01％→H22年度88.61％→H23年度90.23％→
H24年度91.08％→H25年度91.81％→H26年度92.74％→
H27年度94.11％→H28年度95.08％→H29年度95.64％→
H30年度95.74％→R元年度95.77％→R 2年度94.93％→
R 3年度95.98％→R 4年度96.76％→R 5年度96.80％

　→R6年度以降　96％維持

総事業費：人件費含む （千円） 29,285 31,636

R6
3,636

当初予算額

R6
3,636

決算額又は決算見込額 （千円） 1,285 3,636 滞納処分費　　　　　　　　1,690

従事職員数【人工】 3.50 3.50

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他 1,690

一般財源 1,785

R7予算額 3,475

国　費

県　費

根拠条例等 地方税法、国税徴収法、民法、宇陀市税条例、宇陀市国民健康保険税条例

総合計画 基本計画　６－２－３ 持続可能な財政運営を確立します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

目 3 徴収対策費

使用料
手数料

項 2 徴税費

区分名

事業の目的

税負担の公平性を確保するため、市税・国民健康保険税の
納期内納付の指導、滞納者の実態調査・財産調査に基づき滞
納処分を行い、税債権の回収に努める。 款 2 総務費

所管課 税務課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁徴収対策費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 市税等徴収対策事業

Ａ

科　目 金額
旅費 40
需用費 523
役務費 2,165
委託料 683
使用料及び賃借料 24
負担金、補助及び交付金 40

合　計 3,475

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） - 9,962

2.健全な行政運営の推進

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

6.地域力を発揮するまち

社会保障・税番号制度システム整備
費補助金　　　　　　　　　 5,953

従事職員数【人工】 - 0.15

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 11,162

活動指標名

R6
9,962

当初予算額

R6
9,962

1,200

増減額 ▲ 4,009

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

戸籍に振り仮名が追加される事により、正式に氏名の「読
み方」「なまえ」が登録・公証されるようになる。通知印刷
事業料及び通知郵送料は法務省の補助金対象である。

現計予算額

市　債

その他

一般財源

R7予算額 5,953

国　費 5,953

県　費

根拠条例等 戸籍法、住民基本台帳法

総合計画 基本計画　６－２－１ わかりやすく丁寧な行政サービスを提供します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

目 1 戸籍住民基本台帳費

使用料
手数料

項 3 戸籍住民基本台帳費

区分名

事業の目的

戸籍法・住民基本台帳法の改正に伴う、戸籍・戸籍附票へ
の読み仮名対応については、令和6年度末までにシステム改
修の完了を予定している。令和7年度は、実際に戸籍に記載
する振り仮名の通知業務及び戸籍記載業務を行う。

款 2 総務費

所管課 市民課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1
本庁戸籍住民基本台
帳費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 戸籍法改正関連事業（戸籍の振り仮名への対応）

Ａ

　　（単位：千円）
内　容 金　額

戸籍の振り仮名通知作業（印刷＋郵送） 5,271
戸籍システム改修（振り仮名の市町村長記録） 682

合　計 5,953
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 10,237 9,003

2.健全な行政運営の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 14,644 20,627

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 2,338
単
位

枚 1,600
単
位

枚
6.地域力を発揮するまち

個人番号カード交付事務費補助金
　　　　　　　　　　　　　12,385

従事職員数【人工】 3.00 3.00

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 34,237 33,003

活動指標名 マイナンバーカード交付枚数

R6
9,003

当初予算額

R6
9,003

24,000 24,000

増減額 3,542

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　休日・夜間開庁等によりカード申請、交付を推進。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 160

R7予算額 12,545

国　費 12,385

県　費

根拠条例等
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
規定する個人番号、個人番号カード、特定個人情報の提供等に関する省令

総合計画 基本計画　６－２－１ わかりやすく丁寧な行政サービスを提供します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

目 1 戸籍住民基本台帳費

使用料
手数料

項 3 戸籍住民基本台帳費

区分名

事業の目的

マイナンバー制度における個人番号カードの交付事務を通
じて社会保障・税制度の効率化・透明性を高め、公正公平な
社会を実現する。また、デジタル社会の実現に向け、マイナ
ンバーカードの普及拡大を進める。

款 2 総務費

所管課 市民課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1
本庁戸籍住民基本台
帳費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 マイナンバーカード普及拡大事業

Ａ

交付枚数・交付枚数率

年度 H30 R元 R2 R3
交付枚数 612枚 1,060枚 4,524枚 4,253枚

累計交付率 12.91% 16.70% 32.30% 47.40%
年度 R4 R5 R6（見込）

交付枚数 5,909枚 2,338枚 1,600枚
累計交付率 69.10% 79.10% 85.00%

（単位：千円）
科　目 内　容 金　額

人件費 個人番号カード臨時窓口会計年度任用職員報酬（人事課計上） 10,644
報償金 マイナンバーカード申請・交付助成 200
消耗品 ラベル等 30
修繕料 統合端末・タッチパネル等修繕（保守対象外） 158
通信運搬費 個人番号カード交付郵送料・タブレット通信費 1,292
使用料及び賃借料 顔認証用PC 221

12,545合　計
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 8,615 9,953

2.健全な行政運営の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 3,027 1,999

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 3,242
単
位

件 5,579
単
位

件
6.地域力を発揮するまち

コンビニ交付手数料　　　　 1,572

従事職員数【人工】 0.15 0.15

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 9,815 11,153

活動指標名 コンビニ交付　証明書発行数

R6
9,953

当初予算額

R6
9,953

1,200 1,200

増減額 364

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

平成30年1月から開始したコンビニ交付サービスは、マイ
ナンバーカードの普及により、年々使用率が増加している。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 8,745

R7予算額 10,317

国　費

県　費

根拠条例等 電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認定業務に係る法律

総合計画 基本計画　６－２－１ わかりやすく丁寧な行政サービスを提供します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

目 1 戸籍住民基本台帳費

使用料
手数料 1,572

項 3 戸籍住民基本台帳費

区分名

事業の目的

個人番号カードの公的個人認証部分を活用して、日本全国
のコンビニ等の店舗内に設置しているキオスク端末を利用
し、住民票謄・抄本、戸籍謄・抄本、印鑑登録証明書、戸籍
の附票、住民票記載事項証明書を取得できる事業で、住民
サービスの向上を図る。

款 2 総務費

所管課 市民課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1
本庁戸籍住民基本台
帳費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 マイナンバーカードを利用したコンビニ交付事業

Ａ

市民課 税務課 合計

R1年度 687 29 716
R2年度 1,024 57 1,081
R3年度 2,028 108 2,136
R4年度 3,242 181 3,423
R5年度 4,674 228 4,902
R6年度 1,693 176 1,869 R6年8月末時点

（単位：千円）
内　容 金　額

コンビニ交付取扱手数料 547
コンビニ交付システム保守料（SEサポート） 2,712
コンビニ交付システムクラウド利用保守料 3,960
コンビニ交付システム使用料 836
コンビニ交付証明書交付サービス運営負担金 2,219

合　計 10,317

デジタル手続法に伴うコンビニ交付システム
証明書仕様変更工程試験

43
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単位当たりコスト　　　　（円） 3,422,200 4,521,750

備考

重層的支援体制整備事業交付金
（国）　　　　　　　　　　5,111
（県）　　　　　　　　　　2,556

8,000

活動指標名

8,000

支援につながった件数

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 9,111 10,087

1.00 1.00

10,087
当初予算額

事業 3
社会福祉活動支援事
業費

国　費 5,111

県　費 2,556

市　債

その他

一般財源

所管課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 № 区分名

根拠条例等 社会福祉法

総合計画

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）介護福祉課、中央保健センター（子育て世代包括支援セン
ター）、こども未来課（子ども家庭総合支援拠点）、厚生保
護課（生活困窮者自立相談支援機関）、相談支援センター心
境、宇陀市社会福祉協議会等、各相談機関で受け止めた複合
的な相談を医療介護あんしんセンター内でコーディネート
し、重層的支援会議で支援の方向性や役割を検討。また包括
的相談事業と併せて参加支援、地域づくり支援を実施する。
アウトリーチ等を通じた継続的支援については、社会福祉協
議会に委託し、対象者との関係構築のための支援と地域課題
の掘り起こしに努める。

7 一般会計

医療介護あんしんセンター

事業の目的

制度の狭間や複合的な課題を抱えながらどこに相談に行け
ばよいか分からない人からの幅広い相談を受け付けるととも
に、市民に寄り添いながら生きづらさを抱えた人が地域での
居場所を確保できるよう最後まで伴走支援ができる包括的な
相談支援体制を整備する。また、困りごとが深刻化するまで
に早期に相談につながるよう地域での気づきや見守り等、地
域力の底上げを目指す。

款 3 民生費

目 1 社会福祉総務費

項 1 社会福祉費

事業
区分

継続
事業
名

分担金
負担金

断らない福祉相談支援体制構築事業

基本計画　１－２－２ 面倒見のいい地域福祉を推進します

使用料
手数料

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

健康福祉部内相談対応者からなる重層的支援チーム員会議
を隔月に開催し相談支援体制全体の在り方について検討。ま
た複合的な課題を抱える家庭についてのケース会議も随時開
催し、支援の方向性の検討や進捗管理を行っている。これま
で、当該会議につなぐための「つなぐシート」の作成、職員
研修の実施、その後も職員に対して周知するため年2回メー
ル配信をしながら、全庁的につなぐ意識の醸成を図ってき
た。

令和6年度は医療介護関係従事者や民生委員に向けて周知
をしている。今後も周知拡大を図る必要はあるものの、相談
を受けとめるだけでは解決に至らないため、当事者のニーズ
に寄り添った形での支援ができる地域づくりが課題。
　支援につながった実人数　R4年：6人
　　　　　　　　　　　　　R5年：5人
　　　　　　　　　　　　　R6年：4人（予定）

総事業費：人件費含む （千円） 17,111 18,087

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 5
単
位

人 4
単
位

人
1.健幸なまち

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

137

2,557

R7予算額 10,224

R6

R6
10,087

特定財源の状況(単位：千円)事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込）

Ａ
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,600 1,600

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 31,579 16,783

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 304
単
位

人 572
単
位

人
1.健幸なまち

成年後見制度利用促進体制整備事業
補助金　　　　　　　　　　500

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 相談件数（延）

R6
1,600

当初予算額

R6
1,600

8,000 8,000

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

成年後見制度が必要な人を把握し、適切な支援につなげる
地域連携体制の構築により、だれもが住み慣れた地域で安心
して生活ができる地域共生社会の実現につながる。

○権利擁護センター相談件数（延）
　　　　　　　　　　　R4年度（7月～R5.3月） 163件
　　　　　　　　　　　R5年度　　　　　　　　304件
　　　　　　　　　　　R6年度（見込み）　　　572件

　　専門相談（R5年度）弁護士相談　　　       19件
　　　　　　　　　　  精神科医相談　　       11件
　    （R6年度見込み）弁護士相談　　　　　   16件
　　　 　　　　       精神科医相談　 　       6件 現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,100

R7予算額 1,600

目 1 社会福祉総務費

使用料
手数料

社会福祉法

基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

財源の内訳　（単位：千円）宇陀市社会福祉協議会に継続して委託。権利擁護・成年後
見制度の利用促進を図るとともに、相談・支援必要な人に対
し、医療介護あんしんセンターや市役所、関係機関と協働し
て関わり支援を行う。
中核機関運営委託料　　　　　　　　　　　　　600千円
中核機関コーディネート機能強化事業委託料　1,000千円
【事業内容】
(1)権利擁護に係る相談及び支援(2)成年後見制度利用支援
(3)市民後見人の養成及び活動支援(4)権利擁護支援に関する
地域連携ネットワーク(5)権利擁護に関する普及啓発(6)その
他権利擁護に関して必要な事業

分担金
負担金

項 1 社会福祉費

区分名

所管課 医療介護あんしんセンター (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 5
権利擁護センター事
業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 権利擁護センター事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

認知症、知的障がい、精神障がい等により判断能力が十分
でないため日常生活に支障がある方が権利を侵害されること
なく住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためにも、権利
擁護支援のネットワークや成年後見制度の利用促進により速
やかに必要な権利擁護支援につなげる。また担い手育成など
社会全体で支える体制を構築する。

款 3 民生費

国　費 500

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 9,600 9,600

Ａ
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活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

1.健幸なまち

活動指標の算式

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 61,517

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） 物価高騰対応重点支援地方創生
臨時交付金　　　　　　　61,517

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源

R7予算額 61,517

国　費 61,517

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）【支給対象者】
　65歳以上の高齢者・・12,000名
・昭和35年5月1日までに生まれた方(基準日:令和7年5月1日)
・令和7年5月2日から令和8年3月31日までに65歳に到達する
方
【支給額】
　一人あたり3,500円（ウッピー商品券500円券×7枚）
【支給時期及び方法】
　令和7年7月中に対象者（世帯）に郵送で配布予定
【実施期間】
　令和7年8月1日～令和7年12月31日（予定）

分担金
負担金

目 1 社会福祉総務費

使用料
手数料

項 1 社会福祉費

区分名

事業の目的

エネルギー・食料品等の物価高騰の影響により、不自由な
生活を余儀なくされている高齢者に対し、高齢者いきいき生
活支援給付金（ウッピー商品券）を支給することにより、高
齢者の外出や社会参加の機会を設け生活意欲の向上を促すこ
とを目的とする。

款 3 民生費

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 8
物価高騰対応重点支
援事業

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 高齢者いきいき生活支援給付金事業

Ａ

(単位:千円)

科 目 金額 内容
需用費 100 消耗品費

委託料 61,417 ウッピー商品券作成管理業務

合 計 61,517 0
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 3,581 4,566

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 168,361 190,432

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 36
単
位

人 37
単
位

人
1.健幸なまち

雑入（福祉医療費助成制度高額療養
費）　　　　　　　　　　　　 107

従事職員数【人工】 0.31 0.31

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 6,061 7,046

活動指標名 受給者

R6
4,567

当初予算額

R6
4,567

2,480 2,480

増減額 119

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他 107

一般財源 4,579

R7予算額 4,686

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市心身障害者医療費助成条例、同条例施行規則

総合計画 基本計画　１－２－３ 医療費の助成による安心できる暮らしを実現します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）支払った医療費（食事療養費や保険外医療費を除く）か
ら、下記の金額を除いた額を助成する。
・通院の場合　医療機関毎に月500円
・入院の場合　医療機関毎に月1,000円
　（月14日未満の入院の場合は500円）
※ただし、対象者が18歳に達する日以降の最初の3月31日ま
での場合は、入院時の保険診療の自己負担額を全額助成す
る。
[市単予算]
・扶助費(高額含む)　4,686千円

分担金
負担金

目 2 障害者福祉費

使用料
手数料

項 1 社会福祉費

区分名

事業の目的

心身障害者（一定以上の等級を有する身体障害者及び知的
障害者）に対し医療費の一部を助成し、もって心身障害者の
健康の保持及び福祉の増進を図ることを目的とする。 款 3 民生費

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁障害者福祉費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 心身障害者医療費助成事業(市加算分）

Ａ

R4年度 R5年度 R6年度

（実績） （実績） （見込）

県単 327 325 313

市単 36 36 37

計 363 361 350

県単 7,630 7,520 7,188

市単 786 706 759

計 8,416 8,226 7,947

県単 34,576,352 34,989,990 34,887,000

市単 4,741,177 3,580,903 4,566,000

計 39,317,529 38,570,893 39,453,000

対象者数
＜年度末＞（人）

助成件数（件）

医療費助成額
＜高額立替払分含＞

（円）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 桜井宇陀広域連合事業の推進

事業の目的

広域連合は事務処理の平準化を図るとともに、審査委員の
確保や圏域住民に対する公平中立な事務処理を行いやすく、
また、効率化による経費の節減も図れることから、障害支援
区分認定審査会を設置し、審査会の審査判定業務の円滑な推
進を目的とする。

款

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計・介護保険事業特別会計予算

区分 №

事業

項

区分名
民生費
総務費
社会福祉費
介護認定審査会費

3
1
1
3

目

使用料
手数料

障害者福祉費
認定審査会費

認定審査会費

2
1
1
1

本庁障害者福祉費

国　費

県　費

根拠条例等 地方自治法　等

総合計画 基本計画　６－３－１ 広域行政を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）【桜井宇陀広域連合負担金】
　一般会計　　 　 375千円
　特別会計 　　18,157千円
　合　　計　　 18,532千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 18,532

R7予算額 18,532

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 19,680 19,680

活動指標名

R6
15,681

当初予算額

R6
15,681

4,000 4,000

増減額 2,851

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

審査件数
【令和5年度実績】　　延べ件数
　障害支援区分認定審査会 　 106件
　介護認定審査会　　　　　1,772件

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 15,680 15,680

3.広域行政の推進

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

6.地域力を発揮するまち

従事職員数【人工】 0.50 0.50

Ａ
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〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 568
単
位

人 500
単
位

Ⅰｑ
1.健幸なまち

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

▲ 369

2,303

R7予算額 2,303

R6

R6
2,672

特定財源の状況(単位：千円)事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込）

使用料
手数料

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

保健センターでの1歳6ヶ月健診等において、障害の疑いの
ある要経過観察児のケアとして、「プチこあら教室」で親子
で早期の療育を行う。

令和3年度までは、月1～2回の開催であったが、令和4年度
からは月3回に回数を増やし実施している。

令和3年度 延参加者146名（子： 72名、保護者： 74名）
　　　　　18回開催
令和4年度 延参加者542名（子：271名、保護者：271名）
　　　　　36回開催
令和5年度 延参加者568名（子：284名、保護者：284名）
　　　　　32回開催
令和6年度 延参加者500名（子：250名、保護者：250名）
（見込）　36回開催

総事業費：人件費含む （千円） 4,402 5,072

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

分担金
負担金

療育教室「プチこあら教室」事業

基本計画　１－２－２ 面倒見のいい地域福祉を推進します

根拠条例等 宇陀市療育教室実施要綱

総合計画

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）「こあら教室」で療育支援を受けていた障害のある児童に
ついては、令和4年度より社会福祉協議会が運営する児童発
達支援事業所「にじいろこあら」で、障害福祉サービスとし
て充実した療育を提供されている。

また、幼く発育途上のため障害の診断が難しい要経過観察
児については、児童発達支援サービスの利用要件に該当しな
いため、引続き、宇陀市社会福祉協議会に委託した「プチこ
あら教室」で療育支援を行う。

　委託料　2,303千円

7 一般会計

介護福祉課

事業の目的

心身の発達に不安のある乳幼児に対し、成長過程の早い段
階で、専門的な療育や一人ひとりの発達の状況に応じた保育
を受けられるよう、教育・保健医療・福祉等の関係機関との
連携、ネットワーク形成を進め、療育・保育体制の充実を図
る。

款 3 民生費

目 2 障害者福祉費

項 1 社会福祉費

事業
区分

継続
事業
名

所管課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 № 区分名

2,672
当初予算額

事業 1 本庁障害者福祉費

国　費

県　費

市　債

その他

一般財源

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

単位当たりコスト　　　　（円） 7,750 10,144

備考

2,400

活動指標名

2,400

延参加人数

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 2,002 2,672

0.30 0.30

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 重症心身障害児（者）等居場所づくり事業

事業の目的

重症心身障害児（者）等の日中活動の場の確保とともに、
重症心身障害児（者）等を日常的に介護している家族の精神
的及び身体的負担の軽減を図ることを目的とする。 款 3 民生費

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁障害者福祉費

項 1 社会福祉費

区分名

目 2 障害者福祉費

使用料
手数料

国　費 2,570

県　費

根拠条例等 重症心身障害児（者）等居場所づくり事業実施要綱

総合計画 基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）身近な地域で、重症心身障害児（者）等の日中の預かり
サービス及び入浴サービスを提供する。

・重症心身障害児(者)等居場所づくり事業実施委託料
　　　　6,904円（社会福祉法人心境荘苑）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 4,334

一般財源

R7予算額 6,904

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 19,959 24,444

活動指標名 利用人数

R6
7,244

当初予算額

R6
7,244

16,000 16,000

増減額 ▲ 340

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和5年4月より、社会福祉法人心境荘苑において、重症心
身障害児（者）等居場所づくり事業「つばめくらぶ」が開所
し、日中の預かりサービスが始まった。

令和6年度まで東大寺福祉療育病院による技術指導を受け
ていたが、医療的ケア児（者）、重症心身障害児（者）への
支援技術を獲得できたことから令和7年度からは心境荘苑の
みでサービス提供を行う。

・R5年度実施回数　10回（原則　土曜日月2回実施）
　　　　延べ利用者数　28人

・R6年度実施回数　10回（原則　土曜日月2回実施）
　　　　延べ利用者数　25人　（R6.9月末現在）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 3,959 8,444

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 712,821 977,760

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 28
単
位

人 25
単
位

人
1.健幸なまち

児童虐待防止対策等総合支援事業
補助金　　　　　　　　　　2,570
ふるさと応援基金繰入金　　4,334従事職員数【人工】 2.00 2.00

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 2,568 2,457

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 320,533 260,944

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 15
単
位

人 18
単
位

人
1.健幸なまち

雑入（福祉医療費助成制度高額療養
費）　　　　　　　　　　　 　 95

従事職員数【人工】 0.28 0.28

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 4,808 4,697

活動指標名 受給者

R6
2,458

当初予算額

R6
2,458

2,240 2,240

増減額 298

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他 95

一般財源 2,661

R7予算額 2,756

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市重度心身障害老人等医療費助成条例、同条例施行規則

総合計画 基本計画　１－２－３ 医療費の助成による安心できる暮らしを実現します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）支払った医療費（食事療養費や保険外医療費を除く）か
ら、下記の金額を除いた額を助成する。
・通院の場合　医療機関毎に月500円
・入院の場合　医療機関毎に月1,000円
　（月14日未満の入院の場合は500円）
[市単予算]
・扶助費(高額含む)　2,756千円

分担金
負担金

目 3 老人福祉費

使用料
手数料

項 1 社会福祉費

区分名

事業の目的

後期高齢者医療制度対象者で重度の心身障害のある者（身
体障害者手帳1・2級または療育手帳A1・2所持者）等に対し
医療費の一部を助成し、もって対象者の健康の保持及び福祉
の増進を図ることを目的とする。

県の助成金補助制度では所得制限があるが、宇陀市では市
単独事業として所得制限を撤廃している。

款 3 民生費

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁老人福祉費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 重度心身障害老人等医療費助成事業(市加算分）

Ａ

R4年度 R5年度 R6年度

（実績） （実績） （見込）

県単 318 313 319

市単 18 15 18

計 336 328 337

県単 9,950 9,937 9,753

市単 829 577 243

計 10,779 10,514 9,996

県単 22,381,887 20,269,100 23,011,000

市単 2,617,395 2,567,491 2,457,000

計 24,999,282 22,836,591 25,468,000

対象者数

＜年度末＞（人）

助成件数（件）

医療費助成額

＜高額立替払分含＞

（円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 6,360 12,902

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円） 1,614 2,562

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 6,668
単
位

人 6,754
単
位

人
1.健幸なまち

雑入（保健事業委託金）　　13,481

従事職員数【人工】 0.55 0.55

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 10,760 17,302

活動指標名 被保険者数

R6
12,902

当初予算額

R6
12,902

4,400 4,400

増減額 860

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他 13,481

一般財源 281

R7予算額 13,762

国　費

県　費

根拠条例等 高齢者の医療の確保に関する法律

総合計画 基本計画　１－１－２ 健康づくり活動による健幸長寿のまちを実現します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・KDBシステムを活用し、地域の健康課題の分析、対象者を
把握し、事業の企画・調整を行う。
・保健師、管理栄養士、歯科衛生士が高齢者に対する個別的
支援を行う。
・通いの場等へ積極的に関与し、フレイル予防の普及啓発等
を実施。
・口腔機能低下者、痩せ、肥満の人が多い傾向があるため、
通いの場等で、参加者のフレイル状態について質問票や健診
結果などから把握し、その状態に合わせた口腔機能向上や低
栄養・肥満予防の健康教育を栄養士や歯科衛生士が実施す
る。必要に応じて個別相談も実施する。

分担金
負担金

目 3 老人福祉費

使用料
手数料

項 1 社会福祉費

区分名

事業の目的

高齢者の有病率が高くなっており、早期発見・早期対応す
ることで、重症化を予防する。また、生活習慣病対策・フレ
イル対策（医療保険）と介護予防（介護保険）が連携し一体
的に行い、健康寿命の延伸、高齢者の予防・健康づくりを推
進する。

款 3 民生費

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁老人福祉費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業

Ａ

科　目 金額
報酬 12,920
報償費 250
需用費 402
役務費 116
使用料及び賃借料 74

合　計 13,762

（単位：千円）

-116-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 12,331 14,733

4.地域医療体制の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 15,082 15,211

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,051
単
位

人 1,200
単
位

人
1.健幸なまち

雑入（保健事業受託金）　　16,906

従事職員数【人工】 0.44 0.44

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 15,851 18,253

活動指標名 健診受診者数

R6
14,733

当初予算額

R6
14,733

3,520 3,520

増減額 2,873

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他 16,906

一般財源 700

R7予算額 17,606

国　費

県　費

根拠条例等 高齢者の医療の確保に関する法律

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）①受診案内…4月に受診券を同封した健診案内を個別通知に
より行う。
②受診希望者は、県内医療機関に申し込み受診する（健診内
容…身体測定・血圧測定・血液検査・尿検査・心電図検査
等）。自己負担金については、疾病等の早期発見・予防の観
点から国民健康保険同様に受診率向上を目指し令和３年度か
ら自己負担の無料化を実施。
③健診にかかる費用は、国保連合会を通じて市が医療機関に
支払う。
④事業終了後、市は奈良県後期高齢者医療広域連合に健診に
かかった費用を請求する。

分担金
負担金

目 3 老人福祉費

使用料
手数料

項 1 社会福祉費

区分名

事業の目的

奈良県後期高齢者医療広域連合の受託を受け、宇陀市に在
住する後期高齢者の健康増進と生活習慣病の早期発見のた
め、健康診査事業を実施。 款 3 民生費

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁老人福祉費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 後期高齢者医療健康診査受託事業

Ａ

R4年度 R5年度 R6年度

（実績） （実績） （見込）

受診券交付者数 5,916人 6,246人 6,378人

健康診査受診者数 973人 1,051人 1,200人

受診率 16.45% 16.83% 18.81%

需用費 338,264 322,333 401,000

役務費 507,195 629,944 740,000

委託料 78,843 110,561 128,000

負担金 10,583,848 11,267,520 13,464,000

計 11,508,150 12,330,358 14,733,000

支払額
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

高齢者等の難聴は、コミュニケーション障害や社会活動の
低下等から抑うつ、ひいては要介護状態につながるリスク要
因となる。

日常生活において、軟骨伝導集音器（イヤホン）による
「聞こえ」が改善されることで、意思決定の促進など高齢者
等の意欲向上が期待できるため、購入費を助成し、高齢者等
がいきいきと活躍できる社会環境の実現をめざす。

款 3 民生費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 5,410 4,800

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 高齢者軟骨伝導集音器（イヤホン）購入費助成事業

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁老人福祉費

項 1 社会福祉費

区分名

目 3 老人福祉費

使用料
手数料

宇陀市高齢者軟骨伝導集音器購入費助成金交付要綱

基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

財源の内訳　（単位：千円）【対象】
65歳以上で、聴覚障害における身体障害者手帳の取得に至

らない「軽度」又は「中等度」難聴者で、軟骨伝導イヤホン
の使用において効果が期待できる者及び市内事業所
【内容】
　1人及び1事業所につき1台
　1台につき購入費の1/2を補助する（上限10千円）
【予算】
　80台×10千円＝800千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 800

R7予算額 800

活動指標名 助成人数

R6
1,000

当初予算額

R6
1,000

4,000 4,000

増減額 ▲ 200

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和5年度助成実績（令和6年3月31日）　141台
令和6年度助成実績（令和6年11月18日現在）24台

活動指標の算式 -

決算額又は決算見込額 （千円） 1,410 800

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 38,369 60,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 141
単
位

人 80
単
位

人
1.健幸なまち

従事職員数【人工】 0.50 0.50

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

1.健幸なまち

活動指標の算式

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 2,141

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6
1,800

決算額又は決算見込額 （千円）

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,141

R7予算額 2,141

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）■開催場所：保養センター美榛苑
■開催日時：1日午前・午後各1コマ×12日間
■定　　員：1コマあたり7名以内
■対    象：宇陀市在住の65歳以上の方
■開催内容
　1．基本操作・基本設定
　2．インターネット、メールの利用方法
　3．地図アプリやSNSアプリなどの利用方法
　4．スマホを安全に使うためのポイントなど

分担金
負担金

目 3 老人福祉費

使用料
手数料

項 1 社会福祉費

区分名

事業の目的

定年後の第2の人生を行動的・積極的に楽しむために必要不
可欠なスマートフォンを使いこなせることで、高齢者が生き
生きと生活出来る社会の実現を目指すため、また高齢者のデ
ジタルデバイド（情報格差）対策のためにスマートフォン講
座を開催する。

款 3 民生費

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁老人福祉費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 高齢者スマートフォン講座

Ａ

（単位：千円）

科　目 金　額 内　容
需用費 50 消耗品費
役務費 27 折込手数料
委託料 1,848 スマートフォン講座委託料
使用料及び賃借料 216 会場使用料

合　　計 2,141
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 高齢者等サポート隊事業

事業の目的

見守りが必要な在宅の高齢者等に対し、見守り、安否確
認、身近な支え合いを行う行動組織として高齢者等見守り隊
を編成し、高齢者等の孤独の解消及び安心感の提供並びに孤
独死の防止を図り、もって高齢者の福祉の増進に資すること
を目的とする。

款 3 民生費

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
本庁老人福祉費（高
齢者支援事業）

項 1 社会福祉費

区分名

目 3 老人福祉費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 高齢者等おしらせ隊実施要領、高齢者等サポート隊活動モデル事業実施要領

総合計画 基本計画　１－２－２ 面倒見のいい地域福祉を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）高齢者等見守り支援事業は、自治会・まちづくり協議会・
民生児童委員・老人クラブなどの関係団体に民間事業所を加
えた「高齢者等おしらせ隊」と地域ボランティアによる「高
齢者等サポート隊」の2つを称して「高齢者等見守り隊」と
して活動している。地域の高齢者等の異変を察知し、通報・
連絡体制など連携を図り、高齢者等の安心感の提供と孤独死
等の防止を目的としている。
　事業は、市社会福祉協議会に委託実施。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 972

R7予算額 972

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 1,185 1,356

活動指標名 協力団体数

R6
956

当初予算額

R6
956

400 400

増減額 16

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 785 956

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 84,643 96,857

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 14
単
位

団体 14
単
位

団体
1.健幸なまち

従事職員数【人工】 0.05 0.05

Ａ

項目 令和4年度 令和5年度
令和6年度
（見込）

高齢者等お知らせ隊
（事業所）

21 21 22

高齢者等サポート隊
〔団体（自治会

13（64） 14（71） 14（71）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 生活支援体制整備事業

事業の目的

介護保険法地域支援事業に基づき、地域の互助により住民
が安心して心豊かに暮らせる社会の構築をめざし、地域資源
の開発およびネットワークの構築を推進する。

単身や夫婦のみの高齢者世帯、認知症の高齢者が増加する
中、NPO法人、民間企業、ボランティア、商工会、民生委員
などの生活支援サービスを担う事業主体と連携しながら、多
様な日常生活上の支援体制の充実・強化及び高齢者の社会参
加の推進を一体的に図っていくことを目的とする。

款 3 民生費

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁介護保険費

項 1 社会福祉費

区分名

目 6 介護保険費

使用料
手数料

国　費 1,707

県　費 853

根拠条例等 介護保険法（地域支援事業）

総合計画 基本計画　１－２－２ 面倒見のいい地域福祉を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）平成30年度から、高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備
を推進していくことを目的とし、地域において、生活支援・
介護予防サービスの提供体制の構築に向けたコーディネート
機能を果たす者を「生活支援コーディネーター（地域支え合
い推進員）」として設置。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 1,181

一般財源 693

R7予算額 4,434

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 19,588 20,150

活動指標名 コーディネーター活動回数

R6
4,150

当初予算額

R6
4,150

16,000 16,000

増減額 284

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

地域ケア会議「地域課題の検討会議（高齢者の暮らしを支
える懇話会）」と連携し、地域ケア会議で明らかとなった生
活支援に関する地域の課題について、さらに、地域の互助に
より住民が安心して心豊かに暮らせる社会の構築をめざし、
地域資源の開発およびネットワークの構築に取り組む。
①生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）の配置
第2層　社会福祉協議会に委託
　地域にある様々な活動や支え合いを発掘し、発信する役割
②協議体の設置

コーディネーターと生活支援・介護予防サービスの提供主
体等が参画し、定期的な情報共有及び連携強化の場として、
中核となるネットワークを構築する場。地域活動をしている
人や地域の元気な高齢者を発掘し、地域支え合い活動を活性
化させる。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 3,588 4,150

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 77,118 80,600

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 254
単
位

回 250
単
位

回
1.健幸なまち

重層的支援体制整備事業交付金
　(国)　　　　　　　　　　1,707
　(県)　　　　　　　　　　　853
介護保険事業特別会計繰入金1,181

従事職員数【人工】 2.00 2.00

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 犯罪被害者等支援推進負担金事業

事業の目的

犯罪被害者やその家族の支援を巡っては、「犯罪被害者等
基本法」に地方自治体も支援を行う責任があると明記されて
いる。法に基づき、市が国や奈良県及び関係機関等との適切
な役割分担を踏まえて、地域の実情に応じた支援を総合的に
推進することで、犯罪被害者等が受けた被害の軽減及び回復
を図ることを目的とする。

款 3 民生費

所管課 人権推進課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 人権行政推進費

項 1 社会福祉費

区分名

目 7 人権行政推進費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 犯罪被害者等基本法、奈良県犯罪被害者等支援条例、宇陀市犯罪被害者等支援条例

総合計画 基本計画　４－１－１ 一人ひとりの人権が尊重されたまちづくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）相談及び情報の提供、見舞金の支給、市民に対する啓発活
動など、自治体による支援のバラつき（格差）を無くし、等
しく支援を受けることができるよう被害者支援に向けた整備
を進める。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 452

R7予算額 452

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 855 853

活動指標名

R6
453

当初予算額

R6
453

800 800

増減額 ▲ 1

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

犯罪の被害者やその家族が穏やかな日常を取り戻すことが
できるよう支援体制を整備することは、市民にとって安心・
安全な市づくりにつながる。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 55 53

1.人権を大切にする共生の
まちづくりの実現

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

4.生涯輝くまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

Ａ

項　目 金額
犯罪被害者等支援連携負担金 52

犯罪被害者等見舞金 400

合　計 452

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 人権啓発関係事業

事業の目的

法律、市条例、宇陀市人権施策基本計画（第2次）に基づ
き、市の責務として人権啓発事業を実施し、一人ひとりの人
権を尊重し合い、人権侵害を許さないまちづくりを目指す。 款 3 民生費

所管課 人権推進課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 人権行政推進費

項 1 社会福祉費

区分名

目 7 人権行政推進費

使用料
手数料 2

国　費

県　費 325

根拠条例等 人権教育及び人権啓発の推進に関する法律、宇陀市部落差別をはじめとするあらゆる差別の解消の推進に関する条例等

総合計画 基本計画　４－１－１ 一人ひとりの人権が尊重されたまちづくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,995

R7予算額 3,322

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 21,966 21,700

活動指標名 差別をなくす市民集会参加者数

R6
3,049

当初予算額

R6
3,049

19,200 19,200

増減額 273

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

基本的人権の尊重という目標をしっかり見据えた啓発を継
続して、共生のまちづくりを目指すとともに、人権問題に関
する市民の意識高揚と、啓発事業等への人権施策を一層効果
的な推進を図る取り組みを推進する。
　・毎月11日は「人権を確め合う日」の啓発
　・「差別をなくす強調月間」市民啓発、市民集会等の開催
　・DV相談、人権相談の開催
　・男女共同参画集会の開催
　・人権啓発活動推進本部の運営
　・年間を通した啓発活動（HP、広報、うだチャン等）の実
　　施

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 2,766 2,500

1.人権を大切にする共生の
まちづくりの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 66,766 72,333

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 329
単
位

人 300
単
位

人
4.生涯輝くまち

行政財産使用料　　　　 　　　　2
人権啓発活動委託金　　 　　　325

従事職員数【人工】 2.40 2.40

Ａ

項　目 金額

各種集会講師謝礼等 586
各種研修会・大会等旅費 232
消耗品、役務費、委託料、バス借上げ料 1,559
各種研修参加負担金 159
関係機関団体負担金 685

合　計 3,322

（単位：千円）

人権擁護に関する審議会、
男女共同参画推進審議会委員報酬

101
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 13,894 28,871

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 15,505 20,290

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 2,960
単
位

件 3,000
単
位

件
1.健幸なまち

地域包括支援センター雑入　27,620

従事職員数【人工】 4.00 4.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 ケアマネジメント（プラン作成）件数

R6
28,871

当初予算額

R6
28,871

32,000 32,000

増減額 ▲ 1,251

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

介護予防・日常生活支援総合事業における支援が、必要な
者（要支援1・2の認定を受けた者及び基本チェックリスト該
当者）に対する心身の状況に応じた適切な介護予防支援を提
供することにより、高齢者の自立した生活の実現を図る。

現計予算額

市　債

その他 27,620

一般財源

R7予算額 27,620

目 10 介護予防支援費

使用料
手数料

介護保険法（地域支援事業）

基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

財源の内訳　（単位：千円）介護予防・日常生活支援総合事業における支援が必要な者
（要支援1・2の認定を受けた者及び基本チェックリスト該当
者）に対するケアプランの作成及び日常生活支援を行う。 分担金

負担金

項 1 社会福祉費

区分名

所管課 医療介護あんしんセンター (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1
指定介護予防支援事
業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 指定介護予防支援事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

介護保険地域支援事業の介護予防・日常生活支援総合事業
における支援が必要な者（要支援1・2の認定を受けた者及び
基本チェックリスト該当者）が、総合事業によるサービスな
どの総合的かつ効率的な提供により、可能な限り居宅におい
て自立した日常生活を送ることができる。

款 3 民生費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 45,894 60,871

Ａ
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 7,022 9,212

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 14,756 17,661

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 4,000
単
位

件 4,100
単
位

件
1.健幸なまち

重層的支援体制整備事業交付金
 （国）　　　　　　　　 　2,628
 （県）　　　　　　 　　  1,314
介護保険事業特別会計繰入金1,017

従事職員数【人工】 6.50 7.90

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 相談件数（延件数）

R6
9,212

当初予算額

R6
9,212

52,000 63,200

増減額 58

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

高齢者の介護予防、相談対応により、支援が必要な人に適
切なサービスに迅速につなぐとともに、介護・福祉関係職種
の資質向上とサービスを図る。平成26年度以前は社協委託、
平成27年度からは市直営。
【総合相談（初回相談）件数】
　平成28年度　　　　　　　　　809件／年
　平成29年度　　　　　　　　1,029件／年
　平成30年度　　　　　　　　1,106件／年
　令和元年度　　　　　　　　1,100件／年
　令和2年度　　　　　　　 　1,456件／年
　令和3年度　　　　　　　 　1,121件／年
　令和4年度　　　　　　　 　1,121件／年
　令和5年度　　　　　　　 　1,243件／年
　令和6年度　　　　　　　 　1,300件／年（予定）

現計予算額

市　債

その他 1,017

一般財源 4,311

R7予算額 9,270

目 10 介護予防支援費

使用料
手数料

介護保険法

基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

財源の内訳　（単位：千円）【事業概要】
①介護予防ケアマネジメント業務
②総合相談支援業務
③権利擁護業務（権利擁護センターとの連携）
④包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

分担金
負担金

項 1 社会福祉費

区分名

所管課 医療介護あんしんセンター (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 3
地域包括支援セン
ター費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 地域包括支援センター事業費

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

介護保険法に基づく地域包括支援センターとして、保健
師・社会福祉士・主任介護支援専門員等を配置し、3職種の
チームアプローチにより、住民の健康の保持及び生活の安定
のために必要な援助を行い、保健医療の向上及び福祉の増進
を図ることができる。

款 3 民生費

国　費 2,628

県　費 1,314

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 59,022 72,412

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 認知症予防(オレンジチェック)事業

事業の目的

近年増加している認知症は、高齢者が不安を感じている病
気であるが、MCI(軽度認知障害)の時期であれば、治療によ
り認知症への進行を遅らせたり、健常な状態に回復する可能
性がある。

この事業により個人や地域に早期発見の必要性を伝え、認
知症予防に対する意識を高めるとともに、MCIの方について
は早期治療につなげていくことを目的とする。

款 3 民生費

所管課 医療介護あんしんセンター (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
地域介護予防活動支
援事業費

項 1 社会福祉費

区分名

目 10 介護予防支援費

使用料
手数料

国　費 138

県　費 86

根拠条例等 介護保険法（地域支援事業）

総合計画 基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）①通いの場（いきいき百歳体操等）を活用したMCI（軽度認
知障害）チェックスクリーニングツールのトライアル利用を
行う。

②MCIチェックアプリ開発に協力し、宇陀市立病院のMCI治療
へつなぐ体制を構築する。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 346

一般財源 123

R7予算額 693

増減額 693

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） 重層的支援体制整備事業交付金
　(国)　　　　　　　 　　　138
　(県)　　　　　　 　　　　 86
介護特会繰入金　　　　　   346

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

1.健幸なまち

活動指標の算式

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円）

Ａ

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

8.7% 8.8% 6.7% 7.1%

1,054人 1,064人 806人 847人
いきいき百歳体操

（参加者実数）
65歳以上割合

（単位：千円）

科 目 金 額 内 訳

使用料及び賃借料 693 軽度認知障害検査機器使用料
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 運動機能向上のための事業

事業の目的

介護予防訪問介護と介護予防通所介護が地域支援事業の
「新しい総合事業」に移行され、住民主体の多様なサービス
の充実、要支援者の状態に応じたサービス利用の促進を図
る。本市の実情に応じた効果的・効率的な介護予防と生活支
援サービス事業を実施し、定期的な運動習慣や活動的な生活
を送ることで高齢者が介護状態に陥ることを予防する。

款 3 民生費

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
地域介護予防活動支
援事業費

項 1 社会福祉費

区分名

目 10 介護予防支援費

使用料
手数料

国　費 404

県　費 252

根拠条例等 介護福祉保健法（地域支援事業）

総合計画 基本計画　１－１－３ 高齢者の介護予防を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）生活が不活発になり、虚弱な状態になるおそれがある高齢
者の介護予防を推進するため、要介護認定を受けていない75
歳以上の高齢者を対象に生活機能評価（チェックリスト）を
行い、様々な機会を通じて得られた情報の活用により、閉じ
こもり等の何らかの支援を必要とする高齢者を把握して、介
護予防活動の参加につなげる。
　一般介護予防委託料　2,020千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 464

一般財源 900

R7予算額 2,020

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 2,899 3,500

活動指標名 延参加者数

R6
2,020

当初予算額

R6
2,020

1,600 1,600

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,299 1,900

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円） 2,232 1,842

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,299
単
位

人 1,900
単
位

人
1.健幸なまち

重層的支援体制整備事業交付金
　(国)　　　　　　　　　　　404
　(県)　　　　　　　　　　　252
介護保険事業特別会計繰入金　464

従事職員数【人工】 0.20 0.20

Ａ

延べ参加者数 （単位：人）
R3年度 R4年度 R5年度

レッドコード 1,290 1,385 1,299
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 いきいきサロン事業

事業の目的

年齢や心身の状況等によって分け隔てなく、地域の高齢者
が介護予防に向けた、健康教育、健康相談等の介護予防に関
する活動や普及啓発を自発的・主体的に行える地域社会の構
築を目指す。

款 3 民生費

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
地域介護予防活動支
援事業費

項 1 社会福祉費

区分名

目 10 介護予防支援費

使用料
手数料

国　費 230

県　費 144

根拠条例等 介護保険法（地域支援事業）

総合計画 基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）いきいきサロン委託料　1,153千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 265

一般財源 514

R7予算額 1,153

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 1,402 2,046

活動指標名 いきいきサロン数

R6
1,246

当初予算額

R6
1,246

800 800

増減額 ▲ 93

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 602 1,246

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 28,612 41,755

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 49
単
位

団体 49
単
位

団体
1.健幸なまち

重層的支援体制整備事業交付金
　(国)　　　　　　　　　　　230
　(県)　　　　　　　　　　　144
介護保険事業特別会計繰入金　265

従事職員数【人工】 0.10 0.10

Ａ

いきいきサロン箇所数 （単位：箇所）
R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

53 52 51 51 49
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活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

1.健幸なまち

活動指標の算式

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 2,700

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　高齢者の健康増進及び施設の利用促進を図る。

・日帰り温泉利用者数
　　　　　　　　　（令和4年度）　（令和5年度）
　総利用者数　　　　　48,675人　　 　51,386人
　(うち60歳以上)　 (15,045人)　　 (13,234人)

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円）

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,700

R7予算額 2,700

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市老人福祉センター日帰り入浴支援事業補助金

総合計画 基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・宇陀市老人福祉センター日帰り入浴支援事業補助金
550円(基本料金)－400円(60歳以上料金)＝150円(割引料

金)
　　150円×18,000人=2,700千円

分担金
負担金

目 12 美榛苑費

使用料
手数料

項 1 社会福祉費

区分名

事業の目的

老人福祉センターの指定管理者が、日帰り入浴の利用が多
い60歳以上の市民の健康増進及び外出の機会の向上並びに、
施設の利用を促進するために実施する割引のための経費に対
し、予算の範囲内において補助金を交付する。

款 3 民生費

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 美榛苑費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 老人福祉センター美榛苑日帰り入浴利用促進事業

Ａ

科　目 金額

負担金、補助及び交付金 2,700

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 美榛苑修繕事業

事業の目的

施設の老朽化に対応するため、計画的に修繕を行い、維持
管理費用の縮減及び利用者の安全性と利便性の向上を図る。

款 3 民生費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 美榛苑費

項 1 社会福祉費

区分名

目 12 美榛苑費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市老人福祉センター条例、宇陀市宿泊事業の設置等に関する条例

総合計画 基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・実施設計業務
　（主な修繕内容　屋根・防水）
　 分担金

負担金

現計予算額

市　債 10,900

その他

一般財源 606

R7予算額 11,506

増減額 11,506

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

施設の維持管理費用の縮減及び利用者の安全と利便性の向
上を図る。
　
昭和56年11月(43年経過) 本館宿泊棟(保養センター美榛苑)
平成2年5月(34年経過)　 新館宿泊棟・大浴場
平成6年4月(30年経過)　 別館宿泊棟・大浴場・レストラン
平成8年6月(28年経過)　 大宴会場棟

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6
　

決算額又は決算見込額 （千円） 合併特例債　　　　　　　　10,900

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

1.健幸なまち

活動指標の算式

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円）

Ａ

科　目 金額

委託料 11,506

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 588 2,345

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 198,286 524,167

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 7
単
位

団体 6
単
位

団体
1.健幸なまち

福祉活動基金繰入金　　　　　300
ふるさと応援基金繰入金　　1,620

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 1,388 3,145

活動指標名 実施団体

R6
2,094

当初予算額

R6
2,094

800 800

増減額 ▲ 174

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

こども食堂の新規開設と持続可能な事業となるよう支援を
行う。

現計予算額

市　債

その他 1,920

一般財源

R7予算額 1,920

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市こども食堂運営支援補助金交付要綱

総合計画 基本計画　１－３－１ 保護者のニーズに応じた子育てしやすい環境づくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）■補助対象事業者
　市内で「こども食堂」を開設し、継続的な運営を行う団体
■補助対象事業
・定期的に実施し継続実施する予定であること
・こどもに定額で食事を提供すること
・食事や学習、地域住民との交流などを通して子どもが安心
して過ごせる居場所づくりを推進する取組を行うこと
■補助限度額（1団体あたり）
・年間　180千円　(300円×50食×12ヶ月)×9団体
・開設に伴う設備助成 1団体 150千円以内×2団体（新
規）

分担金
負担金

目 1 児童福祉総務費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

子ども等の状況の把握や食事の提供、学習・生活指導等を
通じた見守り活動に係る経費を実施団体へ補助することによ
り、地域における子どもの見守り体制の強化に向けた持続可
能な事業とする。

款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁児童福祉総務費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 こども食堂サポート事業

Ａ

■補助実績

年度 実施団体 補助金額

令和3年度 3団体 166,800円

令和4年度 6団体 478,400円

令和5年度 7団体 588,000円

令和6年度 6団体 1,536,000円

※令和6年度は見込
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 9,522 7,617

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 269,623 282,979

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 154
単
位

件 140
単
位

件
1.健幸なまち

重層的支援体制整備事業
（国）　　　　　　　　　　2,856
（県）　　　　　　　　　　　714
子ども・子育て支援交付金
（国）　　　　　 　　　　　 338
（県）　　　　　 　　　　　 338

従事職員数【人工】 4.00 4.00

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 41,522 39,617

活動指標名 相談者数

R6
7,617

当初予算額

R6
7,617

32,000 32,000

増減額 ▲ 1,436

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

1.家庭児童相談の相談件数（R5)
　154件（虐待相談81件、その他相談73件)

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,935

R7予算額 6,181

国　費 3,194

県　費 1,052

根拠条例等 宇陀市家庭児童相談室設置運営要綱、宇陀市要保護児童対策地域協議会要綱他

総合計画 基本計画　１－３－２ 子どもが健やかに育つよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）【主な事業】
・こども家庭センター（子ども家庭総合支援拠点＋母子保健
事業）
・要保護児童対策地域協議会の運営
・相談支援（社会福祉士、保育士、心理士、保健師等）
・ファミリーサポートセンター事業
・チルドレンケアカウンセラー派遣事業
・地域ネットワーク事業
・家庭相談員の設置

分担金
負担金

目 1 児童福祉総務費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

すべての子どもとその家庭及び妊産婦等に対して、専門的
な相談や地域資源を活用した情報提供、訪問等による継続的
な支援を実施する「子ども家庭総合支援拠点」を令和3年11
月からこども未来課内に設置。支援拠点の整備により、支援
を必要としている子どもやその家庭等への訪問、見守り、適
切なサービス提供等、身近な相談が気軽にできるよう丁寧な
対応を継続的に実施する。

款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁児童福祉総務費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 子ども家庭総合支援拠点事業（子育て家庭への相談・支援）

Ａ

科　目 金　額 内　訳

人件費 5,284 相談員（心理士・保育士等）

報償費 495 ファミサポ事業　講師謝金

旅費 10 相談員旅費

需用費 223 ファミサポ・家児相経費

役務費 164 ファミサポ・家児相経費
負担金、補助及び交付金 5 家児相協議会負担金

合　　計 6,181
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 28,640

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 5,173,333

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

6
単
位

人
1.健幸なまち

重層的支援体制整備事業交付金
（国）　　　　　　　　　6,613
（県）　　　　　　　　　1,653
子どもの第三の居場所運営費助成金
（児童福祉費雑入）　　 18,400
子ども・子育て支援交付金
（国）　　　　　　　　　3,228
（県）　　　　　　　　　3,228

従事職員数【人工】 0.30

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 31,040

活動指標名 対象者

R6
28,760

当初予算額

R6
28,760

2,400

増減額 10,136

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

1.令和5年5月に大和育成園を拠点とした居場所事業「ほっと
スペース つどい」を開始。
2.令和6年度より、大和育成園敷地内に新たな居場所事業の
拠点を設立し、教育支援センター「はばたき」とともに、宇
陀市の子どもたちが安心して過ごせる場所を提供。

現計予算額

市　債

その他 18,400

一般財源 5,774

R7予算額 38,896

国　費 9,841

県　費 4,881

根拠条例等 宇陀市子ども第三の居場所事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　１－３－２ 子どもが健やかに育つよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）【開館時間】
　火曜日～金曜日 14 時～20 時
　土曜日 9 時～20 時
【拠点住所】宇陀市榛原萩原1758 番地　大和育成園
【定員】 20 名
【対象】 小学生、中学生
【活動内容】
学習支援、生活支援、食事支援、地域活動、交流イベントを
通した社会性を育む体験活動、保護者支援、支援を利用する
ための送迎等

分担金
負担金

目 1 児童福祉総務費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

家庭や学校にさまざまな困難を抱える小・中学生を対象
に、安心して過ごせる居場所を確保し、食事の提供、基本的
生活習慣の形成、学習支援、課外活動やさまざまな体験事業
を行い、子ども一人ひとりのニーズに合わせた支援を実施す
ることで、子どもたちの社会性を身につける機会を提供する
とともに、将来の自立につなげることを目的とする。

款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁児童福祉総務費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 子どもの第三の居場所づくり事業

Ａ

■事業費 　　（単位：千円）

科　目 金　額 内　訳

旅費 85 首長サミット

24,488 子ども第三の居場所運営費

9,920 利用者支援事業委託料

備品購入費 4,403 居場所事業送迎車購入費

合　　計 38,896

委託料
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 174 249

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 4,379 3,964

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 58
単
位

件 83
単
位

件
1.健幸なまち

従事職員数【人工】 0.01 0.01

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 254 329

活動指標名 贈呈件数

R6
343

当初予算額

R6
343

80 80

増減額 ▲ 33

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和5年度より、宇陀産木製プレート（農林課）と共に贈
呈。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 310

R7予算額 310

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市ファーストバースデー祝品贈呈事業実施要綱

総合計画 基本計画　１－３－２ 子どもが健やかに育つよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）■対象　宇陀市に住所を有し、当該事業年度において1歳に
　　　達する子どもの保護者
■内容　満1歳の誕生日を迎える幼児1人に3,000円相当の祝
　　　い品 (絵本・バースデーカード・絵本バック）を贈呈
■事業費

分担金
負担金

目 1 児童福祉総務費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

誕生後、初めての誕生日を迎える幼児が健やかに成長する
ことを願い、誕生祝い品として絵本を贈呈し、本に親しむ習
慣を育むことを目的とし、かつ子育て世代の定着化を図る。 款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
本庁児童福祉総務費
（子育て応援事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ファーストバースデー祝い品事業（子育て応援事業）

Ａ

　　（単位：千円）

科　目 金　額 内　訳

役務費 13 案内通知郵送料

扶助費 297 絵本等

合　　計 310

■贈呈件数

贈呈件数 事業費

令和 2年度 108件 324千円

令和 3年度 108件 324千円

令和 4年度 81件 243千円

令和 5年度 58件 174千円

令和 6年度 83件 249千円

※令和6年度は見込
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 3,380 3,270

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 14,734 14,669

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 338
単
位

人 332
単
位

人
1.健幸なまち

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 4,980 4,870

活動指標名 支給児童数

R6
3,328

当初予算額

R6
3,328

1,600 1,600

増減額 ▲ 193

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 3,135

R7予算額 3,135

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市ぴかぴか１年生応援給付金支給要綱

総合計画 基本計画　１－３－２ 子どもが健やかに育つよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・子育てや教育にかかる費用を補助することにより子育て世
代の経済的援助及び少子化対策の推進、地元業者の地域活性
を図る。 分担金

負担金

目 1 児童福祉総務費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

子育て世帯への教育支援として、子育て家庭の経済的負担
を軽減するため、小学校及び中学校を迎える入学準備金とし
て入学補助を行う。子育て家庭の子どもの生活の安定や福祉
の増進を図る。

款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
本庁児童福祉総務費
（子育て応援事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ぴかぴか１年生応援事業（子育て応援事業）

Ａ

　　（単位：千円）

科　目 金　額 内　訳

役務費 35 案内通知郵送料

扶助費 3,100 ウッピー商品券

合　　計 3,135

■贈呈実績 （単位：人）

小学生 中学生 特別支援 合計

令和元年度 158 212 2 372

令和 2年度 165 224 1 390

令和 3年度 172 221 4 397

令和 4年度 157 186 3 346

令和 5年度 162 171 5 338

令和 6年度 143 188 1 332

※令和6年度は見込
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 242 220

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 47,364 31,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 22
単
位

件 20
単
位

件
1.健幸なまち

母子保健衛生費補助金　　　 　138

従事職員数【人工】 0.10 0.05

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 1,042 620

活動指標名 貸与件数

R6
388

当初予算額

R6
388

800 400

増減額 ▲ 110

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 140

R7予算額 278

国　費 138

県　費

根拠条例等 道路交通法第７１条の３第４項、宇陀市幼児用補助装置貸与事業実施要綱

総合計画 基本計画　１－３－１ 保護者のニーズに応じた子育てしやすい環境づくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）1 対象　　　宇陀市在住の乳児を養育する者
2 貸与期間　生後6か月間
3 事業内容　レンタル業者と委託契約を結び、申請者には
　　　　　　業者から直接ベビーシートを貸与する。
4 事業費

分担金
負担金

目 1 児童福祉総務費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

乳児を養育している子育て世帯を対象に、ベビーシートを
貸与することにより、乳児の安全と保護者の経済的負担の軽
減を図る。 款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
本庁児童福祉総務費
（子育て応援事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ベビーシートレンタル事業（子育て応援事業）

Ａ

　　（単位：千円）

科　目 金　額 内　訳

役務費 3 決定通知郵送料

委託料 275 ベビーシートレンタル料

合　　計 278

■貸与実績

年度 貸与件数 事業費

令和元年度 14件 154千円

令和 2年度 8件 88千円

令和 3年度 15件 165千円

令和 4年度 13件 143千円

令和 5年度 22件 242千円

令和 6年度 20件 220千円

※令和6年度は見込
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,975

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 40,217

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

69
単
位

人
1.健幸なまち

ふるさと応援基金繰入金　　 2,346

従事職員数【人工】 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 2,775

活動指標名 利用者

R6
1,975

当初予算額

R6
1,975

800

増減額 371

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

多様な働き方にあわせて柔軟に利用できる子育て支援事業
の充実や教育・保育施設の充実を図る。

現計予算額

市　債

その他 2,346

一般財源

R7予算額 2,346

国　費

県　費

根拠条例等 第２期宇陀市子ども・子育て支援事業計画

総合計画 基本計画　１－３－２ 子どもが健やかに育つよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）1 対象
 ・宇陀市民
 ・公立園、しらゆり保育園に入園している0歳～2歳児

2 助成内容
 (1)園で使用する紙おむつの費用を助成
　 ・0歳児無料
　 ・1歳児無料
　 ・2歳児半額助成
 (2)使用した紙おむつを園で処分

分担金
負担金

目 1 児童福祉総務費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

市内保育園の園児が使用する紙おむつの費用の一部を助成
することにより、経済的負担を軽減し、子育てと仕事の両立
(ワークライフバランス)の支援を図る。

また、使用済み紙おむつを一括処分することで、保護者の
持ち帰り及び保育士の負担軽減を図る。

款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
本庁児童福祉総務費
（子育て応援事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ゆとり登園サポート事業（おむつ支援）

Ａ

■事業費 　　（単位：千円）

科　目 金　額 内　訳

需用費 22 消臭用ゴミ袋

役務費 99 市指定ゴミ袋（処理用）

扶助費 2,225 サブスクリプション費用

合　　計 2,346
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 2,196 2,048

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 31,178 31,294

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 73
単
位

68
単
位

人
1.健幸なまち

従事職員数【人工】 0.01 0.01

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 2,276 2,128

活動指標名 支給人数

R6
3,009

当初予算額

R6
3,009

80 80

増減額 ▲ 299

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　子育て世代の経済的負担の軽減と定住促進を図る

□令和5年度（実績）
令和5年4月生まれ～令和5年12月生まれ… 73人

□令和6年度（見込）　　　　　　　　 　68人

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,710

R7予算額 2,710

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市すくすく子育て応援金支給事業実施要綱

総合計画 基本計画　１－３－１ 保護者のニーズに応じた子育てしやすい環境づくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）【事業内容】
出産時に宇陀市に住所を有する人で、出産月の3ヶ月後の1

日時点で市内に住所を定めた児童を養育する保護者等に応援
金（ウッピー商品券3万円分）を支給。

分担金
負担金

目 1 児童福祉総務費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

新生児の誕生を祝うとともに、健やかな成長を願い出産祝
い金を支給することで、子育て世代の経済的負担の軽減と定
住促進を図る。また、家庭における子育て環境及び教育環境
を充実させることを目的とする。

款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
本庁児童福祉総務費
（子育て応援事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 すくすく子育て応援金支給事業（子育て応援事業）

Ａ

　　（単位：千円）

科　目 金　額 内　訳

役務費 10 案内通知郵送料

扶助費 2,700 ウッピー商品券

合　　計 2,710
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 こども園・保育園給食無償化事業

事業の目的

子育てしやすいまちづくりを実現するため、子どもたちの
健やかな発育・発達の重要な要素となる「食」を市が全面的
に支援し、子育て世帯の経済的負担の軽減を目的に、市内の
こども園・保育園へ通園する3歳児から5歳児までの給食費を
無償化する。

款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁児童措置費

項 2 児童福祉費

区分名

目 2 児童措置費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例施行規則

総合計画 基本計画　１－３－２ 子どもが健やかに育つよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・1号認定児童数：44人　　1,152千円
・2号認定児童数：135人　　6,754千円
・2号認定児童数（しらゆり）：75人　　4,950千円 分担金

負担金

現計予算額

市　債

その他 12,856

一般財源

R7予算額 12,856

増減額 4,483

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 16,373

R6
8,373

当初予算額

R6
8,373

決算額又は決算見込額 （千円） 8,373 ふるさと応援基金繰入金　　12,856

従事職員数【人工】 1.00

人件費 （人工×8,000千円） 8,000

活動指標名 児童数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

89
単
位

人
1.健幸なまち

活動指標の算式 －

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 183,966

Ａ

　　（単位：千円）

科　目 金　額 内　訳

需用費 7,906 賄材料費

負担金、補助及び交付金 4,950 給食無償化補助金（しらゆり）

合計 12,856

-139-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 12,284 12,111

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 36,244 36,889

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 361
単
位

350
単
位

1.健幸なまち

子ども・子育て支援交付金
（国）　　　　　　　　　　3,668
（県）　　　　　　　　　　3,668
一時保育使用料　　　　　　　705

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 13,084 12,911

活動指標名 一時保育事業利用人数

R6
14,189

当初予算額

R6
14,189

800 800

増減額 ▲ 133

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

保護者の希望に沿った一時預かり事業を実施することによ
り､子育て家庭への支援ができる。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 6,015

R7予算額 14,056

国　費 3,668

県　費 3,668

根拠条例等 児童福祉法、宇陀市一時保育の実施に関する条例

総合計画 基本計画　１－３－１ 保護者のニーズに応じた子育てしやすい環境づくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）1 事業内容
市内に住所を有する者で､保育実施の対象とならない就学

前の児童の家庭において、一時的に保育が必要な場合に行
う。

(1)保育時間　8：30～12：30／12：30～16：30
(2)定員　　1日あたり概ね10名
(3)要件等　（育児におけるリフレッシュ･参観等）
　　　　　　　→週3日を限度に実施
　　　　　　（病気･通院･介護等緊急と判断した場合)
　　　　　　　→1ヶ月を限度に実施

分担金
負担金

目 3 児童福祉施設費

使用料
手数料 705

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

こども園において、多様化する保育需要に対応するため断
続的または緊急若しくは一時的に保育を必要とする児童に対
し、一時的な保育を実施することにより､本市における子育
て家庭に対する育児の支援を図ることを目的とする。

款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 こども園・保育園一時保育安心サポート事業

Ａ

■事業費 （単位：千円）

施設名 事業費

大宇陀こども園 171

菟田野こども園 91

榛原北保育園 156

室生こども園 83

人件費 13,555

合　　計 14,056
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活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

1.健幸なまち

活動指標の算式

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 8,910

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

整備　　　令和7年度中
運営開始　令和8年4月～

病気の児童をを市立病院内に付設された専用スペースで保
育することにより、安心して子育てができる環境を整備す
る。

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） 子ども・子育て支援施設整備交付金
（国）　 　　　　　　　　　2,970
（県）   　　　　　　　　　2,970
地域づくり推進基金繰入金　 2,970

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他 2,970

一般財源

R7予算額 8,910

国　費 2,970

県　費 2,970

根拠条例等 児童福祉法　子ども・子育て支援法

総合計画 基本計画　１－３－１ 保護者のニーズに応じた子育てしやすい環境づくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）保護者が就労している場合において、児童が病気の「回復
期に至らない場合」であり、 かつ、当面の症状の急変が認
められない場合に、当該児童を宇陀市立病院内に付設された
専用スペースで一時的に保育し、安心して子育てができる環
境を整備するとともに児童の福祉の向上を図ります。

分担金
負担金

目 3 児童福祉施設費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

保護者が就労している場合において、児童が病気の「回復
期に至らない場合」であり、かつ、「当面の症状の急変が認
められない場合」に、当該児童を宇陀市立病院に付設された
専用スペース又は本事業のための専用施設で一時的に保育
し、安心して子育てができる環境を整備するとともに児童の
福祉の向上を図る。

款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁児童福祉施設費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 病児保育室整備事業

Ａ
■病児保育室整備事業費 　　（単位：千円）

科　目 金　額 内　訳

需用費 8,910 病児保育室整備修繕料
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40,000 40,000

活動指標名 延べ産科人者数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 7,468
単
位

人 6,000
単
位

人
1.健幸なまち

活動指標の算式

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 5,941 7,391

増減額 ▲ 8

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 44,371 44,347

R6
4,347

当初予算額

R6
4,347

決算額又は決算見込額 （千円） 4,371 4,347 重層的支援体制整備事業
（国）　　　　　　　　　　　970
（県）　　　　　　　　　　　844従事職員数【人工】 5.00 5.00

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,525

R7予算額 4,339

国　費 970

県　費 844

根拠条例等 児童福祉法第２１条の９、宇陀市地域子育て支援拠点事業の実施に関する規則

総合計画 基本計画　１－３－２ 子どもが健やかに育つよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

目 3 児童福祉施設費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

乳児又は、幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を
開設し、子育て相談、情報の提供、助言その他の援助を行う
ことにより、地域の子育て支援機能の充実を図り、子育ての
不安感等を緩和し、子どもの健やかな育ちを促進することを
目的としている。

款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 3
本庁子育て支援セン
ター費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 子育て支援センター「すくすく」事業

Ａ

科　目 金　額 科　目 金　額
報償費 162 委託料 1,457
旅費 3 使用料及び賃借料 54
需用費 2,323 公課費 9
役務費 331

4,339

　　（単位：千円）

合　　計

利用状況（R6.12末現在） （単位：人）

事　　　　　　業 子ども 保護者 合計

すこやかルーム開放（お話・リズム含む） 1,579 1,322 2,901

つどいのひろば（出前保育） 138 126 264

なかよしひろば 25 18 43

すくすく教室（親子教室） 374 330 704

すくすくフェスティバル（10月） 37 43 80

サークル活動 56 47 103

子育て相談事業（親子教室相談込み） 71 71

すくすくコンサーと交通安全教室（１１月） 30 26 56

子育て講座　ベビーマッサージ（6月・9月・3月） 16 18 34

子育て講座　木のスプーン（６月） 10 10 20

子育て講座　寄せ植え（９月） 9 10 19

子育て講座　タヒチアンダンス（８月） 8 12 20

子育て講座　避難訓練と応急処置（８月） 9 13 22

子育て講座　毛皮のキーホルダー（１０月） 10 11 21

子育て講座　フラワーアレンジメント（１２月） 15 16 31

ほっこりタイム（２月） 0

お話と太鼓を楽しもう（３月） 0

合計人数 2,316 2,073 4,389
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 578,205

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

1.健幸なまち

都市構造再編集中支援事業費補助金
　　　　　　　　　　　 1,156,541
合併特例債　　　　　　 1,121,500
地域づくり推進基金繰入金　48,289

従事職員数【人工】 1.50

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 590,205

活動指標名

R6
578,205

当初予算額

R6
651,256

12,000

増減額 1,809,578

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

宇陀市では、「こどもまんなか社会」の実現をめざして、
榛原幼稚園・榛原東幼稚園・榛原北保育園を統合した「幼保
連携型認定こども園」と妊娠期から出産・子育て期を切れ目
なく支援するための「こども家庭センター」を整備いたしま
す。令和8年4月開設予定です。

現計予算額

市　債 1,121,500

その他 48,289

一般財源 61,453

R7予算額 2,387,783

国　費 1,156,541

県　費

根拠条例等 宇陀市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

総合計画 基本計画　１－３－１ 保護者のニーズに応じた子育てしやすい環境づくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

目 3 児童福祉施設費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

就学前教育・保育の充実を目指し、市立保育園と市立幼稚
園を「幼保連携型認定こども園」に移行することを目標に掲
げる中で、施設の老朽化が課題である榛原北保育園と榛原幼
稚園、榛原東幼稚園の統合園舎整備に向け、保護者や園児、
関係者のニーズに応じた施設、園児の健やかな育ちと成長が
促せる施設、宇陀市の特色を活かした施設整備を目指す。

款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 5
榛原こども園建設事
業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 榛原地域就学前施設等整備事業

Ａ

■事業費 　　（単位：千円）

科　目 金　額 内　訳

報償費 260 竣工式記念品等

需用費 3,784 食器等

役務費 752 各種申請手数料等

委託料 37,844 工事監理業務委託等

使用料及び賃借料 2,029 自動車借上料等

2,281,103 榛原地域就学前施設等建設工事

748 隣接里道雨水工事

備品購入費 60,361 備品一式

負担金、補助及び交付金 902 給水分担金

合　　計 2,387,783

工事請負費
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 31 52

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 831,000 852,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1
単
位

人 1
単
位

人
1.健幸なまち

子ども・子育て支援交付金
（国）　　　　　　　　　　 18
（県）　　　　　　　　　　 18
病後児保育使用料　　　　　 20
児童福祉費雑入　　　　　　　2

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 831 852

活動指標名 利用人数

R6
52

当初予算額

R6
52

800 800

増減額 2

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

子どもが病気になり回復期の児童を保育することにより、
保護者が安心して子育てができる。

現計予算額

市　債

その他 2

一般財源 ▲ 4

R7予算額 54

国　費 18

県　費 18

根拠条例等 宇陀市病後児保育の実施に関する条例

総合計画 基本計画　１－３－１ 保護者のニーズに応じた子育てしやすい環境づくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）■対象児童
　生後6ヶ月から小学3年生
■利用時間
　午前8時30分～午後4時30分まで
■利用料
　2,000円／1日　給食費（おやつ含む）300円

分担金
負担金

目 3 児童福祉施設費

使用料
手数料 20

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

保護者が就労している場合において、子どもの病気が回復
期にあるときに、自宅での保育が困難な場合に大宇陀こども
園病後児保育室において保育を実施する。 款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 25
大宇陀こども園病後
児保育事業

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 病後児保育事業

Ａ

　　（単位：千円）

科　目 金　額 内　訳

需用費 46 消耗品、賄材料費

役務費 3 通信運搬費

使用料及び賃借料 5 布団借上料

合　　計 54
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 48,518 59,281

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 199,007 220,406

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 284
単
位

人 298
単
位

人
1.健幸なまち

子ども・子育て支援交付金
（国）　　　　　　　　　　24,320
（県）　　　　　　　　　　24,320従事職員数【人工】 1.00 0.80

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 56,518 65,681

活動指標名 申込者数

R6
70,688

当初予算額

R6
70,688

8,000 6,400

増減額 2,273

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

平成25年5月1日より、学童保育室の運営を「ＮＰＯ法人学
童クラブうだ」に業務委託し、放課後に適切な遊びを与え、
楽しい集団生活を体験させ、学校生活と家庭生活のつなぎの
場としての役割が果たせた。

平成28年度において榛原東小学校学童保育室及び大宇陀小
学校学童保育室の定員拡充を図るとともに、令和5年度より
榛原西小学校学童保育室を開設させることができた。

また、学童保育室の需要が高まりを見せる中、児童が安全
に安心して過ごすことができる居場所を確保するため令和6
年度において、榛原小学校区内に学童保育室を新設するとと
もに、菟田野小学校学童保育室についても、保育スペースの
拡張を行う。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 24,321

R7予算額 72,961

国　費 24,320

県　費 24,320

根拠条例等 宇陀市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

総合計画 基本計画　１－３－１ 保護者のニーズに応じた子育てしやすい環境づくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）■開設期間　月～金曜日、毎月第2土曜日
■休室日　　日曜、祝日、8/13～8/15　12/29～1/3
　　　　　　第2土曜日以外の土曜日
■事業費

分担金
負担金

目 5
放課後児童健全育成事
業費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

小学校に就学している児童の保護者が労働等により昼間家
庭にいない者に、政令で定める基準に従い、授業の終了後に
小学校等の余裕教室等を利用して適切な遊び及び生活の場を
与えて、その健全な育成を図る。

款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1
本庁放課後児童健全
育成事業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 放課後児童健全育成事業(学童保育の推進)

Ａ

　　（単位：千円）

科　目 金　額 内　訳

需用費 315 消耗品費、修繕料

役務費 45 通信運搬費

委託料 72,391 運営委託料

備品購入費 210 保育室備品

合　　計 72,961
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活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

1.健幸なまち

活動指標の算式

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 42,050

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） 合併特例債　　　　　　　　35,100
地域づくり推進基金繰入金　 5,050

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債 35,100

その他 5,050

一般財源 1,900

R7予算額 42,050

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　１－３－１ 保護者のニーズに応じた子育てしやすい環境づくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）建物の改修設計及び児童厚生施設（学童保育室）への用途
変更。

分担金
負担金

目 5
放課後児童健全育成事
業費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

学校適正化基本計画にあわせて、現榛原地域3小学校学童
保育室を現榛原幼稚園舎に統合するための施設改修設計を行
う。 款 3 民生費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1
本庁放課後児童健全
育成事業費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 榛原幼稚園跡地活用事業（放課後児童健全育成事業）

Ａ

科　目 金　額 内　訳

委託料 42,050 改修設計等
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 2,675 2,460

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 33,929 33,554

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 126
単
位

人 121
単
位

人
1.健幸なまち

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 4,275 4,060

活動指標名 受給者

R6
2,461

当初予算額

R6
2,461

1,600 1,600

増減額 560

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 3,021

R7予算額 3,021

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市ひとり親家庭等医療費助成条例、同条例施行規則

総合計画 基本計画　１－２－３ 医療費の助成による安心できる暮らしを実現します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）支払った医療費（食事療養費や保険外医療費を除く）か
ら、下記の金額を除いた額を助成する。
・通院の場合　医療機関毎に月500円
・入院の場合　医療機関毎に月1,000円
　（月14日未満の入院の場合は500円）
※ただし、対象者が18歳に達する日以降の最初の3月31日ま
での場合は、入院時の保険診療の自己負担額を全額助成す
る。
[市単予算]
・扶助費(高額含む)　3,021千円

分担金
負担金

目 6 ひとり親家庭等福祉費

使用料
手数料

項 2 児童福祉費

区分名

事業の目的

ひとり親家庭等の親子等の健康の保持増進を図るため、そ
の医療費の一部を助成し、もってひとり親家庭等の親子等の
生活の安定と福祉の向上に寄与することを目的とする。助成
対象は、宇陀市内に在住し、健康保険に加入しているひとり
親家庭の父または母と18未満（18歳に達する日以後最初の3
月31日に達するまで）の児童や父母のない18歳未満の児童。

県の助成金補助制度では所得制限があるが、宇陀市では市
単独事業として所得制限を撤廃している。

款 3 民生費

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1
本庁ひとり親家庭等
福祉費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ひとり親家庭等医療費助成事業(市加算分）

Ａ

R4年度 R5年度 R6年度

（実績） （実績） （見込）

県単 528 471 457

市単 104 126 121

計 632 597 578

県単 4,654 4,934 4,911

市単 824 1,060 1,242

計 5,478 5,994 6,153

県単 11,356,825 11,921,196 13,308,000

市単 2,305,884 2,674,243 2,460,000

計 13,662,709 14,595,439 15,768,000

対象者数

＜年度末＞（人）

助成件数（件）

医療費助成額

＜高額立替払分含＞

（円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 10,366 17,774

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 2,396,909 3,070,364

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 11
単
位

人 11
単
位

人
1.健幸なまち

自立相談支援事業負担金　　3,934
自立相談支援事業補助金　　5,493
重層的支援体制整備事業交付金
　　　　　　　　　　　　　2,962

従事職員数【人工】 2.00 2.00

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 26,366 33,774

活動指標名 相談支援による自立数

R6
17,774

当初予算額

R6
17,774

16,000 16,000

増減額 ▲ 489

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

相談員は、自立支援計画に基づき市役所関係各課及び関係
機関との連絡調整・連携により、相談者の抱えている課題を
評価・分析し、ニーズに応じた支援を計画的かつ継続的に行
い、ともに出口を探せる仕組みに繋いでいく。
【生活困窮者自立支援事業】
・自立相談支援窓口

生活困窮者の相談に応じ、課題を分析して自立に向けたプ
ランを作成し、ハローワーク等の関係機関と連絡調整を行
う。
・住居確保給付金事業

離職により住居を失った、又は失う恐れのある生活困窮者
に有期で家賃相当額を支給する。
・家計改善支援事業
・子どもの学習支援事業
・奈良県広域就労準備支援事業

現計予算額

市　債

その他

一般財源 4,896

R7予算額 17,285

国　費 12,389

県　費

根拠条例等 生活困窮者自立支援法

総合計画 基本計画　１－２－２ 面倒見のいい地域福祉を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

目 1 生活保護総務費

使用料
手数料

項 3 生活保護費

区分名

事業の目的

アルバイトや非正規労働者、年収200万円以下の世帯な
ど、生活困窮に至るリスクの高い低所得者層が増えている。
更には、新型コロナ関連での離職・雇い止めなど就労をとり
まく環境の厳しさも増している。本事業は、いわゆる「貧困
の連鎖」を解消するため、最後のセーフティネットである生
活保護に至る前段階での支援、いわゆる「第2のセーフティ
ネット」として生活困窮者の自立を促進する。

款 3 民生費

所管課 厚生保護課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 生活保護総務費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 生活困窮者自立支援事業

Ａ

生活困窮者自立支援事業 （単位：千円）

予算額

4,521
3,775

被保護者就労支援事業
自立相談支援事業

就労準備支援事業

子どもの学習支援事業

計

事業名

354

17,285

661
7,074

900

住居確保給付金
家計改善支援事業
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀けあネット推進事業（医療介護連携ICT負担金）

事業の目的

市民が住み慣れた地域で、安心安全の医療介護サービスを
受けることを推進するための地域ケアシステム構築の一部で
あり、中核病院や医科・歯科診療所、訪問看護、薬局、介護
事業所などにおいてネットワークを結び、情報を共有し医
療・介護サービスの向上・効率化を目指す。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁保健衛生総務費

項 1 保健衛生費

区分名

目 1 保健衛生総務費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　１－４－２ 地域医療と福祉の連携を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）一般社団法人宇陀地域医療・介護連携ネットワーク運営協
議会により稼働しているシステムの運用費用については、参
加施設が負担することになるが、当事業は市民のための事業
で公益性があり、今後地域包括ケアを進めていくために必要
な事業であるため、行政も維持費の負担をする。
440千円×12か月=5,280千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 5,280

一般財源

R7予算額 5,280

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 29,280 29,280

活動指標名 市民同意数

R6
5,280

当初予算額

R6
5,280

24,000 24,000

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

平成30年度に、一般社団法人宇陀地域医療・介護連携ネッ
トワーク運営協議会を設立し運営。市民が住み慣れた地域
で、安心して医療介護サービスを受けることを推進するため
の一部であり、医療介護サービスの向上・効率化を目指す。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 5,280 5,280

4.地域医療体制の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 3,487 3,346

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 8,398
単
位

人 8,750
単
位

人
1.健幸なまち

ふるさと応援基金繰入金　5,280

従事職員数【人工】 3.00 3.00

Ａ
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活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

1.健幸なまち

活動指標の算式

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 10,975

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

健康福祉部の中央保健センターと医療介護あんしんセン
ターの機能集約により職員の連携を強化し、健康づくりや認
知症、介護予防、日常生活の困りごとなどの幅広い相談が一
度に行える相談拠点とする。

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円）

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 10,975

R7予算額 10,975

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　保健福祉施設(うだ健幸プラザ)を運営管理する。

分担金
負担金

目 1 保健衛生総務費

使用料
手数料

項 1 保健衛生費

区分名

事業の目的

保健と福祉の相談窓口の利便性向上を図り、健康と地域福
祉に関わるサービスをさらに充実させる。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101 保健福祉施設管理費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 保健福祉施設(うだ健幸プラザ)運営事業

Ａ

科　目 金額
需用費 2,313
役務費 948
使用料及び賃借料 7,714

合　計 10,975

（単位：千円）
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活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

1.健幸なまち

活動指標の算式

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 22,114

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） ふるさと応援基金繰入金　　10,191
保健衛生費雑入　　　　　　 1,635

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他 11,826

一般財源 10,288

R7予算額 22,114

国　費

県　費

根拠条例等 予防接種法

総合計画 基本計画　１－１－１ 新型コロナウイルスなど感染症予防や対策の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）＜対象者＞
・65歳の者
・60歳以上65歳未満の者であって、ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫の機能の障害を有する者
・65歳を超える方については、5年間の経過措置として、5歳
年齢ごと（70.75.80.85.90.95.100）に実施。令和7年度のみ
100歳以上は全員対象とする。
＜用いるワクチン＞
・乾燥弱毒性水痘ワクチン（1回接種）
・乾燥組み換え帯状疱疹ワクチン（2回接種）
＜令和7年度対象者＞　　約2,500人

分担金
負担金

目 2 予防費

使用料
手数料

項 1 保健衛生費

区分名

事業の目的

令和7年度より定期接種B類に位置付けられたため、帯状疱
疹の発病及び重症化を防止することを目的に予防接種を実施
する。 款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁予防費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 高齢者帯状疱疹予防接種事業

Ａ

科　目 金額
需用費 155
役務費 275
委託料 20,383
負担金、補助及び交付金 1,301

合　計 22,114

（単位：千円）
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事業
区分

継続
事業
名 高齢者予防接種事業

事業の目的

65歳以上の高齢者及び60～65歳未満で心臓や腎臓、呼吸器
に重い病気のある方に対し、インフルエンザの罹患あるいは
重症化を予防することを目的に予防接種を実施する。

また、肺炎の重症化を予防することを目的に高齢者肺炎球
菌ワクチンを接種する。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁予防費

項 1 保健衛生費

区分名

目 2 予防費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 予防接種法、宇陀市インフルエンザ予防接種実施要項

総合計画 基本計画　１－１－１ 新型コロナウイルスなど感染症予防や対策の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）①インフルエンザ対象者：接種当日満65歳以上の方、60歳以
上65歳未満で心臓や腎臓、呼吸器等に重い病気のある方→接
種回数：年1回　自己負担金1,500円以外の費用を補助する。
②高齢者肺炎球菌予防接種対象者：接種年度に65歳になる方
→接種補助回数：一人1回 自己負担金2,000円以外の費用を
補助する。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 17,543

一般財源 15,742

R7予算額 33,285

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 35,065 37,652

活動指標名 インフルエンザ＋肺炎球菌接種者数

R6
34,452

当初予算額

R6
34,452

3,200 3,200

増減額 ▲ 1,167

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 31,865 34,452

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円） 5,029 5,095

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 6,972
単
位

人 7,390
単
位

人
1.健幸なまち

ふるさと応援基金繰入金　　16,338
雑入（予防接種自己負担金） 1,205

従事職員数【人工】 0.40 0.40

Ａ

科　目 金額
需用費 311
役務費 55
委託料 32,677
負担金 242

合　計 33,285

（単位：千円）

高齢者インフルエンザ　(人)
H26年度 6,366 高齢者肺炎球菌　(人)
H27年度 6,263 H27年度 1,234
H28年度 6,465 H28年度 1,389
H29年度 6,246 H29年度 1,455
H30年度 6,191 H30年度 1,339
R元年度 6,489 R元年度 393
R2年度 8,120 R2年度 368
R3年度 6,886 R3年度 396
R4年度 6,950 R4年度 447
R5年度 6,592 R5年度 380
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事業
区分

継続
事業
名 定期予防接種事業

事業の目的

予防接種の実施によって感染のおそれのある疾病の発生及
び蔓延を予防し、公衆衛生の向上及び増進に寄与する。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁予防費

項 1 保健衛生費

区分名

目 2 予防費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 予防接種法

総合計画 基本計画　１－１－１ 新型コロナウイルスなど感染症予防や対策の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　定期予防接種を医療機関で接種する。
R7年度予算額

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 19,320

一般財源 20,151

R7予算額 39,471

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 41,933 57,041

活動指標名 接種者数

R6
45,041

当初予算額

R6
45,041

12,000 12,000

増減額 ▲ 5,570

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 29,933 45,041

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円） 16,297 19,014

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 2,573
単
位

人 3,000
単
位

人
1.健幸なまち

ふるさと応援基金繰入金　　19,320

従事職員数【人工】 1.50 1.50

Ａ

R5年度接種者延数
種  別 接種者数 種  別 接種者数

ＢＣＧ 84 ＭＲ 188
ヒブワクチン 276 水痘 144
小児肺炎球菌 275 子宮頸がん 274
ポリオ（不活化） 0 日本脳炎（幼児） 274
三種混合（ＤＰＴ） 0 日本脳炎（学童） 248
四種混合（ＤＰＴ-IPV） 318 二種混合（ＤＴ） 147
ロタウイルス 143 B型肝炎 202

（単位：人）

科　目 金額
需用費 419
役務費 213
委託料 38,639
負担金 200

合　計 39,471

（単位：千円）
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事業
区分

継続
事業
名 成人・女性等がん検診事業

事業の目的

宇陀市における死因の約3割は悪性新生物（がん）であ
り、がんの早期発見・早期治療を推進するために検診は最も
重要である。がんに関する知識の普及・啓発、がん検診を受
けやすい体制づくり、個別の受診勧奨・再勧奨等を行うこと
により、がん検診の受診率向上を図り、がんによる死亡率を
減少させることを目的とする。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁健康づくり費

項 1 保健衛生費

区分名

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市健康診査実施に関する要綱

総合計画 基本計画　１－１－２ 健康づくり活動による健幸長寿のまちを実現します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）集団検診（大腸・肺・前立腺がん検診、胃バリウム検診）及び女
性がん（乳・子宮）は各保健センターで実施し、個別検診は市内医
療機関、宇陀市立病院、済生会中和病院、国保中央病院（胃カメラ
のみ）で実施する。個別の受診勧奨・再勧奨、精密検査の受診勧奨
を行うことで、より効果的な事業を実施する。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 2,259

一般財源 44,481

R7予算額 46,740

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 48,183 53,704

活動指標名 受診者数

R6
41,704

当初予算額

R6
41,704

12,000 12,000

増減額 5,036

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

R2年度はコロナ感染症の影響でがん検診受診率は低下した
が、翌年度以降はやや受診率が回復。毎年、十数名のがん確
定診断者がおり、早期治療につなげている。

【各検診受診者数】

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 36,183 41,704

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円） 5,606 5,967

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 8,595
単
位

人 9,000
単
位

人
1.健幸なまち

雑入（がん検診自己負担金） 2,259

従事職員数【人工】 1.50 1.50

Ａ

（単位：人）
項　目 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

大腸がん検診 2,648 1,978 2,462 2,486 2,349
胃がん検診 1,483 1,016 1,269 1,301 1,208

肺がん検診 2,135 1,557 1,916 1,996 1,965
前立腺がん検診 1,022 774 951 1,012 977
子宮がん検診 1,066 672 1,187 896 1,029
乳がん検診 1,043 710 1,149 884 1,067

合　計 9,397 6,707 8,934 8,575 8,595

科　目 金額
需用費 759
役務費 1,059
委託料 43,598
使用料 1,324

合　計 46,740

（単位：千円）

-154-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業

事業の目的

死亡原因の約3割である‘がん’の早期発見・早期治療に
つなげるため、個別の受診勧奨・再勧奨、節目対象者への無
料クーポン券の配布、がんに関する正しい知識の普及啓発、
精密検査未受診者に対する再勧奨の徹底等を行うことによ
り、がんによる死亡者数を減少させることを目的とする。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁健康づくり費

項 1 保健衛生費

区分名

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

国　費 344

県　費

根拠条例等 がん予防・早期発見の推進とがん医療水準均てん化の促進　等

総合計画 基本計画　１－１－２ 健康づくり活動による健幸長寿のまちを実現します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）69歳までのがん検診全対象者へ個別勧奨及び一部対象者へ
の再勧奨、精密検査受診勧奨を実施。

令和元年度より、子宮がん検診は21歳、乳がん検診は41歳
に無料クーポン券等を配布（国庫補助金の事業対象者）。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,110

R7予算額 1,454

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 5,100 5,767

活動指標名 無料クーポン受診率

R6
1,767

当初予算額

R6
1,767

4,000 4,000

増減額 ▲ 313

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

乳がん・子宮がんの節目年齢の無料クーポン事業、がん検
診受診勧奨・再勧奨事業、精密検査の受診勧奨を実施。
　令和5年度
　　無料クーポン受診者（受診率）
　　　子宮がん検診　 　　34人　(23.6%)
　　　乳がん検診　　 　　4人　　(3.9%)
　　検診受診勧奨　　　　　8,060人
　　検診受診再勧奨　　　　988　人
　　精密検査再受診勧奨    101　人

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,100 1,767

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円） 318,750 262,136

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 16
単
位

％ 22
単
位

％
1.健幸なまち

新たなステージに入ったがん検診の
総合支援事業補助金　　　　　344

従事職員数【人工】 0.50 0.50

Ａ

科　目 金額
需用費 931
役務費 523

合　計 1,454

（単位：千円）
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事業
区分

継続
事業
名 たまひよサポート事業（妊婦等包括相談支援事業)

事業の目的

「妊娠時から出産子育てまで一貫した伴走型相談支援と経
済的支援とを一体的に実施する事業を支援する交付金」が、
令和7年度より子ども・子育て支援法の一部改正に伴い、妊
婦等包括相談支援事業及び妊婦のための支援給付として拡充
されるため、妊産婦等への伴走型相談支援を継続して実施す
る。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
本庁母子健康づくり
費

項 1 保健衛生費

区分名

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

国　費 10,655

県　費 77

根拠条例等 児童福祉法及び子ども・子育て支援法

総合計画 基本計画　１－３－３ 産前産後の支援・乳幼児への支援の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）妊娠届出時から出産後までの子育て家庭に寄り添う「伴走
型相談支援」と「経済的支援」を一体的に実施する。
【支給対象者】令和7年度中に妊娠の届け出及び妊娠した胎
児の数を申請した者
【支給額面】
・妊娠判定後(妊婦判定給付金)　　50千円
・妊娠している胎児の数を申請後　50千円
【給付方法】
　面談後対象者の口座に現金振替を行う。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 633

R7予算額 11,365

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 26,342 33,538

活動指標名 支援金交付者数

R6
10,870

当初予算額

R6
15,938

17,600 17,600

増減額 495

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

核家族化が進み、地域のつながりも希薄となる中で、孤立
感や不安感を抱く妊婦・子育て家庭もあり、全ての妊婦・子
育て家庭が安心して出産・子育てができる環境を整備してい
く。

伴走型相談支援と経済的支援を一体的に実施することによ
り、これまで相談から遠のいていた妊婦や子育て家庭が確実
に必要な相談やサービスにつながりやすくする。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 8,742 15,938

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 159,648 209,613

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 165
単
位

人 160
単
位

人
1.健幸なまち

妊婦支援給付交付金
（国）　　　　　　　　　　10,655
（県）　　　　　　　　　　　　77従事職員数【人工】 2.20 2.20

Ａ
令和5年度出産・子育て応援金交付数
応援金種別 人数

出産応援金　　　（50,000円）80
子育て応援金　　（50,000円）85

合　　計 165
応援金辞退0　人
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 7,929 10,636

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 85,207 97,573

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 140
単
位

人 150
単
位

人
1.健幸なまち

母子保健衛生国庫補助金　　　35

従事職員数【人工】 0.50 0.50

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 11,929 14,636

活動指標名 妊婦健康診査補助券交付数

R6
10,636

当初予算額

R6
10,636

4,000 4,000

増減額 850

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　

現計予算額

市　債

その他

一般財源 11,451

R7予算額 11,486

国　費 35

県　費

根拠条例等 母子保健法及び母子保健医療対策総合支援事業（要綱）

総合計画 基本計画　１－３－３ 産前産後の支援・乳幼児への支援の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）母子健康手帳交付時に、妊婦健康診査補助券綴り(44枚分
の補助券、1枚2,500円)を発行し、健診時の検診費用として
医療機関へ支払う。母子健康手帳・妊婦健康診査補助券は、
健康増進課・中央保健センターで交付。

低所得者を対象に妊婦判定料補助事業を実施(市町村民税
非課税世帯＜生保含む＞)。

多胎妊娠の妊婦に対する支援として、令和3年度より妊婦
健康診査の助成額の増額を実施。

分担金
負担金

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

項 1 保健衛生費

区分名

事業の目的

妊娠経過と出生後の児童の成長、予防接種歴を記録する母
子健康手帳を妊娠が分かった時点で交付する。交付時の保健
指導は、妊娠・出産に対する不安や悩みの把握・相談ととも
に今後の関わりや支援のきっかけの機会となる。

妊婦及び胎児の健康管理や異常の早期発見のために、定期
的な妊婦健康診査の受診を徹底するため費用を助成する。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
本庁母子健康づくり
費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 妊婦健康診査・母子健康手帳交付事業

Ａ

妊婦健康診査・母子手帳交付
母子健康手帳交付数 妊婦健康診査 妊娠判定

令和元年度 114件 174件 4件
令和 2年度 85件 91件 0件
令和 3年度 84件 89件 6件
令和 4年度 83件 89件 1件
令和 5年度 84件 140件 4件
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 233 280

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 57,203 61,143

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 74
単
位

人 70
単
位

人
1.健幸なまち

従事職員数【人工】 0.50 0.50

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 新生児聴覚スクリーニング検査受診者数

R6
480

当初予算額

R6
480

4,000 4,000

増減額 ▲ 120

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和5年度新生児聴覚スクリーニング検査　 74件

現計予算額

市　債

その他

一般財源 360

R7予算額 360

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

母子保健法

基本計画　１－３－３ 産前産後の支援・乳幼児への支援の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）妊娠届出時に、新生児聴覚検査同意書兼受診券を発行し、
聴覚検査に要した費用を助成する。

　自動聴性脳幹反応検査（ABR）　上限額　4,000円
　耳音響放射検査　　　（OAE）　上限額　1,500円

分担金
負担金

項 1 保健衛生費

区分名

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
本庁母子健康づくり
費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 新生児聴覚スクリーニング検査

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

難聴時の早期発見・支援を目的として、出産後に医療機関
等で実施する新生児聴覚検査費用の一部を助成する。

款 4 衛生費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 4,233 4,280

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 乳幼児健康診査

事業の目的

乳幼児の発育状況や育児の状況を把握することにより、必
要な助言・指導を行い、乳幼児の健康の保持・増進を図ると
ともに、育児不安の軽減を図ることを目的に健康診査を実施
する。
　発達の節目の時期に合わせて下記の健康診査を実施する。
乳児健康診査（4～5カ月児、10～11カ月児）
1歳6カ月児健康診査
2歳児歯科健康診査
3歳児健康診査

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
本庁母子健康づくり
費

項 1 保健衛生費

区分名

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

国　費 63

県　費

根拠条例等 母子保健法及び母子保健医療対策総合支援事業（要綱）

総合計画 基本計画　１－３－３ 産前産後の支援・乳幼児への支援の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）乳児健診については市立病院小児科にて実施。幼児
（1.6,2,3歳児）の健康診査は中央保健センターで実施して
いる。

健診の結果、経過観察等必要な乳幼児については、継続支
援・発達相談等を実施し、関係機関と連携した育児支援を行
う。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,664

R7予算額 2,727

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 19,502 20,690

活動指標名 受診者数

R6
3,090

当初予算額

R6
3,090

17,600 17,600

増減額 ▲ 363

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

乳児健診については宇陀市立病院、幼児健診については中
央保健センターで実施。

乳幼児健診は、子育て支援や虐待の早期発見をする上でも
重要な機会であるため、未受診者は訪問・所内面接等で全数
把握に努めた。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,902 3,090

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 44,627 47,023

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 437
単
位

人 440
単
位

人
1.健幸なまち

母子保健衛生国庫補助金　　　63

従事職員数【人工】 2.20 2.20

Ａ

令和5年度実施状況

項　目 対　象 健診回数（回）受診者数（人） 受診率（％）

4～5カ月児 12 81 100

10～11カ月児 12 71 97.3

1歳6カ月児 12 85 100

2歳児歯科 8 82 100

3歳児 12 118 98.3

未受診者については、家庭訪問等で対応

乳児
健康診査

健康診査
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 母子健康教育・相談事業（育児支援・発達支援）

事業の目的

【訪問支援】【面接・電話相談】新生児、産婦、乳幼児の家
庭訪問・面談・電話相談を通して個別の状況把握を行い、き
め細かい指導を実施する。
【育児教室】乳児の保護者を対象に、講義・実習・交流によ
り、知識の普及や保護者同士の交流のきっかけづくりをす
る。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
本庁母子健康づくり
費

項 1 保健衛生費

区分名

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 母子保健法

総合計画 基本計画　１－３－３ 産前産後の支援・乳幼児への支援の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）【訪問支援】
乳児(新生児・未熟児)・産婦訪問指導を実施(こども未来

課の「こんにちは赤ちゃん事業」と連携)。また、健診未受
診児や経過観察対象児を訪問により指導。
【育児教室】

教室形式での育児支援として、ひよこクラス(育児教室)を
4クール開催(1クール3回)。また、オンラインでの参加にも
対応。
【面接・電話相談・発達相談】

乳幼児の心身の発達状況、育児についての相談支援を随時
実施。心理発達相談員による発達相談相談を実施。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 36

一般財源 447

R7予算額 483

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 4,310 4,635

活動指標名 参加人数

R6
635

当初予算額

R6
635

4,000 4,000

増減額 ▲ 152

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和5年度実績
【訪問支援】
　　訪問延件数　妊産婦134件　乳幼児138件
【育児教室（ひよこクラス）】

2クール目の教室より託児ボランティアによる託児を再
開
　　参加実人数　31組（38.8％）
　　参加延人数　乳児53人　保護者64人
　　第1子　22組（62.93％）　託児ボランティア　延11名
【面接・電話相談】
　　妊産婦　実人数　263人  延人数　343人
　　乳幼児　実人数　213人　延人数　497人
【発達相談】
　　18回　相談実人数　29人　延人数　30人

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 310 635

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 3,423 3,679

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,259
単
位

人 1,260
単
位

人
1.健幸なまち

保健衛生費雑入（育児教室託児自己
負担金）　　　　　　 　　　　36

従事職員数【人工】 0.50 0.50

Ａ
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事業
区分

継続
事業
名 産婦人科一時救急体制整備負担金

事業の目的

平成19年8月に起きた妊婦搬送事案を受け、産婦人科の一
次救急体制の整備が最も重要な課題であるとされ、体制確保
のために必要な経費を県と市町村で負担するものである。 款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
本庁母子健康づくり
費

項 1 保健衛生費

区分名

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 周産期医療対策事業実施要綱

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）奈良県を実施主体とし、妊婦の救急時の受け入れを確保す
る。病院群輪番制及び在宅当番医制による毎休日・夜間の救
急体制を確保する。 分担金

負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 603

R7予算額 603

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 1,305 1,400

活動指標名 受診患者数

R6
600

当初予算額

R6
600

800 800

増減額 3

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

平成20年2月から病院群輪番体制及び在宅当番医制により
毎休日・夜間に救急体制を確保することができる。

　平成29年度　 　5人
　平成30年度　 　4人
　令和元年度　 　5人
　令和 2年度　 　4人
　令和 3年度　 　6人
　令和 4年度  　11人
　令和 5年度     5人

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 505 600

4.地域医療体制の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 261,000 280,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 5
単
位

人 5
単
位

人
1.健幸なまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

Ａ
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事業
区分

継続
事業
名 小児深夜診療負担金（橿原市休日夜間応急診療所）

事業の目的

平成9年度から県の事業として小児2次救急輪番体制を開始
したが、1次救急を十分に整備しないままであったため、1次
救急患者が2次救急輪番病院に殺到し、診療に支障をきたし
た。

これを解消すべく、1次救急を行う休日夜間応急診療所の
空白時間をなくすような体制づくりを行った。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
本庁母子健康づくり
費

項 1 保健衛生費

区分名

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 橿原市休日夜間応急診療所における小児深夜診療経費に係る負担金に関する協定書

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）奈良県を実施主体とし、小児の救急時の受け入れを確保す
る。奈良県の中南和30市町村により、橿原市休日夜間応急診
療所の運営費を負担する。 分担金

負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 976

R7予算額 976

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 1,765 2,112

活動指標名 受診患者数

R6
1,900

当初予算額

R6
1,900

800 800

増減額 ▲ 924

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

橿原休日夜間応急診療所において、小児の休日・夜間の受
診体制を確保することができる。
【宇陀市小児受診者数】
平成26年度　　　34人
平成27年度　　  25人
平成28年度　　  29人
平成29年度　　　36人
平成30年度　　　27人
令和元年度　　　19人
令和 2年度　　　10人
令和 3年度　　　21人
令和 4年度　　  12人
令和 5年度      23人

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 965 1,312

4.地域医療体制の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 76,739 70,400

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 23
単
位

人 30
単
位

人
1.健幸なまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 子育て世代包括支援事業

事業の目的

妊娠期から子育て期にわたるまでの様々なニーズに対し
て、総合相談支援を提供するワンストップ拠点（子育て世代
包括支援センター）として、保健師等の専門職が妊産婦等の
状況を継続的に把握し、必要に応じて支援プランを作成し、
妊娠期からの切れ目ない支援を実施する。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
本庁母子健康づくり
費

項 1 保健衛生費

区分名

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

国　費 2,246

県　費 1,025

根拠条例等 母子保健法、子ども・子育て支援法

総合計画 基本計画　１－３－３ 産前産後の支援・乳幼児への支援の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）悩みを抱える妊産婦を早期に発見し、相談支援しながら、
児童虐待の予防・早期発見に努める。

妊娠届出時に面談を実施後、妊娠中期及び妊娠後期に電話
相談を実施。継続した相談・支援が必要な場合は、訪問・面
談・電話により相談・支援を実施。ケースに応じ関係機関と
連携しながら支援を行う。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,196

R7予算額 4,467

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 4,760 4,825

活動指標名 相談人数（延べ）

R6
4,417

当初予算額

R6
4,417

1,600 1,600

増減額 50

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

［H30年度より開始］
妊娠・出産・子育てを切れ目なく支援することで、育児不

安やストレスが軽減され、乳幼児の健やかな成長発達や虐待
予防につながる。

また、ハイリスク妊婦を妊娠届出時等早期に把握し、妊娠
期から関わることで、出産・退院後の早期支援と継続した関
わりができる。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 3,160 3,225

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 13,878 13,403

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 343
単
位

人 360
単
位

人
1.健幸なまち

重層的支援体制整備事業交付金
　（国）　　　　　　　　　2,246
　（県）　　　　　　　　　1,025従事職員数【人工】 0.20 0.20

Ａ
産前産後全戸電話相談実施率 (単位：％)

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

産前 97.6 71.9 79.5 91 93.8 86.5
産後 97.6 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 産前・産後サポート事業（産後ケア事業）

事業の目的

最も育児不安に陥りやすく虐待死亡の割合が高い0歳児を
持つ産婦に対して、離乳食相談や乳房管理を含めた身体的・
精神的な相談支援を専門職（管理栄養士・助産師等）が実施
することで、安心して子育てができる支援体制づくりを図
る。また、出産後の入院を要しない程度の心身の不調・育児
不安がある、又は身近に育児の支援者がいない等の母子に対
して、産後ケアを実施することにより出産後の母親の身体的
回復及び心理的な安定を促す。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
本庁母子健康づくり
費

項 1 保健衛生費

区分名

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

国　費 1,380

県　費 540

根拠条例等 子ども・子育て支援法及び母子保健医療対策総合支援事業（要綱）

総合計画 基本計画　１－３－３ 産前産後の支援・乳幼児への支援の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）【産前産後サポート事業】
・葉酸サポート事業・・・妊娠前・妊娠中に必要な葉酸摂取の啓発
とサプリメントの配布
・授乳・離乳食相談・・・母乳育児・離乳食に関する相談
・相談支援事業・・・電話・訪問・リモートによる相談支援
・たまひよバイリンガル派遣事業（通訳者派遣事業）・・・外国人
の母親への通訳者派遣による妊娠・出産・育児支援

【産後ケア事業】
デイサービス・アウトリーチ・ショートステイによる産婦の心身の
ケアや育児サポート

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 856

R7予算額 2,776

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 3,506 3,848

活動指標名 相談者数（利用者数）

R6
1,246

当初予算額

R6
1,246

3,200 3,200

増減額 1,530

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

0歳児を持つ産婦（養育者）に対して、専門的な相談支援
を行う事で育児不安の軽減を図る。また、継続支援が必要な
ケースを早期に発見し、支援につなげることにより、産婦
（養育者）がより安心して子育てができ、虐待予防につなげ
ることができる。
・令和5年度実績
【産前葉酸サポート事業】　支給者数　72人
【授乳相談】　　　　　　　13回　相談実人員20人
【離乳食相談】　　　　　 　8回　相談実人員9人
【産後ケア事業】        　令和3年度より開始
　　　　　　　　　　　　　令和5年度実績なし
【たまひよバイリンガル派遣事業】
　                        派遣回数　4回

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 306 648

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 33,390 34,982

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 105
単
位

人 110
単
位

人
1.健幸なまち

母子保健衛生費国庫補助金　　300

子ども・子育て支援交付金
　　(国)　　　　　　　　　1,080
　　(県)　　　　　　　　　　540

従事職員数【人工】 0.40 0.40

Ａ
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,100

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 72,857

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

70
単
位

人
1.健幸なまち

母子保健衛生費補助金　　　　450

従事職員数【人工】 0.50

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 産婦健康診査受診者数

R6
1,100

当初予算額

R6
1,100

4,000

増減額 ▲ 200

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

産婦健康診査2回分を助成するとともに、支援が必要な産
婦を把握して産後ケア事業等の支援につなげることで、妊娠
期から出産後までの切れ目のない支援を行うことを目標とす
る。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 450

R7予算額 900

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

母子保健法

基本計画　１－３－３ 産前産後の支援・乳幼児への支援の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）産婦の身体的・精神的支援として産後2週間、産後1か月時
に産婦に対して健康診査（母体の身体的機能の回復、授乳状
況及び精神状態の把握）を実施する。

委託料　5千円×2回×80人＝800千円
補助金 5千円×2回×10人＝100千円（県外医療機関受診
者）
　
（国補助は、1人上限5千円×2回×1/2）

分担金
負担金

項 1 保健衛生費

区分名

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
本庁母子健康づくり
費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 産婦健康診査

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

産後うつ予防や新生児への虐待予防等を図るため、出産後
間もない時期の産婦のこころとからだの健康状況について把
握し、適切な支援につなげる。 款 4 衛生費

国　費 450

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 5,100

Ａ
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活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 400

3.結婚・出産・子育て世代
への魅力ある支援の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 62,857

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

70
単
位

人
1.健幸なまち

母子保健衛生費補助金　　　　270

従事職員数【人工】 0.50

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 1か月児健康診査受診者数

R6
400

当初予算額

R6
400

4,000

増減額 140

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

1か月の乳児健康診査費用を助成し経済的支援を行うとと
もに、虐待の予防及び早期発見につなげることで妊娠期から
出産後までの切れ目のない支援を行うことを目標とする。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 270

R7予算額 540

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

母子保健法

基本計画　１－３－３ 産前産後の支援・乳幼児への支援の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）　1か月の乳児を対象に健康診査費用を助成
　委託料　6千円×80人＝480千円
　補助金　6千円×10人＝60千円（県外医療機関受診者）
　
（国補助は、1人につき上限6千円×1/2）

分担金
負担金

項 1 保健衛生費

区分名

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
本庁母子健康づくり
費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 1か月児健康診査支援事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

乳児期の健康診査2回（4か月児・10か月児）及び母子保健
法に義務付けられている1歳6か月児及び3歳児健康診査に追
加して、1か月児健康診査費用を助成することで、健康診査
の結果等の情報の活用により伴走型相談支援の効果的な実施
につなげる。

款 4 衛生費

国　費 270

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 4,400

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 140 362

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円） 145,357 149,321

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 56
単
位

人 56
単
位

人
1.健幸なまち

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 8,140 8,362

活動指標名 登録者数

R6
362

当初予算額

R6
362

8,000 8,000

増減額 ▲ 239

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

第3次ウェルネス構想：ウェルネスシティの構築に向けた
分野の横断的な取組み

51人の市民健幸アンバサダーと5人の企業健幸アンバサ
ダーにより、市民及び企業内の職員に対し、健康情報の伝達
を実施。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 123

R7予算額 123

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　１－１－２ 健康づくり活動による健幸長寿のまちを実現します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・健幸アンバサダーの活動支援（アンバサダーミーティングの実
施）
＜対象＞市民・企業健幸アンバサダー
・健幸アンバサダー養成講座の開催
＜対象者＞
健康に関心のある市民、企業社員、既存の健康づくりサポーターの
方(食生活改善推進員、スポーツ推進員、認知症サポーターなど）等

分担金
負担金

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

項 1 保健衛生費

区分名

事業の目的

ウェルネスシティ（健幸都市）の実現に向け、人およびま
ちの「健幸」を達成するために必要かつ正確な情報を、健康
づくり無関心層を含めた多数の地域住民に「心に届く情報と
して」伝え拡散する社会的役割をもった「健幸アンバサダー
（通称：歩ジティブさん）」の活動を推進する。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
本庁健康づくり費（ウェ
ルネスシティ推進事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 健幸アンバサダー養成事業（伝えて健幸に）

Ａ

（単位：千円）
科　目 金額

報償費 90
役務費 33

合　計 123

（単位：人）
項　目 令和6年度実績(見込）

健幸アンバサダー登録者数(市民） 51
企業版健幸アンバサダー登録者数 5
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 いつまでも元気な身体づくりの推進事業（動いて健幸に）

事業の目的

第3次ウェルネスシティ宇陀市構想の実現に向けた分野を
横断する取組として、ラジオ体操、健康ポイント、ウェルネ
スイベントを引き続き普及・展開し、地域のつながりづくり
をはじめ、楽しみながら自主的に参加できる健康づくりを促
進する。また健幸なまちづくりがより一層推進されるよう、
健幸アンバサダーの養成及び活動支援をする。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
本庁健康づくり費（ウェ
ルネスシティ推進事業）

項 1 保健衛生費

区分名

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　１－１－２ 健康づくり活動による健幸長寿のまちを実現します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 15

一般財源 1,883

R7予算額 1,898

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 9,514 9,884

活動指標名 ポイントカード応募数

R6
1,884

当初予算額

R6
1,884

8,000 8,000

増減額 14

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,514 1,884

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円） 3,665 3,802

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 2,596
単
位

件 2,600
単
位

件
1.健幸なまち

雑入（インボディ測定自己負担金）
　　　　　　　　　　　　　　15

従事職員数【人工】 1.00 1.00

Ａ

科　目 金額
報償費（記念品等） 830
旅費 55
需用費（チラシ等印刷） 344
役務費 142
負担金、補助及び交付金 527

合　計 1,898

（単位：千円）

健康ポイント R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
応募実人数 614人 535人 580人 683人 677人
応募件数 2,171件 2,113件 2,349件 2,518件 2,596件

ラジオ体操 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
実施場所数 42箇所 41箇所 40箇所 40箇所 45箇所
参加実人数 789人 627人 598人 694人 787人
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 30 150

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円） 8,030,000 8,150,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1
単
位

箇所 1
単
位

箇所
1.健幸なまち

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 申請箇所数

R6
150

当初予算額

R6
150

8,000 8,000

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

高齢者が、集いの場として自主的に地域で集い、筋力アッ
プを中心とした運動を行うことで高齢者個々の介護予防を図
り健康寿命の延伸、閉じこもりの防止、互いの見守りやコ
ミュニティの形成に繋がる。また介護保険や医療保険の支出
の抑制に繋げる。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 150

R7予算額 150

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

介護保険法

基本計画　１－１－３ 高齢者の介護予防を推進します

財源の内訳　（単位：千円）地域の集会所等で、地域住民が主体となって5人以上の高
齢者等が週1回以上、DVDを見ながら約40分間椅子に座り運動
を行う。実施に必要なDVDプレーヤー・テレビ・椅子・運動
用のおもり等会場設営に係る費用を初回のみ補助金として支
出する。説明会及び立ち上げ時、体力測定時には医療介護あ
んしんセンターから指導を行う。（1箇所1回限り）

分担金
負担金

項 1 保健衛生費

区分名

所管課 医療介護あんしんセンター (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 102
本庁健康づくり費（い
きいき百歳体操事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 いきいき百歳体操補助金

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

地域包括ケアシステムの推進として、いきいき百歳体操の
継続実施により筋力・バランス・柔軟性・持久力の向上によ
る筋骨格系の病状の悪化を防ぐ。また、地域で高齢者が主体
となって集い、閉じこもり予防や見守りなどコミュニティの
形成につながることで、いつまでもいきいきと住み慣れた地
域で過ごすことができる。

款 4 衛生費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 8,030 8,150

Ａ

内容
30千円×5ヵ所 150

（単位：千円）

（単位：件）

年度 補助金申請数

平成30年度 16

令和元年度 14

令和 2年度 6

令和 3年度 4

令和 4年度 0

令和 5年度 1

令和 6年度（予定） 1
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 こうのとりサポート事業（不妊治療費助成事業）

事業の目的

不妊に悩む夫婦等の経済的な負担を軽減し、若い世代がラ
イフプランとして妊娠・出産を視野に入れ、積極的な治療に
取り組めるよう支援する。 款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 103
本庁母子健康づくり費（不
妊・不育治療費助成事業）

項 1 保健衛生費

区分名

目 3 健康づくり費

使用料
手数料

国　費

県　費 150

根拠条例等 宇陀市一般不妊治療・不育症治療費助成金交付要綱

総合計画 基本計画　１－２－３ 医療費の助成による安心できる暮らしを実現します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）①一般不妊治療に要する経費について、1年間で50千円を上限として
助成する。　50千円×15組＝750千円
②不育症治療に要する経費について、1年間で100千円を上限として
助成する。　100千円×1組＝100千円
③生殖補助医療（体外受精等)の自己負担分、年齢・回数制限を超え
た保険適用外分、保険適用外の先進医療分の費用の一部助成。
・保険適用分の自己負担分（上限5万円/年）50千円×2件＝100千円
・保険適用回数超過分（上限15万円/2回/年）150千円×1件＝150千
円
・先進医療分（上限5万/年）　50千円×1件＝50千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,000

R7予算額 1,150

増減額 300

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

不妊に悩む夫婦の経済的負担の軽減を図ることで出生を促
し、少子化に歯止めをかけ、若年層の定住促進につなげる。
　なお、申請年度と出生年度は異なる。
　令和元年度　3名出生
　令和 2年度　9名出生
　令和 3年度　3名出生
　令和 4年度　1名出生
　令和 5年度　2名出生

総事業費：人件費含む （千円） 943 1,650

R6
850

当初予算額

R6
850

決算額又は決算見込額 （千円） 143 850 生殖補助医療費助成金　　　　150

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800 800

活動指標名 助成金受給者数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 4
単
位

人 10
単
位

人
1.健幸なまち

活動指標の算式 ―

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 235,750 165,000

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 11,678 15,028

2.生活環境の整備・充実

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

5.自然豊かなまち

地域づくり推進基金繰入金　 6,500

従事職員数【人工】 0.60 0.60

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 16,478 19,828

活動指標名

R6
7,700

当初予算額

R6
7,700

4,800 4,800

増減額 ▲ 1,200

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

今後も利用者が安心して利用できるよう適切な施設管理を
図っていく。

現計予算額

市　債

その他 6,500

一般財源

R7予算額 6,500

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市斎場及び火葬場条例、同条例施行規則

総合計画 基本計画　５－２－２ 生活衛生環境の向上を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　利用者が安心して利用できるよう、施設の修繕を行う。

　榛原斎場修繕費･････････1,000千円
　不帰堂火葬場修繕費･････5,500千円

分担金
負担金

目 4 火葬場運営費

使用料
手数料

項 1 保健衛生費

区分名

事業の目的

殆どの利用者は、市内或いは本市にゆかりのある方であ
り、安心して利用できるよう良好な環境の確保に配慮し、施
設の適切な維持管理に努める。 款 4 衛生費

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 斎場等維持修繕事業

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

当該施設は昭和54年に建設され45年が経過している。老朽
化が進んでおり火葬場については市内になくてはならない施
設であり長寿命化を図り、利用者が安心して利用できるよう
良好な環境の確保に配慮し、適切な施設管理を行う。

款 4 衛生費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 123,458

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 榛原斎場維持修繕工事

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 火葬場運営費

項 1 保健衛生費

区分名

目 4 火葬場運営費

使用料
手数料

宇陀市斎場及び火葬場条例、同条例施行規則

基本計画　５－２－２ 生活衛生環境の向上を図ります

財源の内訳　（単位：千円）利用者が安心して利用できるよう、火葬炉の修繕工事等を
行う。

　火葬炉修繕工事………………76,886千円
　事務室空調設置工事…………‥ 500千円
　給水設備設置工事……………28,649千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債 103,400

その他

一般財源 2,635

R7予算額 106,035

活動指標名

R6
115,458

当初予算額

R6
115,458

8,000

増減額 ▲ 9,423

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

火葬炉1基、事務室空調施設設置及び給水設備設置を行い
適切な施設管理を行っていく。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 115,458

2.生活環境の整備・充実

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

5.自然豊かなまち

合併特例債　　　　　　　103,400

従事職員数【人工】 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 地域医療体制推進のための寄附講座事業

事業の目的

宇陀地区をはじめ東部中山間地域の開業医の高齢化及び減
少が進み、宇陀地域の医療資源が乏しくなっている。宇陀市
では、宇陀地域の一次医療を補完すること、また、地域包括
ケアシステムの推進のため、在宅医療、介護の連携には内科
系の医師が必要不可欠である。これらを踏まえ、宇陀市と奈
良県立医科大学との間で、寄附講座の開設により医師の派遣
を受け、宇陀地区の地域医療体制を推進する。

款 4 衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 病院費

項 1 保健衛生費

区分名

目 5 病院費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 地方公営企業法第１７条の２

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）（負担金）
　派遣医師の人件費相当分
　　　　　　　15,000千円 分担金

負担金

現計予算額

市　債

その他 15,000

一般財源

R7予算額 15,000

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 17,400 32,400

活動指標名

R6
30,000

当初予算額

R6
30,000

2,400 2,400

増減額 ▲ 15,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

宇陀地域に今後必要となる医療提供体制の構築を支援する
ための研究及び、診療に従事する若手医師や研修医の教育等
を目的に寄附講座を設置する。
【取組の効果】
①東和医療圏における救急患者の円滑な受け入れ
②急変時の患者受け入れ等、高齢化が進む開業医や診療所に
従事する医師に対する支援
③在宅医療や軽症の救急患者の対応等、地域医療を経験する
場を若い医師や研修医に提供
④診療所や介護施設との連携による地域包括システム構築を
支援

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 15,000 30,000

4.地域医療体制の充実

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

1.健幸なまち

ふるさと応援基金繰入金　15,000

従事職員数【人工】 0.30 0.30

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

ごみの減量化や資源循環型のまちづくりを推進することを
目的に資源の再利用を促進するため、集団資源回収助成を実
施する。 款 4 衛生費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 2,576 3,030

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ごみの減量・資源化促進事業(集団資源回収助成)

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁環境衛生費

項 1 保健衛生費

区分名

目 6 環境衛生費

使用料
手数料

宇陀市集団資源回収助成金交付要綱

基本計画　５－２－１ ごみ処理施設の整備と循環型社会を推進します

財源の内訳　（単位：千円）宇陀市内の登録団体は48団体あり、集団資源回収の報告を
受け、1㎏当たり3円の助成金を交付する。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 1,430

一般財源

R7予算額 1,430

活動指標名 回収量

R6
1,430

当初予算額

R6
1,430

1,600 1,600

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

環境への配慮も含め、個人の意識啓発やごみの減量・資源
化を進め市全体で循環型社会を構築していく。
【成果】
平成24年度　583,090kg　助成金・・・・1,749,270円
平成25年度　583,045㎏　助成金・・・・1,749,135円
平成26年度　574,320㎏　助成金・・・・1,722,960円
平成27年度　574,350㎏　助成金・・・・1,723,050円
平成28年度　543,180㎏　助成金・・・・1,629,540円
平成29年度　533,610㎏　助成金・・・・1,600,830円
平成30年度　509,675㎏　助成金・・・・1,529,025円
令和元年度　476,570㎏  助成金・・・・1,429,710円
令和 2年度　404,505㎏　助成金・・・・1,213,515円
令和 3年度　382,935㎏　助成金・・・・1,148,805円
令和 4年度　334,230㎏　助成金・・・・1,002,690円
令和 5年度　325,290㎏　助成金・・・・  975,870円

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 976 1,430

2.生活環境の整備・充実

単位当たりコスト　　　　（円） 8 6

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 325,290
単
位

kg 476,570
単
位

kg
5.自然豊かなまち

ふるさと応援基金繰入金　　1,430

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

人に危害を及ぼす恐れのあるスズメバチから市民の生活を
守り、より良い環境づくりに寄与することを目的とする。

款 4 衛生費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,900

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 スズメバチ駆除費補助事業

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁環境衛生費

項 1 保健衛生費

区分名

目 6 環境衛生費

使用料
手数料

宇陀市スズメバチ駆除費補助金交付要綱

基本計画　５－２－２ 生活衛生環境の向上を図ります

財源の内訳　（単位：千円）
・10千円×50件＝500千円

　補助対象経費の1/2（上限10千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 500

R7予算額 500

活動指標名 助成件数

R6
300

当初予算額

R6
300

1,600

増減額 200

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

スズメバチの営巣を駆除した経費に対し、駆除費用の一部
を予算の範囲内において補助金を交付し、生活衛生環境の向
上を図る。

令和6年10月7日現在
令和6年度……25件　237千円

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 300

2.生活環境の整備・充実

単位当たりコスト　　　　（円） 63,333

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

30
単
位

件
5.自然豊かなまち

従事職員数【人工】 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

環境衛生事業について、循環型社会の構築として、一般家
庭の生ごみの減量・資源化の促進として「生ごみ処理機」・
「コンポスト」の普及を促進していく。 款 4 衛生費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,915 2,099

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ごみの減量・資源化促進事業（生ごみ処理機）

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁環境衛生費

項 1 保健衛生費

区分名

目 6 環境衛生費

使用料
手数料

宇陀市家庭用生ごみ処理機及び処理容器設置費補助金交付要綱

基本計画　５－２－１ ごみ処理施設の整備と循環型社会を推進します

財源の内訳　（単位：千円）家庭用生ごみ処理機　　 499千円
〔内訳〕
　コンポスト・・・15件　 　45千円
　EMボカシ・・・・ 2件　　  4千円
　生ごみ処理機・・15件　　450千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 499

一般財源

R7予算額 499

活動指標名 助成件数

R6
499

当初予算額

R6
499

1,600 1,600

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

環境への配慮も含め、個人の意識啓発やごみの減量化・資
源化を進め市全体で循環型社会を構築していく。
　成果　生ごみの減量化及び資源化が図れる。
平成19年度から令和5年度までに326件が設置されている。
　　平成19年度・・・25件　　平成20年度・・・40件
　　平成21年度・・・35件　　平成22年度・・・16件
　　平成23年度・・・14件　　平成24年度・・・18件
　　平成25年度・・・15件　　平成26年度・・・13件
　　平成27年度・・・13件　　平成28年度・・・10件
　　平成29年度・・・ 3件　　平成30年度・・・ 5件
　　令和元年度・・・11件　　令和 2年度・・・ 6件
　　令和 3年度・・・29件　　令和 4年度・・・46件
　　令和 5年度・・・27件

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 315 499

2.生活環境の整備・充実

単位当たりコスト　　　　（円） 70,926 69,967

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 27
単
位

件 30
単
位

件
5.自然豊かなまち

ふるさと応援基金繰入金　　　 499

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

生活環境の保全、地域の振興を図ることを目的として、空
家法第7条の規定に基づき、空家等に関する施策を総合的か
つ計画的に実施するため、基本指針に即して計画を策定す
る。

款 4 衛生費

国　費 3,000

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円）

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 空家等対策計画改定事業

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁環境衛生費

項 1 保健衛生費

区分名

目 6 環境衛生費

使用料
手数料

空家等対策の推進に関する特別措置法、宇陀市空家等の適切な管理に関する条例、宇陀市空家等対策計画

基本計画　２－２－２ 移住・定住者への総合的な支援の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）　空家等対策計画改訂業務
　
　・空家等対策計画改定
　・電子データ更新

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 3,000

R7予算額 6,000

活動指標名

R6

当初予算額

R6

増減額 6,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

近年の人口減少の進行による空家の増加と、既存する老朽
空家に対する社会的ニーズの変化に伴い、宇陀市においても
適切に管理されず地域の生活環境に影響を及ぼす恐れのある
空家が増加している。

空家法第7条の規定に基づき、令和2年3月に策定した「宇
陀市空家等対策計画」は、計画期間が令和6年度末までと
なっていることから見直しを行う。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円）

2.移住・定住の促進強化

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

2.暮らしやすいまち

空家対策総合支援事業補助金 3,000

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 内　容 金額
委託料 空家等調査業務委託料 6,000

（単位：千円）
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4,000

活動指標名 助成件数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

5
単
位

件
5.自然豊かなまち

活動指標の算式 ―

1.豊かな自然環境の保全・
活用

単位当たりコスト　　　　（円） 850,000

増減額 ▲ 502

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和6年10月3日現在
令和6年度……1件　50千円

総事業費：人件費含む （千円） 4,250

R6
1,002

当初予算額

R6
1,002

決算額又は決算見込額 （千円） 250 ふるさと応援基金繰入金
500

従事職員数【人工】 0.50

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他 500

一般財源

R7予算額 500

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市経済対策としての住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱

総合計画 基本計画　５－１－１ 豊かで美しい自然環境を保全・活用します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）住宅用太陽光パネルの設置を促すため、太陽光パネル設置
者へ地域商品券を交付する。

補助金：500千円（50千円✕10件）

分担金
負担金

目 6 環境衛生費

使用料
手数料

項 1 保健衛生費

区分名

事業の目的

令和6年3月に宇陀市地球温暖化対策実行計画を策定し、市
内の温室効果ガスの削減に取り組んでいる。市内の温室効果
ガスの排出量の約半数は家庭部門と業務部門・産業部門が占
めており、この部門の温室効果ガス排出量削減のために民家
や事業所に太陽光パネルを設置することで、再生可能エネル
ギーの使用割合が増加し、市内のカーボン二ュートラルに繋
がる。

款 4 衛生費

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 2
カーボンニュートラル
推進事業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名

太陽光パネル設置補助事業（カーボンニュートラル推進事業）

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 ＰＣＢ処理事業

事業の目的

「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する
特別措置法（PCB特別措置法）」では、PCBによる環境汚染を
防ぎ人々の健康を守るために、管理基準や処理基準、届出義
務などが定められている。

低濃度PCB廃棄物の処理期限は令和9年3月31日までとされ
ており、期限内の処理が必要である。

款 4 衛生費

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

項 1 保健衛生費

区分名

事業 1 公害対策費

目 7 公害対策費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 ＰＣＢ特別措置法、宇陀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

総合計画 基本計画　５－２－２ 生活衛生環境の向上を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）室生中学校、大宇陀中学校、大宇陀運動場、大宇陀地域事
務所、中央公民館、室内温水プール、総合体育館の7施設が
処理対象となっている。 分担金

負担金

R6

当初予算額

R6

現計予算額

市　債

その他

一般財源 7,000

R7予算額 7,000

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

増減額 7,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　期限内に適切に処理を行う。

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円）

2.生活環境の整備・充実

単位当たりコスト　　　　（円）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

5.自然豊かなまち

Ａ
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 203 1,297

1.豊かな自然環境の保全・
活用

単位当たりコスト　　　　（円） 230 781

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 7,839
単
位

人 7,805
単
位

人
5.自然豊かなまち

ふるさと応援基金繰入金　　　790

従事職員数【人工】 0.20 0.60

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 参加人数

R6
1,297

当初予算額

R6
1,297

1,600 4,800

増減額 ▲ 507

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市民自らが河川や森林などの自然環境を守る意識の高揚を
図ると共に不法投棄の防止に努め、自然環境保全に関するマ
ナーや意識の向上を目標とする。
【成果】

平成21年度より毎年環境美化月間（6月）を中心に、市内
統一美化活動としてごみゼロ事業を行っている。活動を通じ
て環境美化や環境問題に対する意識の高揚を図る。事業の実
施に伴い、市民の自主的発案で地域協議会等による美化活動
も行われている。
　
令和6年度
　・参加団体186団体(自治会)
　・参加人数7,805人 現計予算額

市　債

その他 790

一般財源

R7予算額 790

目 1 清掃総務費

使用料
手数料

宇陀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

基本計画　５－１－１ 豊かで美しい自然環境を保全・活用します

財源の内訳　（単位：千円）前年度に引き続き各自治会等の参加のもと、地域住民の清
掃活動を支援していく。

毎年、6月を強調月間とし、各地域で清掃活動に取り組ん
でいる。

消耗品・・・・・・・・754千円
役務費・・・・・・・・ 36千円

分担金
負担金

項 2 清掃費

区分名

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 清掃総務費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 環境美化活動事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

ごみゼロに向け、市民による周辺道路等の美化清掃活動の
支援を行い清掃ボランティア団体の育成や地域住民の清掃活
動を支援し、環境に配慮したまちづくりを行う。 款 4 衛生費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,803 6,097

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀衛生一部事務組合は、宇陀市・曽爾村・御杖村・東吉
野村のし尿処理を行う施設である。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、廃棄物を適
正に処理し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

款 4 衛生費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 305,247 67,440

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀衛生一部事務組合負担金

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 清掃総務費

項 2 清掃費

区分名

目 1 清掃総務費

使用料
手数料

宇陀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

基本計画　５－２－２ 生活衛生環境の向上を図ります

財源の内訳　（単位：千円）宇陀衛生一部事務組合負担金…56,916千円

　普通負担金　　　 8,856千円
　し尿処理負担金　48,060千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 56,916

R7予算額 56,916

活動指標名

R6
66,640

当初予算額

R6
66,640

800 800

増減額 ▲ 9,724

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

衛生的かつ効率的な「し尿」収集処理体制を推進し、適正
な施設管理運営に努める。

令和元年度負担率・・・65.2％
令和 2年度負担率・・・65.1％
令和 3年度負担率・・・64.8％
令和 4年度負担率・・・64.2％
令和 5年度負担率・・・63.9％

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 304,447 66,640

2.生活環境の整備・充実

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

5.自然豊かなまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

東宇陀環境衛生組合は、宇陀市室生全域と榛原の一部約
3,500世帯の可燃性ごみ及び、曽爾村・御杖村の可燃性ごみ
の焼却を行う施設である。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、廃棄物を適
正に処理し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

款 4 衛生費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 138,437 169,495

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 東宇陀環境衛生組合負担金

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 清掃総務費

項 2 清掃費

区分名

目 1 清掃総務費

使用料
手数料

宇陀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

基本計画　５－２－２ 生活衛生環境の向上を図ります

財源の内訳　（単位：千円）東宇陀環境衛生組合負担金　 190,483千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債 73,400

その他

一般財源 117,083

R7予算額 190,483

活動指標名

R6
159,603

当初予算額

R6
168,695

800 800

増減額 30,880

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

ごみの減量化を図るとともに、適正な施設管理運営に努め
る。

令和元年度負担率・・・62.08％
令和 2年度負担率・・・64.40％
令和 3年度負担率・・・65.30％
令和 4年度負担率・・・65.37％
令和 5年度負担率・・・66.70％

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 137,637 168,695

2.生活環境の整備・充実

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

5.自然豊かなまち

過疎対策事業債　　　　　　73,400

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

5.自然豊かなまち

2.生活環境の整備・充実

▲ 57,359

3,024

R7予算額 126,324

R6

R6
183,683

特定財源の状況(単位：千円)事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込）

使用料
手数料

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　
設備更新計画による第6期工事は令和5年度で終了したが、

安定した処理を行うため、定期点検整備や設備更新を継続的
に実施し、施設を維持する。

総事業費：人件費含む （千円） 197,451 191,683

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

分担金
負担金

宇陀クリーンセンター設備更新事業

基本計画　５－２－１ ごみ処理施設の整備と循環型社会を推進します

根拠条例等 宇陀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

総合計画

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　

7 一般会計

宇陀クリーンセンター

事業の目的

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、廃棄物を適
正に処理し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

稼働後27年が経過し老朽化により機械設備の修繕補修箇所
が増加している。緊急停止等で廃棄物処理が滞る事態に陥る
ことを未然に防ぎ、法令等で定められている基準値を遵守し
安定した処理を行うことを目的として設備更新を実施する。

款 4 衛生費

目 2 じん芥処理費

項 2 清掃費

事業
区分

継続
事業
名

所管課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 № 区分名

183,683
当初予算額

事業 1
本庁じん芥処理費（宇陀
クリーンセンター）

国　費

県　費

市　債 123,300

その他

一般財源

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

合併特例債　　　　　　　123,300

8,000

活動指標名

8,000

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 189,451 183,683

1.00 1.00

Ａ

科　目 金額
定期点検整備工事 81,400
設備更新工事 44,924

126,324合　計

（単位：千円）

工事請負費
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

生活水準の向上と水質保全を図ることが重要視されている
ことから、快適で潤いのある生活環境を公共用水域の水質保
全のため、合併処理浄化槽設置事業を推進する。 款 4 衛生費

国　費 2,623

県　費 2,623

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 9,325 12,718

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 合併処理浄化槽整備事業

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1
本庁合併処理浄化槽
整備事業費

項 2 清掃費

区分名

目 3
合併処理浄化槽整備事
業費

使用料
手数料

宇陀市合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付要綱

基本計画　５－２－２ 生活衛生環境の向上を図ります

財源の内訳　（単位：千円）下水道処理区域の見直し及び他事業の関連により、合併処
理浄化槽整備区域が拡大され平成24年度より整備を進めてい
る。
 5人槽・・・ 5基　   　　  　 332千円× 5基= 1,660千円
 7人槽・・・15基　      　    414千円×15基= 6,210千円
 7人槽・・・ 1基 (市単)　     414千円× 1基=   414千円
認可区域追加（市単）
 7人槽・・・ 2基 414千円×2基+586千円× 2基= 2,000千円
協議会負担金等　　 　                           27千円
通信運搬費　　　　　　                           8千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 5,073

R7予算額 10,319

活動指標名 設置基数

R6
10,318

当初予算額

R6
10,318

2,400 2,400

増減額 1

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

生活水準の向上と自然環境の保全を目的として、令和2年
度からの5ヵ年計画により整備率43%を目標とする。

令和5年度の設置数は14基で、整備率は39%になる。又、令
和7年度の設置数については、5人槽が5基、7人槽が20基、合
計25基を予定する。

　令和5年度実績
  5人槽・・・4基　　　補助金額・・・1,328千円
  7人槽・・・9基　　　補助金額・・・5,129千円
 14人槽・・・1基　　　補助金額・・・　468千円
　
　　　 合計 14基　　　　　　　　　　6,925千円

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 6,925 10,318

2.生活環境の整備・充実

単位当たりコスト　　　　（円） 666,071 552,957

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 14
単
位

基 23
単
位

基
5.自然豊かなまち

循環型社会形成推進交付金　 2,623
合併処理浄化槽設置事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　 2,623従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 780 4,980

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

3.活力あるまち

農業支援基金繰入金　　　　3,480

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 1,580 5,780

活動指標名

R6
4,980

当初予算額

R6
4,980

800 800

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他 3,480

一般財源 1,500

R7予算額 4,980

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市農地、農業用施設及び林業用施設の維持管理に伴う重機借上げ補助金交付要綱　等

総合計画 基本計画　３－３－１ 地域の特性を活かした農業生産基盤の整備と農地の有効活用を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

目 3 農業振興費

使用料
手数料

項 1 農業費

区分名

事業の目的

農地の適正な機能を発揮させ、農作物の安定した生産を推
進するため、暗渠排水施設、雨除けハウスを設置する費用の
一部を補助する。農地及び作業道や用水路等、小規模の災害
復旧作業や維持補修に必要な重機等の借上げに係る費用を助
成することにより、経費負担を軽減し早期の機能回復を図
り、農業用施設の機能を適正に発揮させる。

款 5 農林水産業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 農業振興費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 農地・農業用施設振興補助事業

Ａ

◆暗渠排水設置事業
成果

年　度
令和3年度 0 件 0 ｍ
令和4年度 0 件 0 ｍ
令和5年度 0 件 0 ｍ

件　数 距　離

◆雨除ハウス設置事業
成果

年　度
令和3年度 0 件 0 ㎡
令和4年度 0 件 0 ｍ
令和5年度 0 件 0 ｍ

件　数 面　積

◆重機借り上げ助成事業
成果

年　度
令和3年度 23 件
令和4年度 17 件
令和5年度 21 件

件　数

科　目 金　額
暗渠排水施設設置事業補助金 300
雨除ハウス設置事業補助金 500
重機借上げ助成事業補助金 4,180

合　計 4,980

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 2,717 2,646

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 91,851 86,653

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 47
単
位

件 49
単
位

件
3.活力あるまち

農業支援基金繰入金　　　　　　20

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 4,317 4,246

活動指標名 設置件数

R6
2,646

当初予算額

R6
2,646

1,600 1,600

増減額 ▲ 20

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他 20

一般財源 2,606

R7予算額 2,626

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市有害鳥獣防除施設設置被害防除事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－１ 地域の特性を活かした農業生産基盤の整備と農地の有効活用を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）有害鳥獣の侵入防止のための柵・ネット・電気柵などの補
助を行う。
　・防護柵
 　　 6,515ｍ×400円＝2,606千円
　・鉄杭
 　　 250本×80円＝20千円

分担金
負担金

目 3 農業振興費

使用料
手数料

項 1 農業費

区分名

事業の目的

野生鳥獣による農林産物への被害を防止するため、有害鳥
獣の侵入防止を目的とした防除施設の設置を行う経費の一部
を補助する。 款 5 農林水産業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 農業振興費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 有害鳥獣防除施設設置被害防除事業

Ａ

年　度
令和3年度 56 件 15.4 ㎞
令和4年度 42 件 7.1 ㎞
令和5年度 47 件 8.5 ㎞

成果
件  数 距　離
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 7,506 18,018

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

3.活力あるまち

農業費雑入　　　　　　　　1,386
合併特例債　　　　　　　　7,200

従事職員数【人工】 0.50 0.50

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 11,506 22,018

活動指標名

R6
8,190

当初予算額

R6
8,190

4,000 4,000

増減額 819

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

「宇陀市伊那佐東部地区」及び「大宇陀政始北部地区」に
対し、宇陀市農業施策等の一部を支援することにより、高収
益作物への転換による農業所得の確保、向上を目指す。

現計予算額

市　債 7,200

その他 1,386

一般財源 423

R7予算額 9,009

国　費

県　費

根拠条例等 奈良県特定農業振興ゾーンに関する規則

総合計画 基本計画　３－３－１ 地域の特性を活かした農業生産基盤の整備と農地の有効活用を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　高品質生産や省力化のための施設整備を行い、高収益化を
目指す。

分担金
負担金

目 3 農業振興費

使用料
手数料

項 1 農業費

区分名

事業の目的

奈良県知事が設定する特定農業振興ゾーンに対し、農業生
産の向上を図るための支援を行うことにより、農業所得の確
保、向上を目指す。 款 5 農林水産業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 3
特定農業振興ゾーン
推進事業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 特定農業振興ゾーン推進事業

Ａ

　　　　　　　（単位：千円）
科　目 金　額 内　訳

負担金、補助及び交付金 9,009 県営畑地帯総合整備事業負担金
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 35,920 41,195

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 1,197,500 1,321,061

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 32
単
位

集落 33
単
位

集落
3.活力あるまち

中山間地域等直接支払交付金
　　　　　　　　　　　　　39,639

従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 38,320 43,595

活動指標名 集落数

R6
41,195

当初予算額

R6
41,195

2,400 2,400

増減額 11,619

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
耕作放棄地発生の防止や多面的機能を確保するため、集落

で農地の管理方法や役割分担を取り決めた協定に基づき、5
年以上継続して農業生産活動を行うとともに、将来に向けた
体制づくりを推進する。

成果
集落活動による健全な生産基盤の維持が図られ、農地の多

面的機能が発揮される。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 13,175

R7予算額 52,814

国　費

県　費 39,639

根拠条例等 宇陀市日本型直接支払事業交付金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－１ 地域の特性を活かした農業生産基盤の整備と農地の有効活用を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

目 3 農業振興費

使用料
手数料

項 1 農業費

区分名

事業の目的

流域の上流部に位置する中山間地域の農地は、水源涵養機
能、洪水防止機能等の多面的機能により、下流域の都市住民
等の生命・財産・暮らしを守っている。しかし、中山間地域
等では、平地に比べ、自然的・経済的・社会的条件が不利な
地域や高齢化による担い手の減少、耕作放棄地の増加等で多
面的機能が低下し、大きな経済的損失が懸念されている。

そのため、中山間地域等において、適切な農業生産活動が
継続的に行われるよう、農業の生産条件に関する不利を補正
する支援を行い、多面的機能の確保を行う。

款 5 農林水産業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
中山間地域直接支払
事業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 中山間地域等直接支払交付金事業

Ａ

実施期間 令和7年度～令和11年度
交付対象集落 39集落（令和7年度）
交付対象面積 24,456a（令和7年度）

（単位：千円）
金　額 内　容
52,694 39集落分

事務費 120
需用費 38 消耗品費
役務費 51 通信運搬費
使用料及び賃借料 31 コピー使用料

52,814合　　　計

科　目
交付金
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 6,367 6,878

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 805,570 681,516

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 23
単
位

ha 28
単
位

ha
3.活力あるまち

みどりの食料システム戦略推進
交付金　　　　　　　　　　10,000
有機転換推進事業補助金　　　 100従事職員数【人工】 1.50 1.50

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 18,367 18,878

活動指標名 取組面積

R6
6,878

当初予算額

R6
6,878

12,000 12,000

増減額 4,630

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

有機農業産地づくり推進事業により、実施計画の実現に向
けた取組を行うことで、有機農業の面積や販売量の拡大、そ
して担い手を確保し、産地形成及び農業所得の向上を目指
す。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,408

R7予算額 11,508

国　費

県　費 10,100

根拠条例等 環境と調和のとれた食料システムの確立のための環境負荷低減事業活動の促進等に関する法律

総合計画 基本計画　３－３－１ 地域の特性を活かした農業生産基盤の整備と農地の有効活用を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）学校給食や講習会を通して有機農業の認知向上や取組拡大
を図り、展示会やホームページを活用した情報発信力の強化
により販路拡大ブランド化を図る。 分担金

負担金

目 3 農業振興費

使用料
手数料

項 1 農業費

区分名

事業の目的

「みどりの食料システム戦略」に基づき、有機農業の産地
づくりを推進することで、生産から消費まで一貫し、農業
者、実需者そして地域内外の消費者と連携し、消費拡大、産
地形成、農業所得の向上を目指すことを目的とする。

款 5 農林水産業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 6
オーガニックビレッ
ジ推進事業

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 オーガニックビレッジ推進事業

Ａ

（単位：千円）
科　目 金　額 内　　訳

報償費 307 有機農業産地づくり推進検討委員報酬、講師謝礼
旅費 974 販売促進PR
需用費 5,956 消耗品費、学校給食用賄材料等
役務費 30 郵送料
委託料 1,249 加工品試作業務委託料等
使用料 1,800 会場使用料等
負担金、補助金 1,192 有機JAS認証取得支援補助金、農業用堆肥支援補助金等

合　計 11,508

取組目標及び実績

R3（基準） R9（目標） R6（実績見込み）

面 積 21.2ha 22ha 27.3ha

販 売 量 275.2t 290.0t 373.0t

経 営 体 数 15 20 20

R9年度目標値をR6年度に達成。

さらなる高みを目指し、スーパーオーガニックに取り組む。
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

農地・農業用水等の資源は、農村の過疎化、高齢化の進行
に伴う集落機能の低下により、適切な保全管理が困難となっ
ている。

そのため、地域主体の保全管理の取組を強化し、地域共同
による農地や農業用水等の資源の保全管理活動と、その一環
として行う農村の環境保全活動に加え、農地周りの農業用排
水路や農道・ため池等、施設の長寿命化を図るための取組に
対して支援を行う。

款 5 農林水産業費

国　費

県　費 23,596

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 25,059 28,733

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 多面的機能支払交付金事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 11
多面的機能支払交付
金事業

項 1 農業費

区分名

目 3 農業振興費

使用料
手数料

宇陀市日本型直接支払事業交付金交付要綱

基本計画　３－３－１ 地域の特性を活かした農業生産基盤の整備と農地の有効活用を推進します

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 7,802

R7予算額 31,398

活動指標名 活動組織体数

R6
26,333

当初予算額

R6
26,333

2,400 2,400

増減額 5,065

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

【目標】
・農地維持支払及び資源向上支払（共同活動）

地域共同による草刈りや土砂上げ等、農地・水路等の基礎
的な保全管理及び花植え等良好な景観形成を保つための活動
により、農村環境改善が見込まれる。
・資源向上（施設の長寿命化）

農業用水路等の補修・更新など、施設の長寿命化のための
活動により、農業基盤が整備される。
【成果】

農地維持支払及び資源向上（共同活動）活動による農地、
水路等の基礎的な保全管理や農村環境の保全、及び農業用水
路等の補修・更新等施設の長寿命化など、地域ぐるみによる
協力体制により、良好な農村の景観形成を築くことができ
る。また、資源向上（施設の長寿命化）活動により、農業施
設の基盤整備を行うことができる。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 22,659 26,333

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 1,002,360 1,064,185

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 25
単
位

組織 27
単
位

組織
3.活力あるまち

多面的機能支払交付金　　　23,596

従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

（単位：千円）

金　額 内　訳

農地維持支払 11,740 継続27組織　新規3組織

資源向上支払 19,456

共同活動 7,166 継続26組織　新規3組織

施設の長寿命化 12,290 継続18組織　新規3組織

事務費 202

需用費 161 消耗品費
役務費 41 通信運搬費

31,398

　

科　目

合　計
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図り、経営が不安
定な就農直後（最長5年間）の所得を確保するため給付金を
交付する。 款 5 農林水産業費

国　費

県　費 17,400

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 11,281 19,150

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 新規就農者育成事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 91 新規就農者確保事業

項 1 農業費

区分名

目 3 農業振興費

使用料
手数料

宇陀市青年就農給付金事業補助金交付要綱

基本計画　３－２－１ 起業家など多様な人材を育成します

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源

R7予算額 17,400

活動指標名 新規就農者・継続者数

R6
17,550

当初予算額

R6
17,550

1,600 1,600

増減額 ▲ 150

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
新規就農者が、農地の集積などにより新たな地域の担い手

農家となり得ることから、この制度を活用し、年次的に就農
者の増加を目指す。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 9,681 17,550

2.地域の産業の発展を担う
次世代の人材の確保や育成

単位当たりコスト　　　　（円） 1,253,444 2,735,714

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 9
単
位

人 7
単
位

人
3.活力あるまち

農業次世代人材投資事業補助金
　　　　　　　　　　　　　17,400

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

要 件 ： 就農時50歳未満で独立・自営就農した者で、

前年の世帯全体の所得が6,000千円未満の者

給 付 額 ： 年間1,500千円/1名   機械補助3,750千円/初年度

（ただし給付4年目以降　年間1,200千円/1名）

給 付 期 間 ： 最長5年間(R4年度以降採択は3年間）

R7 年 度 概 要 ： 新規（上期・下期）3名　3,000千円（国庫100%）

継続（上期・下期）5名  6,900千円（国庫100%）

経営発展支援　　  2名  7,500千円（国庫100%）

成果

年　度

令和3年度 11 人

令和4年度 9 人

令和5年度 9 人

就農者数
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 10,414 12,500

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 1,423,778 1,655,556

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 9
単
位

池 9
単
位

池
2.暮らしやすいまち

ため池防災対策調査計画事業補助金
　　　　　　　　　　　　　 5,000

従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 調査・診断ため池

R6
12,500

当初予算額

R6
12,500

2,400 2,400

増減額 ▲ 7,500

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

・ため池耐震診断業務（対象19池の内、12池実施済）
　　　R6　：2池
　　　R7　：4池予定
　　　R8　：3池予定

・ため池劣化状況調査業務（対象19池の内、19池実施済）
　　　R6　：7池

現計予算額

市　債

その他

一般財源

R7予算額 5,000

目 3 農業振興費

使用料
手数料

土地改良法

基本計画　２－４－１ 自然災害や感染症に強い安心して住み続けられるまちづくりを推進します

財源の内訳　（単位：千円）決壊時、危険性がある市内の防災重点ため池（19池）を対
象に、地震時に被災の恐れがあるか、劣化状況が進行してい
ないかを調査することで、今後の予防措置などを検討する。 分担金

負担金

項 1 農業費

区分名

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 97
ため池防災対策調査
計画事業

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ため池防災対策調査計画事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

地震や豪雨により、ため池などの農業水利施設が被災し、
甚大な被害が全国各地で発生しているため、早急に施設の現
状を確認し災害予防に努める。 款 5 農林水産業費

国　費

県　費 5,000

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 12,814 14,900

Ａ

（単位：千円）

科　　　　目 金　額

ため池耐震診断業務委託料 5,000
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 18,400 4,800

2.移住・定住の促進強化

単位当たりコスト　　　　（円） 82,500,000 38,787,879

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 0.32
単
位

k㎡ 0.33
単
位

k㎡
2.暮らしやすいまち

地籍調査事業負担金　　　 36,000

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 実施面積

R6
6,297

当初予算額

R6
6,297

8,000 8,000

増減額 41,703

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

地籍調査事業により、土地保全と登記手続きの簡素化、公
共事業の効率化等の効果をもたらす。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 12,000

R7予算額 48,000

目 5 地籍調査費

使用料
手数料

国土調査法第６条の４（事業計画の実施等）

基本計画　２－２－１ 土地利用を推進します

財源の内訳　（単位：千円）令和7年度地籍調査事業概要

榛原篠楽の一部（第1期）
・調査面積Ａ＝0.49㎢
　一筆地調査、細部図根測量、一筆地測量、原図作成等

分担金
負担金

項 1 農業費

区分名

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁地籍調査費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 地籍調査事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀市の民有地及び公有地の保全及びその利用の高度化に
資すると共に、併せて地籍の明確化を図るため、土地の実態
を科学的且つ総合的に調査することを目的とする。 款 5 農林水産業費

国　費

県　費 36,000

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 26,400 12,800

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

農業経営の合理化及び農業生産力の増強を促進するため、
広域農道や、基幹農道以外の基幹となる農道を県営事業で実
施する。 款 5 農林水産業費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 20,396 12,680

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 県営一般農道大野向渕線整備事業負担金

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 農業土木費

項 1 農業費

区分名

目 6 農業土木費

使用料
手数料

土地改良法

基本計画　３－３－１ 地域の特性を活かした農業生産基盤の整備と農地の有効活用を推進します

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債 14,800

その他

一般財源 5

R7予算額 14,805

活動指標名 受益面積

R6
12,600

当初予算額

R6
12,600

80 80

増減額 2,205

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

農業経営の合理化、農業生産力の向上や、生活環境の利便
性の向上を推進する。

また、中山間地域における農林業の生産力向上や利便性の
向上を図り、地域住民生活の安定を図る。
　造成工事完了予定。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 20,316 12,600

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 100,473 62,463

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 203
単
位

ha 203
単
位

ha
3.活力あるまち

過疎対策事業債　　　　　　14,800

従事職員数【人工】 0.01 0.01

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

（単位：千円）
内　訳 金　額

工事請負費 60,000
用地補償費 34,000

事務費 4,700
合計 98,700
市負担金　15％ 14,805
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 大野向渕線取付道路整備事業

事業の目的

県営で実施している一般農道大野向渕線整備工事に併せ、
接道する農道の整備を行うことにより、農業生産力の向上や
生活環境の利便性の向上、生活安定を図る。 款 5 農林水産業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 農業土木費

項 1 農業費

区分名

目 6 農業土木費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 土地改良法

総合計画 基本計画　３－３－１ 地域の特性を活かした農業生産基盤の整備と農地の有効活用を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 2,000

一般財源

R7予算額 2,000

増減額 ▲ 20,500

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　整備農道の測量設計
　　農道古大野中央線（三本松地区）
　　農道田野線（大野地区）

総事業費：人件費含む （千円） 24,900

R6
22,500

当初予算額

R6
22,500

決算額又は決算見込額 （千円） 22,500 地域づくり推進基金繰入金   2,000

従事職員数【人工】 0.30

人件費 （人工×8,000千円） 2,400

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

3.活力あるまち

活動指標の算式

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円）

Ａ

（単位：千円）

科 目 金 額 内　　　訳

委託料 2,000 大野向渕線取付道路用地測量業務
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 旧伊那佐文化センター改修基本計画設計事業

事業の目的

宇陀市都市計画マスタープランで位置付けられた旧伊那佐
文化センター周辺で、市街化調整区域の土地利用を推進し、
産業の活性化を図る。 款 5 農林水産業費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 産業企画費

項 1 農業費

区分名

目 8 産業企画費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－３－３ 農林畜産物の生産・流通を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）改修工事設計業務委託料

分担金
負担金

現計予算額

市　債 4,600

その他

一般財源 251

R7予算額 4,851

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

R6

当初予算額

R6

増減額 4,851

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

改修工事に係る基本設計において、地域の活力向上に寄与
する事業となることを目標として取組む。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円）

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

3.活力あるまち

合併特例債　　　　　　　　4,600

従事職員数【人工】

Ａ

科　目 金額
委託料 4,851

（単位：千円）
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 8,500 8,000

4.商工業の再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 2,538 889

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 6,500
単
位

人 18,000
単
位

人
3.活力あるまち

ふるさと応援基金繰入金　　8,500

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 参加者数

R6
8,000

当初予算額

R6
8,000

8,000 8,000

増減額 500

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

・地域産業の活性化
・生産者の所得向上
・地産地消を促進
・産業の活性化
・生産者の生産意欲の向上と地域産業の担い手づくりを図
る。

現計予算額

市　債

その他 8,500

一般財源

R7予算額 8,500

目 8 産業企画費

使用料
手数料

宇陀市産業振興イベント補助金交付要綱

基本計画　３－４－２ 地元で活動する事業者を支援します

財源の内訳　（単位：千円）うだ産フェスタ実行委員会補助金　8,500千円
[日時]令和7年10月下旬（予定）
[場所]宇陀市総合体育館　周辺
[内容]
・協賛団体の展示、農産物・特産品名産品等の販売
・地場産品(農産物・花卉・毛皮革・特産品・名産品等)の販
売
・地元食材を使った飲食販売
・市産業の紹介PR
・農林産物品評会など

分担金
負担金

項 1 農業費

区分名

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 産業企画費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 うだ産フェスタ事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀市における特産品や自慢の産品を一同に集め、広く市
内外に推奨することにより、地域産業の活性化を目指すとと
もに、地産地消を促進させ、生産者の生産意欲の向上と地域
産業の担い手づくりを図る。

款 5 農林水産業費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 16,500 16,000

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 地域商社運営業務

事業の目的

市内事業者と連携した宇陀ブランドの広報やPR、宇陀ブラ
ンド商品の造成及び販路拡大などの地域商社機能運営業務を
行うことにより、双方業務の相乗効果を図ることを目的とす
る。

款 5 農林水産業費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
産業企画費（創業・既
存企業等支援事業）

項 1 農業費

区分名

目 8 産業企画費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市ふるさと寄附条例　等

総合計画 基本計画　３－４－３ 企業誘致を進めるとともに新たな産業の展開を支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）地域商社運営業務委託料

前々年度のふるさと納税額の12％
令和5年度ふるさと納税　270,031千円×12％＝32,404千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 32,404

一般財源

R7予算額 32,404

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 41,721

活動指標名 ふるさと納税新規返礼品数

R6
33,722

当初予算額

R6
33,722

8,000

増減額 ▲ 1,318

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

地域商社運営事業を委託事業者により行う。委託事業内容
は、既存の商品だけではなく、新商品の開発や、着地型観
光、ものづくり体験等、生活者が時間や対価を払ってでも得
たいと思う「意味ある差」をつくり、それを大和高原宇陀ブ
ランドの「ブランド価値」とし、共感、ファンをつくる事業
を目標とする。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 33,721

4.商工業の再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 417,210

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

100
単
位

個
3.活力あるまち

ふるさと応援基金繰入金　　32,404

従事職員数【人工】 1.00

Ａ
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,530 1,950

2.地域の産業の発展を担う
次世代の人材の確保や育成

単位当たりコスト　　　　（円） 1,043,333 1,183,333

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 3
単
位

人 3
単
位

人
3.活力あるまち

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 件数

R6
1,950

当初予算額

R6
1,950

1,600 1,600

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

奈良県融資制度と連携し、市内での創業、既存企業との連
携を図ることにより、市内産業の活性化、空き店舗の活用を
図る。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,950

R7予算額 1,950

目 8 産業企画費

使用料
手数料

宇陀市創業支援助成金交付要綱

基本計画　３－２－１ 起業家など多様な人材を育成します

財源の内訳　（単位：千円）奈良県が行う創業支援資金を受け、市内での創業を行う事
業者に対し、同資金の借入額10％を補助する。
　また、セミナー開催を宇陀商工会に委託する。

委託料
・創業・既存企業等セミナー開催　450千円（年3回）
負担金、補助及び交付金
・創業支援助成金　　　　　　　1,500千円

分担金
負担金

項 1 農業費

区分名

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
産業企画費（創業・既
存企業等支援事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名

アントレプレナー育成循環事業
【創業・既存企業等支援ネットワーク事業】

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

奈良県創業支援資金事業と連携し、宇陀市内での創業を支
援するため、同資金の借入額に対し助成することで、市内で
の創業の支援を図る。

また、宇陀市創業支援計画に基づき、認定連携創業支援事
業者である宇陀商工会と連携し、経営・財務等をテーマにし
たセミナーを開催する。

款 5 農林水産業費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 3,130 3,550

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 660 316

4.商工業の再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 59,474 106,444

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 38
単
位

人 18
単
位

人
3.活力あるまち

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 説明会参加者数

R6
594

当初予算額

R6
594

1,600 1,600

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市内で継続的に合同企業説明会を開催し、市内企業への人
の流れを作り、市内企業を知っていただくことにより、地元
で活躍する事業者への支援に繋げる。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 594

R7予算額 594

目 8 産業企画費

使用料
手数料

基本計画　３－４－２ 地元で活動する事業者を支援します

財源の内訳　（単位：千円）委託料
・会場設営費　　594千円

分担金
負担金

項 1 農業費

区分名

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
産業企画費（創業・既
存企業等支援事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 合同企業説明会事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀商工会、ハローワーク桜井との連携による、市内企業
の合同企業説明会を開催する。

款 5 農林水産業費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 2,260 1,916

Ａ

宇陀市合同企業面接会　選考結果 （単位：人）

年度

内容 面接
説明のみ
（予約なし）

採用
（最終）

面接
説明のみ
（予約なし）

採用
（最終）

面接
説明のみ
（予約なし）

採用
（最終）

人数 9 34 4 13 25 5 16 2 4

令和4年度 令和5年度 令和6年度
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 6,537 6,890

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 2,199,189 2,830,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 4
単
位

ｔ 3
単
位

ｔ
3.活力あるまち

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 大和当帰買取数

R6
6,890

当初予算額

R6
6,890

1,600 1,600

増減額 1,965

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

薬草栽培を推進し、宇陀市の新たな産業と地域活性化を図
る。

薬草の6次産業化を推進し、宇陀市を薬草の産地とするこ
とで、農業者所得の向上を図るとともに、薬草の魅力をPR
（ワークショップ、講演会等）し、ウェルネスシティ宇陀を
推進していく。

また、地域おこし協力隊による薬草の普及活動や活用方法
の拡大を図る。

民間事業者と連携し、薬草のまち宇陀市を全国に発信す
る。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 8,855

R7予算額 8,855

目 8 産業企画費

使用料
手数料

宇陀市薬草協議会補助金交付要綱

基本計画　３－３－３ 農林畜産物の生産・流通を推進します

財源の内訳　（単位：千円）○宇陀市薬草協議会　　　　　　　　　　　5,500千円
（大和当帰根や大和当帰葉等買い取り調整、乾燥、加工、研
修参加、大和当帰葉うどんや飴の作成）
○薬草関連PR事業　　　　　　　　　　　　　693千円
〇薬草関連業務委託　　　　　　　　　　　2,662千円

分担金
負担金

項 1 農業費

区分名

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 102
産業企画費（薬草活
用事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 薬草を活用したまちづくり事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀市で、日本最初の薬狩りが行われた様子が星薬科大学
本館の壁画に描かれている。薬とゆかりのある宇陀を薬草の
まちとして推進し、宇陀の薬草の魅力を市内外に発信する。

また、新たな産業と地域活性化を図るため、大和当帰の栽
培拡大とその他薬草（セネガ）の栽培の確立や薬草メ
ニュー、商品開発による販売促進に取り組む事業者を支援す
る。

款 5 農林水産業費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 8,137 8,490

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

3.活力あるまち

活動指標の算式

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 4,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

宇陀と「薬草」は古くから、文化や伝統とも結びついてお
り、ロートをはじめ薬品会社の創業者を多く輩出している。
また、薬草は歴史や風土を活かした体験型観光の素材として
も適している。

官民連携のイベントにより、観光客と宇陀松山地区を「薬
草」を通じて繋ぎ回遊性を高めることで、歴史や薬草を学
び、地域への理解と愛着を深める場を作る支援を行う。ま
た、賑わいの創出と地域の活性化を促進することで、地域の
社会課題の解決を図る。

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） 県市まちづくり連携事業補助金
　　　　　　　　　　　　　2,000

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,000

R7予算額 4,000

国　費

県　費 2,000

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－３－３ 農林畜産物の生産・流通を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）負担金、補助及び交付金
・宇陀市松山まちづくり薬草活用イベント補助金 4,000千円

分担金
負担金

目 8 産業企画費

使用料
手数料

項 1 農業費

区分名

事業の目的

平成18年7月に国の重要伝統的建造物群保存地区に選定さ
れた宇陀松山地区には、「宇陀松山会館」や、「薬の館」等
の市所有の伝統的建造物や、民間所有である旧芝居小屋「喜
楽座」、元旅館「森岡家」などがある。このような地域資源
の更なる活用を図るため、薬草協議会や薬草に関わる団体と
の官民連携により、「薬草」をキーワードにイベントを展開
する。

款 5 農林水産業費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 102
産業企画費（薬草活
用事業）

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 宇陀市松山まちづくり薬草活用イベント補助金

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,406 10,701

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 100,200 97,627

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 30
単
位

ha 126
単
位

ha
3.活力あるまち

森林整備地域活動支援事業補助金
　　　　　　　　　　　　　10,837

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 事業面積

R6
12,165

当初予算額

R6
12,165

1,600 1,600

増減額 2,285

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
林業事業体等による施業実施の前提となる境界の測量、間

伐等実施のための、関係者の同意の取り付け等を図る。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 3,613

R7予算額 14,450

目 2 林業振興費

使用料
手数料

宇陀市森林整備地域活動支援交付金交付要綱

基本計画　３－３－４ 山林を適切に管理します

財源の内訳　（単位：千円）森林経営計画策定のため、土地所有者と経営委託を交わし
た事業体に対して補助を行う。

分担金
負担金

項 2 林業費

区分名

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
森林整備地域活動支
援事業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 森林整備地域活動支援交付金事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

森林の有する多面的機能が確保されるよう、森林経営計画
等の作成を通じた森林整備の促進を図るため、森林施業の集
約化及び森林施業の推進に必要な地域活動等を行う森林所有
者等に対して支援を行う。

款 5 農林水産業費

国　費

県　費 10,837

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 3,006 12,301

Ａ

令和4年度実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
項　　目 金　額

森林境界の明確化(測量あり） 78.12 ha 2,600
森林経営計画施業集約化条件の整備 78.12 ha 1,469

合　　計 4,069

事業面積

 

令和7年度計画 （単位：千円）

項　　目 金　額

森林境界の明確化 170 ha 7,650

森林経営計画施業集約化条件の整備 170 ha 6,800

合　　計 14,450

事業面積

令和5年度実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
項　　　目 金　額

森林経営計画作成促進（共同計画等） 30.31 ha 242
森林経営計画施業集約化条件の整備 30.31 ha 1,164

合　　計 1,406

事業面積
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 森林環境譲与税推進事業

事業の目的

森林環境譲与税の創設に伴い、当該譲与税を基金に積み立
て、それを財源として、間伐や人材育成、担い手の確保、木
材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその促進を図る。

また、森林整備に対する事業のほか、災害に強い森林整備
や森林が持つ公益的機能などを広く啓発するための事業を行
い、都市住民等への森林整備の重要性に対する理解の醸成を
図るとともに、宇陀市産木材のPRを行うことにより、木材需
要の増加を目指す。

款 5 農林水産業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 12
森林環境譲与税推進
事業

項 2 林業費

区分名

目 2 林業振興費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律

総合計画 基本計画　３－３－４ 山林を適切に管理します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）災害に強い森林整備や森林が持つ公益的機能等を十分に発
揮できるよう施業放置林の間伐等を実施し、公益的機能の維
持増進を図る。 分担金

負担金

現計予算額

市　債

その他 58,257

一般財源

R7予算額 58,257

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 49,456 88,016

活動指標名

R6
64,189

当初予算額

R6
80,016

8,000 8,000

増減額 ▲ 5,932

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 41,456 80,016

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

3.活力あるまち

森林環境整備促進基金繰入金
　　　　　　　　　　　　58,257

従事職員数【人工】 1.00 1.00

Ａ

 （単位：千円）

科　目 金　額 科　目 金　額

報償費、旅費、需用費、役務費 2,462 補修用材料費 1,500

レーザー加工機保守業務 26 研修会参加負担金 396

有害鳥獣駆除個体処分業務 385 宇陀市産木材利用促進事業補助金 3,000

森林所有者意向調査準備業務 5,000 森林病害虫対策補助金 3,000

施業放置林整備業務 30,000 有害鳥獣捕獲補助金 1,300

使用料及び賃借料 938 重機借上助成事業補助金 450

作業道復旧工事 1,500 奈良県フォレスター派遣負担金 7,700

交通安全施設整備工事 500 宇陀花き植木組合連絡協議会補助金 100

合　　計 58,257

令和5年度実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）
科　　目 金　額

報償費・旅費・需用費・役務費 1,494
レーザー加工機保守業務 26
有害鳥獣駆除個体処分業務 613
森林所有者意向調査準備業務 6,820
施業放置林整備業務 25,522
使用料及び賃借料 948
交通安全施設整備工事 789
補修用材料費 883
備品購入費 702
研修会参加負担金 495
宇陀市産木材利用促進事業補助金 970
森林病害虫対策補助金 781
有害鳥獣捕獲補助金 1,300
重機借上助成事業補助金 113

合　　計 41,456
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 混交林誘導整備事業

事業の目的

優先的に整備するエリアにおいて、数カ所の小面積皆伐を
実施し、皆伐跡地に地域の特性に応じた広葉樹等の植栽及び
周辺の環境整備を行う。 款 5 農林水産業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 13 混交林誘導整備事業

項 2 林業費

区分名

目 2 林業振興費

使用料
手数料

国　費

県　費 20,564

根拠条例等 奈良県森林環境の維持向上により森林と人との恒久的な共済を図る条例

総合計画 基本計画　３－３－４ 山林を適切に管理します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　施業放置状態の山林から優先的に実施する。
　　実施面積　A=9ha

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源

R7予算額 20,564

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 16,424 28,671

活動指標名 間伐・植栽面積

R6
48,660

当初予算額

R6
48,660

8,000 8,000

増減額 ▲ 28,096

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

恒続林に区分された森林のうち、施業放置状態のものから
優先的に意向調査を始め、概ね10年で毎年度その1/10程度の
面積を選定、実施する。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 8,424 20,671

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 3,617,621 2,205,462

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 5
単
位

ha 13
単
位

ha
3.活力あるまち

混交林誘導整備委託金　　　20,564

従事職員数【人工】 1.00 1.00

Ａ

（単位：千円）
科　目 金　額

混交林誘導整備事業(計画策定）5ha 2,082
混交林誘導整備事業(整備）9ha 13,230
混交林誘導整備事業(管理）4.3ha 4,558
旅費 94
需用費 400
役務費 50
使用料及び賃借料 150

合　計 20,564

年　度 工種

計画 7.00 ha

整備 4.54 ha

管理 0.68 ha

計画 7.96 ha

整備 4.64 ha

管理 1.45 ha

令和5年度

面　積

令和4年度
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 26,868 28,073

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 429,543 530,051

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 70
単
位

ha 59
単
位

ha
3.活力あるまち

美しい森林づくり基盤整備事業
交付金　　　　　　　　　　41,012
　従事職員数【人工】 0.40 0.40

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 間伐面積

R6
28,073

当初予算額

R6
28,073

3,200 3,200

増減額 12,939

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
地球温暖化防止に向けた森林吸収目標の達成と、森林の多

面的な機能の持続的発揮のため、美しい森林づくり基盤整備
事業計画に基づき間伐を実施する。

現計予算額

市　債

その他

一般財源

R7予算額 41,012

目 2 林業振興費

使用料
手数料

宇陀市美しい森林づくり基盤整備事業補助金交付要綱

基本計画　３－３－４ 山林を適切に管理します

財源の内訳　（単位：千円）森林所有者等が実施した森林整備（間伐、作業道開設）に
対し、予算の範囲内で事業に係る経費の1/2を補助する。

市では、市内の森林組合が森林所有者の代理となって交付
申請を行う。

　事業概要　　   　：間伐89.7ha、作業道整備4,633m
　総事業費　　   　：82,024千円
　国庫補助金　     ：41,012千円
　事業主体負担金   ：41,012千円

分担金
負担金

項 2 林業費

区分名

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 14
美しい森林づくり基
盤整備事業

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 美しい森林づくり基盤整備事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法において、
宇陀市が作成した「特定間伐促進計画」に基づき、森林所有
者等が実施する取り組み（地球温暖化防止をはじめとする、
森林の多面的機能の維持増進のための森林整備事業 例：間
伐・作業道開設）を支援するため、予算の範囲内で交付金を
交付する。

款 5 農林水産業費

国　費 41,012

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 30,068 31,273

Ａ

成果

令和3年度 75.63 ha 1,807.0 m

令和4年度 71.47 ha 3,122.5 m

令和5年度 69.99 ha 3,400.0 m

間伐 作業道整備
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 14,761 11,597

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 17,101 13,286

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,331
単
位

頭 1,475
単
位

頭
3.活力あるまち

鳥獣被害防除事業補助金　　　 147
森林植生保全事業補助金　　 6,400

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 有害鳥獣捕獲頭数

R6
11,597

当初予算額

R6
11,597

8,000 8,000

増減額 111

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律に基
づき、農林作物に甚大な被害をもたらす、有害鳥獣の生息数
を適正に管理するため、宇陀市鳥獣被害防止計画により捕獲
体制を整え、捕獲推進を図るとともに、捕獲者への奨励及び
実施隊による組織強化や捕獲者の育成を図る。

また、豚熱の検査個体など、衛生的に処分する必要がある
ものについては、火葬処理を行う。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 5,161

R7予算額 11,708

目 2 林業振興費

使用料
手数料

宇陀市有害鳥獣駆除事業補助金交付要綱、宇陀市有害鳥獣防除ライセンス取得事業助成金交付要綱　他

基本計画　３－３－１ 地域の特性を活かした農業生産基盤の整備と農地の有効活用を推進します

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

項 2 林業費

区分名

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
林業振興費（有害鳥
獣対策事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 有害鳥獣対策事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀ジビエファクトリーを獣害対策の拠点とし、有害鳥獣
による、農林産物等への被害拡大を防止する。

款 5 農林水産業費

国　費

県　費 6,547

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 22,761 19,597

Ａ

（単位：千円）
科　目 金　額

鳥獣被害対策実施隊員報酬
　（20名×年間40千円）
需用費（捕獲許可看板他） 90
役務費（捕獲許可に係る郵送料他） 90
有害鳥獣防除ライセンス取得等補助金
（取得5名×10千円、継続124名×10千円）
有害鳥獣駆除事業補助金
（捕獲報償金8,390千円、集中捕獲2回200千円）
有害鳥獣駆除個体処理事業 553
カワウ食害防止対策事業 295

合　計 11,708

800

1,290

8,590
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,100 1,100

3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 2,029 1,831

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,331
単
位

頭 1,475
単
位

頭
3.活力あるまち

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 有害鳥獣捕獲頭数

R6
1,100

当初予算額

R6
1,100

1,600 1,600

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和5年度
ソフト事業
　ニホンザル群生態調査、位置情報発信、行動範囲調査
　狩猟者育成
　モンキードッグ育成
　研修会開催
　獣肉利活用施設建築
　ジビエ管理システム構築
　小学生対象の命の授業開催
　緊急捕獲活動

ハード事業
　侵入防止柵設置 現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,100

R7予算額 1,100

目 2 林業振興費

使用料
手数料

鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する法律

基本計画　３－３－１ 地域の特性を活かした農業生産基盤の整備と農地の有効活用を推進します

財源の内訳　（単位：千円）ソフト事業
　ニホンザル群の個体数及び群構成の調査
　狩猟者育成
　モンキードッグ育成
　獣肉利活用の推進
　鳥獣被害対策研修会開催
　緊急捕獲活動

ハード事業
　侵入防止柵設置

分担金
負担金

項 2 林業費

区分名

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
林業振興費（有害鳥
獣対策事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀・名張地域鳥獣害防止広域対策事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀市、名張市連携による鳥獣被害の防止を目的として、
平成18年7月に、宇陀・名張地域鳥獣害防止広域対策協議会
を立ち上げた。協議会が事業主体となり、鳥獣害防止対策事
業の実施を図る。

款 5 農林水産業費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 2,700 2,700

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 987 885

1.みんなが住み良いまちづ
くりの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 44,675 37,444

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 40
単
位

件 45
単
位

件
2.暮らしやすいまち

市町村消費者行政活性化事業交付金
　　　　　　　　　　　　　　 547

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 相談件数

R6
885

当初予算額

R6
885

800 800

増減額 2

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

多様な消費者問題に関心をもってもらうとともに、相談員
による的確な消費者情報の提供を行い、安全安心な消費者生
活を図る。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 340

R7予算額 887

目 1 商工振興費

使用料
手数料

消費者安全法

基本計画　２－１－２ 交通安全対策や防犯、消費者保護を推進します

財源の内訳　（単位：千円）○相談日：毎週月曜日・木曜日の週2回
　　（祝祭日、年末年始除く）
○相談時間：13～17時
○相談員：1名

分担金
負担金

項 1 商工費

区分名

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁商工振興費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 消費者生活相談窓口事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

現在の消費者を取り巻く社会経済環境は大きく変化してお
り、商品・サービスの多様化に伴う消費者被害も一層多様
化・複雑化し、あらゆる世代で、誰もが消費者被害に巻き込
まれる恐れがある。これらの問題に対応するため相談窓口を
設置し、安心・安全な消費生活の実現を目指す。

款 6 商工費

国　費

県　費 547

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,787 1,685

Ａ

科　目 金額
報酬 807
旅費 53
需用費 10
役務費 17

合　計 887

（単位：千円）
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 2,093 2,049

4.商工業の再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 160,565 145,960

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 23
単
位

件 25
単
位

件
3.活力あるまち

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 融資件数

R6
2,049

当初予算額

R6
2,049

1,600 1,600

増減額 400

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

中小企業の事業経営に必要な運転資金や設備資金の融資を
信用保証協会が公的な保証人となることで、借入れが容易に
なり、また市が融資保証料の利子の一部を補給することで、
資金調達の円滑化、企業の合理化及び安定運営が図られる。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,449

R7予算額 2,449

目 1 商工振興費

使用料
手数料

宇陀市中小企業等資金融資等要綱

基本計画　３－４－２ 地元で活動する事業者を支援します

財源の内訳　（単位：千円）○融資枠：200,000千円
○保証料補給金：保証料の70％を補給
○利子補給金：融資利率の0.9％を補給

負担金、補助及び交付金
・保証料補給　1,200千円
・利子補給金　1,200千円
需用費　　　　　 20千円
役務費　　　　　 29千円

分担金
負担金

項 1 商工費

区分名

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁商工振興費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 中小企業資金融資保証事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

市内の中小企業者を対象に、事業経営に必要な運転資金や
設備資金の融資を、奈良県信用保証協会と金融機関の協力を
得て行い、資金調達の円滑化、企業の合理化及び本市中小企
業の振興発展を図る。

款 6 商工費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 3,693 3,649

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 プレミアム八っぴー商品券発行事業

事業の目的

長引く物価高騰の影響による市独自の対策として、消費購
買力の市外への流出防止、市内各事業所の売上向上を図るこ
とを目的として、宇陀市内でのみ利用できる「プレミアム
八っぴー商品券」を発行する。

今年度は市政20周年記念としてプレミアム率を上げて発行
する。

款 6 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 2
プレミアム付商品券
事業

項 1 商工費

区分名

目 1 商工振興費

使用料
手数料

国　費 27,000

県　費

根拠条例等 地元応援プレミアム八っぴー商品券発行事業実施要綱

総合計画 基本計画　３－４－２ 地元で活動する事業者を支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・発行総額：120,000千円（20,000冊）プレミアム20％含む
・実施期間：令和7年7月1日～令和7年12月31日
・発行者　：宇陀市（委託先：宇陀商工会）
・販売価格：1冊5,000円（1,000円×3枚、500円×6枚）
・対象者　：市内在住、在勤、在学（1人5冊まで）
・予算額　：委託料　プレミアム分　 20,000千円
　　　　　　　　　　事務費　　　　  7,000千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源

R7予算額 27,000

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 8,800 8,800

活動指標名 換金率

R6
8,000

当初予算額

R6
8,000

800 800

増減額 19,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

物価高騰等の影響を受ける地域事業者の活性化を目的とす
る。

今年度については、市政20周年記念としてプレミアム率を
10％上げて20％とし、市内事業者の更なる売上向上を図る。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 8,000 8,000

4.商工業の再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 90,722 88,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 97
単
位

％ 100
単
位

％
3.活力あるまち

物価高騰対応重点支援地方創生臨時
交付金　　　　　　　　　　27,000

従事職員数【人工】 0.10 0.10

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 3,402 9,200

4.商工業の再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 1,450,500 2,320,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 4
単
位

件 5
単
位

件
3.活力あるまち

新しい地方経済・生活環境創生交付
金（第2世代交付金）　　　  5,140

従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 5,802 11,600

活動指標名 事業に係る企業等誘致件数

R6
10,720

当初予算額

R6
10,720

2,400 2,400

増減額 ▲ 59

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

企業誘致を通して、市内での創業・企業立地実績の増進を
図る。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 5,521

R7予算額 10,661

国　費 5,140

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－４－３ 企業誘致を進めるとともに新たな産業の展開を支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

目 1 商工振興費

使用料
手数料

項 1 商工費

区分名

事業の目的

　企業誘致推進による地域経済の活性化を図る。

款 6 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4 企業誘致推進費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 企業誘致推進事業

Ａ

■内訳　　　　　　 （単位：千円）

科　目 金額
報償費 114
旅費 60
需用費 183
委託料 5,280
使用料及び賃借料 24
負担金、補助及び交付金 5,000

合　計 10,661

項　目 金額
企業誘致支援業務 5,661
企業進出支援金 4,000
実証実験等支援金 1,000

合　計 10,661

■事業内訳　　（単位：千円）
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 9,729 10,003

4.商工業の再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 1,888,167 2,320,600

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 6
単
位

件 5
単
位

件
3.活力あるまち

サテライトオフィス使用料　4,566

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 企業等誘致件数

R6
10,003

当初予算額

R6
10,003

1,600 1,600

増減額 519

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

サテライトオフィスの利用及び企業誘致を推進し、関係人
口の増加・移住定住の促進・空き店舗、空き事務所の有効活
用等を図ることを目標とする。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 5,956

R7予算額 10,522

目 1 商工振興費

使用料
手数料 4,566

宇陀市サテライトオフィス条例

基本計画　３－４－３ 企業誘致を進めるとともに新たな産業の展開を支援します

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

項 1 商工費

区分名

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4 企業誘致推進費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 サテライトオフィス運営事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

地域経済の活性化及び高度な情報通信技術の活用による新
たな起業・就労機会の拡大を図り、市内への移住促進に資す
ることを目的とする。 款 6 商工費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 11,329 11,603

Ａ

科　目 金額
需用費 2,034
役務費 343
委託料 5,861
使用料及び賃借料 934
備品購入費 350
負担金、補助及び交付金 1,000

合　計 10,522

（単位：千円）
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 12,000 32,220

4.商工業の再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 2,133,333 2,540,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 6
単
位

件 13
単
位

件
3.活力あるまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 企業等誘致（起業）件数

R6
32,220

当初予算額

R6
32,220

800 800

増減額 ▲ 9,200

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市内商業の振興と地域経済の活性化、事業者等の誘致及び
起業を目標とする。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 23,020

R7予算額 23,020

目 1 商工振興費

使用料
手数料

宇陀市空き家対策・起業者支援事業補助金交付要綱、宇陀市空き店舗対策支援事業補助金交付要綱

基本計画　３－４－３ 企業誘致を進めるとともに新たな産業の展開を支援します

財源の内訳　（単位：千円）1.空き店舗施設改修等補助金 2,000千円×6件＝12,000千円
2.空き家改修補助金　　　　 2,000千円×5件＝10,000千円
3.家賃補助　　　　　　　　   180千円×4件＝   720千円
4.家財道具等の処分補助　　   100千円×3件＝   300千円

分担金
負担金

項 1 商工費

区分名

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4 企業誘致推進費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 空き家・空き店舗施設改修等補助金

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

市内の空き家・空き店舗等で、新たに事業をおこなう場合
で地域の活性化・にぎわいの創出に寄与する取り組みを行う
者に対し、改修費用の一部を補助する。 款 6 商工費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 12,800 33,020

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ふるさと応援寄附金事業

事業の目的

ふるさと納税寄附を活用し、市の魅力発信と地域資源を活
かした返礼品の提供を通じて寄附を推進するとともに、いた
だいた寄附を市のまちづくりや地域活性に活用することを目
的とする。

款 6 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 5
ふるさと応援寄附金
管理費

項 1 商工費

区分名

目 1 商工振興費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市ふるさと寄附条例

総合計画 基本計画　６－２－３ 持続可能な財政運営を確立します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　返礼品数の増加及びバナー広告の強化を図る。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 175,228

一般財源

R7予算額 175,228

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 137,496 152,400

活動指標名 寄附金受入額

R6
141,140

当初予算額

R6
198,941

2,400 2,400

増減額 34,088

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

【令和6年度歳入見込】　360,000千円
【令和7年度歳入目標】　420,000千円

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 135,096 150,000

2.健全な行政運営の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 509 423

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 270,192
単
位

千円 360,000
単
位

千円
6.地域力を発揮するまち

ふるさと応援寄附金　　　175,288

従事職員数【人工】 0.30 0.30

Ａ

現在高 内利子

H20～H27 594 83,450,730 ▲7,500,000 75,950,730 (690,263)

H28 249 33,682,782 109,633,512 (857,890)

H29 833 32,711,296 ▲11,036,148 131,308,660 (1,076,556)

H30 1,912 66,543,255 ▲9,754,011 188,097,904 (1,145,101)

R1 5,118 110,896,285 ▲ 22,123,793 276,870,396 (1,194,353)

R2 7,182 167,967,370 ▲35,511,697 409,326,069 (1,224,891)

R3 9,444 355,351,398 ▲114,109,106 650,568,361 (1,300,699)

R4 6,654 281,128,019 ▲186,133,786 745,562,594 (1,417,931)

R5 7,017 270,191,570 ▲345,941,911 669,812,253 (1,578,020)

（単位：円）

基金
事業充当額

寄附額

（利息含む）

寄附

件数
年度

科　目 金額
旅費 168
需要費 132
役務費 6,183
委託料 167,590
使用料及び賃借料 1,155

合　計 175,228

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,199 2,000

5.観光戦略の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 3 4

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,207,651
単
位

人 1,250,000
単
位

人
3.活力あるまち

ふるさと応援基金繰入金　　2,350

従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 3,599 4,400

活動指標名 観光客数

R6
2,350

当初予算額

R6
2,350

2,400 2,400

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

観光客に快適に観光をしていただくことで、リピーターを
増やし市内の経済効果へ繋げていく。

現計予算額

市　債

その他 2,350

一般財源

R7予算額 2,350

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市観光基本計画

総合計画 基本計画　３－５－１ 魅力ある地域資源を維持し、観光地として整備します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　風雨や劣化等による観光資源の修復及び整備。

分担金
負担金

目 2 観光費

使用料
手数料

項 1 商工費

区分名

事業の目的

来訪される観光客が安全・快適に周遊していただけるよ
う、老朽化した案内標識等の改修や整備を行う。

款 6 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁観光費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 観光資源保全事業

Ａ

科　目 金額
地域観光施設修繕 1,000
登山道等修繕 400
観光トイレ経常修繕 500
観光自然歩道等修繕 300
観光看板修繕 150

合　計 2,350

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 3,156 1,000

5.観光戦略の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 3 1

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,207,651
単
位

人 1,250,000
単
位

人
3.活力あるまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 3,956 1,800

活動指標名 観光客数

R6
1,000

当初予算額

R6
1,000

800 800

増減額 4,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

観光施設整備実績
　※予算の範囲内で実施予定
　
・令和3年度　3団体
・令和4年度　4団体
・令和5年度　1団体

現計予算額

市　債

その他

一般財源 5,000

R7予算額 5,000

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市観光施設整備等事業費補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－５－１ 魅力ある地域資源を維持し、観光地として整備します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）宇陀市観光施設整備等事業費補助金
・新設又は増設　　　　事業費の3分の2以内
・改修、修繕又は撤去　事業費の2分の1以内 分担金

負担金

目 2 観光費

使用料
手数料

項 1 商工費

区分名

事業の目的

市内の団体等が主体となって行う観光施設整備等に要する
経費に対し補助を行い、観光事業の振興を図るとともに地元
地域のおもてなし力の向上を図る。 款 6 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁観光費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀市観光施設整備事業

Ａ

科　目 金額
負担金、補助及び交付金 5,000

（単位：千円）
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 5,489 8

5.観光戦略の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 472 54

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 13,337
単
位

15,000
単
位

人
3.活力あるまち

過疎対策事業債　　　　　　18,900

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 観光客数

R6
80

当初予算額

R6
80

800 800

増減額 18,820

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

オーバーツーリズムの直接的な影響を受ける地域住民と連
携し、持続可能な観光の実現に向けた観光地整備を継続的に
実施していく。最優先事業として、近隣住民に直接影響のあ
る交通事故の問題や屋外排泄等の環境問題を解消するために
事業を進めて行く。

現計予算額

市　債 18,900

その他

一般財源

R7予算額 18,900

目 2 観光費

使用料
手数料

宇陀市観光基本計画

基本計画　３－５－１ 魅力ある地域資源を維持し、観光地として整備します

財源の内訳　（単位：千円）R5年度に策定した龍王ヶ渕周辺整備基本計画を基に龍王ヶ
渕の整備に関する実施設計業務及び測量業務を行う。

・実施設計業務委託料（トイレ設置及び休憩施設ゾーン）
　　　　　　　　　　　　　 8,125千円
・測量業務委託料（駐車場） 5,775千円
・測量業務委託料（道路）   5,000千円

分担金
負担金

項 1 商工費

区分名

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁観光費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 龍王ヶ渕整備事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

龍王ヶ渕はメディアやSNS等の影響により、宇陀市の人気
スポットとして観光客が増加している。しかし、増加に伴う
問題点も同時に発生しており、周辺交通量の増加や駐車場不
足、遊歩道の老朽化等の問題が生じている。オーバーツーリ
ズムの抑制と住民及び観光客が地域内を安全に周遊・生活し
てもらうための環境整備を行う。

款 6 商工費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 6,289 808

Ａ

（単位:千円）
科　目 金額

委託料 18,900
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 広域観光連携による観光促進事業

事業の目的

他市町村等と連携することにより、広域で一体的な観光振
興・観光事業を実施し、宇陀市の魅力発信や地域活性化を図
る。 款 6 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁観光費

項 1 商工費

区分名

目 2 観光費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市観光基本計画、奈良県東部振興計画

総合計画 基本計画　３－５－３ 観光PRや情報発信の強化を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）①東奈良・名張ツーリズムマーケティング事業委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,000千円
②飛鳥ニューツーリズム(広域観光連携事業)負担金 660千円
③大和高原（東吉野）観光振興協議会負担金　　　 400千円
④中南和観光協議会負担金　　　　　　　　　　 　 30千円
⑤松阪市・東吉野村・宇陀市観光交流連携協議会負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 100千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,190

R7予算額 2,190

増減額 ▲ 140

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

継続的に国内外の観光客に訪れてくれるために、既存観光
資源のブラッシュアップや圏域の観光データの収集を行い、
宇陀市への観光客誘致のため商談会へ参加。旅行会社や雑誌
へのセールスや観光のプラットフォームの形成を行った。国
外向けとしては、東奈良・名張ツーリズムマーケティング
（ENN）のHPにて日本語と英語の両言語を使用し、観光PR動
画やブログを掲載し海外からの質問なども当HPで受付してい
る。また、今年開催される大阪・関西万博に来訪する観光客
の需要を取り込むため、宇陀市の観光資源を活用した地域の
活性化を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 7,181 7,180

R6
2,330

当初予算額

R6
2,330

決算額又は決算見込額 （千円） 2,381 2,380

従事職員数【人工】 0.60 0.60

人件費 （人工×8,000千円） 4,800 4,800

活動指標名 観光客数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,207,651
単
位

人 1,250,000
単
位

人
3.活力あるまち

活動指標の算式 ―

5.観光戦略の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 6 6

Ａ

科　目 金額
委託料 1,000
負担金、補助金及び交付金 1,190

合　計 2,190

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

ワールドメイプルパークはカエデを中心とした公園であ
り、カエデの生育管理の専門技術者がいるNPO法人に指定管
理し、自然体験や学習、観光施設など幅広く関連させ、地域
の活性化を図る。

款 6 商工費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 5,100 5,100

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ワールドメイプルパーク指定管理委託事業

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁観光費

項 1 商工費

区分名

目 2 観光費

使用料
手数料

宇陀市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

基本計画　５－３－１ 快適に利用できる公園・緑地空間を提供します

財源の内訳　（単位：千円）業務概要等
○管理施設：宇陀市菟田野古市場135
　　　　　　ワールドメイプルパーク
○管理内容：施設の管理及び運営、設備の維持管理、
　　　　　　カエデ等の樹木・種子の育成管理、
　　　　　　施設の利活用向上
○指定管理料：4,300千円／年（5年間）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 4,300

一般財源

R7予算額 4,300

活動指標名 来場者数

R6
4,300

当初予算額

R6
4,300

800 800

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

平成25年4月に開園したワールドメイプルパークの施設管
理運営、カエデの樹木・種子の育成管理、施設の利活用向上
を、カエデの育成管理の専門技術者がいる「NPO法人宇陀カ
エデの郷づくり」に指定管理することで、カエデの観察、育
苗などの自然体験を通し地域への流入人口の増加が図られ
た。

※指定管理期間
　令和5年4月1日～令和10年3月31日まで（5年間）

　＜令和5年度来園者数＞40,367人

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 4,300 4,300

3.公園・緑地の整備・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 126 121

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 40,367
単
位

人 42,000
単
位

人
5.自然豊かなまち

地域づくり推進基金繰入金　4,300

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

-220-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

800 800

活動指標名 申請者数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 551
単
位

人 600
単
位

人
3.活力あるまち

活動指標の算式 ―

5.観光戦略の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 3,642 3,342

増減額 ▲ 11

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

R5実績
○宇陀市スポーツ合宿等宿泊費補助金
　13団体延べ551人　643千円
○宇陀市スポーツ大会等誘致運営費補助金
　2団体　450千円

総事業費：人件費含む （千円） 2,007 2,005

R6
1,205

当初予算額

R6
1,205

決算額又は決算見込額 （千円） 1,207 1,205

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,194

R7予算額 1,194

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市スポーツ大会誘致等運営費補助金交付要綱、宇陀市スポーツ合宿等宿泊費補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－５－２ 満足度を高める取り組みを推進し、観光客や関係人口を増やします

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）○宇陀市スポーツ合宿等宿泊費補助金
　市内外の方で、宿泊を伴う合宿等の宿泊費用の一部を補助
○宇陀市スポーツ大会等誘致運営費補助金

大会を誘致し、運営を行う市内の主催者に運営費用の一部
を補助

分担金
負担金

目 2 観光費

使用料
手数料

項 1 商工費

区分名

事業の目的

市内へスポーツ合宿やスポーツ大会等を誘致することによ
り、市民の競技力向上に資する機会を提供するとともに、観
光振興や交流人口の拡大及び地域経済の活性化を図ることを
目的とする。

款 6 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
本庁観光費（大和高原スポーツ
ツーリズム推進事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 スポーツ合宿・スポーツ大会等誘致支援事業

Ａ

（単位:千円）

科　目 金額
報償費 44
需用費 50
負担金、補助及び交付金 1,100

合　計 1,194

-221-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

伊勢本街道を活かした「その地域でしかない」オンリーワ
ンの魅力を創出していくため、自然、里山、歴史的背景等の
地域資源を活かした観光交流・地域間交流を促進する。地域
の観光資源を点で捉えるのではなく、周辺の観光資源と連結
させ、ルート化することにより、昨今の多様化する観光ニー
ズに対応した魅力ある観光メニューを創出し、リピーターの
拡大や新規ビジターの開拓を進めるとともに、地域経済にも
大きなインパクトを与える「周遊型観光地・宿泊型観光」を
推進する。

款 6 商工費

国　費 6,330

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 16,698 22,301

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 伊勢本街道魅力創出事業

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 102
本庁観光費（観光誘
致促進事業）

項 1 商工費

区分名

目 2 観光費

使用料
手数料

宇陀市観光基本計画

基本計画　３－５－２ 満足度を高める取り組みを推進し、観光客や関係人口を増やします

財源の内訳　（単位：千円）○内牧区民の森散策道整備
○「新宿場町」整備事業
○モデルコース造成事業
○観光地及び観光名所音声ガイドアプリ導入事業

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 2,500

一般財源 6,330

R7予算額 15,160

活動指標名 観光客数

R6
10,301

当初予算額

R6
10,301

12,000 12,000

増減額 4,859

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和6年度からの3年計画で伊勢本街道を活用した「新宿場
町」整備事業のイメージ検討、整備事業等を行っていく。

【令和6年度】
・「伊勢本街道」魅力想像ビジョン作成
　（魅力及び課題整理、拠点エリアの検討）
・モデルコース造成
・観光地及び観光名所音声ガイドアプリ導入
・プロモーション（室生道の駅サイネージ設置）
【令和7年度】
・「伊勢本街道」魅力想像ビジョン作成（継続）
・モデルコース造成（継続）
・観光地及び観光名所音声ガイドアプリ導入（継続）
・プロモーション（メディア媒体への広告）

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 4,698 10,301

5.観光戦略の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 14 18

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,207,651
単
位

人 1,250,000
単
位

人
3.活力あるまち

新しい地方経済・生活環境創生交付
金（第2世代交付金）　　　  6,330
森林環境整備促進基金繰入金 2,500従事職員数【人工】 1.50 1.50

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額

委託料 11,160

備品購入費 4,000

合　計 15,160

（単位：千円）
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 641 728

5.観光戦略の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 7,584 14,835

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 190
単
位

人 103
単
位

人
3.活力あるまち

観光費雑入（検定受験料）　　298

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 受検者数

R6
739

当初予算額

R6
739

800 800

増減額 ▲ 364

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

「宇陀ソムリエ検定」で得た知識で興味を持って観光地や
各施設にお越しいただき、観光人口の増加、地域への経済効
果、移住促進を目標とし、宇陀市を訪れたくなる魅力あるま
ちを目指す。

（目標）
・年間受験者数　　　　2級…100名
　　　　　　　　　　　1級…100名
　　　　　　　 ソムリエ級…100名

（実績）
　・令和5年度は2級・1級実施（令和5年9月・令和6年2月）
　・令和6年度から年1回の開催（ソムリエ級を追加） 現計予算額

市　債

その他 298

一般財源 77

R7予算額 375

目 2 観光費

使用料
手数料

宇陀市観光基本計画

基本計画　３－５－２ 満足度を高める取り組みを推進し、観光客や関係人口を増やします

財源の内訳　（単位：千円）○「宇陀ソムリエ検定」（1級・2級・ソムリエ級）の実施
　・開催予定数・・・1回　秋開催を予定

分担金
負担金

項 1 商工費

区分名

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 102
本庁観光費（観光誘
致促進事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀ソムリエ検定事業（ふるさと宇陀検定）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

全国の人々に「宇陀市のいいとこ」を知っていただき、
「宇陀ファン」を増やす。

宇陀市の「自然・文化・歴史・産業」等を市内外に広くPR
することにより、「観光誘致・地域振興・移住促進・産業継
承・人口増加」へ結びつけることを目的とする。

款 6 商工費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,441 1,528

Ａ

（単位:千円）

科　目 金額

報償費 240

需用費 50

委託料 85

合　計 375
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 団体旅行誘致促進事業

事業の目的

宇陀市への観光客の誘致を目的とした、旅行業者を対象と
する団体旅行誘致促進事業助成金。バス旅行を対象とし、宿
泊を伴う場合や日帰りの場合など、利用状況にあった助成金
を申請することができる。

款 6 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 102
本庁観光費（観光誘
致促進事業）

項 1 商工費

区分名

目 2 観光費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市団体旅行誘致促進事業助成金交付要綱

総合計画 基本計画　３－５－２ 満足度を高める取り組みを推進し、観光客や関係人口を増やします

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）○貸切バス（1台につき）に対する助成金
　日帰り（20名以上）　　　　・・・10千円
　日帰り（15名以上20名以下）・・・ 5千円
　宿泊（20名以上）　　　　　・・・30千円
　宿泊（15名以上20名以下）　・・・20千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,100

R7予算額 1,100

増減額 100

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　引き続き以下の施策により観光客の増加を目指す。
団体旅行を実施する事業者に助成を行い、観光客の増加、

市内消費の増加を図る。

　令和3年度　 8件
　令和4年度　25件
　令和5年度　28件

総事業費：人件費含む （千円） 8,910 9,000

R6
1,000

当初予算額

R6
1,000

決算額又は決算見込額 （千円） 910 1,000

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円） 8,000 8,000

活動指標名 観光客数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 2,931
単
位

人 3,000
単
位

人
3.活力あるまち

活動指標の算式 ―

5.観光戦略の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 3,040 3,000

Ａ

科　目 金額
負担金、補助金及び交付金 1,100

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀市への観光客を増やすために、宇陀市の魅力を伝える
プロモーション、イベントの企画、地域資源の活用を行う。

款 6 商工費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 19,002 18,220

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 観光誘致促進事業

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 102
本庁観光費（観光誘
致促進事業）

項 1 商工費

区分名

目 2 観光費

使用料
手数料

宇陀市観光基本計画

基本計画　３－５－２ 満足度を高める取り組みを推進し、観光客や関係人口を増やします

財源の内訳　（単位：千円）○観光客増加に向けたデジタル等を活用したプロモーション

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 429

一般財源 718

R7予算額 1,147

活動指標名 観光客数

R6
2,260

当初予算額

R6
2,260

16,000 16,000

増減額 ▲ 1,113

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

観光客の増加を図るため、SNSを使った発信やデータ分析
によるターゲット層の把握を行う。特に室生エリアのパワー
スポットや伊勢本街道エリア、薬草といった宇陀市にしかな
いオンリーワンの魅力を、ターゲット層へ効果的に発信して
いく。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 3,002 2,220

5.観光戦略の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 16 15

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,207,651
単
位

人 1,250,000
単
位

人
3.活力あるまち

ふるさと応援基金繰入金　　　429

従事職員数【人工】 2.00 2.00

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

（単位:千円）

科　目 金額
旅費 133
需用費 414
役務費 138
使用料及び賃借料 33
備品購入費 429

合　計 1,147
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 女人高野日本遺産推進事業

事業の目的

文化庁から令和2年度の日本遺産に認定され、文化庁の支
援を受けながら、構成4市町で連携して広域観光での誘客、
市内外での普及啓発などを行い、地域の活性化を図る。 款 6 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 102
本庁観光費（観光誘
致促進事業）

項 1 商工費

区分名

目 2 観光費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市観光基本計画

総合計画 基本計画　３－５－３ 観光PRや情報発信の強化を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　女人高野日本遺産協議会の構成4市町と連携した取組

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 933

R7予算額 933

増減額 ▲ 149

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

女人高野日本遺産協議会の構成4市町と協働して「女人高
野」をPRし、広域観光での誘客、市内外での普及啓発などを
行った。
・文化庁芸術祭や日本遺産フェスティバル等での日本遺産PR
・ピンクリボンデーのライトアップ事業
・デジタルスタンプラリー事業
・リレーウォーキング事業
・日本遺産女人高野講演会

総事業費：人件費含む （千円） 8,611 8,890

R6
1,082

当初予算額

R6
1,082

決算額又は決算見込額 （千円） 611 890

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円） 8,000 8,000

活動指標名 観光客数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 102,585
単
位

人 120,000
単
位

人
3.活力あるまち

活動指標の算式 ―

5.観光戦略の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 84 74

Ａ

科　目 金額
旅費 168
需用費 30
役務費 10
使用料及び賃借料 5
負担金、補助及び交付金 720

合　計 933

（単位:千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

観光誘致事業の一環として、紅葉の期間に合わせた室生寺
のライトアップを行い、自然と伝統が佇む室生エリアの魅力
を発信し、観光客の増加、地域経済の活性化を図ることを目
的とする。

款 6 商工費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 12,514 10,612

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀四季彩推進事業

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 104
本庁観光費（宇陀四
季彩推進事業）

項 1 商工費

区分名

目 2 観光費

使用料
手数料

宇陀市観光基本計画

基本計画　３－５－２ 満足度を高める取り組みを推進し、観光客や関係人口を増やします

財源の内訳　（単位：千円）龍神の里として自然と伝統が佇む室生地区について、幅広
く観光PRを行う。また、宇陀市の観光を牽引する室生寺を中
心に龍穴神社・山上公園等を周遊させ、滞在時間を延長させ
ることで観光客の市内宿泊・市内消費の増加を図る。
○室生寺紅葉ライトアップ業務

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,632

R7予算額 2,632

活動指標名 観光客数

R6
2,612

当初予算額

R6
2,612

8,000 8,000

増減額 20

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

室生寺は、日本でも有数の文化的価値を保有していること
から、関西にとどまらず、東海・関東エリアのファンが多
く、全国的な観光プロモーションと事業展開が必要不可欠で
ある。

全国的にもファンを持つ室生寺と宇陀市の観光資源（龍穴
神社・山上公園）を連携させたストーリー性のある継続的な
観光事業の展開により、宇陀市への定期的（リピーター）な
観光需要に繋げていく。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 4,514 2,612

5.観光戦略の推進

単位当たりコスト　　　　（円） 10 8

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,207,651
単
位

人 1,250,000
単
位

人
3.活力あるまち

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

（単位:千円）
科　目 金額

役務費 32

委託料 2,600

合　計 2,632
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7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 おもてなしステーション事業

事業の目的

近鉄室生口大野駅の駅員無人化に伴い、市民の不安解消並
びに室生への来訪者への「おもてなし」のために、平成26年
2月から設置。案内人を配置し、観光案内等を行い地域の活
性化を図る。

款 6 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 105
本庁観光費（おもてな
しステーション事業）

項 1 商工費

区分名

目 2 観光費

使用料
手数料

国　費

県　費 1,500

根拠条例等 宇陀市観光基本計画、室生寺門前および室生口大野駅周辺地区まちづくり基本計画

総合計画 基本計画　２－１－１ 景観や環境を大切にするまちづくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）観光サービスの質向上を図るため、室生口大野駅改札口か
ら駅前ロータリー付近へ場所を移動し、観光案内や物販、レ
ンタサイクル、待合所業務を一括して行う。また、まちづく
り基本計画を推進するため、観光客へ駅利用に関する聞き取
りやアンケートを実施し、駅前周辺のブランディングや観光
案内機能の向上に向けた調査を行う。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,500

R7予算額 4,000

増減額 4,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和6年度は室生エリアのパワースポットへ来訪される観
光客が急増している。特に公共交通やレンタサイクルを利用
される方が増えており、更に観光客の増加が見込まれる。観
光客が安心して来訪できるよう観光案内業務を強化し、地域
特産品の販売やレンタサイクル等のサービスを充実させてい
く。

今後は、観光案内業務を通じて更なる情報発信とサービス
向上を目指し、室生口大野駅を室生エリアの拠点として、未
開拓地域への観光誘導も推進していく。

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） 県市まちづくり連携事業補助金
　　　　　　　　　　　　 　1,500

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

2.暮らしやすいまち

活動指標の算式

1.みんなが住み良いまちづ
くりの実現

単位当たりコスト　　　　（円）

Ａ

（単位：千円）

科目 金額
役務費 800
委託料 3,000
使用料及び賃借料 101
備品購入費 99

合計 4,000
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

大和高原の玄関口である宇陀市へ訪れる観光客へのおもて
なしはもちろん、市民や多くの方が集い、滞留できる拠点を
創り出すことで、榛原駅前での賑わいと交流を生み出し、市
内経済の活性化と観光客数の増加を図る。

款 6 商工費

国　費 500

県　費 250

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 25,255 25,418

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 榛原駅前交流施設運営事業（じゆうだテラス）

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 107
本庁観光費（榛原駅前交
流施設管理運営事業）

項 1 商工費

区分名

目 2 観光費

使用料
手数料

宇陀市榛原駅前交流施設条例

基本計画　３－４－１ 駅前の活性化を推進します

財源の内訳　（単位：千円）観光案内や物産品の展示販売、観光情報や地域情報の発信
を行う。また、他にも移住定住をはじめとする行政情報の発
信を行うことで地域の活性化と観光入込客数の増加を図る。 分担金

負担金

現計予算額

市　債

その他 60

一般財源 13,131

R7予算額 13,941

活動指標名 来場者数

R6
9,418

当初予算額

R6
9,418

16,000 16,000

増減額 4,523

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和5年8月のオープン以降、月平均2,400名の方に利用さ
れ、桜、紅葉シーズンには3,000名を超える方が利用されて
いる。

また、平素から利用者アンケートを行い、利用ニーズに
合った運営を行うため、令和6年6月からは平日の営業時間を
20時まで延長している。今後も利用者の意見を取り入れなが
ら観光プロモーションや市の様々な情報を発信していき、年
間3万人以上の来場を目標とする。

【実績】
令和4年度　 5,856人
令和5年度　21,564人

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 9,255 9,418

4.商工業の再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 1,171 794

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 21,564
単
位

人 32,000
単
位

人
3.活力あるまち

都市構造再編集中支援事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　 500
県市まちづくり連携事業補助金
　　　　　　　　　　　　 　　250
観光費雑入（業務委託納付金）
　　　　　　　　　　　　　　　60

従事職員数【人工】 2.00 2.00

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額 科　目 金額
報酬 9,361 役務費 138
旅費 252 委託料 1,510
需用費 1,591 使用料及び賃借料 1,089

合　計 13,941

（単位：千円）
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 4,687 4,680

4.商工業の再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円） 9,145 8,431

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 600
単
位

人 650
単
位

人
3.活力あるまち

地域づくり推進基金繰入金　2,400

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 毛皮革関連イベント関係者数

R6
2,400

当初予算額

R6
4,680

800 800

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

地場産業である毛皮革製品を「毛皮革フェア事業」や「毛
皮革ファッションフェア事業」により、市内外にPRすること
で、地場産業の育成、振興を図るとともに、魅力ある商品の
開発や販路拡大を図る。

現計予算額

市　債

その他 2,400

一般財源

R7予算額 2,400

目 4 産業振興センター費

使用料
手数料

宇陀市菟田野毛皮革産業振興協議会規約　等

基本計画　３－４－２ 地元で活動する事業者を支援します

財源の内訳　（単位：千円）　宇陀市菟田野産業振興協議会の事業概要
○宇陀市菟田野毛皮革フェア事業
　総事業費　4,850千円　市負担金 1,370千円
○宇陀市菟田野毛皮革ファッションフェア事業
　総事業費　1,400千円　市負担金　 730千円
○新商品開発事業負担金　　　　　　300千円
■市負担金合計　　　　　　　　　2,400千円

分担金
負担金

項 1 商工費

区分名

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 40 産業振興センター費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 毛皮革産業振興協議会負担金

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

奈良県毛皮革協同組合連合会、奈良県毛皮革工場団地協同
組合、大和毛皮革産業協同組合と連携しながら「宇陀市菟田
野毛皮革産業振興協議会」を設立し、地場産業である毛皮革
産業の育成と振興、魅力ある商品の開発、販路拡大を図る。

款 6 商工費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 5,487 5,480

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 120,133 126,747

4.商工業の再生・活性化

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

3.活力あるまち

ナシガ谷前処理場使用料　　3,300
公共下水道前処理場維持管理補助金
　　　　　　　　　　 　　21,500
過疎対策事業債　　　　　 69,900

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 120,933 127,547

活動指標名

R6
126,747

当初予算額

R6
126,747

800 800

増減額 ▲ 1,673

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

地場産業である毛皮革産業における工場排水の一次処理を
行うことにより、室生ダムの水源である宇陀川並びに芳野川
の水質保全と地場産業の振興が図られた。

【年間処理量】
　　52,000㎥（9社）

現計予算額

市　債 69,900

その他

一般財源 30,374

R7予算額 125,074

国　費

県　費 21,500

根拠条例等 宇陀市ナシガ谷前処理場条例

総合計画 基本計画　３－４－２ 地元で活動する事業者を支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）奈良県毛皮革工場団地内の工場で排出される汚水の前処理

・需用費（電気、薬品代等）22,268千円
・役務費　　　　　　　　　　　84千円
・施設管理委託料　　　　　34,634千円
・工事請負費　　　　　　　68,088千円

分担金
負担金

目 5 ナシガ谷前処理場運営費

使用料
手数料 3,300

項 1 商工費

区分名

事業の目的

毛皮革産業工場団地から排水される水を一次処理すること
により、室生ダムの水源である宇陀川並びに芳野川の水質保
全と地場産業の振興を図る。 款 6 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 40
ナシガ谷前処理場運
営費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ナシガ谷前処理場管理運営事業

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 385 900

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

2.暮らしやすいまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 1,185 1,700

活動指標名

R6
900

当初予算額

R6
900

800 800

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

国道165号(中和津道路）は、近畿圏・中部圏を結ぶ広域道
路ネットワークに位置づけられており、国土強靭化、企業立
地、観光、まちづくり等において紀伊半島地域の持続可能な
発展のため欠かせない道路として整備促進が期待されてお
り、早期の事業化と重要物流道路に指定されるよう取り組み
を進めていく。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 900

R7予算額 900

国　費

県　費

根拠条例等 道路法第４２条（道路の維持及び修繕）

総合計画 基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境を整備・維持します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　令和7年度事業概要

分担金
負担金

目 1 土木総務費

使用料
手数料

項 1 土木管理費

区分名

事業の目的

国道165号の整備・機能強化の早期実現、重要物流道路の
指定をいただくことを目的とする。

款 7 土木費

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁土木総務費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 国道１６５号（中和津道路）整備促進事業

Ａ

科　目 金額

調査委託料 500

旅費 100

需用費 300

合　計 900

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 142,921 180,570

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 5,374 6,915

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 27,340
単
位

人 26,691
単
位

人
2.暮らしやすいまち

過疎対策事業債　　　　　　40,800
辺地対策事業債　　　　　　25,000
合併特例債　　　　　　　 125,500従事職員数【人工】 0.50 0.50

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 146,921 184,570

活動指標名 市民一人あたり費用

R6
180,570

当初予算額

R6
180,570

4,000 4,000

増減額 15,010

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市道1,694路線、総延長795Kmの適正な維持管理を実施し、
市民生活の改善、安全性、利便性の向上を図る。

現計予算額

市　債 191,300

その他

一般財源 4,280

R7予算額 195,580

国　費

県　費

根拠条例等 道路法第４２条（道路の維持及び修繕）

総合計画 基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境を整備・維持します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　令和7年度事業概要
　　道路舗装維持工事　市内全域

分担金
負担金

目 2 道路維持費

使用料
手数料

項 2 道路橋梁費

区分名

事業の目的

市道1,694路線、総延長795Kmの適正な維持管理を実施し、
市民生活の改善、安全性、利便性の向上を図る。

款 7 土木費

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 道路維持費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 道路維持事業（市道舗装維持工事）

Ａ

科　目 金額

工事請負費 195,000

需用費 522

役務費 33

公課費 25

合　計 195,580

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円）

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

2.暮らしやすいまち

合併特例債　　　　　　　　17,500

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

R6

当初予算額

R6

増減額 18,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

道路照明をLED化することにより、脱炭素化及び維持管理
費の抑制を図る。

現計予算額

市　債 17,500

その他

一般財源 500

R7予算額 18,000

国　費

県　費

根拠条例等 「道路法４２条」（道路の維持及び修繕）

総合計画 基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境を整備・維持します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　令和7年度の事業概要

市道玉立2号線、市道山辺三19号線 道路照明灯取替(LED
化)

分担金
負担金

目 2 道路維持費

使用料
手数料

項 2 道路橋梁費

区分名

事業の目的

道路照明LED化することにより、脱炭素化及び維持管理費
の抑制を図る。

款 7 土木費

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 道路維持費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 道路照明整備事業（カーボンニュートラル推進事業）

Ａ

工事請負費 金額

街路灯修繕工事 18,000

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 51,491 104,000

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 436,937 650,602

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 127
単
位

箇所 166
単
位

箇所
2.暮らしやすいまち

道路メンテナンス事業負担金15,000
道路局所管補助金　　　　　46,816
過疎対策事業債　　　　　　 2,600
合併特例債　　　　　　　　 9,600

従事職員数【人工】 0.50 0.50

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 55,491 108,000

活動指標名 点検件数

R6
104,000

当初予算額

R6
104,000

4,000 4,000

増減額 ▲ 8,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

道路の安全性の確保及び施設の長寿命化並びに維持経費の
平準化を図る。

現計予算額

市　債 12,200

その他

一般財源 21,984

R7予算額 96,000

国　費 46,816

県　費

根拠条例等 道路法第４２条（道路の維持及び修繕）

総合計画 基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境を整備・維持します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　令和7年度事業概要

分担金
負担金 15,000

目 2 道路維持費

使用料
手数料

項 2 道路橋梁費

区分名

事業の目的

市道橋梁等点検・調査等を行い、道路の安全性確保と道路
施設の長寿命化による維持経費の平準化を図る。

款 7 土木費

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 道路維持費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名

道路メンテナンス事業（橋梁点検・橋梁補修設計業務）

Ａ

委託料 金額

橋梁点検  93橋 58,000

橋梁補修設計  5橋 33,000

広域連携事業発注支援業務 5,000

合　計 96,000

（単位：千円）
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 2,991 20,800

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 10,991,000 28,800,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1
単
位

箇所 1
単
位

箇所
2.暮らしやすいまち

道路局所管補助金　　　　　46,939
過疎対策事業債　　　　　　 6,500
辺地対策事業債　　　　　　 7,000
合併特例債　　　　　　　　25,900

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 10,991 28,800

活動指標名 修繕橋梁等箇所数

R6
20,800

当初予算額

R6
20,800

8,000 8,000

増減額 63,400

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

道路の安全性の確保及び施設の長寿命化並びに維持経費の
平準化を図る。

現計予算額

市　債 39,400

その他

一般財源 ▲ 2,139

R7予算額 84,200

国　費 46,939

県　費

根拠条例等 道路法第４２条（道路の維持及び修繕）

総合計画 基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境を整備・維持します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　令和7年度事業概要
　　橋梁維持修繕工事

分担金
負担金

目 2 道路維持費

使用料
手数料

項 2 道路橋梁費

区分名

事業の目的

道路施設点検に基づき、修繕計画を策定し、計画性を持っ
た修繕を行うことにより、道路の安全性の確保及び施設の長
寿命化並びに維持経費の平準化を図る。 款 7 土木費

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 道路維持費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 道路メンテナンス事業（橋梁修繕）

Ａ

金額

橋梁維持工事

【榛原】浄水場前無名橋

84,200

工事請負費

橋梁長寿命化修繕工事

合　計

【大宇陀】丸山上橋　　【菟田野】池谷橋

【室　生】太古良橋

8,000

76,200
【榛　原】地蔵橋　　　【榛　原】無名橋

（単位：千円）
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 12,063 18,000

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 299,140 626,667

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 43
単
位

箇所 30
単
位

箇所
2.暮らしやすいまち

過疎対策事業債　　　　　　16,400

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 12,863 18,800

活動指標名 整備箇所数

R6
18,000

当初予算額

R6
18,000

800 800

増減額 1,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

カーブミラー、ガードレール、区画線の修繕、新設を行い
道路利用者の安全確保を図る。

現計予算額

市　債 16,400

その他

一般財源 2,600

R7予算額 19,000

国　費

県　費

根拠条例等 道路法第４２条（道路の維持及び修繕）

総合計画 基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境を整備・維持します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　令和7年度事業概要
　　交通安全施設整備工事　市内全域

分担金
負担金

目 2 道路維持費

使用料
手数料

項 2 道路橋梁費

区分名

事業の目的

市道1,694路線、総延長795Kmのうち、特に市民生活に密着
した道路の防護柵、カーブミラーや区画線の維持補修を行
い、道路利用者の安全確保を図る。 款 7 土木費

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 3 交通安全施設整備費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 交通安全施設整備事業

Ａ

金額

19,000

（単位：千円）

工事請負費

カーブミラー・ガードレール・区画線等

-237-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 6,320

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

2.暮らしやすいまち

合併特例債　　　　　　　174,900

従事職員数【人工】 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 7,120

活動指標名

R6
6,320

当初予算額

R6
6,320

800

増減額 173,500

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

道路の改良を実施することにより、市民生活の環境改善、
安全性及び利便性の向上を図る。

現計予算額

市　債 174,900

その他

一般財源 4,920

R7予算額 179,820

国　費

県　費

根拠条例等 道路法第４２条（道路の維持及び修繕）

総合計画 基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境を整備・維持します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　令和7年度事業概要
　　市道平井比布線・市道下井足7号線　道路改良工事

分担金
負担金

目 3 道路新設改良費

使用料
手数料

項 2 道路橋梁費

区分名

事業の目的

道路の改良を実施することにより、市民生活の環境改善、
安全性及び利便性の向上を図る。

款 7 土木費

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁道路新設改良費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 道路改良等事業

Ａ

科　目 金額

委託料 22,920

工事請負費 156,900

合　計 179,820

（単位：千円）
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 15,733 20,691

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 2,066,625 3,070,143

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 8
単
位

箇所 7
単
位

箇所
2.暮らしやすいまち

防災・減災・国土強靭化緊急対策事
業債　　　　　　　　　　　28,000

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 16,533 21,491

活動指標名 急傾斜地崩壊対策実施地区数

R6
20,691

当初予算額

R6
20,691

800 800

増減額 7,344

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

急傾斜地区崩壊防止施設の設置を行うことにより、災害か
ら市民を保護し、安全性の確保を図る。

現計予算額

市　債 28,000

その他

一般財源 35

R7予算額 28,035

国　費

県　費

根拠条例等 土砂災害防止法

総合計画 基本計画　２－４－１ 自然災害や感染症に強い安心して住み続けられるまちづくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　令和7年度事業概要

分担金
負担金

目 1 河川総務費

使用料
手数料

項 3 河川費

区分名

事業の目的

急傾斜の崩壊による災害を未然に防止し住民生活の安全を
確保する。

款 7 土木費

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁河川総務費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 急傾斜地崩壊防止事業

Ａ

金額

8,190

105

315

10,710

2,205

1,995

4,515

28,035

（単位：千円）

菟田野平井　平井（チ）地区

室生下田口　下田口（ヲ）地区

急傾斜地崩壊対策事業負担金

合　計

室生上笠間　上笠間地区

大宇陀田原　田原地区

榛原萩原　墨坂地区

室生下田口　向出地区

室生大野　西ノ辻地区
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 30,274 36,000

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 3,884,250 4,600,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 8
単
位

箇所 8
単
位

箇所
2.暮らしやすいまち

緊急自然災害防止対策事業債
　　　　　　　　　　　　　29,500
緊急浚渫推進事業債　　　　13,000従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 31,074 36,800

活動指標名 実施箇所数

R6
36,000

当初予算額

R6
36,000

800 800

増減額 8,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市内の重要河川等の適正な維持管理を行い、災害を未然に
防止し、市民生活の安全を確保する。

現計予算額

市　債 42,500

その他

一般財源 1,500

R7予算額 44,000

国　費

県　費

根拠条例等 河川法第１５条の２（河川管理施設等の維持又は修繕）

総合計画 基本計画　２－４－１ 自然災害や感染症に強い安心して住み続けられるまちづくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　令和7年度事業概要
　　河川維持修繕工事

分担金
負担金

目 1 河川総務費

使用料
手数料

項 3 河川費

区分名

事業の目的

市内の重要河川等の適正な維持管理を行い、災害を未然に
防止し、市民生活の安全を確保する。

款 7 土木費

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁河川総務費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 河川メンテナンス事業

Ａ

（単位：千円）

工事請負費 金額

大宇陀大熊地内　大熊川 5,000

大宇陀大東地内　大東川 5,000

大宇陀本郷地内　本郷川 10,000

大宇陀藤井地内　藤井川 2,000

大宇陀本郷地内　本郷川 5,000

菟田野下芳野地内　東ノ谷川 5,000

菟田野下芳野地内　入谷川 3,000

菟田野平井地内　平井川 3,000

榛原笠間地内　　笠間川 3,000

河川緊急復旧 3,000

合　計 44,000
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

800 2,400

活動指標名 診断・改修・ブロック塀実績

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 4
単
位

戸 25
単
位

戸
2.暮らしやすいまち

活動指標の算式 －

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 500,000 206,000

増減額 1,100

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

地震による耐震性が不十分な建築物の被害が軽減されるこ
とにより、仮設住宅や瓦礫の減少が図られ、早期の復旧･復
興に寄与する。また、避難路が確保されることなどから避
難、救命、消火等の活動が速やかに行えることで災害の拡大
を防ぐことができ、人的被害・物的被害を軽減できる。

道路に接するブロック塀等は、地震時に倒壊の危険性が認
められていても、行政の意向だけで除去することは困難であ
る。市民の安全確保を図るため、事業主体となる民間を支援
してブロック塀等の撤去を促し、危険要素の解消に努めるこ
とで安全安心なまちづくりを推進する。

令和6年度は能登半島地震の影響により、耐震診断事業は
例年の3倍の実績となった。市民の耐震への関心が高まって
いることから昨年と同程度（耐震改修は1件増）の件数を設
定し、住宅の耐震化促進を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 2,000 5,150

R6
2,400

当初予算額

R6
2,750

決算額又は決算見込額 （千円） 1,200 2,750
既存木造住宅耐震改修支援事業
(国)社会資本整備総合交付金　 　　　750
(県)住宅・建築物安全ストック形成事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　 375
既存木造住宅耐震診断事業
(国)社会資本整備総合交付金　　　　 500
(県)住宅・建築物安全ストック形成事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　 250
ブロック塀等撤去支援事業補助金
(国)社会資本整備総合交付金　 　　　500

従事職員数【人工】 0.10 0.30

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,125

R7予算額 3,500

国　費 1,750

県　費 625

根拠条例等 建築物の耐震改修の促進に関する法律、宇陀市耐震改修促進計画

総合計画 基本計画　２－４－１ 自然災害や感染症に強い安心して住み続けられるまちづくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・既存木造住宅耐震診断支援事業
　　 50千円×20戸＝1,000千円
・既存木造住宅耐震改修支援事業
　　500千円× 3戸＝1,500千円
・ブロック塀等撤去支援事業補助金
　　100千円×10件＝1,000千円（補助率1/2、上限100千円）

分担金
負担金

目 1 都市計画総務費

使用料
手数料

項 4 都市計画費

区分名

事業の目的

大規模地震発生時に被害が大きくなると予想される旧基準
建築物について、耐震診断の実施により耐震性を把握し、耐
震改修の実施を行うことで既存木造住宅の安全性向上を推進
する。

また、地震の揺れによるブロック塀の倒壊で生じる付近通
行者の死傷者被害及び、地震後の避難や救助・消防活動への
支障を防止する。

款 7 土木費

所管課 まちづくり推進課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁都市計画総務費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 住宅・建築物安全ストック形成事業

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

2.暮らしやすいまち

活動指標の算式

1.みんなが住み良いまちづ
くりの実現

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 3,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

・令和5年3月13日に、県とまちづくり連携協定に関する室生
寺門前および室生口大野駅周辺地区まちづくり基本計画を策
定。
・本計画の中で、既存公共施設リニューアル事業を行うこと
としており、本事業を実施することで、まちづくりのコンセ
プトである「女人高野の郷 室生 おもてなしによる観光と
交流のまちづくり」の実現に寄与する。

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） 県市まちづくり連携事業補助金
　　　　　　　　　　　　　1,500

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,500

R7予算額 3,000

国　費

県　費 1,500

根拠条例等 室生寺門前および室生口大野駅前周辺地区まちづくり基本計画

総合計画 基本計画　２－１－１ 景観や環境を大切にするまちづくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）委託料
・駅前に必要なおもてなし機能等について、住民と一緒に今
後の在り方について検討を行う。 分担金

負担金

目 1 都市計画総務費

使用料
手数料

項 4 都市計画費

区分名

事業の目的

奈良県とのまちづくり連携協定に基づく室生寺門前および
室生口大野駅周辺地区まちづくり基本計画の中で目指す、観
光との相乗効果による地区の活力向上に寄与する、室生口大
野駅周辺の検討を行う。

款 7 土木費

所管課 まちづくり推進課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 3
本庁都市計画総務費（ま
ちづくり推進事業）

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 室生口大野駅周辺地区公共的機能検討事業

Ａ

科目 金額

委託料 3,000

（単位：千円）
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

1,600

活動指標名 省エネ改修実績

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

―
単
位

戸
5.自然豊かなまち

活動指標の算式 ―

1.豊かな自然環境の保全・
活用

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 2,286

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

住まいの性能向上が進み、健康的で安全安心な住まいの供
給ができるため、市全体の耐震化率向上とともに、脱炭素社
会に向けての取組が促進される。

総事業費：人件費含む （千円） 1,955

R6
355

当初予算額

R6
355

決算額又は決算見込額 （千円） 355 社会資本整備総合交付金 　　1,000

従事職員数【人工】 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,641

R7予算額 2,641

国　費 1,000

県　費

根拠条例等 宇陀市地球温暖化対策実行計画

総合計画 基本計画　５－１－１ 豊かで美しい自然環境を保全・活用します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）補助金
・耐震改修と併せて行う省エネ改修（ZEH水準=700千円、
　省エネ水準=300千円）に対して交付する。
　700千円×2戸＝1,400千円
　300千円×2戸＝600千円
・既存木造住宅の省エネ改
　修に対して交付する。
　200千円×2戸＝400千円

分担金
負担金

目 1 都市計画総務費

使用料
手数料

項 4 都市計画費

区分名

事業の目的

令和6年3月に宇陀市地球温暖化対策実行計画を策定し、市
内の温室効果ガスの削減に取り組んでいる。本計画は「脱炭
素社会」の実現と「健幸都市」との両立を図るものとしてお
り、省エネリフォームを重点方針に据えている。

当事業により、既存住宅の省エネ改修の促進および普及啓
発を図ることを目的とする。

款 7 土木費

所管課 まちづくり推進課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
カーボンニュートラ
ル推進事業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 住宅省エネ改修推進事業（カーボンニュートラル推進事業）

Ａ

科目 金額
報償費 100
旅費 105
需用費 10
役務費 26
負担金、補助及び交付金 2,400

合　計 2,641

（単位：千円）
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6,400

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

5.自然豊かなまち

活動指標の算式

3.公園・緑地の整備・活用

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 13,255

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

公園施設を起因とした事故を未然に防ぎ、利用者の安全性
を確保する。また、計画的な施設更新を行うことで、財政負
担を平準化する。

総事業費：人件費含む （千円） 43,293

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） 36,893 社会資本整備総合交付金　　 6,627
合併特例債　　　　　　　　 6,200

従事職員数【人工】 0.80

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債 6,200

その他

一般財源 428

R7予算額 13,255

国　費 6,627

県　費

根拠条例等 都市公園法に基づく宇陀市公園条例

総合計画 基本計画　５－３－１ 快適に利用できる公園・緑地空間を提供します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）長寿命化計画公園施設整備事業 　　　 13,255千円

 ・長寿命化計画公園施設整備工事 　   5,643千円
   （1公園1遊具）
 ・森の館中央監視盤更新工事設計業務  7,612千円

分担金
負担金

目 2 公園費

使用料
手数料

項 4 都市計画費

区分名

事業の目的

公園施設の計画的な維持管理を行うことにより、施設の健
全度を高め、公園利用者の安全性の確保を図るとともに、長
期的な仕様に努めることで、施設の修繕・更新費用の縮減や
財政負担の平準化を図る。

款 7 土木費

所管課 公園課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 公園費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 長寿命化計画に基づく公園施設整備事業

Ａ
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24,000 24,000

活動指標名 来園者数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 93,511
単
位

人 92,000
単
位

人
5.自然豊かなまち

活動指標の算式 ―

3.公園・緑地の整備・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 455 481

増減額 ▲ 2,900

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

民間活力を導入することにより、民間の創意工夫を取り入
れた公園施設の整備、管理、運営が可能となり、公園利用者
の利便性、快適性、安全性の向上が期待される。

公園のサービスレベルの向上並びに魅力向上による来園者
数の増加を図り、健全で効率的な公園運営を行う。

総事業費：人件費含む （千円） 42,527 44,213

R6
20,213

当初予算額

R6
20,213

決算額又は決算見込額 （千円） 18,527 20,213 施設使用料（民間活力活用事業）
　　　　　　　　　　　　　1,247
地域づくり推進基金繰入金 12,600従事職員数【人工】 3.00 3.00

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他 12,600

一般財源 3,466

R7予算額 17,313

国　費

県　費

根拠条例等 都市公園法に基づく宇陀市公園条例

総合計画 基本計画　５－３－１ 快適に利用できる公園・緑地空間を提供します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）公民連携により、パートナー事業者と共に公園の魅力向上
並びに効率的な公園の管理運営を行う。

分担金
負担金

目 2 公園費

使用料
手数料 1,247

項 4 都市計画費

区分名

事業の目的

当公園は、21世紀を担うこども達の健やかな成長を促すと
ともに、各世代間の交流の場としての対話を生み、自然環境
や社会性を育む場の提供を目的に、平成13年4月にオープン
した公園である。

開園後24年が経過し、公園施設の老朽化や利用者ニーズの
変化により来園者数が減少していることから、パートナー事
業者公募により選定された民間事業者による公園の管理運営
を行い、公園の魅力向上による来園者数の増加を図る。

款 7 土木費

所管課 公園課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 63 こどものもり公園費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 平成榛原こどものもり公園民間活力活用事業

Ａ
利用状況

年度 入園者数（人） 施設利用件数（件） 駐車場利用台数（台）

R3年度 90,652 1,319 18,810
R4年度 90,962 1,612 19,880
R5年度 93,511 2,053 20,184

（単位：千円）
金額

需用費 修繕料 3,000
指定管理委託料 12,600
初動支援業務委託料 1,000
自動車借上料 453
水資源開発施設等使用料 260

合　計 17,313

委託料

使用料及び賃借料

科　　目
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1,600 1,600

活動指標名 来園者数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 93,511
単
位

人 92,000
単
位

人
5.自然豊かなまち

活動指標の算式 －

3.公園・緑地の整備・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 27 27

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

こどものもり公園を市内外の幅広い年齢層に周知し来園い
ただくため、自然環境を活かしたアウトドア体験、カヌー教
室等、季節毎に特色を活かしたこども対象に限らない事業を
進めてていく。そのために「こどものもり公園活性化協会」
を中心に事業を企画運営し、さらに協会新規会員を広く募
り、より一層に事業の充実と多角化を図り、幅広い内容で企
画運営する。

総事業費：人件費含む （千円） 2,480 2,480

R6
880

当初予算額

R6
880

決算額又は決算見込額 （千円） 880 880

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 880

R7予算額 880

国　費

県　費

根拠条例等 都市公園法に基づく宇陀市公園条例

総合計画 基本計画　５－３－１ 快適に利用できる公園・緑地空間を提供します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）「こどものもり公園活性化協会」を中心に事業を企画運営
し、市内外から来園者を増やすことを目指す。また、カヌー
教室をはじめこどものもり公園の多種多様な使い方を模索検
討し、従来の利用方法の概念に縛られず、宇陀市独自の特色
を活かした催しを開催する。
[補助金]
　平成榛原こどものもり公園活性化協会補助金
　880千円

分担金
負担金

目 2 公園費

使用料
手数料

項 4 都市計画費

区分名

事業の目的

当公園は、21世紀を担うこども達の健やかな成長を促すと
ともに、各世代間の交流の場としての対話を生み、自然環境
や社会性を育む場の提供を目的に開園したが、利用者が横ば
い傾向にあるため、単なる維持管理だけでは無く、集客効果
のある様々な事業の展開を市民団体の活力を活かして行い、
公園の活性化を図る。

款 7 土木費

所管課 公園課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 63 こどものもり公園費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 平成榛原こどものもり公園活性化事業

Ａ
年度 事業計画数 実施数 参加者数

令和3年度 40 13 349
令和4年度 33 18 425
令和5年度 38 38 445
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1,600 1,600

活動指標名 来園者数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 41,559
単
位

人 53,000
単
位

人
5.自然豊かなまち

活動指標の算式 -

3.公園・緑地の整備・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 360 316

増減額 754

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

施設の維持については、地域の協力を得て開園当初から変
わらない適切な管理を継続できている。近年のSNSブーム等
により来園者数が大きく伸びており、さらに来園者が安心で
快適に利用できる空間の提供に努める。

総事業費：人件費含む （千円） 14,982 16,774

R6
15,174

当初予算額

R6
15,174

決算額又は決算見込額 （千円） 13,382 15,174 芸術の森観覧料　　　　　　21,000
芸術の森使用料　　　　　　　 115
都市公園費雑入                10
地域づくり推進基金繰入金　　 755
過疎対策事業債　　　　　　 4,100

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債 4,100

その他 765

一般財源 ▲ 10,052

R7予算額 15,928

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市室生山上公園芸術の森条例、同条例施行規則

総合計画 基本計画　５－３－１ 快適に利用できる公園・緑地空間を提供します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）世界的彫刻家ダニ・カラヴァンにより監修された室生山上
公園芸術の森の維持管理、PR活動を行い、市内外の集客を図
る。メディア等での効果により、年々、訪問客が増えている
こともあり、今後もメディアを通した情報発信で知名度向上
を図る。

分担金
負担金

目 2 公園費

使用料
手数料 21,115

項 4 都市計画費

区分名

事業の目的

アートアルカディア計画の目的である文化芸術活動による
地域の活性化を目指し整備した施設を、住民主体で活用し、
地域の魅力である自然・生活・文化等の地域資源を掘り起
し、地域の活性化を図っていく。

款 7 土木費

所管課 公園課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 80 山上公園費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 室生山上公園芸術の森管理運営事業

Ａ

年度 観覧者数 観覧料(円)

H30年度 10,702 3,440,120

R元年度 15,194 5,053,660

R2年度 19,192 6,437,532

R3年度 27,357 9,412,048

R4年度 29,902 10,443,392

R5年度 41,559 15,028,310
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

6.地域力を発揮するまち

3.広域行政の推進

304,641

152,641

R7予算額 304,641

R6

R6

特定財源の状況(単位：千円)事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込）

使用料
手数料

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

水道法に基づいた水道事業の実施により、水道水の安定供
給を目指す。

総事業費：人件費含む （千円）

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

分担金
負担金

奈良県広域水道企業団繰出金

基本計画　６－３－１ 広域行政を推進します

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）上水道事業繰出金　　304,641千円

令和7年度 繰出金内訳
　消火栓等に要する経費　　　　　　　　　　　 9,773千円
　上水道の高料金対策に要する経費　　　　　　23,473千円
　統合水道に係る建設改良に要する経費　　　 109,511千円
　地方公営企業職員に係る児童手当に要する経費 1,884千円
　水道未普及地域解消事業に係る工事負担金　 160,000千円

7 一般会計

下水道課

事業の目的

令和6年11月1日に奈良県広域水道企業団が設立したことに
より、令和7年度からは上水道事業（奈良県広域水道企業
団）に対して繰出を行う。 款 7 土木費

目 3 上水道費

項 4 都市計画費

事業
区分

新規
事業
名

所管課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 № 区分名

当初予算額

事業 1 上水道費

国　費

県　費

市　債 152,000

その他

一般財源

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

合併特例債　　　　　　　152,000

活動指標名

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円）

Ａ

-248-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 210

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 1,010,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

1
単
位

戸
2.暮らしやすいまち

従事職員数【人工】 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 交付件数

R6
400

当初予算額

R6
400

800

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

住居が居住不能となった場合、避難先となった民間賃貸住
宅に係る家賃等の経費に対し補助することで生活再建を支援
する。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 400

R7予算額 400

目 1 住宅管理費

使用料
手数料

宇陀市罹災者支援住宅補助金交付要綱

基本計画　２－４－１ 自然災害や感染症に強い安心して住み続けられるまちづくりを推進します

財源の内訳　（単位：千円）　補助対象経費

・家賃　礼金及び賃貸者契約に係る経費の一部
　（ただし、敷金、共益費、駐車場料金は対象外）
①礼金、諸経費
　1件当たりの上限額　160千円（家賃の2ヶ月分）
②賃貸家賃
　1件当たりの上限額　240千円（3ヶ月分）

　1件当たり400千円

分担金
負担金

項 5 住宅費

区分名

所管課 公営住宅課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁住宅管理費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 罹災者支援住宅補助事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀市内で家屋が災害（火災または、風水害・土砂災害等
の自然災害）により罹災し居住不能となった場合、民間賃貸
住宅に避難した世帯に対し経費の一部を補助し生活再建を支
援する。

款 7 土木費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,010

Ａ
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 29,973 35,865

2.移住・定住の促進強化

単位当たりコスト　　　　（円） 9,493,250 10,966,250

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 4
単
位

戸 4
単
位

戸
2.暮らしやすいまち

地域住宅政策交付金　　　　33,412
公営住宅建設事業債　　　　40,000

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 改善戸数

R6
38,456

当初予算額

R6
38,456

8,000 8,000

増減額 31,696

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債 40,000

その他

一般財源 ▲ 3,260

R7予算額 70,152

目 1 住宅管理費

使用料
手数料

宇陀市公営住宅等長寿命化計画

基本計画　２－２－２ 移住・定住者への総合的な支援の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

項 5 住宅費

区分名

所管課 公営住宅課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁住宅管理費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 市営住宅ストック総合改善事業（屋根外壁工事）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

市営住宅ストック戸数の約8割が建築後30年を経過してい
る。

用途廃止による除却，建替え、維持保全の適切な手法を選
択する中で、計画的に築後30年前後の市営住宅の改善工事を
実施することにより長寿命化に資することを目的とする。

款 7 土木費

国　費 33,412

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 37,973 43,865

Ａ

川向団地屋根外壁改善工事
住宅3棟6戸
・屋根外壁改善工事設計業務 1,624 千円
・屋根外壁改善工事監理業務 1,703 千円
・屋根外壁改善工事 66,825 千円

合計 70,152 千円

H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7
第7団地 S58 10棟20戸 6
梅ノ木団地 S58 6棟12戸 12
協和団地 S59 8棟15戸 1
川原団地 H元 10棟20戸 4 4
下川原団地 H元 11棟22戸 4 2
川向団地 S62 9棟18戸 4 4 4 6

19 4 8 2 4 4 4 6合　計

団地名
建築
年度

棟/戸数

〖屋根外壁改善工事（成果・見通し）〗
年　度　（単位：戸）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

消防は国民の生命、身体及び財産を火災から保護するとと
もに、火災、風水害または地震等の災害を防除し、これらの
災害が起因となる被害の軽減を任務としている。

奈良県広域消防組合は、平成26年4月に県内の各市町村が
抱える課題を克服するため、37市町村が構成する消防組合と
して設立し、組織体制の充実強化や財政基盤など様々なス
ケールメリットを実現し、安全で安心なまちづくりの一翼を
担っている。

款 8 消防費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 885,963 899,706

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 奈良県広域消防組合負担金事業

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 常備消防費

項 1 消防費

区分名

目 1 常備消防費

使用料
手数料

奈良県広域消防組合規約第15条及び16条

基本計画　２－４－２ 防災意識の向上と防災・消防体制の強化を図ります

財源の内訳　（単位：千円）奈良県広域消防組合宇陀区分等の維持等経費を負担。
　宇陀消防署の主な事業
□備品購入
　救急車　29,150千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 896,782

R7予算額 896,782

活動指標名 市民一人当たり

R6
899,626

当初予算額

R6
899,626

80 80

増減額 ▲ 2,844

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

宇陀消防署の予算査定については、奈良県広域消防組合規
約改正により令和4年度より宇陀消防署特別会計が廃止さ
れ、一般会計に一本化されたものであり、分担金は広域消防
の全体予算を各市町村それぞれの按分率により算定するもの
となっている。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 885,883 899,626

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 31,988 33,207

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 27,697
単
位

人 27,094
単
位

人
2.暮らしやすいまち

従事職員数【人工】 0.01 0.01

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

(単位　千円)

市町村名 比率 当初分担金

宇陀市 85.36% 896,782

曽爾村 6.98% 72,690

御杖村 7.66% 79,401
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7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 消防団員マイカー保険加入事業

事業の目的

近年の大きな災害の発生状況を踏まえ、消防団員に安心し
て火災などの災害活動等に従事していただくため、消防団員
の自家用自動車等に生じた対物・対人の損害を補償する。 款 8 消防費

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁非常備消防費

項 1 消防費

区分名

目 2 非常備消防費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市消防団条例、宇陀市消防団の組織等に関する規則

総合計画 基本計画　２－４－２ 防災意識の向上と防災・消防体制の強化を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）○保険料1,600円／日×予想出動日数1,680日＝2,688千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 2,688

R7予算額 2,688

増減額 2,688

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

従来は、消防団災害活動中（公務中）の事故であるにもか
かわらず、消防団員個人が加入する自動車保険で対応するこ
ととなり、等級ダウンに伴う保険料アップなど、消防団員個
人に経済的負担が生じていた。

そこで、消防団員の経済的負担と不安をなくし、安心して
活動できる環境を整えることで、団員数の確保等の課題を解
決する。

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円）

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

2.暮らしやすいまち

活動指標の算式

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円）

Ａ

◆補償内容
基本項目・特約 保険金額 自己負担額

対人賠償責任保険 無制限 なし
対物賠償責任保険 無制限 なし

車両保険 300万円 0万円
人身傷害特約 3000万円 なし

自損事故傷害特約 － －
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 89 150

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 21,261 28,947

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 23
単
位

人 19
単
位

人
2.暮らしやすいまち

従事職員数【人工】 0.05 0.05

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 489 550

活動指標名 団員数

R6
163

当初予算額

R6
163

400 400

増減額 44

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

女性部は団長直轄の団本部に所属し、管轄は宇陀市全域を
対象に、女性の視点を活かした広報・啓発活動を様々な機会
を通して行い、市民の防火・防災意識を高める。
【活動内容】
①火災予防、地域防災に関する広報、啓発活動
②応急手当の普及活動
③消防団や関係機関が行う主要行事への参加
④災害時の後方支援

現計予算額

市　債

その他

一般財源 207

R7予算額 207

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市消防団条例

総合計画 基本計画　２－４－２ 防災意識の向上と防災・消防体制の強化を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　女性消防団員活性化大会（長崎県開催）への参加。

分担金
負担金

目 2 非常備消防費

使用料
手数料

項 1 消防費

区分名

事業の目的

地域の高齢者や子どもの防火・防災意識を高めるために、
宇陀市消防団女性部の活動を支援し、きめ細やかな広報・啓
発活動を推進し、災害に強いまちを目指す。 款 8 消防費

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁非常備消防費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 女性消防団員活動育成事業

Ａ

科　目 金額
旅費 207

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 28,760 27,616

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 51,206 52,681

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 796
単
位

人 752
単
位

人
2.暮らしやすいまち

従事職員数【人工】 1.50 1.50

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 40,760 39,616

活動指標名 団員数

R6
27,616

当初予算額

R6
27,616

12,000 12,000

増減額 ▲ 990

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

消防団活動の強化充実のため、適正な福利厚生並びに安全
装備品の充実や資機材の更新による活動環境の整備を行い、
組織強化を図ることで地域防災対応力向上に寄与する。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 26,626

R7予算額 26,626

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市消防団条例

総合計画 基本計画　２－４－２ 防災意識の向上と防災・消防体制の強化を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）宇陀市消防団における団員の福利厚生並びに車両やポンプ
等の資機材維持保全に充てる。

分担金
負担金

目 2 非常備消防費

使用料
手数料

項 1 消防費

区分名

事業の目的

消防団の充実強化を図り、地域の防災力を向上させ、安全
で安心な地域づくりを推進する。

款 8 消防費

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁非常備消防費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 消防団員報酬・出動・ポンプ整備手当

Ａ

（単位：千円）

科　目 金額 主な内容
22,367 団員報酬
2,884 出動手当
1,375 ポンプ整備手当

合　計 26,626

報酬
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

携帯電話やパソコンのメール機能を利用して、市からの防
災・防犯情報をいち早く市民に伝達し、市民の安全・安心を
確保する。また、高齢者世帯や障がいのある方などの要配慮
者を対象に避難情報を電話とFAXへ自動配信することで確実
な情報の伝達を行う。

さらに、市からのお知らせやイベント情報等の配信により
市民サービスの向上を目指す。

款 8 消防費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 4,859 4,861

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 防災情報等配信事業（安全安心メール/架電・FAXサービス）

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 災害対策費

項 1 消防費

区分名

目 3 災害対策費

使用料
手数料

宇陀市地域防災計画

基本計画　２－４－１ 自然災害や感染症に強い安心して住み続けられるまちづくりを推進します

財源の内訳　（単位：千円）[配信内容]　火災情報、気象情報、防犯・安心情報、
　　　　　　くらしの情報、イベント情報
[メール種別]　①住民用　②市職員用　③消防団員用
[架電・FAXサービス]高齢者や障がい者の方等

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 1,909

一般財源

R7予算額 1,909

活動指標名 登録者数

R6
1,661

当初予算額

R6
1,661

3,200 3,200

増減額 248

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

○安全・安心メールの登録促進
○自力で避難することが困難な高齢者や障がい者等へ災害情
報を確実に伝達することで、確実な避難行動を行う。
○Jアラート情報の自動配信、連携
○多言語（3か国語）配信

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,659 1,661

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 705 714

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 6,890
単
位

人 6,807
単
位

人
2.暮らしやすいまち

ふるさと応援基金繰入金　　1,909

従事職員数【人工】 0.40 0.40

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

登録件数 （単位：人）

市民 職員 消防団 学校
H31.4月 5,955 651 773 2,690 － －

R2.4月 6,463 720 750 3,084 － －

R3.4月 6,486 722 752 3,247 5 2
R4.4月 6,795 672 724 3,361 11 2
R5.4月 6,894 613 707 3,307 14 2
R6.4月 6,890 631 674 － 14 2
R7.2月 6,807 603 638 － 13 2

メール
電話 FAX

科　目 金額
役務費 11
使用料及び賃借料 1,898

合　計 1,909

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 県防災行政通信ネットワーク事業負担金

事業の目的

奈良県防災行政通信ネットワークは、衛星系無線回線と衛
生携帯電話、光ケーブルの有線回線を備えた奈良県が整備す
る通信ネットワークで、県民へ災害情報を提供し、県と市町
村・消防機関等で情報共有することを目的としている。

款 8 消防費

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 災害対策費

項 1 消防費

区分名

目 3 災害対策費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市地域防災計画

総合計画 基本計画　２－４－２ 防災意識の向上と防災・消防体制の強化を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）平成28年度に整備した本通信ネットワークは、自治体衛生
通信機構（LASCOM）が運営する衛生回線（第2世代システ
ム）を活用しており、LASCOMより運用期限が示され、後継の
地域衛生通信ネットワーク第3世代システムに更新する必要
がある。県では令和7年度の整備完了を目指している。

本通信ネットワークに係る当市に設置する設備に要する費
用の一部を負担する。

分担金
負担金

現計予算額

市　債 11,700

その他

一般財源 357

R7予算額 12,057

増減額 12,057

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

○県民に対して防災ポータルサイトに加え、Lアラートの活
用で迅速な災害情報を提供する。
○災害情報を「時系列」「場所」の両方の観点から集約し、
的確な状況把握と適切な応急対策を推進する。

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） 緊急防災・減災事業債　　11,700

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

2.暮らしやすいまち

活動指標の算式

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円）

Ａ

科　目 金額
負担金、補助及び交付金 12,057

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 災害時生活用水協力井戸水質検査事業

事業の目的

災害時に水道の給水が停止した場合に、飲料水以外の洗濯
やトイレ等に使用できる生活用水を確保するため、提供いた
だける井戸を登録し、市民の生活用水の確保及び公衆衛生の
維持を図る。

款 8 消防費

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 災害対策費

項 1 消防費

区分名

目 3 災害対策費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市災害時生活用水協力井戸登録要綱

総合計画 基本計画　２－４－１ 自然災害や感染症に強い安心して住み続けられるまちづくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）能登半島地震等大規模な災害発生時には、現地では水道が
断水し、被災者は長期にわたり飲料水や飲料水以外の生活用
水が確保できない等、不便な生活を余儀なくされた。

本市では、災害時における市民の生活用水確保や公衆衛生
維持を図るため令和4年3月に宇陀市災害時生活用水協力井戸
登録要綱を策定し、協力井戸の申出を募っている。

協力井戸の更なる登録推進のため、協力井戸の申出時に検
査希望があった場合、水質検査（11項目）の費用を市が負担
し、検査を実施する。
□水質検査費（11項目）　11千円×15件＝165千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 165

一般財源

R7予算額 165

増減額 ▲ 55

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

災害時の断水等により水道水の供給が困難となる場合に備
え、生活用水を確保する。

総事業費：人件費含む （千円） 157

R6
220

当初予算額

R6
220

決算額又は決算見込額 （千円） 77 ふるさと応援基金繰入金　　　165

従事職員数【人工】 0.01

人件費 （人工×8,000千円） 80

活動指標名 登録件数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

7
単
位

件
2.暮らしやすいまち

活動指標の算式 ―

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 22,429

Ａ

登録件数 （単位：件）
大宇陀 菟田野 榛原 室生

R5年度まで 3 2 1
R6年度見込 7 5 2

合計
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

自然災害に地域ぐるみで立ち向かい、地域の危機管理意
識・体制を強化するとともに、地域の防災力を高めるため、
自主防災組織の結成及び活動に対する経費に対し予算の範囲
内において、補助金を交付する。

款 8 消防費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 320 339

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 自主防災組織設立推進事業

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 2 地域防災強化事業費

項 1 消防費

区分名

目 3 災害対策費

使用料
手数料

宇陀市地域防災計画

基本計画　２－４－２ 防災意識の向上と防災・消防体制の強化を図ります

財源の内訳　（単位：千円）災害時の被害を最小限にとどめること及び、地域の共助機
能を高めるため、従来から進めている自主防災組織の結成を
促進し、組織の育成を図る。 分担金

負担金

現計予算額

市　債

その他 200

一般財源

R7予算額 200

活動指標名 補助団体

R6
200

当初予算額

R6
200

320 320

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

自主防災組織の結成は、地域で希薄となっている共助意識
の高揚を図り、大規模災害発生時には地域の減災に資するも
のである。また、自主防災組織の結成促進は、大規模災害の
発生時において公助の立ち遅れをカバーするものであり、住
民相互の協力による共助活動を推進し、地域防災力の強化を
図るものである。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） - 19

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） ― 339,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) ―
単
位

団体 1
単
位

団体
2.暮らしやすいまち

ふるさと応援基金繰入金　　　 200

従事職員数【人工】 0.04 0.04

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額

負担金、補助及び交付金 200

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

地域住民が災害に対する知識と備えを向上させ、地域共助
機能の回復・高揚と減災を図るとともに、高齢者から子ども
まで協力して安全で安心に暮らせる地域づくりの一環とす
る。

款 8 消防費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 384 770

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 自主防災組織資機材等購入補助事業

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 2 地域防災強化事業費

項 1 消防費

区分名

目 3 災害対策費

使用料
手数料

宇陀市地域防災計画、宇陀市自主防災組織の資機材等の整備に係る補助金交付要綱

基本計画　２－４－２ 防災意識の向上と防災・消防体制の強化を図ります

財源の内訳　（単位：千円）自主防災組織が整備する資機材等の購入に要した費用の一
部を要綱に基づき補助し、組織の充実を図る。

交付額は、25世帯以上の団体は当該自主防災組織が資機材
等の購入に要した経費の2分の1の金額または、基本額50千円
と自主防災組織の世帯数×500円を合計した金額のどちらか
低い額を交付する。ただし、25世帯未満の団体は基本額を25
千円とする。
　令和6年度から備蓄食料の購入について補助対象とする。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 400

一般財源

R7予算額 400

活動指標名 補助団体

R6
300

当初予算額

R6
300

320 320

増減額 100

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

自主防災組織を結成した団体に資機材等を装備させ、組織
の強化拡充を図ることで、地域の共助意識高揚の一環となる
ほか、減災に資する効果が期待できる。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 64 450

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 192,000 192,500

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 2
単
位

団体 4
単
位

団体
2.暮らしやすいまち

ふるさと応援基金繰入金　　　 400

従事職員数【人工】 0.04 0.04

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額

負担金、補助及び交付金 400

（単位：千円）
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 21,294 21,462

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 884 910

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 27,697
単
位

人 27,094
単
位

人
2.暮らしやすいまち

地域づくり推進基金繰入金　 938

従事職員数【人工】 0.40 0.40

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 24,494 24,662

活動指標名 市民一人当たり

R6
21,462

当初予算額

R6
21,462

3,200 3,200

増減額 ▲ 217

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

○災害時の情報収集を迅速かつ的確に行い、市民に対し避難
指示等の必要な情報を発信し、情報不足によるパニック発生
を防止する。

○大地震等発災時における市民への迅速かつ正確な災害情報
の伝達を行うための機器の整備・管理。

○放送が聞き取りにくい地域について調査等を実施し、無線
放送局の方向・音量の調整等の対策を講じていく。また、無
線子局からの放送内容を伝達する補完手段として「安全・安
心メール」配信サービス「電話応答サービス」の周知に努め
る。

現計予算額

市　債

その他 938

一般財源 20,307

R7予算額 21,245

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市地域防災計画

総合計画 基本計画　２－４－１ 自然災害や感染症に強い安心して住み続けられるまちづくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）災害時の情報伝達手段である宇陀市防災行政無線同報系
（中継局2局、再送信局10局、拡性子局183局、個別受信機、
文字表示装置）及び移動系無線の適切な管理、運用及び保守
業務を行う。

分担金
負担金

目 3 災害対策費

使用料
手数料

項 1 消防費

区分名

事業の目的

災害時に電話等の通信網の途絶や、停電等が発生した場合
にも通信手段を確保し、市民に対して避難指示等の必要な情
報提供体制を整える。 款 8 消防費

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 3
防災行政無線システ
ム維持管理事業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 防災行政無線システム維持管理事業

Ａ

科　目 金額
需用費 3,341
役務費 179
委託料 17,426
使用料及び賃借料 299

合　計 21,245

（単位：千円）
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,290 3,350

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 109,667 178,333

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 30
単
位

箇所 30
単
位

箇所
2.暮らしやすいまち

地域づくり推進基金繰入金　 3,590

従事職員数【人工】 0.25 0.25

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 3,290 5,350

活動指標名 指定緊急避難場所数

R6
3,350

当初予算額

R6
3,350

2,000 2,000

増減額 412

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

○災害用備蓄物品は進化が著しく長期保存が可能な飲料水を
はじめ、コンパクトで利便性の高い製品が開発されており、
品目や数量、必要性を考慮しつつ、保管スペースを考慮しな
がらローリングストック方式で見直しを行っている。

◯避難所運営に必要な資機材を計画的に入れ替え、常時使用
可能な状況を維持し、災害時には物資を必要な場所へ効率的
に供給する方法を検討していく。

○学校施設利用計画に基づき、教育委員会等と調整を図りな
がら、指定避難所となる学校施設の防災強化を進めていく。

現計予算額

市　債

その他 3,590

一般財源 172

R7予算額 3,762

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市地域防災計画

総合計画 基本計画　２－４－２ 防災意識の向上と防災・消防体制の強化を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）大規模災害に備えて、災害に強いまちづくりを推進するこ
とを目的に、平時から食料、生活必需品及び災害対策に必要
な防災資機材の備蓄を行う。 分担金

負担金

目 3 災害対策費

使用料
手数料

項 1 消防費

区分名

事業の目的

災害対策基本法により、避難所における生活環境の整備が
市の努力義務とされている。本事業は、避難所で必要となる
食料や物品を計画的に備蓄するとともに、避難者へ迅速に備
蓄物資が配布できるよう努める。

款 8 消防費

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
避難所設備強化事業
費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 避難所設備強化事業

Ａ

科　目 金額
需用費 3,634
役務費 128

合　計 3,762

（単位：千円）
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 514 474

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 2,060 2,203

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,803
単
位

人 1,668
単
位

人
2.暮らしやすいまち

従事職員数【人工】 0.40 0.40

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 3,714 3,674

活動指標名 対象者数

R6
474

当初予算額

R6
474

3,200 3,200

増減額 8

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

○災害時に必要な支援が受けられる対策を行うとともに、平
常時から地域で安心して生活できるよう支援を行う。
○自治会や自主防災組織、介護サービス事業者等と連携を図
りながら、避難が困難な方の支援体制の確立を図る。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 482

R7予算額 482

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市地域防災計画

総合計画 基本計画　２－４－２ 防災意識の向上と防災・消防体制の強化を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）○災害時における避難行動要支援者の安全を確保するため、
以下の支援対策を実施する。
①避難行動要支援者名簿の更新
②避難行動要支援者避難支援計画（個別計画）の作成
③支援体制のネットワークづくり
④避難行動要支援者への情報伝達体制の確立
⑤避難支援短期入所事業の実施

分担金
負担金

目 3 災害対策費

使用料
手数料

項 1 消防費

区分名

事業の目的

平成25年6月の災害対策基本法改正により、災害時要支援
者のうち、特に避難支援を必要とする避難行動要支援者名簿
の作成が義務付けられた。このことから、本人の同意による
登録者名簿を警察、消防、地域関係者等へ提供している。ま
た、令和3年5月の災害対策基本法の改正に伴い、個別避難計
画の作成支援を推進する。

款 8 消防費

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 5
避難行動要支援者対
策事業費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 避難行動要支援者対策事業

Ａ

科　目 金額
役務費 108
委託料 374

合　計 482

（単位：千円）
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 11,823 12,571

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 19,823,000 20,571,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1
単
位

台 1
単
位

台
2.暮らしやすいまち

消防力強化支援事業補助金　5,968
緊急防災・減災事業債　　 25,300

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 19,823 20,571

活動指標名 配備車両

R6
12,616

当初予算額

R6
12,616

8,000 8,000

増減額 18,742

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

配備からの経過年数が長い消防車両を更新することで、災
害時における機動力の確保、故障や不具合等の不安解消な
ど、消防力の充実強化を図る。

現計予算額

市　債 25,300

その他

一般財源 90

R7予算額 31,358

国　費

県　費 5,968

根拠条例等 宇陀市消防団組織再編計画

総合計画 基本計画　２－４－２ 防災意識の向上と防災・消防体制の強化を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）宇陀市消防団組織再編計画に基づき、消防ポンプ自動車1
台を更新する。

分担金
負担金

目 5 消防施設費

使用料
手数料

項 1 消防費

区分名

事業の目的

宇陀市民の生命、身体、財産を守るという消防団の責任を
果たすため、消防車両の更新を行い、消防団活動の充実強化
を図る。 款 8 消防費

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁消防施設費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 消防車両購入事業

Ａ

科　目 金額
役務費 8
備品購入費 31,350

合　計 31,358

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,872 6,090

4.災害に備えた安全・安心
な暮らしの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 868,000 1,281,667

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 4
単
位

箇所 6
単
位

箇所
2.暮らしやすいまち

地域づくり推進基金繰入金　　 328

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 3,472 7,690

活動指標名 保全箇所

R6
6,090

当初予算額

R6
6,090

1,600 1,600

増減額 ▲ 2,488

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

消防施設等について、適切な維持修繕を行い、緊急時の災
害活動が的確かつ迅速に行えるよう、保全管理に努める。

現計予算額

市　債

その他 328

一般財源 3,274

R7予算額 3,602

国　費

県　費

根拠条例等 消防法

総合計画 基本計画　２－４－２ 防災意識の向上と防災・消防体制の強化を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）①防火水槽修繕　3箇所　　　②火の見櫓撤去　1箇所
③境界確定業務　1箇所　　　④機庫屋根支障木伐採　1箇所

分担金
負担金

目 5 消防施設費

使用料
手数料

項 1 消防費

区分名

事業の目的

消防力の強化・維持を図るため、消防施設の保全、整備を
行う。

款 8 消防費

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁消防施設費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 消防施設保全管理事業

Ａ

科　目 金額
需用費 1,696
役務費 800
委託料 817
工事請負費 328
原材料費 77

合　計 3,718

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀市通学路交通安全プログラムに基づき、児童生徒が安
全に通学できるように学校指定通学路の安全確保を図る。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 5,190 3,100

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 通学路安全対策事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁事務局費

項 1 教育総務費

区分名

目 2 事務局費

使用料
手数料

宇陀市通学路交通安全プログラム

基本計画　４－２－２ 児童生徒の教育環境を整えます

財源の内訳　（単位：千円）合同点検の結果から明らかになった対策必要箇所について
対策工事を行う。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 1,500

一般財源

R7予算額 1,500

活動指標名 児童生徒数

R6
1,500

当初予算額

R6
1,500

1,600 1,600

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

学校指定通学路の安全を確保するため、合同点検等を実施
するとともに、対策実施後の効果把握も行い学校指定通学路
の安全向上を図る。

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 3,590 1,500

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 3,260 2,037

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,592
単
位

人 1,522
単
位

人
4.生涯輝くまち

ふるさと応援基金繰入金　　 1,500

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

6.地域力を発揮するまち

活動指標の算式

4.地域力の再生・強化

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 9,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　旧多田小学校を解体撤去し、跡地活用を図る。

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） 合併特例債　　　　　　　　8,500

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債 8,500

その他

一般財源 500

R7予算額 9,000

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　６－４－１ 市民のまちづくり活動を支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・解体撤去工事に伴う設計業務委託料

分担金
負担金

目 2 事務局費

使用料
手数料

項 1 教育総務費

区分名

事業の目的

旧多田小学校について、跡地活用するに当たり、解体撤去
工事を実施するための設計を行う。

款 9 教育費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁事務局費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 旧多田小学校跡地活用事業

Ａ

科　目 金額
委託料 9,000

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

経済的理由により修学困難な生徒等に対して修学奨励を図
るため、高等学校、大学等に進学した生徒等の保護者に対し
て、ぬくもり修学奨励資金を支給する。 款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,900 1,120

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ぬくもり修学奨励資金支給事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁事務局費

項 1 教育総務費

区分名

目 2 事務局費

使用料
手数料

宇陀市ぬくもり修学奨励資金支給要綱

基本計画　４－２－１ 児童生徒の「よりよく生きる力」を育てます

財源の内訳　（単位：千円）市内に住所を有し、市民税非課税世帯に属する者の保護者
に対して修学奨励資金を支給する。

　大学等　　120千円×4人
　専門学校　120千円×1人
　高等学校　 60千円×15人
　専修学校　 60千円×1人

　合計　　1,560千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,560

R7予算額 1,560

活動指標名 支給人数

R6
1,560

当初予算額

R6
1,560

640 640

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

経済的な理由により修学困難な生徒等に対し、修学奨励資
金を支給することにより、修学を支援し、教育の機会均等を
保障する。

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 1,260 480

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 146,154 140,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 13
単
位

人 8
単
位

人
4.生涯輝くまち

従事職員数【人工】 0.08 0.08

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

4.生涯輝くまち

活動指標の算式

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 9,334

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

端末整備目標
・対児童生徒整備率：100％
・1,650台（児童生徒数1,520台+予備機130台）

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円）

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 9,334

R7予算額 9,334

国　費

県　費

根拠条例等 ＧＩＧＡスクール構想

総合計画 基本計画　４－２－２ 児童生徒の教育環境を整えます

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）県域共同調達によって調達予定。

①端末本体・モバイルデバイス管理ライセンス（GGL）リー
ス料
　763千円×7か月=5,341千円
②授業支援・フィルタリングツール（1台あたり1,100円）
　1,100円×1,650台＝1,815千円
③ドリルソフト（1台あたり1,320円）
　1,320円×1,650台＝2,178千円

①+②+③＝9,334千円

分担金
負担金

目 2 事務局費

使用料
手数料

項 1 教育総務費

区分名

事業の目的

令和2年度に整備した1人1台端末が導入から5年を迎えてい
ることから、NEXT GIGAに必要な対応として、ハード面での
更新、進化を目的とする。また、こどもたちの学びの環境を
止めないという観点から、児童生徒数分に加え故障時等の予
備機を含めた1,650台の端末更新を行う。

款 9 教育費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁事務局費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 ＧＩＧＡ端末更新事業

Ａ
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活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

4.生涯輝くまち

活動指標の算式

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 37,293

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

新校務支援システム導入・学校ネットワーク再構築を実施
し、R7年9月からの運用を目標とする。

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） 公立学校情報機器活用支援体制整備
費補助金　　　　　　　　 　5,209

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 32,084

R7予算額 37,293

国　費 5,209

県　費

根拠条例等 ＧＩＧＡスクール構想

総合計画 基本計画　４－２－２ 児童生徒の教育環境を整えます

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）【歳出】
①次世代校務支援システム（月額1校あたり36千円）
　36千円×10校×12か月×1.1＝4,752千円
②ネットワーク改修・既存端末設定変更業務
　25,922千円
　ネットワーク基盤整備ライセンス料
　6,619千円
①+②＝37,293千円
【歳入】
公立学校情報機器活用支援体制整備費補助金（補助率1/3）
補助額：15,628,998円×1/3≒5,209千円（千円未満切捨）

分担金
負担金

目 2 事務局費

使用料
手数料

項 1 教育総務費

区分名

事業の目的

クラウドサービスを用いた校務支援システムの導入と、セ
キュリティを確保した学習用及び校務用ネットワークを再構
築することで、教職員の業務効率化、働き方改革を促す。

①県域で更新予定の次世代校務支援システムの導入
②学習系ネットワークと校務系ネットワークの再構築

款 9 教育費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁事務局費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 学校ネットワーク再構築事業

Ａ
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 給食費等支援金交付事業

事業の目的

給食の無償化事業に伴う小中学生の保護者の負担の均衡を
図るため、小中学校又は、特別支援学校の小学部及び中学部
に通学する児童生徒の保護者に対し、給食費等支援金を支給
する。

款 9 教育費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁事務局費

項 1 教育総務費

区分名

目 2 事務局費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市学校給食費等支援金交付要綱

総合計画 基本計画　４－２－２ 児童生徒の教育環境を整えます

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）支援金支給期間　R7.4.1～R8.3.31

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 2,216

一般財源

R7予算額 2,216

増減額 1,156

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

小中学校又は、特別支援学校の小学部及び中学部に通学す
る児童生徒の保護者に対し、給食費等支援金を支給すること
により、保護者の負担の均衡を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 781

R6
1,060

当初予算額

R6
1,060

決算額又は決算見込額 （千円） 701 ふるさと応援基金繰入金　　 2,216

従事職員数【人工】 0.01

人件費 （人工×8,000千円） 80

活動指標名 支給人数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

53
単
位

人
4.生涯輝くまち

活動指標の算式 －

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 14,736

Ａ

対象者数 支援額
給食欠食者
月額4,600円【幼・小】

8名 405

牛乳のみ欠食者
月額1,230円【幼・小】

23名 311

給食欠食者
月額5,100円【中】

6名 337

牛乳のみ欠食者
月額1,244円【中】

14名 192

給食費等
月額4,600円【小】

7名 354

給食費等
月額5,100円【中】

11名 617

2,216

（単位：千円）

特別
支援
学校

市立
学校等

区分

合計
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7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 榛原小学校改修事業

事業の目的

学校適正化基本計画に基づく小学校の統合に伴う学級数の
増加への対応や学習環境の向上を目的として、榛原小学校の
改修工事を行う。 款 9 教育費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁事務局費

項 1 教育総務費

区分名

目 2 事務局費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市学校適正化基本計画

総合計画 基本計画　４－２－２ 児童生徒の教育環境を整えます

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　榛原小学校の改修工事を実施するための設計業務を行う。

分担金
負担金

現計予算額

市　債 8,500

その他

一般財源 500

R7予算額 9,000

増減額 9,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現在普通教室として使用されていない教室を改修し、学級
数の増加へ対応する。併せて不良箇所等の改修を行うことで
児童の学習環境の改善を図る。

総事業費：人件費含む （千円）

R6

当初予算額

R6

決算額又は決算見込額 （千円） 合併特例債　　　　　　　　8,500

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

4.生涯輝くまち

活動指標の算式

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円）

Ａ

科　目 金額
設計業務委託料 9,000

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

小学校にスクールカウンセラーを設置し、いじめ、不登校
等の未然防止・解決を図るとともに、児童の問題行動に的確
に対応することを目的とする。

また、中学校には、関係機関と連携をとれるスクールソー
シャルワーカーを設置し、様々な事情により不登校となって
いる生徒に対し家庭支援も含めた活動を行う。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 7,696 7,700

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名

スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー設置事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 6
スクールカウンセラー設置事業
（インセンティブ事業）

項 1 教育総務費

区分名

目 2 事務局費

使用料
手数料

宇陀市スクールカウンセラー設置要綱

基本計画　４－２－１ 児童生徒の「よりよく生きる力」を育てます

財源の内訳　（単位：千円）・小学校にスクールカウンセラーを設置し、市内6小学校を
巡回。
・中学校にスクールソーシャルワーカーを設置し、市内4中
学校を巡回。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 150

一般財源 8,292

R7予算額 8,442

活動指標名 派遣回数

R6
9,310

当初予算額

R6
9,310

800 800

増減額 ▲ 868

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

教育支援センター（はばたき教室）や通級指導教室ほほえ
み・ひだまり及び教育相談の相談員、指導主事及び事務職員
が集まり、毎月情報交換を行い、共通理解し連携を図ること
ができた。

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 6,896 6,900

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 28,932 28,519

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 266
単
位

回 270
単
位

回
4.生涯輝くまち

ふるさと応援基金繰入金　　　 150

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額
会計年度職員報酬等 8,292
需用費 150

合　計 8,442

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

市内小学校及び就学前施設にALT（外国語指導助手）を派
遣し、子どもたちが生の外国語に触れることで、外国語によ
るコミュニケーション能力を養う。また、外国語活動を通じ
て異文化に触れる機会を創出し、子どもたちのグローバルな
視点を育む。

また、学習指導要領に対応したカリキュラムに沿った教材
を用いて実践的なスピーキング力・リスニング力を向上させ
る。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 9,935 9,935

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 外国語指導助手設置等事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
教育センター事業費（外国
語指導助手設置等事業）

項 1 教育総務費

区分名

目 2 事務局費

使用料
手数料

宇陀市学校教育の指導方針

基本計画　４－２－１ 児童生徒の「よりよく生きる力」を育てます

財源の内訳　（単位：千円）【ALT派遣】
（小学校）　小学5・6年生　1クラス　年間30回
　　　　　　小学3・4年生　1クラス　年間15回
　　　　　　小学1・2年生　1クラス　年間10回
（幼稚園等）各園・所　　　　　　　 年間10回
・English village、小学校外国語指導者研修会の実施。

【オンライン英会話】
対象児童：小学6年生　各校　10回/年
児童4名1グループに講師1名　1レッスン25分

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 9,633

一般財源

R7予算額 9,633

活動指標名 配置人員

R6
9,188

当初予算額

R6
9,188

800 800

増減額 445

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

ALTを通して英語や異文化に対するさらなる興味・関心が
高まり、コミュニケーションを図ることで、伝わった喜び・
達成感からさらなる英語学習への動機付けとなった。

また、オンライン英会話を通して、自分の英語が伝わる喜
びを実感できるとともに、苦手意識のあった児童も回数を重
ねるごとに会話を楽しめるようになってきている。児童一人
一人の発話量も多くなったことで学習意欲が向上し英語への
抵抗感が少なくなってきている。

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 9,135 9,135

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 4,967,500 4,967,500

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 2
単
位

人 2
単
位

人
4.生涯輝くまち

ふるさと応援基金繰入金　　9,633

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、学校における
児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立て
る。 款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,065 1,063

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 学力・学習状況調査

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 102
教育センター事業費（学
力・学習状況調査）

項 1 教育総務費

区分名

目 2 事務局費

使用料
手数料

宇陀市学校教育の指導方針

基本計画　４－２－２ 児童生徒の教育環境を整えます

財源の内訳　（単位：千円）小学校5年生、中学校1年生を対象とし、「令和7年度標準
学力調査」を実施する。
対象人数
　小5…173人
　中1…191人

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 292

一般財源

R7予算額 292

活動指標名 対象人数

R6
288

当初予算額

R6
288

800 800

増減額 4

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

文部科学省が行う全国学力・学習状況調査と合わせ、小学
校5年生から中学校3年生までの継続的な検証改善サイクルの
確立により、学校における指導改善等に役立てる。

学校全体で調査結果を共有し、主体的、対話的で深い学び
の視点からの授業改善により、児童生徒の「話す」、「読
む」、「書く」能力の充実を図る。

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 265 263

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 3,142 3,063

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 339
単
位

人 347
単
位

人
4.生涯輝くまち

ふるさと応援基金繰入金

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

幼児の情操教育の一環として、本物に触れ、豊かな感性や
表現力、優しさや想像力を養うために行う。また、中学3年
生を対象に家族の絆、命の大切さなどについて理解を深める
ことで、規範意識の向上等を図る。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 1,947 1,947

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 子どもたちの感性・想像力を育成する事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 104
教育センター事業費（子どもたちの感
性・想像力を育成する事業）

項 1 教育総務費

区分名

目 2 事務局費

使用料
手数料

宇陀市学校教育の指導方針

基本計画　４－２－２ 児童生徒の教育環境を整えます

財源の内訳　（単位：千円）市内の公立幼稚園、保育園、こども園の4・5歳児が集ま
り、人形劇を鑑賞する機会を持つ。（人形劇鑑賞 300千円）

市内の中学生を対象に助産師等から、生命の誕生や胎児の
成長について話を聴いたり、妊婦体験をする。（講師謝礼
80千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 380

一般財源

R7予算額 380

活動指標名 参加人数

R6

当初予算額

R6
350

1,600 1,600

増減額 380

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市内公立幼稚園、こども園、保育園の4・5歳児が集まり人
形劇の鑑賞を実施した。また、市内公立中学校3年生を対象
に助産師等の講演や体験談を聴く機会を持ち、改めて命の大
切さや親の気持ちを理解することで、自己の存在価値につい
て改めて認識することができた。

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 347 347

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 16,225 8,321

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 120
単
位

人 234
単
位

人
4.生涯輝くまち

ふるさと応援基金繰入金　　　380

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 490 1,690

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 353,750 387,600

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 24
単
位

回 25
単
位

回
4.生涯輝くまち

子ども・子育て支援体制整備総合推
進事業費補助金　　　　 　　150
ふるさと応援基金繰入金　 　580従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 研修回数

R6
1,873

当初予算額

R6
1,873

8,000 8,000

増減額 66

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　教職員研修、保育の質の向上研修等を実施。
教職員研修は、講師に大学教授などの授業等の進め方や、

アントレプレナーシップ教育の知識を深める研修を行う。保
育の質の向上については、幼稚園教諭等に対して特別支援、
絵画、リトミック等、多岐にわたった研修を実施している。

現計予算額

市　債

その他 580

一般財源 1,209

R7予算額 1,939

目 2 事務局費

使用料
手数料

宇陀市学校教育の指導方針

基本計画　４－２－２ 児童生徒の教育環境を整えます

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

項 1 教育総務費

区分名

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 105
教育センター事業費（教職員の
指導力・質の向上事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 教職員の指導力・質の向上事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

教職員が、市の教育の諸課題の改善のために必要な資質・
能力を身に付けることにより、教育の充実・発展に資するこ
とを目的とする。 款 9 教育費

国　費 150

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 8,490 9,690

Ａ

科　目 金額
報酬等 1,056
報償費 580
需用費 125
役務費 3
負担金、補助及び交付金 175

合　計 1,939

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

主に発達について悩みを抱える親子や教職員を対象に、心
理的な立場から相談、アドバイスを行う。

また 市内小・中学校の不登校児童・生徒へ心理的なアプ
ローチや個に応じた適切な指導や学習の機会を保障すること
などを通して、児童生徒の社会的自立を図り、在籍校への復
帰を促す。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 13,551 19,380

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名

教育相談事業・不登校児童生徒支援（教育支援センターはばた
き教室）設置事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 109
教育センター事業費
（就学支援事業）

項 1 教育総務費

区分名

目 2 事務局費

使用料
手数料

宇陀市教育センター事業実施要綱、宇陀市教育支援センター（はばたき教室）設置要領

基本計画　４－２－１ 児童生徒の「よりよく生きる力」を育てます

財源の内訳　（単位：千円）令和6年6月から大宇陀地域事務所から宇陀ほっとスペース
「つどい」内に場所を移転したことにより、利用者の利便性
が向上した。「つどい」との連携をより一層強化し、不登校
児童生徒の支援及び教育相談事業を進める。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 13,398

R7予算額 13,398

活動指標名 教育支援センター（はばたき教室）通室人数

R6
15,389

当初予算額

R6
15,389

4,800 4,800

増減額 ▲ 1,991

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

教育相談事業において、発達による相談は継続するケース
が多く相談件数は年々増加傾向にある。専門職による相談事
業のため需要は非常に高い。

教育支援センターはばたき教室は、「つどい」と同じ場所
に移転したことにより事業間の連携が図りやすくなり、はば
たき教室への通室へ繋がる児童生徒がみられた。今後もより
一層の連携を深め、不登校児童生徒への支援を充実してい
く。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 8,751 14,580

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 1,935,857 3,876,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 7
単
位

人 5
単
位

人
4.生涯輝くまち

従事職員数【人工】 0.60 0.60

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額
会計年度職員報酬等 12,772
報償費 392

需用費 90

役務費 144

合　計 13,398

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

①通常の学級に在籍している児童の中で、言葉やコミュニ
ケーション、社会性に困難さを抱えている児童に応じた教育
課程のもと支援を行う。
②言葉やコミュニケーション、社会性に困難さを抱えている
児童に、適切で専門的な指導（保護者や教職員に対しても）
を行うことにより、その児童が本来持っている力を十分に発
揮し、生き生きとして社会生活を送れるように支援する。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 5,337 3,854

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 通級指導教室（ほほえみ教室）設置事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 14 通級指導教室費

項 2 小学校費

区分名

目 1 学校管理費

使用料
手数料

学校教育法施行規則（第140条）、宇陀市通級指導教室設置要領

基本計画　４－２－１ 児童生徒の「よりよく生きる力」を育てます

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 409

一般財源 2,461

R7予算額 2,870

活動指標名 指導人数

R6
3,484

当初予算額

R6
3,484

800 800

増減額 ▲ 614

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

通級児童数は年々増加するため、令和6年度には榛原小学
校、榛原東小学校に加えて菟田野小学校にも開設した。他の
宇陀市立小学校には指導員が巡回している。

また、通級指導の需要が増えており、県費教員のみでは指
導時間が確保できないため、今後も引き続き市費で指導員を
雇用し、さまざまなニーズの子どもたちへの教育支援を保障
していく。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 4,537 3,054

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 88,950 44,814

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 60
単
位

名 86
単
位

名
4.生涯輝くまち

ふるさと応援基金繰入金　　 409

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額
会計年度任用職員報酬等 1,415
旅費 54
需用費 816
役務費 156
備品購入費 409
負担金、補助及び交付金 20

合　計 2,870

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

経済的な理由によって就学困難と認められる児童の保護者
に必要な援助を行うことにより、義務教育の円滑な実施に資
することを目的とする。 款 9 教育費

国　費 484

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 9,012 6,772

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 就学援助事業（小学校）

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1
本庁小学校教育振興
費

項 2 小学校費

区分名

目 2 教育振興費

使用料
手数料

宇陀市就学援助に関する要綱

基本計画　４－２－１ 児童生徒の「よりよく生きる力」を育てます

財源の内訳　（単位：千円）　経済的理由によって就学が困難な児童の解消

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 3,634

R7予算額 4,118

活動指標名 支給人数

R6
9,676

当初予算額

R6
9,676

1,360 1,360

増減額 ▲ 5,558

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

就学援助費を支給することによって、経済的負担を軽減
し、児童の就学を支援し、安心で豊かな教育環境を整備す
る。

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 7,652 5,412

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 62,152 46,384

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 145
単
位

人 146
単
位

4.生涯輝くまち

要保護児童援助費補助金        11
特別支援教育就学奨励費補助金 442
被災児童生徒就学等支援事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　31

従事職員数【人工】 0.17 0.17

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額

特別支援教育就学奨励費 884

準要保護児童就学援助費 3,203

被災児童就学援助費 31

合　計 4,118

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

教員の働き方改革
・部活動指導にかかる時間を軽減し教材研究や生徒と関わる
時間の確保
・経験のない競技などの指導による心理的負担の軽減、部活
動の質的向上

款 9 教育費

国　費

県　費 1,904

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 2,695 3,550

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 部活動指導員配置事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁中学校管理費

項 3 中学校費

区分名

目 1 学校管理費

使用料
手数料

宇陀市学校教育の指導方針

基本計画　４－２－１ 児童生徒の「よりよく生きる力」を育てます

財源の内訳　（単位：千円）・部活動指導員旅費
　347千円
・部活動指導員報酬
　2,638千円
・部活動指導員費用弁償
　269千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,350

R7予算額 3,254

活動指標名 配置人員

R6
3,164

当初予算額

R6
3,164

800 800

増減額 90

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

○教員の働き方改革
・部活動指導にかかる時間を軽減し教材研究や生徒と関わる
時間の確保
・経験のない競技などの指導による心理的負担の軽減
部活動の質的向上
・正しい理解に基づく技術の向上
・生徒の能力に応じた適切な練習方法の導入
・想定される事故・けがの未然防止
○令和6年度配置状況
・大宇陀中学校2名（バドミントン、野球）
・菟田野中学校2名（バレーボール、吹奏楽）
・榛原中学校2名（バスケットボール、剣道）
・室生中学校1名（陸上）

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 1,895 2,750

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 385,000 443,750

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 7
単
位

人 8
単
位

人
4.生涯輝くまち

部活動指導員配置促進事業補助金
　　　　　　　　　　　　　1,904

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

①通常の学級に在籍している子ども達の中で、ことばやコ
ミュニケーション、学習、社会性に困難さを抱えている子ど
もに応じた教育課程のもと支援を行う。
②ことばやコミュニケーション、社会性に困難さを抱えてい
る生徒に、適切で専門的な指導（保護者や教職員に対して
も）を行うことにより、その子の本来持っている力を十分に
発揮し、生き生きとして社会生活を送れるように支援する。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 10,351 6,857

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 通級指導教室（ひだまり教室）設置事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 11 通級指導教室費

項 3 中学校費

区分名

目 1 学校管理費

使用料
手数料

学校教育法施行規則（第140条）、宇陀市通級指導教室設置要領

基本計画　４－２－１ 児童生徒の「よりよく生きる力」を育てます

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 121

一般財源 9,016

R7予算額 9,137

活動指標名 指導人数

R6
11,957

当初予算額

R6
11,957

800 800

増減額 ▲ 2,820

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和元年度に開室され、当初は2名の生徒でスタートした
が、令和6年度は45名の生徒が通級している。令和7年度は48
名を見込んでいる。

令和3年度からは指導員による巡回指導を行っているが、
県費教員が1名しかいないため、市費で指導員を雇用して運
用している。

令和7年度においても引き続き、さまざまなニーズの子ど
もたちへの教育支援を保障していきたい。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 9,551 6,057

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 240,721 152,378

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 43
単
位

人 45
単
位

人
4.生涯輝くまち

ふるさと応援基金繰入金　　 121

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額

会計年度任用職員報酬等 8,755

旅費 30

需用費 225

備品購入費 121

負担金、補助及び交付金 6

合　計 9,137

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

経済的な理由によって就学困難と認められる生徒の保護者
に必要な援助を行うことにより、義務教育の円滑な実施に資
することを目的とする。 款 9 教育費

国　費 599

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 7,672 8,343

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 就学援助事業（中学校）

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1
本庁中学校教育振興
費

項 3 中学校費

区分名

目 2 教育振興費

使用料
手数料

宇陀市就学援助に関する要綱

基本計画　４－２－１ 児童生徒の「よりよく生きる力」を育てます

財源の内訳　（単位：千円）　経済的理由によって就学が困難な生徒の解消

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 6,075

R7予算額 6,674

活動指標名 支給人数

R6
10,122

当初予算額

R6
10,122

1,360 1,360

増減額 ▲ 3,448

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

就学援助費を支給することによって、経済的負担を軽減
し、生徒の就学を支援し、安心で豊かな教育環境を整備す
る。

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 6,312 6,983

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 97,114 91,681

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 79
単
位

人 91
単
位

人
4.生涯輝くまち

要保護生徒援助費補助金　　　　60
特別支援教育就学奨励費補助金 539

従事職員数【人工】 0.17 0.17

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額

特別支援教育就学奨励費 1,078

準要保護児童就学援助費 5,596

合　計 6,674

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

市内中学校にALT（外国語指導助手）を配置し、音声を中
心に外国語に慣れ親しませる活動を通じて、外国語教育の充
実を図る。また、言語や文化について体験的に理解を深める
ことにより、生徒の国際的視野を広げる。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 10,125 10,159

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 外国青年招致事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 外国青年招致事業費

項 3 中学校費

区分名

目 3 外国青年招致事業費

使用料
手数料

宇陀市学校教育の指導方針

基本計画　４－２－１ 児童生徒の「よりよく生きる力」を育てます

財源の内訳　（単位：千円）一般財団法人自治体国際化協会の「語学指導等を行う外国
人青年招致事業（JETプログラム）」から派遣されたALT（2
名）を市内4中学校に配置する。 分担金

負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 10,344

R7予算額 10,344

活動指標名 配置人数

R6
9,159

当初予算額

R6
9,159

1,600 1,600

増減額 1,185

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

生徒がALTと授業だけでなく、いつでもコミュニケーショ
ンをとれる環境にあることで、夏休みオンライン英会話教室
の実施や英検等外部試験対策を行うなど、発展的な内容、補
修的な内容の学習の提供を行うことができる。

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 8,525 8,559

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 5,062,500 5,079,500

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 2
単
位

人 2
単
位

人
4.生涯輝くまち

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額

報酬 8,900

旅費 654

需用費 10

備品購入費 100

負担金、補助及び交付金 680

合　計 10,344

（単位：千円）
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 386 412

4.スポーツ・芸術・文化の
振興

単位当たりコスト　　　　（円） 23,217 31,244

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 120
単
位

点 90
単
位

点
4.生涯輝くまち

従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 出展数

R6
412

当初予算額

R6
412

2,400 2,400

増減額 142

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　市民の創作意欲向上を促し、市の芸術文化の振興を図る。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 554

R7予算額 554

目 1 社会教育総務費

使用料
手数料

宇陀市教育大綱　基本方針　４「郷土」を誇り、人権文化を創造しよう

基本計画　４－４－２ 芸術・文化の振興を図ります

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

項 5 社会教育費

区分名

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 2 文化活動費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 文化・芸術振興事業（市美術展事業）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

文化・芸術に対する関心を高め、豊かな感性を育み、芸術
文化の振興と交流を図ることを目的として、「宇陀市美術展
覧会」を開催する。

また、文化・芸術に親しむ期間を設け、市内で行われる文
化・芸術活動を広く市民に周知し、身近に気軽に芸術に触れ
ることにより市民の文化の向上を図る。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 2,786 2,812

Ａ

出展数 （単位：点）

項 目 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
絵画 25 33 36 23
書芸 34 28 39 32
写真 19 19 21 18
彫塑工芸 24 21 24 17

合 計 102 101 120 90

（単位：人）

項 目 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
来場者数 672 640 621 457

科　目 金額
報償費 171
需用費 312
役務費 71

合　計 554

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 文化会館自主事業

事業の目的

公民館活動とは別に個性的で魅力ある自主事業や各種教室
を実施することで、多様化した趣味ニーズへの対応と文化・
芸術の向上に寄与することを目指す。 款 9 教育費

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 21 文化会館費

項 5 社会教育費

区分名

目 1 社会教育総務費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市文化会館条例

総合計画 基本計画　４－４－２ 芸術・文化の振興を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）今年度は映画上映にて地域住民に鑑賞の提供を行い、地域
の活性化を図る。

コンテンツとして家族向け（保護者・子ども）及び大人向
け映画会を予定している。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 1,000

一般財源 60

R7予算額 1,060

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 2,058 2,055

活動指標名 入場者数

R6
800

当初予算額

R6
800

1,600 1,600

増減額 260

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

本事業を通じて、これまで来館いただく機会の少なかった
利用者に利用いただき、生涯学習・文化施設の利用が一層図
られるよう啓発するほか、多様な価値観の中、市民ニーズに
対応したイベントの開催につなげる。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 458 455

4.スポーツ・芸術・文化の
振興

単位当たりコスト　　　　（円） 7,651 7,934

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 269
単
位

人 259
単
位

人
4.生涯輝くまち

社会教育費雑入　　　　　　1,000

従事職員数【人工】 0.20 0.20

Ａ

科　目 金額
需用費 316
役務費 53
委託料 691

合　計 1,060

（単位：千円）
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活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円）

4.スポーツ・芸術・文化の
振興

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

4.生涯輝くまち

社会教育費雑入　　　　　　　966

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名

R6

当初予算額

R6

増減額 966

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

本事業を通じて、これまで来館いただく機会の少なかった
利用者に利用いただき、生涯学習・文化施設の利用が一層図
られるよう啓発するほか、多様な価値観の中、市民ニーズに
対応したイベントの開催につなげたい。

現計予算額

市　債

その他 966

一般財源

R7予算額 966

目 1 社会教育総務費

使用料
手数料

宇陀市文化会館条例

基本計画　４－４－２ 芸術・文化の振興を図ります

財源の内訳　（単位：千円）本年度は、一般社団法人自治総合センターの宝くじの社会
貢献広報事業である、「宝くじ文化公演事業」に共催する三
郷町と申請を行い採択され、マジックショー「Mr.マリック
超魔術団」を開催する予定。

分担金
負担金

項 5 社会教育費

区分名

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 21 文化会館費

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 宝くじ文化公演会事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

芸術文化鑑賞の機会を市民に提供するため、宝くじ文化公
演事業を活用し、文化芸術に親しみや興味が持てる公演を開
催する。 款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円）

Ａ

科　目 金額
需用費 263
役務費 27
委託料 193
負担金、補助及び交付金 483

合　計 966

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 文化会館大規模改修事業

事業の目的

平成2年10月竣工の文化会館は築34年を経過し、老朽化が
進んでいる状況であるため、長寿命化に対応する大規模修繕
により施設の安全安心な運営と利用者の快適な施設利用を目
指す。

款 9 教育費

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 21 文化会館費

項 5 社会教育費

区分名

目 1 社会教育総務費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市スポーツ施設等個別施設計画

総合計画 基本計画　４－４－２ 芸術・文化の振興を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）令和7年度においては、改修の必要な施設の調査業務を行
う。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 4,070

R7予算額 4,070

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

R6

当初予算額

R6

増減額 4,070

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

築34年を経過する文化会館の的確な改修に向けて、改修箇
所の調査を行う。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円）

4.スポーツ・芸術・文化の
振興

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

4.生涯輝くまち

従事職員数【人工】

Ａ

科　目 金額
委託料 4,070

（単位：千円）

-287-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 921 1,382

3.多様な学びの場の整備・
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 5,995 6,255

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,488
単
位

人 1,500
単
位

人
4.生涯輝くまち

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 受講者数

R6
1,382

当初予算額

R6
1,382

8,000 8,000

増減額 ▲ 20

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和6年度においては、各種講座の受講率はほぼ例年通り
の見込みである。

令和7年度以降も引き続き幅広い年齢の方々に親しみやす
く、より多くの方々に受講してもらえるような講座を考え、
提供していく。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,362

R7予算額 1,362

目 2 公民館費

使用料
手数料

宇陀市公民館条例

基本計画　４－３－１ 生涯学習環境の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

項 5 社会教育費

区分名

所管課 公民館 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 公民館講座開設事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

社会教育法に基づき、宇陀市内の住民のために、実生活に
即する教育、学術及び文化に関する各種講座の開設を行い、
もって住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り生
活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とす
る。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 8,921 9,382

Ａ

公民館講座開設事業

科　目 金額

報償費（中央公民館） 180

報償費（大宇陀公民館） 402

報償費（菟田野公民館） 150

報償費（榛原公民館） 270

報償費（室生公民館） 360

合　計 1,362

（単位：千円）
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活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 183 303

3.多様な学びの場の整備・
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 2,128 2,343

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 274
単
位

人 300
単
位

人
4.生涯輝くまち

従事職員数【人工】 0.05 0.05

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 参加者数

R6
303

当初予算額

R6
303

400 400

増減額 ▲ 48

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

公民館に所属する自主グループによる日頃の学習活動・練
習成果を、公民館まつりという形で発表・披露の場を設ける
ことにより、自主グループの交流と活性化及び一体感の醸造
を図り、また市民も参加できるイベント形式にすることによ
り、広く公民館活動へ興味を持っていただく。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 255

R7予算額 255

目 2 公民館費

使用料
手数料

宇陀市公民館条例

基本計画　４－３－１ 生涯学習環境の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

項 5 社会教育費

区分名

所管課 公民館 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁公民館費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 公民館まつり事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

公民館を拠点として活動している団体の日頃の活動の成果
発表及び団体同士の交流の機会を設けるために公民館まつり
を開催することにより、各団体の活性化を図る。

また、公民館まつりを通して、各団体の活動内容を広く市
民にPRすることにより、市民の文化意識の高揚を図り、公民
館の積極的な活用により、「人づくり・つながりづくり・地
域づくり」を推進する公民館活動の発展と社会教育の推進を
目指す。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 583 703

Ａ

科　目 金額
報償費 80
需用費 135
役務費 40

合　計 255

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

利用者が落ち着いた環境で学習するための空間を提供し、
生涯学習環境の充実を図ることを目的とする。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 2,115

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 自主学習スペース運営事業

所管課 公民館 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 63 榛原公民館費

項 5 社会教育費

区分名

目 2 公民館費

使用料
手数料

宇陀市榛原総合センター自主学習スペース利用規則

基本計画　４－３－１ 生涯学習環境の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 450

R7予算額 450

活動指標名 利用人数

R6
515

当初予算額

R6
515

1,600

増減額 ▲ 65

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

宇陀市内に自主学習スペースが無かったことから、令和6
年度に榛原総合センター3階に設置した、子どもから大人ま
で自由に自主学習できるスペースの利用促進を図る。

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 515

3.多様な学びの場の整備・
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 294

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

7,200
単
位

人
4.生涯輝くまち

従事職員数【人工】 0.20

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額
コピー使用料及び賃借料 252
利用状況周知システム利用料 198

合　計 450

（単位：千円）
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,000 1,000

3.多様な学びの場の整備・
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 7,488 5,810

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,202
単
位

1,549
単
位

人
4.生涯輝くまち

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 参加集客等人数

R6
1,000

当初予算額

R6
1,000

8,000 8,000

増減額 100

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

子どもたちにより多くの遊び体験の場や交流の機会を提供
し、規範意識や仲間意識を醸成するとともに、市内の子ども
達が一堂に会する機会を設け宇陀市の一体感を醸成する。

【前回の内容】
テーマ　つながれ心！　ひろがれ笑顔！
内　容　紙ひこうき大会・チャレンジランキング
　　　　・スポーツ体験・ミニ電車・しゃぼん玉　等

※令和4年度　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

　令和5年度　参加者（スタッフ含む）　1,202人

　令和6年度　参加者（スタッフ含む）　1,549人
現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,100

R7予算額 1,100

目 3 青少年活動費

使用料
手数料

宇陀市教育大綱　基本方針　２　地域全体で子どもを見守ろう

基本計画　４－３－２ 地域社会全体で子どもの育ちを支えます

財源の内訳　（単位：千円）　実行委員会補助金　1,100千円

分担金
負担金

項 5 社会教育費

区分名

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
青少年活動費（子どもフェス
タ実行委員会補助金事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀子どもフェスタ開催事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

遊び体験を通じて仲間づくりや参加者の交流を深めるとと
もに、豊かな感性を育み、未来を担う宇陀市の子どもたちの
健全育成に努める。 款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 9,000 9,000

Ａ

科　目 金額
負担金、補助及び交付金 1,100

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

青少年の規範意識や社会性の低下の要因として、親子のふ
れあいや信頼関係の希薄化、家庭や地域の教育機能の低下等
が考えられるため、学校、家庭、地域が一体となり、地域ぐ
るみで子育てをする体制を構築することでこれらを解消し、
子ども自身の力を伸ばし、青少年の健全育成と地域の連帯、
ふれあいを深めることを目的とする。

款 9 教育費

国　費

県　費 2,693

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 3,561 4,885

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 学校・地域パートナーシップ事業

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 102
青少年活動費（学校・地域
パートナーシップ事業）

項 5 社会教育費

区分名

目 3 青少年活動費

使用料
手数料

宇陀市教育大綱　基本方針　２　地域全体で子どもを見守ろう

基本計画　４－３－２ 地域社会全体で子どもの育ちを支えます

財源の内訳　（単位：千円）子ども活動支援事業
放課後子ども教室事業
地域未来塾事業 分担金

負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,348

R7予算額 4,041

活動指標名 学習支援等実施率

R6
4,085

当初予算額

R6
4,085

800 800

増減額 ▲ 44

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

●地域学校協働活動事業
　  4中学校・6小学校
　  登下校安全指導・環境整備　等
●放課後子ども教室
　  4中学校・6小学校
　　　平和学習、工作教室、文化体験　等
　　未来を担う子どもたちを健やかに育むために、地域全体
　で教育に取り組む体制をつくり、地域全体の教育力の向上
　を目指す。
●地域未来塾（放課後学習）
　　市内小学校、中学校において放課後学習を行い、学習能
　力の向上を目指す。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 2,761 4,085

3.多様な学びの場の整備・
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 35,610 48,850

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 100
単
位

％ 100
単
位

％
4.生涯輝くまち

学校・地域パートナーシップ事業補
助金　　　　　　　　　　　 2,693

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額
報償費 2,416
旅費 23
需用費 1,504
役務費 98

合　計 4,041

（単位：千円）
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単位当たりコスト　　　　（円） 636,800 521,875

備考

市町村事務処理交付金　　　　22
社会教育費雑入　　　　　 1,683

1,600

活動指標名

1,600

事業実施指定文化財

活動指標の算式 補助文化財件数

決算額又は決算見込額 （千円） 7,952 6,750

0.20 0.20

6,858
当初予算額

事業 1 本庁文化財保護費

国　費

県　費 22

市　債

その他 1,683

一般財源

所管課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 № 区分名

根拠条例等 宇陀市文化財保護条例、宇陀市文化財保存事業費補助金交付要綱

総合計画

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）指定文化財所有者が行う保存修理、設備点検、環境整備に
対し補助金を交付する。令和7年度は補助対象となる重要文
化財や県指定文化財の大規模な改修が行われる。

7 一般会計

文化財課

事業の目的

　市内の国・県・市指定文化財の保護事業として行う。
保存修理、設備点検、環境整備等を実施した団体に補助金

を交付し、指定文化財の保護を図る。 款 9 教育費

目 4 文化財保護費

項 5 社会教育費

事業
区分

継続
事業
名

分担金
負担金

指定文化財保存修理等助成事業

基本計画　３－１－１ 歴史・文化資源の整備や保護・活用を推進します

使用料
手数料

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

指定文化財の管理、修理、復旧、調査、その他文化財の保
存及び活用や防犯上の措置を講じるための補助金（国・県補
助金を控除）を交付し、歴史的価値の高い指定文化財の保護
を図っている。

また、歴史や文化財の情報を発信していくため、遺物展示
や考古学体験講座などを企画していく。

総事業費：人件費含む （千円） 9,552 8,350

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 15
単
位

件 16
単
位

件
3.活力あるまち

1.地域資源の保全及び産業
と連携した活用

6,501

11,654

R7予算額 13,359

R6

R6
6,858

特定財源の状況(単位：千円)事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込）

Ａ

科　目 金額 科　目 金額

報酬 124 委託料 795

報償費 40 備品購入費 246

旅費 157
負担金、補助及び

交付金
11,163

需用費 730 公　課　費 7

役務費 97

合　計 13,359

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 民俗文化財伝承事業

事業の目的

県・市指定民俗文化財の伝承活動に対し補助金交付を行
う。

款 9 教育費

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁文化財保護費

項 5 社会教育費

区分名

目 4 文化財保護費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市文化財保護条例、宇陀市文化財保存事業費補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－１－１ 歴史・文化資源の整備や保護・活用を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）指定民俗文化財で、各地域の歴史・風土の中で育まれた伝
統文化や祭、民俗行事、郷土芸能等の保存または後継者を
担っている団体に活動補助金を交付する。 分担金

負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 180

R7予算額 180

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 866 861

活動指標名 事業実施指定文化財

R6
180

当初予算額

R6
180

800 800

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

文化財愛護団体への活動補助金により、伝承事業を継続し
ていく。
　　・市指定文化財
　　　「大野いさめ踊り｝
　　　「田口水分神社の獅子舞」
　　・県指定文化財
　　　「野依のオンダ」
　　　「平尾のオンダ」
　　　「室生の獅子神楽」
　　　「龍口の獅子舞」

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 補助文化財数

決算額又は決算見込額 （千円） 66 61

1.地域資源の保全及び産業
と連携した活用

単位当たりコスト　　　　（円） 288,667 287,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 3
単
位

件 3
単
位

件
3.活力あるまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

Ａ

科　目 金額

負担金、補助及び交付金 180

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 国指定天然記念物保存事業 向淵スズラン群落再生事業

事業の目的

室生向淵にあるスズランの自生群落は、国の天然記念物に
指定されている。

当該天然記念物保存管理計画に基づき管理目標を定めて観
察と管理を行うとともに一般来訪者に公開している。

款 9 教育費

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 3
天然記念物保存事業
費

項 5 社会教育費

区分名

目 4 文化財保護費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 文化財保護法

総合計画 基本計画　５－１－１ 豊かで美しい自然環境を保全・活用します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）向淵スズラン群落再生事業指導委員会の指導のもとに分布
調査、生育調査、増殖試験、草刈り等を実施していく。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 697

R7予算額 697

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 1,361 1,482

活動指標名 現年自主株数

R6
697

当初予算額

R6
697

800 800

増減額

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

国指定の天然記念物向淵スズラン群落を管理することによ
り、指定理由である自生の南限としての価値を維持するとと
もに、一般に広く公開することにより市の活性化に資するこ
とを目標とする。天然記念物に指定された当時（S5．11）
は、約3万㎡の指定地に、密生した場所でも1㎡あたり平均45
株しかなかった。平成21年度よりスズラン群落の状況調査等
を継続して実施しており、令和5年度調査実績によると、
「タヌキヤブ地区」の約300㎡に分布し約47,000株が生育
し、「オクシバ」地区では10㎡の中に約200株が生育してい
る。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 -

決算額又は決算見込額 （千円） 561 682

1.豊かな自然環境の保全・
活用

単位当たりコスト　　　　（円） 28 30

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 48,000
単
位

株 50,000
単
位

株
5.自然豊かなまち

従事職員数【人工】 0.10 0.10

Ａ

科　目 金額

報償費 7

旅費 8

委託料 682

合　計 697

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 -

決算額又は決算見込額 （千円） 284 245

1.豊かな自然環境の保全・
活用

単位当たりコスト　　　　（円） 13,060 13,063

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 83
単
位

個 80
単
位

個
5.自然豊かなまち

天然記念物調査再生事業費
補助金
（国）　　　　　　　　　 2,915
（県）　　　　　　　　　 1,457

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 1,084 1,045

活動指標名 現年自生個体数

R6
350

当初予算額

R6
350

800 800

増減額 5,830

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　カザグルマのモニタリング調査を継続して行う。
令和3年度、一部の高木の剪定により照度が改善された。

今後も分布調査と環境改善を行っていく。
　令和5年度の開花数は83で前年より増加した。

令和7年度は、生育環境に支障をきたす高木の剪定、伐採
を行う予定である。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 1,808

R7予算額 6,180

国　費 2,915

県　費 1,457

根拠条例等 文化財保護法

総合計画 基本計画　５－１－１ 豊かで美しい自然環境を保全・活用します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）カザグルマの生育環境を維持するため、個体群のモニタリ
ング調査を実施し、個体管理を行う。各個体が生育するよう
ササの刈り取りや常緑樹の剪定等周辺環境を改善し、個体数
の回復と増殖、安定した植生管理を行う。

分担金
負担金

目 4 文化財保護費

使用料
手数料

項 5 社会教育費

区分名

事業の目的

大宇陀小附所在の「カザグルマ自生地」は、自生地の北限
として貴重である。令和3年度に生育環境の整備を図るとと
もにカザグルマ個体群の調査を実施した。事業を継続して行
い個体群の保護に努める。

款 9 教育費

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 3
天然記念物保存事業
費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 国指定天然記念物保存事業カザグルマ自生地再生事業

Ａ

科　目 金額

報償費 14

需用費 72

委託料 6,094

合 計 6,180

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 国指定特別天然記念物オオサンショウウオ保護事業

事業の目的

宇陀市内のオオサンショウウオが棲息している場所は、室
生ダムより下流の宇陀川、室生川、大野川、深谷川、滝谷
川、阿清水川、内牧川などで確認されている。平成24年度か
らは、三重県教育委員会・奈良県教育委員会が策定した「特
別天然記念物オオサンショウウオ保護管理指針」に基づき保
護調査を実施し、日本産であれば、再び元の河川に放流し固
有種の存続に努める。

款 9 教育費

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 3
天然記念物保存事業
費

項 5 社会教育費

区分名

目 4 文化財保護費

使用料
手数料

国　費 1,075

県　費 322

根拠条例等 文化財保護法

総合計画 基本計画　５－１－１ 豊かで美しい自然環境を保全・活用します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）オオサンショウウオの棲息が確認されている室生ダムより
下流の宇陀川、室生川、大野川、深谷川などを中心として計
画的に保護調査（分布調査・生息生育調査）を実施する。
DNA鑑定後、日本産は再び元の河川に放流し、中国産・雑種
の場合は一時保護を行う。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 801

R7予算額 2,198

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 2,824 2,868

活動指標名 保護捕獲個体数

R6
2,230

当初予算額

R6
2,230

800 800

増減額 ▲ 32

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市内の特別天然記念物オオサンショウウオ（日本産）の保
護を行うともに、各調査個体の基礎資料の蓄積を図った。ま
た、市民に市内の河川に特別天然記念物オオサンショウウオ
（日本産）が棲息することを広報などで周知している。

雑種のオオサンショウウオの棲息範囲が拡大しないよう計
画的に保護調査を実施し、雑種の場合は別施設（名張市に委
託）に保護し増殖を抑えていく。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 -

決算額又は決算見込額 （千円） 2,024 2,068

1.豊かな自然環境の保全・
活用

単位当たりコスト　　　　（円） 44,125 40,971

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 64
単
位

個体 70
単
位

個体
5.自然豊かなまち

天然記念物調査再生事業費補助金
（国）　　　　　　　　　 1,075
（県）　　　　　　　　　　 322従事職員数【人工】 0.10 0.10

Ａ

科　目 金額 科　目 金額

報償費 30 需用費 12

旅費 41 委託料 2,100

役務費 6

合　計 2,198

（単位：千円）

負担金、補助及

び交付金
9
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 重要伝統的建造物群保存地区保存事業

事業の目的

宇陀市松山重伝建地区の歴史的町並みの特性を回復、維持
するため、重伝建審議会にてその方策を検討し、伝建地区内
の重要な構成要素である伝統的建造物（伝建物）の「修
理」、及びそれ以外の建造物（非伝建物）の「修景」に対し
て補助金を交付し、修理と修景を共に推進することにより、
町並みの景観を維持していく。

款 9 教育費

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 21
まちなみ保存整備事
業費

項 5 社会教育費

区分名

目 4 文化財保護費

使用料
手数料

国　費 22,189

県　費 4,314

根拠条例等 文化財保護法、宇陀市松山地区伝統的建造物群保存地区保存条例、宇陀市松山地区伝統的建造物群保存地区補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－１－１ 歴史・文化資源の整備や保護・活用を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）町家等の「修理」「修景」に対する補助7件を実施予定。
また、防災計画の一部を改定するため松山地区の耐震対策の
調査を継続して行う。
　松山地区重伝建選定20周年記念事業を企画する。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 1,150

一般財源 10,728

R7予算額 38,381

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 35,015 37,000

活動指標名 修理・修景事業実施率

R6
33,675

当初予算額

R6
33,675

8,000 8,000

増減額 4,706

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

松山重伝建地区は、「商家町」としての貴重な歴史的景観
を形成しており、これを後世に引き継いでいくとともに市の
活性化につなげる。

保存計画や防災計画に基づき、調査・修理・防災・公開活
用等の事業を継続的に実施し歴史的な町並み景観の維持・向
上を図っている。現在防災計画に地震対策を組み入れるため
調査を行っている。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 単年度事業実施件数/単年度計画件数

決算額又は決算見込額 （千円） 27,015 29,000

1.地域資源の保全及び産業
と連携した活用

単位当たりコスト　　　　（円） 350,150 370,000

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 100
単
位

％ 100
単
位

％
3.活力あるまち

重要伝統的建造物群保存地区保存事
業費補助金
（国）　　　 　　　　　  22,189
（県）　　   　　 　　 　 4,314
ふるさと応援寄附金繰入金　  600
社会教育費雑入　　　　　　  550

従事職員数【人工】 1.00 1.00

Ａ

科　目 金額 科　目 金額

報酬 69 役務費 46

報償費 54 委託料 2,537

旅費 109 使用料及び賃借料 121

需用費 1,295

負担金、補助及び

交付金
34,150 合　計 38,381

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 国指定史跡宇陀松山城跡保存整備事業

事業の目的

平成18年7月に国の史跡指定を受けた「宇陀松山城跡」
は、中世の秋山氏の築城に始まり、豊臣政権下では大和郡山
城、高取城と並んで大和支配の拠点とされてきた。城跡は近
世初頭の城割りと呼ばれる廃城で希な事例であるため、この
城跡を保存するとともに、宇陀市に存する貴重な歴史遺産と
して来訪者に公開している。まずは災害復旧事業を優先し、
その後は当該地域はもとより宇陀市の活性化の一助となる。

款 9 教育費

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 23
史跡宇陀松山城跡整
備事業

項 5 社会教育費

区分名

目 4 文化財保護費

使用料
手数料

国　費 11,288

県　費 941

根拠条例等 宇陀市文化財保護条例、宇陀市文化財保存事業費補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－１－１ 歴史・文化資源の整備や保護・活用を推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　国・県及び整備委員会と協
議のもと災害復旧事業を優先
して行っていく。
　城跡の保全のため国史跡の
追加指定を受けた後に公有化
を図っていく。
　登城者のため城跡や登城道
の草刈を継続して行う。

分担金
負担金

現計予算額

市　債 14,000

その他

一般財源 4,428

R7予算額 30,657

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 19,530 4,800

活動指標名 整備率

R6
3,457

当初予算額

R6
3,727

1,600 1,600

増減額 27,200

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

整備範囲は公有地化を行った範囲を中心に、城跡の登頂部
分とその周辺を対象としている。令和2年11月に国史跡の追
加指定を受け、史跡面積は70,981.55㎡となる。そのうち
12,920㎡を令和5年度に公有化した。

現在、さらに城跡10,662.02㎡を史跡追加指定の手続きを
行っており指定後は公有化を図っていく。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 単年度整備面積/目標整備面積

決算額又は決算見込額 （千円） 17,930 3,200

1.地域資源の保全及び産業
と連携した活用

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) -
単
位

％ -
単
位

％
3.活力あるまち

史跡宇陀松山城跡保存整備事業費補
助金
（国）　　　　　　　　　11,288
（県）　　　　　　　　　 　941
合併特例債　　　　　　　14,000

従事職員数【人工】 0.20 0.20

Ａ

　宇陀松山城跡保存整備
（単位：千円）

科目 予算
旅費 51
需用費 225
役務費 43
委託料 3,773
使用料及び賃借料 78
公有財産購入費 13,475
補償、補填及び賠償金 13,012

合　計 30,657
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,572 2,433

3.多様な学びの場の整備・
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 541 539

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 47,243
単
位

冊 49,000
単
位

冊
4.生涯輝くまち

ふるさと応援基金繰入金　　　283
森林環境整備促進基金繰入金　 27

従事職員数【人工】 3.00 3.00

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 25,572 26,433

活動指標名 児童図書の貸出冊数

R6
2,433

当初予算額

R6
2,433

24,000 24,000

増減額 150

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

子どもと子育て世代の保護者を対象に、絵本ライブや講
座・おはなし会を行い、子どもたちが本に親しむ機会を提供
し、家庭での読書活動の推進と読書習慣の向上を目指す。

祝日の特別開館時にミニイベント等を行うと共に、絵本ラ
イブをフェスティバル形式で行い、絵本展示やワークショッ
プ等を開催し、図書館の魅力と本に親しみ本を読む習慣取得
に繋げる。
更に、学校連携用に電子図書の購入を行い、団体貸出と学校
図書館支援業務の継続により読書活動の推進を図る。
・幼保こども園・小中団体貸出冊数実績
　　R4年度　　9,502冊　 　R5年度　9,566冊
・学校図書館支援業務　 　 R5年度  小学校6校訪問　112回
・電子図書（児童書）R6.3月末　542ｺﾝﾃﾝﾂ（冊） 現計予算額

市　債

その他 310

一般財源 2,273

R7予算額 2,583

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市教育大綱　基本目標➀社会人としてよりよく「生きる力」を育てよう　

総合計画 基本計画　４－３－１ 生涯学習環境の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

目 5 図書館費

使用料
手数料

項 5 社会教育費

区分名

事業の目的

宇陀市子ども読書活動推進計画に基づき、図書館と幼保こ
ども園・小中学校及びボランティア団体等の各機関が連携を
図りながら、より良い読書環境のもと、子どもと本の出会い
を促し、子ども達の学力向上と読書習慣の形成を目指す。

款 9 教育費

所管課 図書館 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 図書館費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 子ども読書活動推進事業

Ａ

科　目 金額
報酬（学校図書館支援に係る職員分） 1,129
報償費 96
消耗品費（ワークショップ等） 47
印刷製本費 238
団体貸出配送業務委託料 377
絵本ライブ開催委託料 413
電子図書使用料（学校連携分） 283

合　計 2,583

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 人権教育関係事業

事業の目的

地域、家族、職場、学校、その他の様々な場を通じて、市
民がその発達段階に応じ、人権尊重の理念に対する理解を深
め、これを体得することができるよう、多様な機会の提供、
効果的な手法を採用し、人権教育・人権啓発事業を行い、人
権が尊重される社会の実現を目指す。

款 9 教育費

所管課 人権推進課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 人権教育推進費

項 5 社会教育費

区分名

目 7 人権教育推進費

使用料
手数料

国　費

県　費 20

根拠条例等 人権教育及び人権啓発の推進に関する法律、宇陀市部落差別をはじめとするあらゆる差別の解消の推進に関する条例等

総合計画 基本計画　４－１－１ 一人ひとりの人権が尊重されたまちづくりを推進します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 3,804

R7予算額 3,824

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 11,301 11,476

活動指標名 人権セミナー受講延べ人数

R6
3,476

当初予算額

R6
3,476

8,000 8,000

増減額 348

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

人権が尊重される社会を構築していく上で、人権教育は大
きな役割を担っていることから、人権が尊重される社会や地
域を築く人間の育成を目指すため、さまざまな活動を通じて
人権教育を推進する。

　・指導者、リーダーの養成のためのセミナー開催
　・宇陀市人権教育推進協議会の運営
　・各地区人推協（人推委員会）の地区別懇談会、人権イベ
　　ント等のアドバイスや人的・物的協力
　・奈良県人権教育推進協議会等による学習会、研修会への
　　参加

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ー

決算額又は決算見込額 （千円） 3,301 3,476

1.人権を大切にする共生の
まちづくりの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 86,267 81,971

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 131
単
位

人 140
単
位

人
4.生涯輝くまち

人権啓発活動委託金　　 　　　 20

従事職員数【人工】 1.00 1.00

Ａ

項　目 金額
人権セミナー講師謝礼 120
各種事業消耗品、団体機関誌等購読料 86
旅費、事業案内通知 86
研修会参加バス借上げ料 308
教材用視聴覚教材購入費 176
各種研修会等参加負担金 207
市人権教育推進協議会補助金 2,798
関係機関団体負担金、分担金 43

合　計 3,824

（単位：千円）
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,850 1,900

4.スポーツ・芸術・文化の
振興

単位当たりコスト　　　　（円） 6,774 4,688

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 1,454
単
位

人 2,112
単
位

人
4.生涯輝くまち

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 参加集客等人数

R6
1,900

当初予算額

R6
1,900

8,000 8,000

増減額 2,100

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

参加選手やボランティアスタッフ（約400名）が、「走ろ
う宇陀！ふれあう心」をスローガンに、本大会を通じて、互
いの親睦を図り、市の一体感を醸成していくと共に、市外ま
た全国より多数の参加選手を迎え、市総合計画「まちづくり
基本方針」において掲げられている「交流人口の増加」にも
貢献していくことを目標とする。さらにウェルネスシティ宇
陀市の実現を目指す。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 4,000

R7予算額 4,000

目 1 保健体育総務費

使用料
手数料

宇陀市社会体育振興事業補助金交付要綱

基本計画　４－４－１ スポーツ活動の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）実行委員会補助金　4,000千円
（通常分1,900千円、20周年事業分2,100千円）

分担金
負担金

項 6 保健体育費

区分名

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 本庁保健体育総務費

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀シティマラソン開催事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

〇マラソン大会：宇陀の豊かな自然の中で、参加者の健康維
持・増進を目指し、参加者相互の親睦と交流を深めると共
に、市の活性化と青少年の健全な育成を目指す。
〇アスリート参加依頼：スポーツアスリートに市民と一緒に
走ってもらい、大会の盛り上げに協力を願う。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 9,850 9,900

Ａ

科　目 金額
負担金、補助及び交付金（通常分） 1,900
負担金、補助及び交付金（20周年事業分） 2,100

合　計 4,000

（単位：千円）

（単位：人）

開催回 日　程 参加者数 スタッフ数 観客数
第15回（R3） 3/13（日） - - - （※中止）
第16回（R4） 3/12（日） 532 300 400
第17回（R5） 3/10（日） 654 350 450
第18回（R6） 3/ 9（日） 1112 400 600 （※予定）
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活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 616 778

4.スポーツ・芸術・文化の
振興

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

4.生涯輝くまち

従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名

R6
778

当初予算額

R6
778

2,400 2,400

増減額 ▲ 428

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市内公共施設及び民間施設（コンビニ・宿泊施設等）に自
転車スタンドを設置。

　令和5年度現在設置数　29カ所（公共施設、コンビニ等）

奈良県大和高原地域の豊かな自然、地域の観光資源を活用
し、広域的な周遊観光の促進による地域活性化を図る。

現計予算額

市　債

その他

一般財源 350

R7予算額 350

目 1 保健体育総務費

使用料
手数料

宇陀市教育大綱　基本方針　４　「郷土」を誇り、人権文化を創造しよう

基本計画　４－４－１ スポーツ活動の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）○自転車のまちづくり事業　自転車スタンド代　50千円
○サイクリングツアー

約63kmコースのサイクリングツアー（宇陀・東吉野コー
ス）
□主催　ツアー・オブ・奈良・まほろば実行委員会
□共催 奈良県・宇陀市・宇陀市教育委員会・山添村・山添
村教育委員会・東吉野村・東吉野村教育委員会・奈良市

分担金
負担金

項 6 保健体育費

区分名

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 101
本庁保健体育総務費
（自転車のまち事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 自転車のまちづくり事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

奈良県の自転車活用推進計画を踏まえ、本市を訪れたサイ
クリストが快適に周遊できる環境を整えるとともに、教育活
動の一環として、高等学校生徒に広くスポーツ実践の機会を
与え、技能の向上とスポーツ精神の高揚を図るとともに生徒
相互の親睦を深め、心身ともに健全な青少年を育成する。

また、自転車による健康づくりを支援するため、自然・観
光・地域力を活かしたサイクリングツアーを開催する。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 3,016 3,178

Ａ

科　目 金額
需用費 50
負担金、補助及び交付金 300

合　計 350

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

近畿2府4県の高等学校の代表校男女各40校が出場する駅伝
大会を市内特設コースで開催することにより、交流人口の増
加を図り本市のPRに努める。

また、全国大会に出場する高校生トップアスリートが参加
する大会をライブで観戦することにより、市民のスポーツ意
欲の高揚を図るとともに、スポーツを通じて市内の子どもた
ちの心身の健全な育成に寄与する。

款 9 教育費

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円）

7 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 近畿高等学校駅伝大会促進事業

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 102
本庁保健体育総務費（近畿
高等学校駅伝大会事業）

項 6 保健体育費

区分名

目 1 保健体育総務費

使用料
手数料

基本計画　４－４－１ スポーツ活動の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）　令和7年度から奈良県（宇陀市）開催。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 7,308

R7予算額 7,308

活動指標名

R6

当初予算額

R6

増減額 7,308

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

近畿2府4県の高等学校のトップアスリートが出場する駅伝
大会が宇陀市で開催される。この機会を通して、市民のス
ポーツ意欲の高揚を図るとともに、スポーツを通じて市内の
子どもたちの心身の健全な育成に寄与する。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円）

4.スポーツ・芸術・文化の
振興

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

4.生涯輝くまち

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

科　目 金額
報償費 660
需用費 2,208
使用料及び賃借料 440
近畿高校駅伝開催負担金 4,000

合　計 7,308

（単位：千円）
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活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 1,705

4.スポーツ・芸術・文化の
振興

単位当たりコスト　　　　（円） 1,901,667

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

3
単
位

活動
4.生涯輝くまち

部活動地域移行活動委託金　 2,855

従事職員数【人工】 0.50

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 実施活動

R6
1,705

当初予算額

R6
1,705

4,000

増減額 1,956

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　地域移行できる体制を整えるため、モデル的に実施する。

　実証事業2年目
　○令和7年度試行活動追加予定
　　　令和6年度から実施している活動は継続して実施する
　　　令和7年度は新たに4種目予定している
　
　○令和6年度実施活動（3種目）
　　　卓球
　　　剣道
　　　陸上競技

現計予算額

市　債

その他

一般財源 806

R7予算額 3,661

目 1 保健体育総務費

使用料
手数料

運動部活動・文化部活動の地域移行に関する検討会議提言

基本計画　４－４－１ スポーツ活動の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

項 6 保健体育費

区分名

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 103
本庁保健体育総務費（中学
校部活動地域移行事業）

7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 中学校部活動地域移行事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

休日（土曜日、日曜日、祝日）においての中学校部活動に
代わるスポーツ活動及び文化活動の機会を確保する体制を整
える。 款 9 教育費

国　費

県　費 2,855

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 5,705

Ａ

科　目 金額
報償費 2,508
旅費 173
需用費 500
役務費 212
使用料及び賃借料 268

合　計 3,661

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 大人のための運動教室

事業の目的

ウェルネスシティ宇陀市構想に基づき、中高年の健康増
進、体力維持、疾病予防等を目的とした運動教室を通じて、
コミュニケーションを深めながら、心身の健康づくりに寄与
する。

款 9 教育費

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 4
ウェルネスシティ推
進費

項 6 保健体育費

区分名

目 2 体育施設費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市社会体育施設条例

総合計画 基本計画　１－１－２ 健康づくり活動による健幸長寿のまちを実現します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　20歳から74歳以下の宇陀市民を対象とした運動教室の実施

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 4,152

一般財源 ▲ 1,340

R7予算額 2,812

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 4,272 4,708

活動指標名 参加者数

R6
2,308

当初予算額

R6
2,308

2,400 2,400

増減額 504

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

運動を始めたいと思っている人、または運動の必要性があ
る人が運動実践を体験できると共に、定期開催することで運
動の習慣化へとつなげていける。

　　〇リラックスヨガ
　　〇エアロビクス
　　〇ピラティス
　　〇膝・腰機能改善ウォーキング
　　〇筋力・体力アップ体操
　
（令和5年度）　　　　　　　　（令和4年度）
　・実施回数　191回　　　　　　・実施回数　182回
　・登録者数　201人　　　　　　・登録者数　201人

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,872 2,308

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円） 21,254 23,540

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 201
単
位

人 200
単
位

人
1.健幸なまち

社会福祉費雑入　　　　　　 4,152

従事職員数【人工】 0.30 0.30

Ａ

科　目
報償費（講師謝礼） 2,760
需用費（消耗品） 52

合　計 2,812

（単位：千円）
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7 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 市立幼稚園小中学校給食費無償化事業

事業の目的

子育てしやすいまちづくりを実現するため、市内の幼稚園
小中学校の給食費を無償化する。

款 9 教育費

所管課 学校給食センター (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 №

事業 1 学校給食費

項 7 学校給食費

区分名

目 1 学校給食費

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市学校給食費徴収規則

総合計画 基本計画　４－２－１ 児童生徒の「よりよく生きる力」を育てます

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・免除期間　4月から3月まで（11ケ月）

子どもたちの健やかな発育・発達の重要な要素となる「食」
を市が全面的に支援し、子育て世帯の経済的負担の軽減が図
れる。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 79,771

一般財源

R7予算額 79,771

増減額 35,119

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 56,652

R6
44,652

当初予算額

R6
44,652

決算額又は決算見込額 （千円） 44,652 ふるさと応援基金繰入金 　 79,771

従事職員数【人工】 1.50

人件費 （人工×8,000千円） 12,000

活動指標名 対象児童数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

1,599
単
位

人
4.生涯輝くまち

活動指標の算式 －

2.子どもたちの教育環境の
充実

単位当たりコスト　　　　（円） 35,430

Ａ

給食費
(1ケ月)

人数 金額

幼稚園 4,000 円 43 人 1,840 千円 
小学校 4,600 円 937 人 47,412 千円 
中学校 5,100 円 544 人 30,518 千円 
合　計 1,524 人 79,771 千円 

科　目 金額
賄材料費 79,771

（単位：千円）
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

単位当たりコスト　　　　（円） 67,647 81,452

備考

800

活動指標名

800

学校給食地産地消率（野菜・きのこ類の重量比較）

活動指標の算式 市内産重量/全重量

決算額又は決算見込額 （千円） 1,500 1,725

0.10 0.10

1,725
当初予算額

事業 101
学校給食費（学校給食
地産地消促進事業）

国　費

県　費

市　債

その他

一般財源

所管課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

区分 № 区分名

根拠条例等 宇陀市立学校給食センター条例

総合計画

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　地元産賄材料購入費（野菜・豆類・きのこ類） 1,725千円

7 一般会計

学校給食センター

事業の目的

元気な子どもづくりの推進のため「顔が見え、話ができ
る」市内業者によって作られた、新鮮で安全な食材が確保で
きるとともに、児童生徒園児が地域の自然・食文化・産業な
ど、食材の生産・流通にあたる人たちの努力を身近に感じ、
心豊かで健康な生活の基礎を養うことと、生産者には学校給
食に対する理解を深めることにより、学校と地域との連携・
協力関係を強化する目的で、学校給食における地産地消を推
進する。

款 9 教育費

目 1 学校給食費

項 7 学校給食費

事業
区分

継続
事業
名

分担金
負担金

学校給食地産地消促進事業

基本計画　４－２－１ 児童生徒の「よりよく生きる力」を育てます

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

学校給食地産地消率

総事業費：人件費含む （千円） 2,300 2,525

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 34
単
位

％ 31
単
位

％
4.生涯輝くまち

2.子どもたちの教育環境の
充実

1,725

R7予算額 1,725

R6

R6
1,725

特定財源の状況(単位：千円)事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込）

使用料
手数料

Ａ

購入金額比較
年　度 全重量 市内産重量 地産地消率（%） 地産地消率（%）

平成25年度 54,327.0 5,502.9 10.13 16.61
平成26年度 49,906.7 5,266.3 10.55 15.42
平成27年度 48,571.3 6,121.8 12.60 17.85
平成28年度 43,993.2 8,440.2 19.19 23.56
平成29年度 41,965.5 13,590.2 32.38 33.02
平成30年度 42,811.5 13,891.5 32.45 33.64
令和元年度 38,268.9 12,040.8 31.46 34.09
令和 2年度 35,321.2 13,225.8 37.44 41.85
令和 3年度 36,658.2 12,052.9 32.88 34.46
令和 4年度 34,263.5 10,865.0 31.71 40.93
令和 5年度 35,672.2 12,274.8 34.41 40.29

学校給食地産地消率の推移（重量比較）単位：㎏
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

歴史的社会的理由により、生活環境等の安定向上が阻害さ
れている地域の環境改善を図るため、旧町村条例に基づき貸
付を行っていた「住宅新築資金」、「宅地取得資金」、「住
宅改修資金」について、貸付を行った資金を公正で適正かつ
効率的に回収する。

款

国　費

県　費 1

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 262,299 247,968

7 住宅新築資金等貸付事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 住宅新築資金等貸付事業

所管課 人権推進課 (市民環境部) 宇陀市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

区分 №

事業

項

区分名

目

使用料
手数料

基本計画　４－１－１ 一人ひとりの人権が尊重されたまちづくりを推進します

財源の内訳　（単位：千円）貸付制度は平成13年度で終了されたが、その後の償還等に
係る事務を行っている。公正で効率的に償還を進めるため、
平成17年1月に設立された奈良県住宅新築資金等貸付金回収
管理組合に加入し、管理組合からの返戻金をもって、地方債
の元利償還金を返済する会計処理を特別会計で処理していた
が、令和7年2月1日より業務が宇陀市へ返還され、本年度よ
り直接回収事務を行う。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 2,399

一般財源

R7予算額 2,400

活動指標名 住宅新築資金等貸付金残債残高

R6
7,900

当初予算額

R6
241,874

8,000 8,000

増減額 ▲ 5,500

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 254,299 239,968

1.人権を大切にする共生の
まちづくりの実現

単位当たりコスト　　　　（円） 703 680

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 373,187
単
位

千円 364,818
単
位

千円
4.生涯輝くまち

償還推進費補助金　　　　　　　 1
一般会計繰入金　　　　　　 2,205
回収管理組合返戻金　    　　 　1
貸付金元利収入 　　　　　　　193

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ

事務費 2,205 千円

194 千円

1 千円
2,400 千円

元金償還金

利子償還金
計

（単位：円）

調定額 収入額 不納欠損 未済額

Ａ Ｂ Ｃ Ａ－Ｂ－Ｃ
現年度分 0 0 0 0
滞納繰越分 373,186,874 8,369,170 0 364,817,704

合計 373,186,874 8,369,170 0 364,817,704

○令和6年度　貸付金回収見込
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 9,220 19,100

2.生活環境の整備・充実

単位当たりコスト　　　　（円） 23,917 37,744

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 720
単
位

区画 718
単
位

区画
5.自然豊かなまち

霊苑手数料　　　　　　　　　　5
霊苑基金利子　　　　　　　　　2

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 使用区画数

R6
19,100

当初予算額

R6
19,100

8,000 8,000

増減額 ▲ 11,700

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

墓地使用者の立場になって管理運営を行い、安心して気持
ちよく利用できる霊苑運営を行う。

令和5年度末現在の使用区画数は720区画であり約65.2％の
使用率となっている。

現計予算額

市　債

その他 7

一般財源 7,393

R7予算額 7,400

目

使用料
手数料

宇陀市営霊苑条例

基本計画　５－２－２ 生活衛生環境の向上を図ります

財源の内訳　（単位：千円）霊苑の利用者が安心して利用できるように、墓地の適正な
管理及び周辺の清掃等環境美化を促進する。

分担金
負担金

項

区分名

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市営霊苑事業特別会計予算

区分 №

事業

7 営霊苑事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 霊苑事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

宇陀市営赤人霊苑は、昭和57年4月に開苑以後、平成15年
に拡張工事を行い、全体で1,104区画、4,128聖地の事業規模
となっている。赤人霊苑は、墓地にとって最も重要な永続性
が保証され、永代使用料や年間管理料が比較的安く、使用者
が安心して利用できるよう霊苑の運営を行う。

款

国　費

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 17,220 27,100

Ａ

科　目 金額
需用費 815
役務費 314
委託料 2,308
使用料及び賃借料 5
積立金 2
償還金、利子及び割引料 3,456
予備費 500

合　計 7,400

（単位：千円）
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7 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 国民健康保険一般被保険者療養給付費

事業の目的

国民健康保険の一般被保険者が、疾病・負傷により保険医
療機関等で診療を受けた場合、市は国保連合会を通して、保
険医療機関等へ概ね7割の療養給付費を支払う。これにより
誰もが安心して医療を受けることができる。

款 2 保険給付費

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

区分 №

事業 1
一般被保険者療養給
付費

項 1 療養諸費

区分名

目 1 一般被保険者療養給付費

使用料
手数料

国　費

県　費 2,424,435

根拠条例等 国民健康保険法　宇陀市国民健康保険条例

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）国保連合会からの請求に基づき、国保一般被保険者の入
院、入院外、歯科、調剤、食事療養、訪問看護に係る費用か
ら一部負担金を除いた概ね7割の療養給付費を支払う。

一人当たり保険給付費
358,443円×6,773人＝2,427,734,439円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 3,300

一般財源

R7予算額 2,427,735

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 2,418,338 2,628,407

活動指標名 平均一般被保険者数

R6
2,623,207

当初予算額

R6
2,623,207

5,200 5,200

増減額 ▲ 195,472

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 2,413,138 2,623,207

4.地域医療体制の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 332,921 371,927

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 7,264
単
位

人 7,067
単
位

人
1.健幸なまち

保険給付費等交付金（普通交付金）
　　　　　　　　　　　 2,424,435
諸収入　　　　　　　　　　 3,300従事職員数【人工】 0.65 0.65

Ａ

各年度の療養給付費
R4 R5 R6

実績 実績 見込
一般被保険者数
（平均：人）

7,742 7,264 7,067

療養給付費
（千円）

2,526,345 2,413,138 2,623,207

1人当たり療養
給付費（円）

326,317 332,205 371,191

項　目
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7 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 国民健康保険一般被保険者療養費

事業の目的

国保一般被保険者に対して療養費を払い戻すことで、被保
険者の医療費負担の軽減を図る。

款 2 保険給付費

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

区分 №

事業 1 一般被保険者療養費

項 1 療養諸費

区分名

目 3 一般被保険者療養費

使用料
手数料

国　費

県　費 20,319

根拠条例等 国民健康保険法

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）一般被保険者における柔道整復施術、はり・きゅう、マッ
サージ施術及び補装具等の購入に係る費用等の一部を支給す
る。

　一人当たり支給額3千円×6,773人＝20,319千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源

R7予算額 20,319

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 19,668 22,001

活動指標名 平均一般被保険者数

R6
21,201

当初予算額

R6
21,201

800 800

増減額 ▲ 882

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 18,868 21,201

4.地域医療体制の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 2,708 3,113

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 7,264
単
位

人 7,067
単
位

人
1.健幸なまち

保険給付費等交付金（普通交付金）
　　　　　　　　　　　　　20,319

従事職員数【人工】 0.10 0.10

Ａ

一般被保険者療養費
R4 R5 R6

実績 実績 見込
一般被保険者数
（平均：人）

7,742 7,264 7,067

療養費（千円） 19,652 18,868 21,201
1人当たり療養費
（円）

2,538 2,597 3,000

項　目
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活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 390,207 406,777

4.地域医療体制の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 54,489 58,352

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 7,264
単
位

人 7,067
単
位

人
1.健幸なまち

保険給付費等交付金（普通交付金）
　　　　　　　　　　　　 382,844

従事職員数【人工】 0.70 0.70

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 平均一般被保険者数

R6
406,777

当初予算額

R6
406,777

5,600 5,600

増減額 ▲ 23,933

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他

一般財源

R7予算額 382,844

目 1 一般被保険者高額療養費

使用料
手数料

国民健康保険法

基本計画　１－４－１ 医療体制の充実を図ります

財源の内訳　（単位：千円）高額医療に該当した国保一般被保険者に対して、1か月単
位で通知し、自己負担限度額を超えて支払った金額を支給す
る。

　高額療養費　56,525円×6,773人＝382,843,825円

分担金
負担金

項 2 高額療養費

区分名

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

区分 №

事業 1
一般被保険者高額療
養費

7 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 国民健康保険一般被保険者高額療養費

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

国保一般被保険者が高額な医療費を支払った場合に、その
経済的負担を軽減するために1か月の負担限度額を超えた金
額を支払う。 款 2 保険給付費

国　費

県　費 382,844

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 395,807 412,377

Ａ

一般被保険者高額療養費
R4 R5 R6

実績 実績 見込
一般被保険者数
（平均：人）

7,742 7,264 7,067

高額療養費
（千円）

404,162 390,207 406,777

1人当たり高額
療養費（円）

52,204 53,718 57,560

項　目
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7 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 国民健康保険事業費納付金

事業の目的

「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険
法等の一部を改正する法律」が成立し、平成30年度から都道
府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率
的な事業の確保等、国保運営の中心的な役割を担うことと
なった。このことにより、都道府県は市町村が支払う保険給
付費の全額を保険給付費等交付金として支払い、市町村はそ
の財源の一部として納付金を納付する。

款 3 国民健康保険事業費納付金

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

区分 №

事業

項

区分名

目

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 国民健康保険法

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）県単位化により、県全体の保険給付費の総額から公費等を
差し引いた額が各市町村に納付金として割り当てられる。そ
の際、市町村標準保険料率を算定し提示されるため、それを
元に賦課徴収し、納付金として納付する。

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 226,854

一般財源 620,461

R7予算額 847,315

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 1,081,346 1,029,705

活動指標名 平均一般被保険者数

R6
1,017,542

当初予算額

R6
1,028,105

1,600 1,600

増減額 ▲ 170,227

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

奈良県では、同じ所得・世帯構成であれば県内のどこに住
んでも保険料水準が同じことを目標に納付金の算定方法を導
入する。

国保事業費納付金と保険給付費等交付金の仕組みにより、
大幅に保険給付費が増加しても財政運営ができるようにな
る。

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 1,079,746 1,028,105

4.地域医療体制の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 148,864 145,706

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 7,264
単
位

人 7,067
単
位

人
1.健幸なまち

一般会計繰入金　　　　　226,854

従事職員数【人工】 0.20 0.20

Ａ
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活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 24,773 27,579

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円） 3,686 4,186

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 7,264
単
位

人 7,067
単
位

人
1.健幸なまち

保険給付費等交付金（特別交付金）
　　　　　　　　　　　　　 6,660

従事職員数【人工】 0.25 0.25

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 平均被保険者数

R6
27,579

当初予算額

R6
27,579

2,000 2,000

増減額 ▲ 827

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 20,092

R7予算額 26,752

目 1 疾病予防費

使用料
手数料

国民健康保険法

基本計画　１－１－２ 健康づくり活動による健幸長寿のまちを実現します

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

項 1 保健事業費

区分名

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

区分 №

事業 1 疾病予防費

7 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 保健事業（疾病予防）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

レセプト点検やジェネリック医薬品の使用促進により、医
療費の適正化を図る。

人間ドック・脳ドック受診費用を助成することにより、被
保険者の健康増進、疾病の早期発見・早期治療を促す。

款 4 保健事業費

国　費

県　費 6,660

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 26,773 29,579

Ａ

（単位：千円）

科　目 金額
需用費 239
役務費 732
委託料 25,275
使用料及び賃借料 44
負担金 462

合　計 26,752

ジェネリック希望シール等
内容

結核・精神データ処理手数料等

人間ドック・脳ドック委託料等
コピー使用料
連合会ネットワーク関連負担金等

R4 R5 R6(見込)
人間ドック受診者数 461 438 509
脳ドック受診者数 251 203 226
医療費通知件数 19,337 18,574 17,766
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 18,287 26,409

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円） 2,793 4,020

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 7,264
単
位

人 7,067
単
位

人
1.健幸なまち

保険給付費等交付金（特別交付金）
　　　　　　　　　　　　　18,570
連合会補助金　　　　　　　 1,580従事職員数【人工】 0.25 0.25

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 平均被保険者数

R6
26,409

当初予算額

R6
26,409

2,000 2,000

増減額 6,528

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他 1,580

一般財源 12,787

R7予算額 32,937

目 1 特定健康診査等事業費

使用料
手数料

高齢者の医療の確保に関する法律

基本計画　１－１－２ 健康づくり活動による健幸長寿のまちを実現します

財源の内訳　（単位：千円）保健センターでの集団健診を中心に、健診受診率の向上を
めざし、下記の施策を推進する。
【特定健康診査関係】
　・電話や文書による特定健診の受診勧奨
　・Webによる健診申込
　・健診啓発ポスターの作成
　・歯周病健診
　・お早め健診

分担金
負担金

項 2 特定健康診査等事業費

区分名

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

区分 №

事業 1 特定健康診査費

7 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 特定健康診査事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

健康診査の実施により、メタボリックシンドローム該当者
及びその予備軍を早期に発見し、保健指導を行うことで、生
活習慣病を予防し、将来的な医療費の適正化と抑制を図るこ
とを目的とする。

款 4 保健事業費

国　費

県　費 18,570

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 20,287 28,409

Ａ

項　目 R4 R5 R6（見込）
対象者数（40歳以上） 5,580 5,242 5,685
受診者数 2,034 1,830 1,984
受診率（法定報告分） 36.5% 34.9% 34.9%
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式 －

決算額又は決算見込額 （千円） 1,918 3,735

1.「健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”」の実現

単位当たりコスト　　　　（円） 539 812

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 7,264
単
位

人 7,067
単
位

人
1.健幸なまち

保険給付費等交付金（特別交付金）
　　　　　　　　　　　　　　 292

従事職員数【人工】 0.25 0.25

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標名 平均被保険者数

R6
3,735

当初予算額

R6
3,735

2,000 2,000

増減額 42

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他

一般財源 3,485

R7予算額 3,777

目 1 特定健康診査等事業費

使用料
手数料

高齢者の医療の確保に関する法律

基本計画　１－１－２ 健康づくり活動による健幸長寿のまちを実現します

財源の内訳　（単位：千円）　・さらっとヘルシー教室
　・特定保健指導業務委託（来所型）
　・糖尿病性腎症保健指導事業
　・ロコモティブシンドローム予防のための運動指導
　・節酒禁煙指導
　・運動教室利用助成事業

分担金
負担金

項 2 特定健康診査等事業費

区分名

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

区分 №

事業 2 特定保健指導費

7 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 特定保健指導事業

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

健康診査の実施により、メタボリックシンドローム該当者
及びその予備軍を早期に発見し、保健指導を行うことで生活
習慣病を予防し、将来的な医療費の適正化と抑制を図る。 款 4 保健事業費

国　費

県　費 292

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 3,918 5,735

Ａ

項　目 R4 R5 R6（見込）
対象者数（人） 235 183 130
指導支援修了者数（人） 85 68 40
指導支援終了率 35.7% 37.2% 31.0%
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 64,855 62,452

4.地域医療体制の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 28,328 27,780

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 3,419
単
位

人 3,400
単
位

人
1.健幸なまち

一般会計繰入金　　　　　　14,621

従事職員数【人工】 4.00 4.00

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 96,855 94,452

活動指標名 延べ患者数

R6
77,100

当初予算額

R6
77,100

32,000 32,000

増減額 ▲ 4,400

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現計予算額

市　債

その他 14,621

一般財源 58,079

R7予算額 72,700

国　費

県　費

根拠条例等 宇陀市国民健康保険直営診療所条例、宇陀市国民健康保険直営診療所管理運営規則

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

目

使用料
手数料

項

区分名

事業の目的

国民健康保険法の規定に基づき、国民健康保険の被保険者
等住民に対し療養の給付を行うため、宇陀市国民健康保険直
営診療所を東里地域、田口地域に設置している。

過疎化・高齢化が進む医療過疎地域であり交通の便も悪
く、総合的な診療を行う宇陀市立病院に行くにも不便である
ため、へき地診療所において一次診療を行い、早期に病気の
原因を見極めて、高度な医療が必要な場合は、宇陀市立病院
と連携を図り、早期治療ができるよう医療体制の充実を促進
する。

款

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計（直診）予算

区分 №

事業

7 国民健康保険事業特別会計（直診）

事業
区分

継続
事業
名 宇陀市国民健康保険直営診療所事業

Ａ

（単位：千円）

診療収入 38,000 正職員人件費 21,971

使用料及び手数料 210 会計年度人件費 13,843
繰入金 27,621 総務費 15,104

繰越金 1 医療費 21,359
諸収入 6,868 公債費 422

市債 0 予備費 1

計 72,700 計 72,700

歳　　　　　入 歳　　　　　出

診療収入 36,022,125 円 31,788,302 円
使用料及び手数料 236,200 円 236,830 円
県支出金 0 円 0 円
繰入金 28,252,968 円 30,168,954 円
諸収入 7,556,215 円 4,804,784 円
繰越金 0 円 0 円
市債 0 円 0 円

歳入合計 72,067,508 円 66,998,870 円

総務費 47,983,256 円 44,518,095 円
医療費 20,318,871 円 16,024,843 円
公債費 1,145,968 円 1,145,954 円
前年度繰上充用金 5,785,275 円 3,165,862 円

歳出合計 75,233,370 円 64,854,754 円

差引 △ 3,165,862 円 2,144,116 円

患者数（東里） 2,060 人 2,185 人
患者数（田口） 1,365 人 1,234 人

計 3,425 人 3,419 人

R4 R5
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 5,898 7,341

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 51,474 55,785

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 270
単
位

件 275
単
位

件
1.健幸なまち

保険者機能強化推進交付金   　31
保険者努力支援交付金 　　 　326
地域支援事業交付金
（国）　　　　　　　　　  1,108
（県）　 　　　　　　 　  3,395
一般会計繰入金　　    　  3,479
介護給付費準備基金繰入金    185

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 13,898 15,341

活動指標名 在宅医療（初回）相談件数

R6
7,341

当初予算額

R6
7,341

8,000 8,000

増減額 3,926

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

【在宅医療（初回）相談件数】
　平成26年度（社会福祉協議会委託時） 98件／年
　平成27年度（市直営）　　　　　　　165件／年
　平成28年度　　　　　　　　　　　　128件／年
　平成29年度　　　　　　　　　　　　173件／年
　平成30年度　　　　　　　　　　　　199件／年
　令和元年度　　　　　　　　　　　　211件／年
　令和 2年度　　　　　　　　　　　　294件／年
　令和 3年度　　　　　　　　　　　　274件／年
　令和 4年度                        211件／年
　令和 5年度　　　　　　　　　　　　270件／年
　令和 6年度                        275件／年（予定）
　 現計予算額

市　債

その他 3,664

一般財源 2,743

R7予算額 11,267

国　費 1,465

県　費 3,395

根拠条例等 介護保険法（地域支援事業）

総合計画 基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）【事業概要】
①在宅医療・介護連携支援業務
　●地域の医療・介護の資源の把握
　●在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討
　●切れ目ない在宅医療と介護の提供体制の構築推進
②地域医療連携会議
　●医療・介護関係者の情報共有の支援
　●在宅医療・介護連携に関する相談支援
　●医療・介護関係者の研修
　●地域住民の普及啓発

分担金
負担金

目 3
在宅医療・介護連携推進
事業費

使用料
手数料

項 1
包括的支援事業・任意事
業費

区分名

事業の目的

医療関係者と介護関係者の連携を推進するとともに、高齢
者の在宅医療の相談対応及び体制整備により、できる限り住
み慣れた自宅で療養を続けることができる。 款 4 地域支援事業費

所管課 医療介護あんしんセンター (健康福祉部) 宇陀市介護保険事業特別会計予算

区分 №

事業 1
在宅医療・介護連携推進
事業費

7 介護保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 在宅医療・介護連携推進事業

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 7,151 10,181

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 38,266 45,296

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 605
単
位

件 578
単
位

件
1.健幸なまち

保険者機能強化推進交付金   132
保険者努力支援交付金 　　　230
地域支援事業交付金
（国）　　　　　　　 　  3,723
（県）　 　　　　　　 　 1,862
一般会計繰入金　　    　 1,996
介護給付費準備基金繰入金   246

従事職員数【人工】 2.00 2.00

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 23,151 26,181

活動指標名 認知症総合相談件数

R6
10,181

当初予算額

R6
10,181

16,000 16,000

増減額 ▲ 502

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

(1)認知症地域支援推進員の配置
(2)認知症初期集中支援事業
宇陀市立病院の精神科、神経内科、精神科相談の医師等と連
携し集中支援を実施する。
(3)認知症相談の実施
認知症に関する相談及びアセスメントから、適切な支援につ
なぐとともに　認知症カフェ等の社会参加につなげる。

現計予算額

市　債

その他 2,242

一般財源 1,490

R7予算額 9,679

国　費 4,085

県　費 1,862

根拠条例等 介護保険法（地域支援事業）

総合計画 基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）①その人の状態に応じた適切なサービスが提供されるための
介護・医療・地域サポート等の各サービスの連携支援
②地域の認知症支援体制を構築し、地域の実情に応じて認知
症の人やその家族を支援する事業の実施

　■認知症相談への認知症ケアパスの活用
　■認知症の予防・早期発見の推進
　■認知症地域医療連携、認知症への早期対応の推進
　■認知症の正しい理解の普及と支援体制の構築

分担金
負担金

目 4 認知症総合支援事業費

使用料
手数料

項 1
包括的支援事業・任意
事業費

区分名

事業の目的

認知症の方ができる限り住み慣れた地域で暮らすために、
必要な医療や介護、日常生活における支援が有機的に結びつ
いた体制を整える。
①認知症の人にその状態に応じた適切なサービスが提供され
るよう、介護・医療・地域サポート等の各サービスの連携支
援
②地域の認知症支援体制を構築し、地域の実情に応じて認知
症の人やその家族を支援する事業の実施

款 4 地域支援事業費

所管課 医療介護あんしんセンター (健康福祉部) 宇陀市介護保険事業特別会計予算

区分 №

事業 1 認知症総合支援事業費

7 介護保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 認知症総合支援事業

Ａ
認知症カフェ実施状況

年度 実施箇所 実施回数
令和2年 1 3
令和3年 6 11
令和4年 6 17
令和5年 7 32
令和6年 7 32（予定）
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7 後期高齢者医療事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 後期高齢者医療広域連合納付金

事業の目的

75歳以上（一定以上の障害のある場合は、65歳以上）の後
期高齢者の適切な医療の確保を図ることを目的とする。

款 2
後期高齢者医療広域連合
納付金

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市後期高齢者医療事業特別会計予算

区分 №

事業 1
後期高齢者医療広域連合
納付金

項 1
後期高齢者医療広域連合
納付金

区分名

目 1
後期高齢者医療広域連合
納付金

使用料
手数料

国　費

県　費

根拠条例等 高齢者の医療の確保に関する法律

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）高齢者の医療の確保に関する法律第105条により、徴収し
た保険料・延滞金及び低所得者に対する保険料軽減分（県
3/4の補助あり。一般会計より繰入）を奈良県後期高齢者医
療広域連合に納付する。

＜令和7年度予算＞
・保険料納付金…564,017千円
・保険料延滞金…10千円
・保険基盤安定繰入分…137,134千円
・広域連合共通経費（事務費）　負担金…27,128千円

分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他 728,289

一般財源

R7予算額 728,289

人件費 （人工×8,000千円）

総事業費：人件費含む （千円） 616,546 709,116

活動指標名 被保険者数

R6
673,222

当初予算額

R6
707,196

1,920 1,920

増減額 55,067

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 614,626 707,196

4.地域医療体制の充実

単位当たりコスト　　　　（円） 92,463 104,992

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 6,668
単
位

人 6,754
単
位

人
1.健幸なまち

後期高齢者医療保険料 　　564,017
一般会計繰入金　　　 　　164,262
延滞金　　　　　　　　　　　　10従事職員数【人工】 0.24 0.24

Ａ

（単位：円）

R4年度 R5年度 R6年度

（実績） （実績） （見込）

保険料納付金 436,530,162 466,420,615 544,878,884

保険料延滞金 26,700 0 10,000

保険基盤安定
負担金納付金

125,624,503 125,201,185 140,468,321

広域連合共通
経費負担金

20,180,000 22,107,000 21,838,000

計 582,361,365 613,728,800 707,195,205
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

単位当たりコスト　　　　（円） 49,928 52,230

備考

社会資本整備総合交付金　　 7,000
流域下水道負荷軽減等推進事業補助
金
　　　　　　　　　　　　　 7,000
一般会計負担金（雨水処理負担金）
　　　　　　　　　　　　　 1,376
一般会計補助金 　　　　　205,115

活動指標名 下水道接続人口

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 771,983 797,972

797,972
当初予算額

事業

国　費 7,000

県　費 7,000

市　債

その他 206,491

一般財源

所管課 (建設部) 宇陀市下水道事業特別会計予算

区分 № 区分名

根拠条例等 下水道法第３条・宇陀市下水道事業の設置等に関する条例

総合計画

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・供用区域面積　　　　　　　722.3ha
・年間予定有収水量　　　1,650,171㎥
・１日平均有収水量　　　　　4,521㎥

・収益的収入　　　　　　768,983千円
・収益的支出　　　　　　768,983千円

7 下水道事業特別会計

下水道課

事業の目的

都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し、併せて公
共用水域の水質保全に資することを目的とし、下水道法及び
宇陀市下水道事業の設置等に関する条例に基づき下水道施設
の管理運営を実施する。

款

目

項

事業
区分

継続
事業
名

分担金
負担金

下水道事業（収益的収入及び支出）

基本計画　２－３－３ 効率的で安心・安全な上下水道の運営を推進します

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

●目標
下水道施設の定期点検や計画的な補修により、維持管理費

の増大を緩和するとともに、雨水幹線の維持管理を通じ、雨
水排水の機能確保に努める。また、下水道展を通じ下水道に
対する理解と関心を深め、下水道の普及と活用を促進する。
●主な経費
　下水道の普及促進費　　　　　304千円
　流域下水道維持管理費　　108,123千円
　管渠等汚水維持管理費　　 88,943千円
　雨水維持管理費　　　　　  1,376千円
　減価償却費　　　　　　　492,108千円

総事業費：人件費含む （千円） 771,983 797,972

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 15,462
単
位

人 15,278
単
位

人
2.暮らしやすいまち

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

▲ 28,989

548,492

R7予算額 768,983

R6

R6
797,972

特定財源の状況(単位：千円)事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込）

使用料
手数料

Ａ

-322-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し、併せて公
共用水域の水質の保全に資することを目的とし、下水道施設
の修繕・改築を実施する。 款

国　費 36,000

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 527,685 559,790

7 下水道事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 下水道事業（資本的収入及び支出）

所管課 下水道課 (建設部) 宇陀市下水道事業特別会計予算

区分 №

事業

項

区分名

目

使用料
手数料

下水道法第３条・宇陀市下水道事業の設置等に関する条例

基本計画　２－３－３ 効率的で安心・安全な上下水道の運営を推進します

財源の内訳　（単位：千円）・資本的収入　　400,383千円
・資本的支出　　573,394千円

事業内容（支出）
・建設改良費　　213,587千円
・企業債償還金　359,807千円
※収入の不足額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収
支調整額、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分損益勘定
留保資金で補てんする。

分担金
負担金

現計予算額

市　債 311,400

その他 52,983

一般財源 173,011

R7予算額 573,394

活動指標名 下水道接続人口

R6
559,790

当初予算額

R6
559,790

増減額 13,604

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

下水道ストックマネジメント計画による修繕・改築計画に
基づき、下水道施設の修繕・改築を実施することによる下水
道施設の長寿命化により、維持管理費を抑制できる。

また、管渠の修繕・改築により、腐食等に起因する陥没事
故等を未然に防止できる。

●主な建設改良事業
　中継ポンプ場更新工事　　　　　　　　　 　150,000千円
　管路実施設計業務　　　　　　　　　　　　　24,000千円
　大和川上流・宇陀川流域下水道建設費　　　　17,430千円

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 527,685 559,790

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 34,128 36,640

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 15,462
単
位

人 15,278
単
位

人
2.暮らしやすいまち

社会資本整備総合交付金　　36,000
企業債　　　　　　　　　 311,400
一般会計補助金　　　　　　52,983従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

下水道ストックマネジメント計画による下水道施設の点検
調査を実施し、下水道施設の状態を把握する。

款 1 下水道事業費用

国　費 7,000

県　費 7,000

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 19,982 22,000

7 下水道事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 下水道施設点検調査業務

所管課 下水道課 (建設部) 宇陀市下水道事業特別会計予算

区分 №

事業

項 1 営業費用

区分名

目 5 管渠等汚水維持管理費

使用料
手数料

下水道法第７条の３・社会資本整備総合交付金交付要綱

基本計画　２－３－３ 効率的で安心・安全な上下水道の運営を推進します

財源の内訳　（単位：千円）「社会資本整備総合交付金事業（国土交通省）」

下水道施設点検調査委託料　　23,000千円 分担金
負担金

現計予算額

市　債

その他

一般財源 9,000

R7予算額 23,000

活動指標名 下水道接続人口

R6
22,000

当初予算額

R6
22,000

増減額 1,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

●目的
下水道ストックマネジメント計画に基づき、下水道施設の

状態把握を目的に点検調査を実施する。

●成果
下水道施設の状況を把握することにより、下水道施設の老

朽化等の破損が原因となる、陥没事故等を未然に防止する。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 19,982 22,000

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 1,292 1,440

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 15,462
単
位

人 15,278
単
位

人
2.暮らしやすいまち

社会資本整備総合交付金事業 7,000
流域下水道負荷軽減等推進事業補助
金　　　　　　　　　　　 　7,000従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

下水道ストックマネジメント計画による修繕・改築計画に
基づき管路の実施設計を行い、下水道施設の長寿命化によ
る、維持管理費の抑制及び不明水の侵入を排除する。 款 1 資本的支出

国　費 6,000

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円）

7 下水道事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 管路実施設計業務

所管課 下水道課 (建設部) 宇陀市下水道事業特別会計予算

区分 №

事業

項 1 建設改良費

区分名

目 1 下水道建設事業費（汚水）

使用料
手数料

下水道法第７条の３、社会資本整備総合交付金交付要綱

基本計画　２－３－３ 効率的で安心・安全な上下水道の運営を推進します

財源の内訳　（単位：千円）「社会資本整備総合交付金事業（国土交通省）」

●令和7年度の事業費　　　　　　　　24,000千円
・管路実施設計業務

分担金
負担金

現計予算額

市　債 18,000

その他

一般財源

R7予算額 24,000

活動指標名

R6

当初予算額

R6

増減額 24,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

●目標
リスク評価等による優先順位付けを行い、下水道施設の点

検・調査、修繕、改築計画を策定し実施することにより、下
水道施設の長寿命化を図るとともに、下水道施設全体を対象
とした施設管理を最適化する。

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円）

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

2.暮らしやすいまち

社会資本整備総合交付金　   6,000
企業債　　　　　　　　　　18,000

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

事業の目的

下水道ストックマネジメント計画による修繕・改築計画に
基づき、中継ポンプ場の更新工事を行い、既存施設の長寿命
化を図る。 款 1 資本的支出

国　費 30,000

県　費

根拠条例等

総合計画

R7年度事業の
概要

総事業費：人件費含む （千円） 20,000

7 下水道事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 中継ポンプ場更新工事

所管課 下水道課 (建設部) 宇陀市下水道事業特別会計予算

区分 №

事業

項 1 建設改良費

区分名

目 1 下水道建設事業費（汚水）

使用料
手数料

下水道法第７条の３、社会資本整備総合交付金交付要綱

基本計画　２－３－３ 効率的で安心・安全な上下水道の運営を推進します

財源の内訳　（単位：千円）「社会資本整備総合交付金事業（国土交通省）」

●令和7年度の事業費　150,000千円
・中継ポンプ場更新工事
（榛原第2中継ポンプ場の躯体、電気設備等の更新を行うも
の）

分担金
負担金

現計予算額

市　債 120,000

その他

一般財源

R7予算額 150,000

活動指標名 下水道接続人口

R6
20,000

当初予算額

R6
20,000

増減額 130,000

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

●目的
下水道ストックマネジメント計画による修繕・改築計画に

基づき、中継ポンプ場を計画的に修繕・改築を実施する。

●成果
　既存施設の長寿命化を図る。

●その他
令和7年度から令和10年度までの4年間で市内に2箇所ある

中継ポンプ場の躯体、電気設備等を更新するもの。令和7年
度から8年度に榛原第2中継ポンプ場の更新工事を実施し、令
和9年度から10年度に榛原第1中継ポンプ場の更新工事を行
う。

活動指標の算式 ―

決算額又は決算見込額 （千円） 20,000

3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

単位当たりコスト　　　　（円） 1,309

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

15,278
単
位

人
2.暮らしやすいまち

社会資本整備総合交付金　　30,000
企業債　　　　　　　　　 120,000

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ
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活動指標の実績(見込) 64
単
位

％ 72
単
位

％

115,827

4,190,960

R7予算額 4,744,924

R6

R6
4,629,097

特定財源の状況(単位：千円)事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込）

使用料
手数料

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

・令和5年度決算状況
・年間入院患者数　　41,074人（1日平均　112人）
・年間外来患者数　　95,759人（1日平均　394人）
・収益的収入　　　　　3,724,677千円
・収益的支出　　　　　4,075,614千円
・令和6年度決算見込
・入院収益は約15.3％増加の見込み
・外来収益は約 1.2％減少の見込み

総事業費：人件費含む （千円） 4,075,614 4,520,824

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

分担金
負担金

宇陀市立病院事業（収益的収入及び支出）

基本計画　１－４－１ 医療体制の充実を図ります

根拠条例等 宇陀市立病院事業の設置に関する条例

総合計画

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・病床数　176床
・年間患者数
　・入院　　　　　52,560人（1日平均　144人）
　・外来　　　　　95,832人（1日平均　396人）
・収益的収入　　　4,257,381千円（対前年度　1.3％増）
　（前年度予算額　4,200,999千円）
・収益的支出　　　4,744,924千円（対前年度　2.5％増）
　（前年度予算額　4,629,097千円）

7 立病院事業特別会計

経営企画課

事業の目的

地域包括ケアシステムの中核病院として地域の医療需要に
対応する医療提供体制を整備し、地域住民へ必要な医療サー
ビスを提供する。

へき地医療拠点病院として引き続きへき地診療所への代診
医派遣、訪問診療を行うほか、巡回診療等に取り組み、その
責任を果たす。

款

目

項

事業
区分

継続
事業
名

所管課 (宇陀市立病院) 宇陀市立病院事業特別会計予算

区分 № 区分名

4,629,097
当初予算額

事業

19,369

国　費

県　費 2,277

市　債

その他 532,318

一般財源

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

単位当たりコスト　　　　（円） 63,921,173 62,876,551

備考

へき地医療拠点病院補助金　 1,650
院内保育所運営費補助金　　　 627
一般会計補助金　　  　　 140,494
一般会計負担金           314,139
資本費繰入益              77,685
患者外給食収益　　　　　　19,369

活動指標名 病床利用率

活動指標の算式 年間入院患者数／年延病床数

決算額又は決算見込額 （千円） 4,075,614 4,520,824
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活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

活動指標の算式

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 545,839

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

当院は、昭和29年の開院以来、地域の中核的な医療機関と
してその役割を担い、また将来においても地域医療の確保及
び医療水準の向上など課せられた役割や使命は大きい。

ついては、高度医療機器等の整備を推進することにより、
住民の幅広いニーズに対応できる医療機関としての機能と役
割を担う。

総事業費：人件費含む （千円） 376,147 510,093

R6
536,724

当初予算額

R6
536,724

決算額又は決算見込額 （千円） 376,147 510,093 企業債　　　　　　　　　 878,700
医療施設等施設整備費補助金
　　　　　　　　　　　　　25,000
一般会計負担金　　　　　　20,000
看護師等修学資金貸付金返還金
　　　　　　　　　　　　　　 586

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債 878,700

その他 20,586

一般財源 158,277

R7予算額 1,082,563

国　費 25,000

県　費

根拠条例等 宇陀市立病院事業の設置に関する条例

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実を図ります

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　資本的収入   924,286千円（前年度予算額 253,320千円）
　資本的支出 1,082,563千円（前年度予算額 536,724千円）
事業内容
・建設改良費　　944,641千円
・企業債償還金　136,010千円
・長期貸付金　　　1,912千円
収入の不足額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支
調整額及び過年度分損益勘定留保資金で補てんする。

分担金
負担金

目

使用料
手数料

項

区分名

事業の目的

県東部地域の中核病院として医療提供体制を整備するた
め、高度医療機器等の導入及び既存機器の更新を行う。

款

所管課 経営企画課 (宇陀市立病院) 宇陀市立病院事業特別会計予算

区分 №

事業

7 立病院事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀市立病院事業（資本的収入及び支出）

Ａ
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活動指標名 利用者数

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込) 25,727
単
位

人 26,781
単
位

人
1.健幸なまち

活動指標の算式 －

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円） 18,644 20,134

増減額 11,500

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和5年度決算状況
・年間入所者数　　　　　 25,727人　　1日平均 70.3人
・年間通所者数　　　　 　 2,963人　　1日平均 11.5人
・収益的収入　　　　　402,499千円（税込み）
・収益的支出　　　　　479,657千円（税込み）

令和6年度決算見込
・入所者は約4.1％増加の見込み
・通所者は約16.8％増加の見込み

総事業費：人件費含む （千円） 479,657 539,210

R6
570,400

当初予算額

R6
570,400

決算額又は決算見込額 （千円） 479,657 539,210 一般会計補助金　　　　　　17,257

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債

その他 17,257

一般財源 564,643

R7予算額 581,900

国　費

県　費

根拠条例等 介護保険法、宇陀市介護老人保健施設事業の設置等に関する条例

総合計画 基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・人員定員　　　　　　　　　100人
・通所定員　　　　　　　　　 25人
・年間入所予定者数　　　 35,000人　　1日平均　95.9人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事業日数365日）
・年間通所予定者数　　　　4,700人　　1日平均　18.4人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事業日数256日）
・収益的収入　　　　　581,900千円　　対前年度2.02%増
　（前年度予算額　　　570,400千円）
・収益的支出       　 581,900千円　　対前年度2.02%増
　（前年度予算額　　　570,400千円）

分担金
負担金

目

使用料
手数料

項

区分名

事業の目的

介護を必要とする高齢者の自立を支援し、その家庭復帰を
支援することを目的として、介護保険法に規定する介護老人
保健施設サービスを提供する。 款

所管課 庶務課 (介護老人保健施設さんとぴあ榛原) 宇陀市介護老人保健施設事業特別会計予算

区分 №

事業

7 介護老人保健施設事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 介護老人保健施設事業（収益的収入及び支出）
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活動指標名

※「R6当初予算額」欄は、令和6年度6月補正を合算しています。

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

1.健幸なまち

活動指標の算式

2.みんなの幸せを支える福
祉環境づくり

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 14,423

事 業 の コ ス ト 令和5年度(実績) 令和6年度（見込） 特定財源の状況(単位：千円)

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和5年度決算状況
・資本的収入　　　　　　　　 57,345千円
・資本的支出　　　　　　　　 71,710千円
決算の概要
　・備品購入費　　　　　　　  3,165千円
　・企業債元金償還　　　　　 68,545千円
　〔企業債末償還残高　418,856千円　令和5年3月末現在〕
　　　償還最終年　建設改良分　 令和10年度 269,510千円
　　　　　　　　　その他企業債 令和14年度  80,800千円

当施設は、市内唯一の老健施設としての役割を担ってお
り、市立病院との連携を増しながら、その役割は益々重要な
ものとなっている。

平成11年の開設以来、耐用年数が経過した設備や備品が多
くなっており、状態を見ながら順次更新を行っていくものと
する。

総事業費：人件費含む （千円） 71,710 69,253

R6
69,253

当初予算額

R6
69,253

決算額又は決算見込額 （千円） 71,710 69,253 一般会計出資金　　　　　　59,176
企業債　　　　　　　　　　13,000

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

現計予算額

市　債 13,000

その他 59,176

一般財源 11,500

R7予算額 83,676

国　費

県　費

根拠条例等 介護保険法、宇陀市介護老人保健施設事業の設置等に関する条例

総合計画 基本計画　１－２－１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

R7年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・資本的収入　　　　　　　　 72,176千円
　（前年度予算額　　　　　　 69,253千円）
・資本的支出　　　　　　　　 83,676千円
　（前年度予算額　　　　　　 69,253千円）
・事業内容（支出）
　・有形固定資産購入費　　　  5,000千円
　・建設改良事業費　　　　　　8,000千円
　・企業債償還金　　　　　　 70,676千円

分担金
負担金

目

使用料
手数料

項

区分名

事業の目的

介護を必要とする高齢者の自立を支援し、その家庭復帰を
支援することを目的として、介護保険法に規定する介護老人
保健施設の管理運営を行う。 款

所管課 庶務課 (介護老人保健施設さんとぴあ榛原) 宇陀市介護老人保健施設事業特別会計予算

区分 №

事業

7 介護老人保健施設事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 介護老人保健施設事業（資本的収入及び支出）

Ａ
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